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第第 3344 回回東東北北大大学学高高等等教教育育フフォォーーララムム企企画画主主旨旨  
 

 
 

令和 3 年度の大学入学者選抜は特別なもの

として長く歴史に刻まれることだろう。 
高大接続改革の初年度として，大学入試セ

ンター試験に代わって大学入学共通テストが

初めて実施された。しかし，改革の目玉とし

て予定され，準備が進められていた「英語民

間試験」と「記述式問題」の大学入学共通テ

ストへの導入は直前に撤回された。高大接続

改革の方向性には不透明感が漂っている。 
加えて，誰もが予想し得なかったのは新型

コロナウイルス感染症（COVID-19）の蔓延

である。わが国では昨年 2 月頃から徐々に広

がり始め，令和 2 年度入試では一部の大学が

影響を受けた。最初の緊急事態宣言下では学

校の機能が止まり，9 月入学への転換も議論

された。ほとんどの大学で，にわかに全面的

なオンライン授業が始まり，新入生はキャン

パスライフを知らない大学生となった。高校

の対応は地域や学校で大きく分かれた。大学

入学共通テストには第 2 日程が設けられ，国

立大学の個別試験にも追試験が設定された。

一方，COVID-19 の感染機序が明らかになる

につれ，感染拡大の深刻さとは裏腹に人々の

警戒感は薄れていった。その結果，令和 3 年

度入試は感染症に対する厳戒態勢の下，

COVID-19 第 3 波の只中で行われた。 
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高大接続改革とコロナ禍に翻弄された受験

生はどう入試を迎えたのか。高校現場ではど

のような見通しの下，何が行われていたのか。

個別大学では何が議論され，どのように入試

が準備されたのか。正解が見えない時代の教

育と選抜の在り方が模索される中，真っ先に

大学入学者選抜そのものが問われることとな

った。その成果はどうだったのか，本フォー

ラムが予定される 5 月の時点では結果が見え

ているだろう。ウィズ・コロナ時代の大学入

試を描くには時期尚早だが，記憶が新しいう

ちにこの特別な入試の経験を記録に残してお

かなければならない。今回の東北大学高等教

育フォーラムはそのような主旨の下，開催す

ることとした。 
基調講演には入試の実施と入試広報に関す

る講演を用意した。講師は九州大学准教授の

立脇洋介氏と東北大学准教授の久保沙織氏で

ある，いずれも若手として最前線で奔走した

立場から，話題提供をお願いした。コロナ禍

の下，オンラインを活用した高校としなかっ

た高校，いち早く COVID-19 対応の独自路線

を打ち出した大学からの話題提供を予定して

いる。高等学校および大学の先生方，関係す

る方々の多くの参加と忌憚なき活発な議論を

期待している。 
なお，本企画は国立大学アドミッションセ

ンター連絡会議との共催である。 
本報告書は，フォーラムの録音記録に修正

を加えた原稿，「招待参加者」としてフォーラ

ムに参加し，フロアの立場からフォーラムに

対してお寄せいただいた講評，および，アン

ケート・参加者統計から成る。招待参加者は，

東北地方 6 県の高等学校進路指導研究会進学

指導部会等を通じ，各県 1 名ずつ選ばれた

方々である。本報告書は，録音テープから起

こした原稿に対し，発言者が校正を加え，最

終的に編集責任者が表現の修正を加えたもの

である。招待参加者の原稿については，体裁

の統一に関わる部分を除いて，表現の修正は

行っていない。 
編集過程で生じた不具合に関しては，全て

編集者の責任である。 

（編集担当: 東北大学 高度教養教育・学生支

援推進機構高等教育開発部門入試開発室 
        教授 倉元直樹） 
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開開    会会    のの    辞辞  
  

東東北北大大学学総総長長                          大大野野  英英男男  
  
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
皆様，こんにちは。 

  本日はコロナ禍の大変な状況の中，ご来場，

オンラインのそれぞれで，全国から 500 名以

上という多数の皆様にご参加をいただき，誠

にありがとうございます。ただ，本日は来場

のコードの送受信にトラブルがあり，オンラ

インでの参加となった方々がおられます。大

変失礼いたしました。 
  予定の時刻となりましたので，第 34 回東北

大学高等教育フォーラム「検証 コロナ禍の

下での大学入試」を始めさせていただきます。

ご案内のとおり，本フォーラムは東北大学と

国立大学アドミッションセンター連絡会議と

の共催になっております。こちらで幹事を務

めております，私，富山県にあります富山大

学の船橋伸一と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 
  開会に当たりまして，主催者を代表し，大

野英男東北大学総長よりご挨拶を申し上げま

す。それでは，大野総長，どうぞよろしくお

願いいたします。 
 
大大野野英英男男総総長長：：    

船橋先生，どうもありがとうございます。 
  皆さん，こんにちは。東北大学総長の大野

です。今回で 34 回目となります東北大学高等

教育フォーラムの開会に当たり，一言ご挨拶

を申し上げたいと思います。 
  先ほど船橋先生のほうからもご紹介があ

りましたとおり，国立大学アドミッションセ

ンター連絡会議と東北大学が共催してござい

ます。お力添えをいただきましたことに，深

く御礼を申し上げます。また，来賓としてご

挨拶をいただきます文部科学省高等教育局大

学振興課，西田憲史様をはじめ，お忙しい中，

基調講演，現状報告をお引き受けくださいま

した先生方に深く御礼を申し上げます。 
 

 
  このフォーラムは，2004 年から開催してご

ざいます。年 2 回，春と秋の開催で，春は特

に高大接続，入試関連で開催してございます。

昨年の 5 月の開催予定だったフォーラムは，

新型コロナウイルス感染症の影響で 9 月に延

期いたしました。その際，今回と同じように

「来場参加」と「オンライン参加」というハ

イブリッドで開催し、その結果，非常に多数

の皆様にご参加いただくことになりました。

今回も同様の形で実施をしておりますが，昨

年同様，活発な議論と意見交換をぜひよろし

くお願いしたいと思います。 
  今回のテーマは，「検証 コロナ禍の下での

大学入試」であります。 
  本年度の入学者選抜は，初めての大学入学

共通テストに加えて，パンデミックでござい
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ましたので，受験生諸君も，また高校の先生

の皆さんも，そして私どもも，新たな時代に

対応すべく様々な知恵を出し合い，随所で工

夫をし，特に主催する側としては感染症対策

をしつつ入学者選抜試験を進めるという前代

未聞のオペレーションとなりました。

  我が国におけるパンデミックの収束は，ワ

クチンの接種状況によります。7 月末には高

齢者の接種が終わるという予定で進んでいま

す。本学も、ワクチンの接種に貢献するとい

うことで，これは水曜日に記者会見がありま

すが，県・市と協力した接種センターを開設

することとしています。とはいえ，どれだけ

早く収束するかは見通せませんので，この次

の入学試験がどういう形になるのかも不透明

です。加えて、パンデミックはこれが最後と

いうわけでもありません。ここで，今回の経

験を振り返って，そして互いの取組や知見を

共有することで，今後のウィズコロナ，ポス

トコロナ，あるいは次に来るパンデミックに

備えて，新しい入試の在り方を模索する指針

を皆様と一緒に得られたらと思っております。

  本日は基調講演者として，まずは九州大学

から立脇洋介先生にお話をいただきます。入

試が行われた当時，そして今も予断を許さな

い状況の福岡において，どのように入試を乗

り切られたのか，貴重なお話をお伺いしたく

思います。

  続いて，本学からは久保沙織准教授が、主

に入試広報活動に関する話題を提供させてい

ただきます。本学の特徴であります対面型の

入試広報活動がほぼ完全に封じられた中で，

オンラインを中心とした新たな大学の情報提

供活動を短期間に整備いたしました。さらに，

コンテンツの多言語化によって，距離の制約

を超えるオンラインならではの試みも始まっ

たところであり，そのような取組をご紹介さ

せていただきたいと思います。

2 つの基調講演の後，現状報告として，オ

ンラインに頼らずに従来型の教育方法で昨年

の最初の緊急事態宣言期間を乗り切った東京

都立戸山高等学校の近藤明夫先生，逆にオン

ラインを駆使した教育を行っている学校とし

て兵庫県の須磨学園高等学校から多田鉄人先

生，そしていち早く独自のコロナ対策路線を

打ち出した横浜国立大学から鈴木雅之先生に

それぞれご登壇をいただき，厳しい制約の中

での大学入試の実施についてお話をお伺いす

る予定でございます。

立脇先生と多田先生はオンラインでのご講

演ということで，まさしくそれ自体がウィズ

コロナ時代のシンポジウムの在り方を示すよ

い機会であると私は感じている次第でござい

ます。

本学では，今年度 7 月にオープンキャンパ

スを企画しております。本学は，コロナにな

る前まで 7 万人に近い方々にオープンキャン

パスに参加していただいてきたわけですけれ

ども，昨年はオンラインに切り替えました。

今年もオンラインを中心に，しかし万全な感

染症対策を施すことが前提にした小規模の対

面も取り入れて，来場された皆さんに東北大

学のキャンパスに親しんでいただき，ウィズ

コロナ時代における高大連携活動の一つの取

組を提示することができればと考えていると

ころでございます。

  新型コロナウイルス感染症のパンデミック

によって，社会のあらゆる側面で大きな変革

期が訪れています。本学での教育活動におい

ても，対面とオンラインを効果的に組み合わ

せる試みが急速に進展し，ベストミックスデ

ザインによる授業，あるいはラーニング・ア

ナリティクスによって個別最適化された学習

の可能性の追求，留学が制限されている中で

の海外の協力校の単位を取得できるオンライ

ン授業，国際間教育の展開など，様々な場面

で学生諸君が充実した大学生活を送るための

取組が今始まっているところでございます。

  大学入学者選抜も，大学教育の営みの一つ

と位置づけられますが，本フォーラムで展開
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される議論が、今後起こり得る問題を予見し，

何より受験生が安心して試験に臨める一助と

なることを願い，また大学教育全体の改善，

発展につながっていくことを期待いたしまし

て，私からのご挨拶とさせていただきます。 
  本日はご参加いただき，誠にありがとうご

ざいます。 
 

（拍手） 
 
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
大野総長，ありがとうございました。水曜

日の記者会見，ぜひ拝見したいと思います。 
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＊ 2021年 5月現在 
 

来来    賓賓    挨挨    拶拶  
  

文文部部科科学学省省高高等等教教育育局局大大学学振振興興課課長長＊＊  西西田田  憲憲史史  氏氏                  
  
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
続きまして，本日来賓としてご出席いただ

いております，文部科学省高等教育局大学振

興課，西田憲史課長からご挨拶を頂戴いたし

ます。本日，オンラインでの参加となってお

ります。では，西田課長，よろしくお願いい

たします。 
 
西西田田憲憲史史課課長長：：  
ただいまご紹介にあずかりました文部科学

省高等教育局大学振興課長の西田と申します。

よろしくお願いします。第 34 回東北大学高等

教育フォーラム「検証 コロナ禍の下での大

学入試」の開催に当たり，一言ご挨拶を申し

上げます。 
  まず，本来であれば仙台に赴き，皆様に直

接ご挨拶を申し上げるべきところ，現在都内

では緊急事態宣言が発令をされておりますこ

とから，オンラインでのご挨拶となりますこ

とをまずご理解賜ればというふうに存じます。 
 本日のフォーラムが，多数の方々のご参加を

得て開催されることにつきまして，まずもっ

て心よりお喜びを申し上げます。また，東北

大学大野総長をはじめ，本フォーラムの開催

にご尽力いただいた東北大学高度教養教育・

学生支援機構や国立大学アドミッションセン

ター連絡会議の関係各位の皆様方に対しまし

て深く敬意を表するとともに，本日ご参加い

ただいている皆様におかれましては日頃より

大学入試の円滑な実施及びその工夫，改善に

多大なご尽力をいただき，この場をお借りし

て御礼を申し上げます。 
昨年度実施をされた令和 3 年度大学入学者

選抜につきましては，初めての大学入学共通

テストに加えまして，新型コロナウイルス感

染症の拡大というような事態に対して，例年

とは異なる対応が求められまして，各大学に

おいて非常にご苦労が多かったものと存じま

す。また，2 月には東北地方で大きな地震も

発生し，急遽その対応に当たっていただいた

関係者の方々も多かったのではないかと推察

をいたします。 
 

 

  
  このような困難な状況下であるにもかかわ

らず，関係者の皆様におかれましては受験生

第一の立場に立って受験機会を確保いただく

とともに，感染症対策を徹底し，万全の体制

で受験生を迎えることが重要であるという考

え方の下，一丸となって適切に対応していた

だいた結果，特段大きな混乱もなく，概ね無

事に終了できたと承知をしております。しか

しながら，全国的にいまだ感染の収束の見通

しが立たない状況でありまして，大学入学者

選抜においては感染症対策を含めて引き続き

例年とは異なった対応をしていただく必要が

出てくると考えております。特に昨年度，コ

ロナ禍での入学者選抜を経験し，県境を超え
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選抜においては感染症対策を含めて引き続き

例年とは異なった対応をしていただく必要が

出てくると考えております。特に昨年度，コ

ロナ禍での入学者選抜を経験し，県境を超え

 

ない試験場で実施する大学入学共通テストの

果たす重要性が改めて認識された一方で，面

接試験におけるオンライン化など，新たな課

題が見えてきたところでもあります。 
  そのような中，今回，東北大学が中心とな

り，コロナ禍での大学入試という形で本フォ

ーラムを開催していただいたことは，非常に

タイムリーで，大変意義深く，ふだん受験生

に一番近い現場で入試関係業務に従事をされ

ている高校，大学の関係者の皆様からお話を

いただくことは貴重な機会であり，活発なご

議論につなげていただくことを大いに期待を

しております。なお，文部科学省といたしま

しても，現在，文部科学大臣の下に設置をさ

れた「大学入試のあり方に関する検討会議」

におきまして，ウィズコロナ・ポストコロナ

時代の大学入試の在り方について検討いただ

いているところであります。この検討会議で

の結論も踏まえまして，国民の皆様が納得で

き，受験生が安心して受験できるよりよい制

度を構築できるように，尽力してまいりたい

というふうに考えております。 
  最後に，本フォーラムを契機とし，コロナ

禍における大学入試の在り方について高校・

大学関係者間の共通理解を深め，各大学が実

施する入試改革の一層の推進につなげていた

だくとともに，本日のフォーラムのご盛会及

びご参加されている皆様方の今後のご発展を

祈念いたしまして，私からのご挨拶とさせて

いただきます。ありがとうございました。 
 

（拍手） 
 

  
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
ありがとうございました。ここでお知らせ

とお願いがございます。 
まず，本日の進行についてのお知らせです。

来場参加の皆様はお手元の封筒に，オンライ

ン参加の皆様は事前にメールでご案内させて

いただきましたオンライン参加者用ページに

配付資料がございます。配付資料のプログラ

ムをご覧ください。また，会場のスクリーン

に関してですが，Zoom を経由するため，多

少のぼやけが生じております。この点をご了

承いただければ幸いです。 
 

 

  
  本日は 3 部構成となっており，第 1 部の基

調講演では九州大学の立脇先生，東北大学の

久保先生からそれぞれ 40 分程度お話をいただ

きます。第 2 部は，現状報告として近藤先生，

多田先生，鈴木先生よりそれぞれ 20 分程度お

話をいただきます。その後，第 3 部では 5 人

の先生方に再びご登壇いただき，基調講演，

現状報告を踏まえての討議を行います。  

第 1部終了後に15分程度，第2部終了後にお

よそ 20 分の休憩を挟み，本フォーラムの終了

は 17 時 30 分頃を予定しております。なお，

基調講演，現状報告でお話しいただきます先

生方の詳しいプロフィールにつきましては，

配付資料に含まれておりますので，ご覧いた

だければと思います。次に，皆様へのお願い

です。このたびのフォーラムでは，討議のた

めの質問票及び事後アンケートをウェブ上で

ご記入いただくようご用意いたしました。ま

ず，討議のための質問票についてご説明させ

ていただきます。来場参加の皆様は，第 34 回

東北大学高等教育フォーラム 討議質問用と
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いう配付資料に記載されている QR コードを

読み取り，当該ウェブページにアクセスして

ください。オンライン参加の皆様は，事前に

ご案内させていただいたオンライン参加者用

ページより「討議質問票へ」，これを選択して

ください。現在投影されているスライドに表

示されている QR コードからも質問票のウェ

ブページへアクセスしていただくことができ

ます。第 3 部の討議に反映させていただきま

すので，ご記入は第 2部終了時の 16時までに

行っていただきますようお願いいたします。  

なお，基調講演，現状報告に対するご質問や

ご意見は，16 時までであればお一人につき何

度でもご記入いただくことが可能です。二度

目以降続けて入力する場合には，「別の回答を

送信」と表示されることがありますが，そち

らを選択していただいても構いません。また，

大変恐れ入りますが，討議のためのご質問，

ご意見の受付は，今回はウェブからのみとな

りますので，ご理解のほどお願い申し上げま

す。 
  続いて，フォーラム終了後のアンケートへ

のご協力のお願いです。来場参加の皆様は，

QR コードを読み取り，ウェブ上でご回答い

ただく方法と，用紙に直接ご記入いただく方

法のいずれかをご選択いただけます。用紙に

ご記入いただいた場合には，受付に回収箱を

設置しておりますので，お帰りの際に提出く

ださい。オンライン参加の皆様は，事前にご

案内させていただきましたオンライン参加者

用ページより「アンケートへ」を選択してく

ださい。アンケートへのご回答は，フォーラ

ム終了後にお願いいたします。 
  なお，今年も本フォーラムの内容等を記載

した報告書を参加された皆様に後ほどお送り

することにしております。皆様のご協力をい

ただき，本日は有意義な会となりますよう努

めさせていただきますので，どうぞよろしく

お願いいたします。 
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基調講演者紹介 

基基調調講講演演者者 11  

立立脇脇  洋洋介介（（たたててわわきき  よよううすすけけ））氏氏  

 

1978 年新潟県生まれ 
 

〔教員歴〕 
東京学芸大学教育学部特任講師（1 年間） 
独立行政法人大学入試センター入学者選抜研究機構特任助教（3 年間） 
独立行政法人大学入試センター研究開発部助教（4 年間） 
九州大学基幹教育院准教授（1 年間） 
九州大学アドミッションセンター准教授（3 年間） 

 
〔主な研究歴〕 
 専門は教育心理学（発達障害、大学入試） 

 
〔主な著書、研究業績〕 
山村滋・濱中淳子・立脇洋介 (2019). 大学入試改革は高校生の学習行動を変えるか ミネ

ルヴァ書房． 
立脇洋介・山村滋・濱中淳子・鈴木規夫 (2016). 高校生の進学準備行動と学内外の友人関係, 

大学入試研究ジャーナル, 26, 97-102. 
立脇洋介・山村滋・濱中淳子・鈴木規夫 (2015). アドミッション・ポリシーをめぐる学生と

教員の意識, 大学入試研究ジャーナル, 25, 57-62. 
立脇洋介 (2016). 共通一次及びセンター試験における障害者特別措置の変遷, 大学入試研

究ジャーナル, 24, 243-249. 
立脇洋介 (2012). 時間延長がテストの得点に及ぼす影響, 大学入試研究ジャーナル, 22, 

193-198. 
 
 
〔学会活動等〕 

日本 LD 学会常任編集委員（7 年間） 
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久久保保  沙沙織織（（くくぼぼ  ささおおりり））氏氏  

 

1984 年青森県生まれ 
 

〔教員歴〕 
早稲田大学教育・総合科学学術院助手（２年間） 
早稲田大学グローバルエデュケーションセンター助教（３年５ヶ月間） 
東京女子医科大学医学部助教（２年７ヶ月間） 
東北大学高度教養教育・学生支援機構准教授（２年目，現職） 

 
〔主な研究歴〕 
 専門は心理統計学（測定の信頼性・妥当性，テスト理論，共分散構造分析） 

 
〔主な著書、研究業績〕 
 宮本友弘・久保沙織（編）(2021). 大学入試を設計する 金子書房 
 久保沙織・南紅玉・樫田豪利・宮本友弘 (2021). オンラインによる入試広報の展開―「オ

ンライン進学説明会・相談会」の実践を通して― 東北大学高度教養教育・学生支援

機構紀要, 7, 57-65. 
 久保沙織・南紅玉・樫田豪利・宮本友弘 (2021). オンラインによる高校教員向け入試説

明会の実践と評価 大学入試研究ジャーナル, 31, 394-400. 
 倉元直樹・宮本友弘・久保沙織・南紅玉 (2020). 東北大学における入試広報活動の「こ

れまで」と「これから」―頂点への軌跡からオンライン展開への挑戦へ― 教育情報

学研究, 19, 55-69. 
 Onoshima, T., Shiina, K., Ueda, T., & Kubo, S. (2019). Decline of Pearson’s r with 

categorization of variables: a large-scale simulation. Behaviormetrika, 46, 389-399. 
 久保沙織・豊田秀樹・福中公輔 (2014). 多面観察評価における信頼性係数と妥当性係数

の導出―評定者の違いを考慮した項目数決定のために― 人材育成研究, 9 (1), 19-31. 
 久保沙織・豊田秀樹 (2013). 多特性多方法行列に対する確認的因子分析モデルにおいて

信頼性および妥当性の解釈を一通りに定める方法―方法因子の因子得点の和が 0 に

なるという制約の下で― パーソナリティ研究, 22 (2), 93-107. 
 
〔学会活動等〕 
 日本テスト学会，日本心理学会，日本教育心理学会 他 
 日本教育心理学会「教育心理学研究」編集委員（１年目） 
 公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構試験信頼性向上検討委員会委員（２年

目） 
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基基調調講講演演 11：：ココロロナナ禍禍ににおおけけるる個個別別大大学学のの入入学学者者選選抜抜  
――――令令和和 33 年年度度選選抜抜をを振振りり返返っってて――――  

  
九九州州大大学学アアドドミミッッシショョンンセセンンタターー  

立立脇脇  洋洋介介  准准教教授授   
 
［［講講師師紹紹介介］］  
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  

それでは，早速第 1 部の基調講演に移らせ

ていただきます。基調講演 1，演題は「コロ

ナ禍における個別大学の入学者選抜—令和 3
年度選抜を振り返って—」です。九州大学准

教授，立脇洋介先生，よろしくお願いいたし

ます。 
 

（拍手） 
 
立立脇脇洋洋介介准准教教授授：：  

ただいまご紹介にあずかりました九州大学

の立脇と申します。本日は貴重な機会をいた

だきまして，誠にありがとうございます。ま

た，会場に来場できなくて申し訳ございませ

ん。 
 それでは，スライドのほうを画面に映させ

ていただきます。 
 本日は，「コロナ禍における個別大学の入

学者選抜—令和 3 年度選抜を振り返って—」

ということで，昨年行いました入試に関して，

どういう経緯で何を配慮しながら行っていっ

たかということについてお話しさせていただ

きます。 
 今回お話しする内容は，国立大学の，アド

ミッションセンターの教員として，つまり大

学全体の入試を考える立場から振り返ってい

くことになります。学部の先生，高校の先生，

受験生など，それぞれの立場によって，コロ

ナ禍での入試というのは当然違うと思います。

大学全体の立場からは，どういうことをして

いったかということについてお話しさせてい 

 

 

 
ただきます。 

最初に，前提として，福岡県の感染状況に

ついてお話しいたします。福岡県は，現在も

そうですが，長い期間感染拡大地域となって

おり，全ての緊急事態宣言の対象となってい

ます。このことが九州大学の入学者選抜を考

えるときに非常に大きな影響を及ぼしており

ます。 
例えば 5 月 12 日時点での，福岡県と宮城

県の感染者を見ますと，宮城県に比べておよ

そ 3 倍の人数となっております。 
このことが具体的にどういうところで影響

を及ぼしたかといいますと，九州大学は福岡

県福岡市の受験生も多いですが，九州の各県

からの受験生も非常に多くなっております。

ところが，緊急事態宣言が九州の中で福岡県

だけに出されている状況ですと，ほかの都道

府県から福岡県に行くことを禁止される，福

岡県に行かないようにというような事態が生
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じてきます。このような事態が受験の時期に

起こる可能性を想定しながら，検討を進めま

した。 
当然各地域の感染状況によって，この前提

の部分は違うと思います。福岡県の九州大学

はこのような状況からスタートしているとい

う前提を共有して，話を進めたいと思います。 
続きまして，昨年 1 年間で大まかに検討し

た内容，検討した時期，さらに入学者選抜を

行った時期等を時系列に沿って示したものが

こちらになります。 
九州大学では，第 1 回目の緊急事態宣言の

解除等で，大学自体の活動が始まったのが 5
月からと，例年に比べて 1 か月遅れました。

6 月に「コロナウイルス対応のための入試の

あり方検討ワーキンググループ」を学内に設

置し，検討を進め，答申を出しました。なぜ

6 月に行ったかといいますと，大学は 7 月に

その年の入学者選抜の概要を公表する必要が

あります。7 月に公表するためには，6 月の

段階でも遅いぐらいですが，大まかなものを

決めなければいけないということで，ワーキ

ンググループを立ち上げました。 
8 月の夏休みの期間に，3 年時編入試験と，

大学院入試が行われました。私たちの大学で

は，アドミッションセンターと入試課が主に

関わるのは学部の入試で，大学院の入試等に

関しては基本的に研究科単位で行っておりま

す。しかし，大学院入試での経験が学部入試

にも大きな影響を及ぼしたということを後ほ

どお話しいたします。10 月に新たなワーキ

ンググループを立ち上げ，オンライン面接実

施のためのガイドラインを作成いたしました。

これは 10 月以降に具体的な入試が始まる前

に，大学としてオンライン面接に関する基準

を共有しようということで，検討を行いまし

た。1 月には大学入学共通テスト，さらには

共通テストを利用した総合型選抜と学校推薦

型選抜，2 月には一般選抜の前期，3 月には

一般選抜の後期と，本年度に関しては追試験

が行われております。 
ここからは、時系列に沿ってそれぞれの時

期にどういうことを行ったかを少し具体的に

お話ししていきたいと思います。 
まず，6 月に入試における方針の検討を行

いました。この時点で，本学でどういうこと

を特に考慮しながら検討を行ったかというこ

とをここに挙げておりますが，一つは第 1 回

緊急事態宣言時の状況です。これは感染状況

であったりとか，あと禁止される内容，大学

での活動であったりとか，いろんなことがど

こまで制限されるのかということを，当然 6
月の時点では 1 回目の緊急事態宣言しか参考

になるものがございませんので，それを手が

かりに検討を行いました。 
一番ひどい状況としては，大学が利用でき

ない，大学に集まって入試ができないという

だけではなくて，大学の事務活動もできませ

んので，最悪の状況ではオンライン入試すら

困難であるということが想定されます。さら

には，先ほども言いましたように都道府県を

超えての移動の制限，福岡県への移動の禁止

ということを想定しています。あと，高等学

校の状況としては，1 か月間の休校によって，

授業や部活動等へ影響がございますので，そ

の点も考慮しなければいけません。 
6 月の時点で，もし遠隔で入試を行うなら，

オンライン入試しかないということは何とな

く大学の教員も想定はしておりましたが，よ

り具体的に高校生がオンライン入試をできる

ネットワーク環境等を持っているかどうかと

いう課題も当然考慮しました。 
また，文部科学省が 6 月に出した，令和 3

年度の大学入学者選抜の実施要項も，当然参

考にしました。その中で大学にとって特に影

響が大きかったのは，一般選抜，前期・後期

の追試験が盛り込まれていたことです。その

ため，追試験を行うことを前提にして学内で

検討する必要がありました。 
さらに，大学全体の行動指針も参考にしま
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関しては基本的に研究科単位で行っておりま

す。しかし，大学院入試での経験が学部入試

にも大きな影響を及ぼしたということを後ほ

どお話しいたします。10 月に新たなワーキ

ンググループを立ち上げ，オンライン面接実

施のためのガイドラインを作成いたしました。

これは 10 月以降に具体的な入試が始まる前

に，大学としてオンライン面接に関する基準

を共有しようということで，検討を行いまし

た。1 月には大学入学共通テスト，さらには
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響が大きかったのは，一般選抜，前期・後期

の追試験が盛り込まれていたことです。その

ため，追試験を行うことを前提にして学内で

検討する必要がありました。 
さらに，大学全体の行動指針も参考にしま

 

した。こちらは九州大学の「新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のための行動指針」のうち，

入試に最も関わりのある授業の行動指針です。

実際には，授業だけではなくて，研究活動な

ど，それぞれの活動に関して指針が出されて

おりますが，授業のものと，それに対応して

入試で何ができるかということを図示したも

のを示しております。 
大学としましては，段階として 0～5 まで

設定しております。0 は通常の活動ができる

状況，5 は原則停止ということで，これは遠

隔・対面問わず原則として全ての授業の開講

を中止するという状態です。原則授業が中止

されている状態では，入試を行うということ

は不可能ですので，この状況になったら延

期・中止になります。段階の 1～4 は，それ

ぞれ制限がある中で授業を行います。具体的

には，対面と遠隔を併用して授業を行うとい

う段階です。対面と遠隔を併用するといって

も，程度があります。対面中心で，遠隔も少

し行っているぐらいでしたら，対面での入試

ということも可能だとは思いますけれど，ほ

とんどの授業が遠隔で行われているという状

況で入試のみを対面で，集合型で行うという

ことは，問題も起きてきます。この 1～4 段

階，何らかの形で授業の制限が行われている

状況では，入試に関しても対策や代替手段が

必要となります。何も制限がない状況と，非

常に制限が厳しい状況は除外して，やり方に

よっては入試ができる，授業ができるという

状況を想定して，検討を進めていくことにし

ました。 
もう一つ前提となる事項がございます。そ

れは何かといいますと，九州大学の入学者選

抜の特徴です。九州大学は，一般だけでなく

総合型選抜，学校推薦型選抜も，ほとんどが

共通テストを利用しております。共通テスト

を全く利用しないのは全学部で三つの入試区

分のみで，定員でいいますと 2,544 人のうち

の 35 人だけです。ですので，九州大学にと

っては共通テストが中止になったり延期にな

ったりした場合というのは影響が非常に大き

いです。特に中止になった際には，選抜自体

が非常に困難になります。 
ところが，共通テストが中止とか延期にな

った状況を想定して，6 月の時点から方針を

決めていくということも最初は考えようとし

ました。しかし，国立大学で共通テストが中

止になった場合，志望校をどうするかという

ところであったりとか，様々な形で一大学で

の判断を超えているということで，共通テス

トが中止になったり延期になる事態に関して

は，6 月の時点では検討しないことに決めま

した。ですので，共通テスト以外の部分で選

抜の変更等が必要なら，そこを検討しようと

いうことで進めております。検討した結果，

どういうことが明らかになっていったかとい

いますと，まず 1 点目ですけれど，「厳格

さ・公正性」「安全性」「受験生（大学）の負

担」のバランスが非常に重要ということです。

理屈的にはオンライン入試で筆記試験に近い

形のものを実施することは可能かもしれませ

んが，それはバランスが悪いということを最

初に議論しました。例えば，受験生 1 名に対

してカメラ 5 台用意してもらって，その 5 台

のカメラで受験生の動きを，例えば右手，左

手，顔，全身など，カメラ 5 台で録画すると

いうことを行えば，オンラインの筆記試験で

公正性を担保しながら実施することは可能か

もしれません。安全面に関しても，集合して

対面式で行うわけではありませんので，感染

症に関しては安全性が担保されます。なおか

つ厳格に実施することができるかもしれませ

んが，高校生，さらに大学にとっても非常に

負担の大きい方法です。特に大学側というの

は厳格さとか公正性というのを，入試なので

非常に重視したくなりますが，ただそれによ

ってそのほかの要素のバランスを著しく欠い

てしまう状況では好ましくありません。この

三つの観点のバランスが重要だということを
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最初に検討しております。 
それを受け，入試レベルの筆記試験を遠隔

で実施するのはかなり困難であるということ

を 6 月の時点で共有しております。具体的に

どこの部分で難しさがあるかといいますと，

少人数で実施する試験や出題内容を工夫でき

る試験の場合，筆記試験を行うこともできな

くはないだろうということはワーキンググル

ープの中でも共有しました。しかし，大人数

で，出題内容に関しても制約が多く，工夫が

しづらい一般入試において，筆記試験を遠隔

で行うとなると，何らかのリスクが発生する

可能性が非常に高いです。全面的に導入する

ことは難しいということを話しております。

そのため，一般選抜を遠隔で実施することに

ついての検討は，6 月の時点で捨てておりま

す。 
その一方で，面接をオンラインで実施する

ことに関しては，高校生のネットワーク環境

等に配慮し，そのほかいくつか細かい手続き

等をしっかりすれば，可能ではないかという

ことを方針として出しております。 
先ほどは方針を受けて，具体的に決めた内

容として 5 点ほど出しております。1 点目は

一般（前期・後期）で追試験を実施すること

です。本学では，一般の前期と後期両方で追

試験を行う必要があり，日程的に両方の追試

験を 1 日でしか行えない，かなりタイトな日

程でした。そのため，教科テストの科目に関

しては，数学と英語を合わせた総合問題を作

成し，あとは小論文や面接から学部が選択を

するという方法を取りました。理科や社会に

関しては，教科に対して科目数が多いという

こと，さらにはそれらの科目を 1 日で実施す

るということが非常に困難であったために，

それらの内容に関しては小論文等で学部が対

応するということで，決定をしております。 
2 点目の大学共通テストや一般の個別学力

検査が実施できない場合は別途検討というの

は，先ほどお話ししたとおりです。 

3 点目，総合型・学校推薦型選抜に関して

は，感染拡大状況において試験をオンライン

などに変更します。ただ，オンラインに変更

するときに，一つだけ基準というか，留意す

る点として，「書類審査」「大学入学共通テス

ト」「学力検査・小論文」「面接」等から必ず

二つ以上の試験を組み合わせて実施すること

を最低ラインとしております。これはどれか

一つの試験のみですと，多面的に評価をする

という総合型や学校推薦型の強みがなくなっ

てしまいますので，必ず二つ以上を選択して

実施するということにしております。 
4 点目，コロナに罹患した等で受験できな

い人へは，追試験または受験料の返金を行い

ます。一般試験に関しては追試験で対応し，

学校推薦型と総合型に関しましては追試験を

行うことが多くの学で困難であるということ

から，返金での対応ということを確認してお

ります。 
5 点目，実施にあたって感染症対策等を最

大限に行うということも決めております。 
それを受けまして，7 月に入学者選抜の概

要を公表しました。ただ，実はこの時点では

コロナに対応したところをほとんど公表して

おりません。なぜかといいますと，コロナに

よる変更というのは感染拡大時のバックアッ

プという位置づけで，もともとその方法に変

えていくということを想定しておりませんで

した。拡大しなければ通常どおりの方法で実

施の予定でした。ですので，混乱を避けるた

めに，一般試験の追試験のみ記載しましたが，

そのほかの入学者選抜に関しては「注」でコ

ロナの感染拡大によって変更する可能性があ

るということを示唆するにとどめております。

この点，高校生，受験生にとってはしっかり

と早めに書いてくれたほうが嬉しいというの

はわかるんですけれど，やはり大学としまし

てはできるんだったら通常どおりの方法でや

りたいということで，このような形の対応に

なっております。 
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続いて 8 月には，大学院等の入試がありま

した。我々は直接関与していなかったんです

が，意外な影響がありました。8 月は，第 2
波の最中でした。そのため，大学院の入試で，

多くの研究科がオンラインでペーパー試験に

近いようなものも実施しておりました。これ

はアドミッションセンターや入試課が関与し

ない状況で，それぞれの研究科が判断して行

いました。なぜオンラインの筆記試験に至っ

たのかを考えますと，学部入試と違って共通

テストがないため，学力テストが必要となり

ます。あと，学部の入試に比べますと大学院

の入試は，志願者等の規模が小さいです。さ

らに，大学院は大学の学部生が入試を受ける

ため，パソコンなどのオンライン入試の環境

を既に持っているため，比較的導入しやすか

ったことです。このように，8 月の大学院入

試等で各学部がそれぞれにオンライン入試の

やり方のノウハウを蓄積していったというこ

とがわかっております。 
大学全体としまして，学部入試に関して

10 月にオンライン面接の実施のためのガイ

ドラインというものを作成いたしました。こ

ちらは，受験時のトラブル防止や，不正対策

のための検討を行っておりますが，学内の情

報部門，ネットワーク環境等の情報部門とも

連携をしながら，検討を行いました。オンラ

イン面接のためのガイドラインということで，

例えば入試の前日までに必ず事前接続テスト

を行うこと，トラブルが起きたときに備えて

携帯電話などパソコン以外の非常用の連絡手

段を確保すること，意図しない接続トラブル

等で失格としないこと等をガイドラインとし

て設定しました。 
実はこの検討を行う直前，10 月に全国の

高等学校校長協会が文部科学省にオンライン

入試に関する要望を出しております。大学側

は厳密に試験をしたいということで，かなり

高校生にとって負荷の高い方法で実施してい

たようで，高校から非常に厳しい意見が出て

おりました。高校生が対応できるやり方，さ

らには複雑過ぎない方法で実施するというこ

とが必要だと判断しました。そこで，例えば

事前接続テストを行うのは高校が終わる 4 時

以降に行うことなど，高校側に配慮した内容

もガイドラインの中に盛り込んでいきました。 
続いて，実際の入試に関してです。1 月の

緊急事態宣言時に多くの学部が総合型・学校

推薦型選抜を実施しました。そのために，全

部で 36 の入学者選抜がこの時期に行われた

んですけれど，そのうち 19 の選抜で何らか

の変更を行いました。その変更のうちの大半

は，面接や口頭試問を対面からオンラインに

変更するというものでした。 
面接以外ではどのような対応をしたかとい

いますと，それぞれ少数の学部ですけれど，

例えば，通常対面で集合して小論文を行うと

いうやり方を本年度に関してはオンラインで

の口頭試問や面接に変更したという学部もあ

ります。 
あとは，オンラインではなくて，課題図書

を用いた郵送方式，これは事前に課題図書を

受験生に送り，受験生はそれを読んで小論文

を書いて郵送する方法にした学部もあります。

その上で，郵送された小論文だけでは不十分

だと思うところを口頭試問で追加的に質問を

行うという方法を組み合わせています。 
あとは，筆記の課題探究試験をオンライン

で実施したという学部もございます。さらに

は，物を作成する課題をオンラインで実施し

たという学部もあります。 
このように，大半は面接や口頭試問をオン

ラインで実施したということですが，かなり

多様な方法を実施した学部もございます。 
ただ，年末年始の感染拡大を受けて実施方

法を最終的に決定した学部が多かったために，

変更の最終的な発表は 1 月に入ってからとな

っています。そのため，非常に大きく変更す

るということはないように，あくまで一部の

変更や，似たような形で変更を行うというよ
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うなことを各学部心がけております。 
一般選抜に関してですけれど，まず感染症

対策に関しては学内の専門家，さらには大学

共通テストの要領等を踏まえまて，実施しま

した。医務室に関しては，例年以上の体制を

設置しました。机を消毒したりということも

実施しました。ただ，試験内容に関して，変

更はございませんでした。あと，追試験に関

してですけれど，受験者は全部で 7 名で，ト

ラブルなく終了しております。 
ここからは，3 枚ほど追加のスライドにな

っておりますので，画面のほうを見ながら話

をお聞きください。実は先週から学内の各学

部に対して，ヒアリング調査を行っておりま

す。昨年コロナ対応をした各学部に対して，

実際にどうだったかというようなことをヒア

リングを行いました。まだ中間的な位置づけ

ですけど，その中でわかったことをスライド

3 枚ほどにまとめておりますので，そのこと

についてお話しいたします。 
まず接続トラブルに関してですけれど，ほ

とんどの学部で接続トラブル等は生じており

ませんでした。受験生向けの対策としまして，

本学で設定したガイドラインに基づいて実施

されておりました。特にその中で有効だった

ものは，受験生用の事前接続テストです。こ

ちらに関しては，操作方法を確認するという

こともそうなんですけれど，もう一つ，特に

ご家庭で受ける受験生に関しては，例えばリ

ビングではネットワークの接続状況がよくな

かったけれど，寝室だったら接続状況がよか

ったというように，当日に受験する環境を確

認することができて，受験生自身がどこの部

屋だったら受けられるということを事前に確

認することができました。ただ，授業時間の

後にこの接続テスト，受験生一人一人個別に

実施する必要があります。大規模な学部では

非常に負担が大きかったということがわかっ

ていますが，この接続テストを行うことで受

験生のトラブルというのはかなり減らすこと

ができま。そのほかにはインターネット以外

の通信手段，あとは第三者が侵入しないよう

なパスワードの設定等を行っておりました。 
このように，受験生向けの対策は概ね機能

しているんですけれど，問題はそのほかの対

策で，こちら「今後の課題」と書いてありま

す。これもトラブルは起きなかったんですけ

れど，例えば大学のネットワークがダウンし

た際にどう対応するかということです。教員

個人の Wi-Fi を用意していた学部もあります

けれど，ここが十分でなかった学部もござい

ます。さらには，通信ソフトの大規模障害の

可能性です。これは実際に試験の時期に，別

な日ですけれどあるソフトが全面的にダウン

をしてしまったということが発生しています。

発生頻度というのは少ないですけれど，こち

らのトラブルが発生してしまいますと，その

日は試験ができないというようなことも起こ

り得ます。ここの部分は大きな課題として残

っております。 
不正対策に関して，こちらも大学のガイド

ラインに基づいて実施をされておりました。

本人確認とか，あと試験時間は常にカメラの

前にいること，さらには試験中の様子を録画

するというようなことを行っておりました。

試験の種類にもよりますけれど，知識問題を

オンラインで出題する場合は，それぞれ何ら

かの形で追加の対策を行っておりました。例

えばカメラ 1 台ではなくて，2 台のカメラで

様子を見るというような工夫をしたところも

ありますし，あと時間の設定とか出題方法を

工夫するというようなやり方もございました。

ただ，こちらもトラブル等にはなっておりま

せんが，本人確認や悪意のある第三者の妨害

など，入試の前提のところで不安が残るとい

うような意見がありました。具体的にこれは

どういうことかといいますと，何か不正をし

たときに，通信ログであったりとか，カメラ

で映像を録画してるんだけど，それがどれぐ

らい証拠能力になるのか，それを理由に失格
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等にできるのかということ，さらには本人の

不正と第三者の妨害の違い等をどこまで言え

るのかというようなところ，これはもう一大

学とか一学部の話ではなくて，オンライン試

験全体でこの辺はしっかりとした基準がいる

のではないかというような意見もございまし

た。 
そのほかの声，こちらのほうはもともと想

定していなかったことで，非常に生々しい声

でしたけれど，初年度だったために担当した

教員は精神的・肉体的に疲弊したことです。

今回オンラインということで，比較的パソコ

ン等に詳しい方が中心で行っているところが

多かったために失敗が起きなかったんですけ

れど，その担当していた方は例年の 2 倍ほど

の作業量があったりとか，あとテスト前後 1
か月は血圧が非常に上昇していたというよう

な声もありました。ここはもちろん大学だけ

ではなくて受験生も負担が多かったと思いま

すけど，担当した，全体を統括した先生方は

非常に負担が大きかったようです。 
あと，技術的に可能であっても，トラブル

回避のためにシンプルな方法で実施したほう

がいいという声がありました。これはどうい

うことかといいますと，例えば，あるソフト

のある機能を使おうと思っていたが，ソフト

の仕様変更によって，試験直前にその機能が

なくなっていたということがございました。

ですので，あまりにもあるソフト特有の機能

を前提にして試験を行おうとすると，このよ

うなトラブルが起こり得るという話です。 
さらには，受験生同士のディスカッション

を設定している学部が，技術的にはそれは可

能なんだけれど，ディスカッションを行う場

合，1 名の受験者でも何らかのトラブルがあ

った場合，全員がやり直しになるということ

を考慮し，やり方を大きく変更していました。 
あと，ここは少し意外だったんですけど，

デバイスに関して，PC とスマートフォンを

比較しますと，PC のほうがトラブルが起こ

り得るという話をいただきました。スマート

フォンは，どのスマートフォンでもある程度

似たような性能なのに対し，PC は性能にか

なり幅があるため，通信でのトラブル等は

PC のほうが意外と起こりやすかったという

話もいただきました。 
さらに，今回こういう形でそれぞれの学部

等で担当して統括をしている方というのが，

それぞれにノウハウを持っているんですけれ

ど，それを大学全体で共有したいというよう

な話がありました。ですので，今回私が行っ

ているヒアリングというのを最終的には九州

大学では各学部にフィードバックをしていく

予定です。 
こちらからはまたスライド，お手元にある

ものです。 
最後に，令和 3 年度選抜を振り返った感想

ということで，書いております。受験生，高

校生，大学，それぞれが例年以上の負担をし

ながら，何とか終えたというのが率直な感想

です。本年度も感染状況がどうなるかわかり

ませんが，昨年の実績であったり，課題を踏

まえて実施する必要があります。オンライン

面接というのは，大規模なトラブルが起きな

ければ実施しやすいですし，遠方の受験生に

対して積極的に利用するということも可能で

す。遠方の方にわざわざ来てもらわなくても

できるというメリットもございます。小論文

を口頭試問とかオンラインに切り替えるとい

うことは，完全に代替できるのか，十分見る

ことができない能力等がないかというような

こととかを検討しながら決めていく必要があ

るかと思います。 
このように，オンラインでの入学者選抜は，

リスクを減らした実施方法はあるんですけれ

ど，先ほどからお話ししていますように大規

模なトラブルが起きたときにどうするかとい

うものは全大学での共通した課題だと思いま

す。 
あと，「厳格さ・公正性」「安全性」「受験
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生（大学）の負担」のバランスが重要だとい

うことを途中でもお話ししましたけれど，昨

年の入試に関しては，非常事態だったために

見逃されておりますけれど，本年度以降継続

的に行う場合にはこの「負担」というのが非

常に大きな観点になるかと思います。これは

受験生の負担だけではなくて，大学，教員に

とっての負担です。継続して実施していくた

めには，その負担も適切なものにしなければ

いけないですし，ここに図として書いており

ますけれど，例えば対面の筆記試験は，この

三つの要素でいいますと安全性だけがこの中

では若干足りないです。それに対して，例え

ばオンライン筆記試験というのは，オンライ

ンですので安全性は担保できますけれど，厳

格さや公正性に関してはかなり対面の筆記試

験に比べて劣ります。あとオンラインの面接

ですと安全性と負担の少なさはそれなりに担

保できますけれど，厳格さというのはやっぱ

りちょっと劣ります。このように，この三つ

の次元で評価をしていきますと，適切な選抜

ができているかどうかというようなことが評

価しやすいかなと思います。 
最後，感想の三つ目ですけれど，これは完

全に個人的な感想ですけれど，追試験の在り

方に関しては再検討が必要だと思っておりま

す。なぜかといいますと，実は昨年，コロナ

で追試というのが行われましたけれど，これ

までは新型インフルエンザの流行の年でさえ，

個別選抜の追試験というのは実施されており

ませんでした。今回は歴史的に見てもかなり，

特別な対応と言えます。受験生にとっては必

要なものですが，大学にとってはかなり問題

も大きいです。例えば，今回の日程ですと，

既に他大学の後期日程で合格していた人が前

期日程の追試験で合格した場合，後期日程の

合格を辞退するということが起こります。こ

この部分は一大学ではなく国立大学全体で考

えて，やり方をもう少し考える必要があるか

なと思います。 

また，選抜自体を見ましても，先ほど九州

大学全体で追試験 7 名と言いましたけれど，

受験者が非常に少ないために，合格判定等の

やり方に非常に苦労しております。これは恐

らく各大学ともそうだと思います。日本の大

学入試は，いくつかの英語の民間試験等と違

いまして，予備調査等を事前に行うというこ

とができませんので，いろいろと技術的な制

約があります。その中で追試験を行ってやり

方が昨年の方法でいいのかということは課題

として挙げられます。さらに，問題作成の負

担が非常に大きいです。それに，大学はこれ

まで総合型・学校推薦型を導入し，定員を増

やしてきた理由の一つは，受験生に受験機会

を複数回確保することも目的の一つです。で

すので，総合型や学校推薦型も含めて既に何

回か受験機会を確保しているということで，

一般選抜だけ追試験を実施する必要があるか

どうかということは再検討が要るかと思いま

す。これに関しては，大学全体で議論してい

く必要があるかと思います。 
ということで，私のほうからの発表は以上

になります。ご清聴ありがとうございました。 
 

（拍手） 
 

船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
立脇先生，ありがとうございました。 

一部音声が途切れまして，お聞き苦しい点が

あったことをお詫びしたいと思います。また，

オンライン入試におきまして，そのデバイス

でパソコンよりもスマートフォンのほうがト

ラブルが少ないというのは新たな発見ではな

かったかというふうに思います。 
 さて，冒頭で申し上げましたとおり，ご質

問等につきましては，来場参加の皆様はお手

元の QR コードから，オンライン参加の皆様

はオンライン参加者用ページよりウェブ上で

の入力をお願いいたします。 
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基調講演 立脇洋介（九州大学）

立立脇脇洋洋介介

（九州大学 アドミッションセンター）

第第34回回東東北北大大学学高高等等教教育育フフォォーーララムム
「「検検証証ココロロナナ禍禍のの下下ででのの大大学学入入試試」」

基基調調講講演演１１

ココロロナナ禍禍ににおおけけるる個個別別大大学学のの入入学学者者選選抜抜
―令令和和３３年年度度選選抜抜をを振振りり返返っってて―

・全全ててのの緊緊急急事事態態宣宣言言

のの対対象象となっている。

⇒入学者選抜での対応

に大きく影響

5/12時点感染者

福岡県 28243人

宮城県 8439人

福福岡岡県県のの感感染染状状況況

６月 コロナウイルス対応のための入試のあり方検討WG⇒答申

７月 入学者選抜概要の公表

８月 （３年時編入試験、大学院入試）

10月 オンライン面接実施のガイドラインを作成

総合型選抜①

１月 大学入学共通テスト

総合型選抜② 学校推薦型選抜

２月 一般選抜（前期） 留学生入試

３月 一般選抜（後期） 追試験（一般選抜前期・後期）

九九州州大大学学ででのの検検討討のの経経緯緯

◆検討時に考慮した内容

第１回緊急事態宣言時の状況、高等学校の状況、令和３年度大学入学者選抜

実施要項（文科省）、大学全体の行動指針等を踏まえて検討

緊急事態宣言 …大大学学がが利利用用ででききなないい。

都道府県を超えての移動の制限。福福岡岡県県へへのの移移動動禁禁止止。

高等学校の状況…休校による授授業業・・部部活活動動などへの影響。

オオンンラライインン入入試試のの環環境境。

大学入学者選抜実施要項（文科省）…一一般般選選抜抜のの追追試試験験。

入入試試ににおおけけるる方方針針のの検検討討（（６６月月））

段階 区分 授業 入試
00 通通常常 通常

11
一一部部
制制限限

感染拡大防止に十分な配慮をした上で、
対対面面とと遠遠隔隔をを併併用用して、授業を行います。 対対

策策
やや
代代
替替
手手
段段
がが
必必
要要

11..55
一一部部
制制限限

感染拡大防止に最大限の配慮をした上で、
対対面面とと遠遠隔隔をを併併用用して、授業を行います。

22
制制限限
（（小小））

感染拡大防止に最大限の配慮をした上で、
対対面面とと遠遠隔隔をを併併用用して、授業を行います。

33
制制限限
（（中中））

原則として、遠遠隔隔授授業業にによよるる科科目目の開講
とします。ただし、部局長等の判断によ
り一部の対面授業を可とします。

44
制制限限
（（大大））

遠遠隔隔授授業業にによよるる科科目目ののみみの開講とし、対
面授業によるものは開講しません。

55
原原則則
停停止止

遠隔・対面を問わず、原則として全全ててのの
授授業業科科目目のの開開講講をを中中止止します。

中止・延期

<新型コロナウイルス感染拡大防止のための九州大学の行動指針（授業のみ）>

5

◆九州大大学の入学者選抜

・一般だけでなく、総合、学校推薦もほとんどが共通テストを利用。

・共共通通テテスストトをを利利用用ししなないいののはは33つつのの入入試試区区分分ののみみ（（3355//22554444名名））。。

⇒共通テストが中止になれば、選抜は非常に困難。

ただし、共共通通テテスストトがが中中止止のの場場合合はは、、一一大大学学のの判判断断をを超超ええてていいるるたためめ、、

６６月月のの時時点点でではは検検討討ししなないい。

入入試試ににおおけけるる方方針針のの検検討討（（６６月月））
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基調講演 立脇洋介（九州大学）

◆検討結果

・「「厳厳格格ささ・・公公正正性性」」「「安安全全性性」」「「受受験験生生（（大大学学））のの負負担担」」ののババラランンススがが重重要要。

例）カメラ5台で録画しながらオンライン筆記試験を実施

⇒厳格で安全かもしれないが、高校生の負担が非常に大きい

・入試レベルの筆記試験を遠隔で実施するのは困難。

（少人数、出題内容の工夫等でできなくはないがリスクが大きい）

⇒一一般般選選抜抜をを遠遠隔隔でで実実施施すするるののははほほぼぼ不不可可能能

・オンライン面接は高校生のネットワーク環境に配慮すれば可能。

入入試試ににおおけけるる方方針針のの検検討討（（６６月月））

◆検討結果

①ココロロナナにに罹罹患患ししたた等等のの人人を対象に一一般般（（前前期期・・後後期期））のの追追試試験験を実施。

科目は「数学・英語の総合問題」「小論文」「面接」から学部が選択。

②大学入学共通テストや一般の個別学力検査が実施できない場合は別途検討。

③総総合合・・学学校校推推薦薦は、感染拡大状況に応じて試試験験ををオオンンラライインンななどどにに変変更更。

※「書類審査」「大学入学共通テスト」「学力検査・小論文」「面接」等から2つ以上実施。

④コロナに罹患した等で受験できない人へは追追試試験験ままたたはは受受験験料料のの返返金金を行う。

⑤試験実施にあたり、感染症対策を最大限行う。例）試験室の人数など

⇒上記の方針にもとづき学部ごとに検討し、決定

入入試試ににおおけけるる方方針針のの検検討討（（６６月月））

・入試改革初年度で新しく総合・学校推薦を導入した学部は変更内容を記載。

・コロナによる変更は、感感染染拡拡大大時時ののババッッククアアッッププという位置づけだった。

拡大しなければ通常通り実施予定

・混乱を避けるために、一般（前期・後期）の追試験のみ記載し、「注」でコ

ロナの感染拡大による変更の可能性を示唆。

入入学学者者選選抜抜概概要要のの公公表表（（７７月月））

・8月の第2派の際に大学院等の入試

・学部と異なり大学院の入試は、

①アドミッションセンターや入試課が関与せず、大学院が判断

②共通テストがない（学力テストが必要）

③学部の入試より規模が小さい

④受験生がパソコンなどオンライン入試の環境を持っている

・複複数数のの大大学学院院ががオオンンラライインン入入試試をを実実施施⇒⇒ノノウウハハウウをを蓄蓄積積

大大学学院院等等のの入入試試（（８８月月））

・受験時のトラブル防止、不正対策のために、学内の情報部門とともに

オオンンラライインン面面接接ののガガイイドドラライインンを作成。

例）事前接続テストの実施

パソコン以外の非常用連絡手段の確保

意図しない接続トラブルで失格としない

・10月に全国高等学校長協会からオンライン入試に対する厳しい要望が出てお

り、高高校校生生がが対対応応ででききるる、、複複雑雑すすぎぎなないい方方法法でで実実施施すするるここととをを求求めめたた。

オオンンラライインン面面接接実実施施ののガガイイドドラライインン（（1100月月））

・1月の第2回緊急事態宣言時に多くの学部が総合型・学校推薦型を実施。

・1199//3366のの選選抜抜でで何何ららかかのの変変更更を実施。

・大大半半はは面面接接・・口口頭頭試試問問等等をを対対面面かかららオオンンラライインンに変更。

・面接以外では以下の様な対応をした選抜があった。

・小論文⇒オンライン口頭試問・面接

課題図書を用いた郵送方式にし、口頭試問を追加。

・筆記の課題探究試験⇒オンラインで実施

・作成課題⇒オンラインで実施

・年末年始の感染拡大により、変変更更のの発発表表はは11月月にに入入っっててかからら。

実実際際のの入入試試①① 総総合合型型・・学学校校推推薦薦型型選選抜抜
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・大大半半はは面面接接・・口口頭頭試試問問等等をを対対面面かかららオオンンラライインンに変更。

・面接以外では以下の様な対応をした選抜があった。

・小論文⇒オンライン口頭試問・面接

課題図書を用いた郵送方式にし、口頭試問を追加。

・筆記の課題探究試験⇒オンラインで実施

・作成課題⇒オンラインで実施

・年末年始の感染拡大により、変変更更のの発発表表はは11月月にに入入っっててかからら。

実実際際のの入入試試①① 総総合合型型・・学学校校推推薦薦型型選選抜抜
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基調講演 立脇洋介（九州大学）

◆検討結果

・「「厳厳格格ささ・・公公正正性性」」「「安安全全性性」」「「受受験験生生（（大大学学））のの負負担担」」ののババラランンススがが重重要要。

例）カメラ5台で録画しながらオンライン筆記試験を実施

⇒厳格で安全かもしれないが、高校生の負担が非常に大きい

・入試レベルの筆記試験を遠隔で実施するのは困難。

（少人数、出題内容の工夫等でできなくはないがリスクが大きい）

⇒一一般般選選抜抜をを遠遠隔隔でで実実施施すするるののははほほぼぼ不不可可能能

・オンライン面接は高校生のネットワーク環境に配慮すれば可能。

入入試試ににおおけけるる方方針針のの検検討討（（６６月月））

◆検討結果

①ココロロナナにに罹罹患患ししたた等等のの人人を対象に一一般般（（前前期期・・後後期期））のの追追試試験験を実施。

科目は「数学・英語の総合問題」「小論文」「面接」から学部が選択。

②大学入学共通テストや一般の個別学力検査が実施できない場合は別途検討。

③総総合合・・学学校校推推薦薦は、感染拡大状況に応じて試試験験ををオオンンラライインンななどどにに変変更更。

※「書類審査」「大学入学共通テスト」「学力検査・小論文」「面接」等から2つ以上実施。

④コロナに罹患した等で受験できない人へは追追試試験験ままたたはは受受験験料料のの返返金金を行う。

⑤試験実施にあたり、感染症対策を最大限行う。例）試験室の人数など

⇒上記の方針にもとづき学部ごとに検討し、決定

入入試試ににおおけけるる方方針針のの検検討討（（６６月月））

・入試改革初年度で新しく総合・学校推薦を導入した学部は変更内容を記載。

・コロナによる変更は、感感染染拡拡大大時時ののババッッククアアッッププという位置づけだった。

拡大しなければ通常通り実施予定

・混乱を避けるために、一般（前期・後期）の追試験のみ記載し、「注」でコ

ロナの感染拡大による変更の可能性を示唆。

入入学学者者選選抜抜概概要要のの公公表表（（７７月月））

・8月の第2派の際に大学院等の入試

・学部と異なり大学院の入試は、

①アドミッションセンターや入試課が関与せず、大学院が判断

②共通テストがない（学力テストが必要）

③学部の入試より規模が小さい

④受験生がパソコンなどオンライン入試の環境を持っている

・複複数数のの大大学学院院ががオオンンラライインン入入試試をを実実施施⇒⇒ノノウウハハウウをを蓄蓄積積

大大学学院院等等のの入入試試（（８８月月））

・受験時のトラブル防止、不正対策のために、学内の情報部門とともに

オオンンラライインン面面接接ののガガイイドドラライインンを作成。

例）事前接続テストの実施

パソコン以外の非常用連絡手段の確保

意図しない接続トラブルで失格としない

・10月に全国高等学校長協会からオンライン入試に対する厳しい要望が出てお

り、高高校校生生がが対対応応ででききるる、、複複雑雑すすぎぎなないい方方法法でで実実施施すするるここととをを求求めめたた。

オオンンラライインン面面接接実実施施ののガガイイドドラライインン（（1100月月））

・1月の第2回緊急事態宣言時に多くの学部が総合型・学校推薦型を実施。

・1199//3366のの選選抜抜でで何何ららかかのの変変更更を実施。

・大大半半はは面面接接・・口口頭頭試試問問等等をを対対面面かかららオオンンラライインンに変更。

・面接以外では以下の様な対応をした選抜があった。

・小論文⇒オンライン口頭試問・面接

課題図書を用いた郵送方式にし、口頭試問を追加。

・筆記の課題探究試験⇒オンラインで実施

・作成課題⇒オンラインで実施

・年末年始の感染拡大により、変変更更のの発発表表はは11月月にに入入っっててかからら。

実実際際のの入入試試①① 総総合合型型・・学学校校推推薦薦型型選選抜抜

基調講演 立脇洋介（九州大学）

・感染症対策：学内の専門家や大学共通テストの要領等をもとに実施。

・医務室は例年以上の体制で設置。

・試験前に机の消毒を実施。

・試験内容の変更はなかった。

・追試験：受受験験者者77名名。トラブルなく終了。

実実際際のの入入試試②② 一一般般選選抜抜（（前前期期・・後後期期））

・受受験験生生、、高高校校、、大大学学、、そそれれぞぞれれがが例例年年以以上上のの負負担担ををししななががらら何何ととかか終終ええたた。

・本年度も感染状況がどうなるか分からないが、昨昨年年のの実実績績やや課課題題をを

踏踏ままええてて実実施施すするる必必要要ががああるる。

例）オンライン面接…大規模なトラブルが起きなければ実施しやすい。

遠方の受験生への積極的利用も可能。

小論文から口頭試問…代替できるか？十分見ることができない能力は？

令令和和３３年年度度選選抜抜をを振振りり返返っったた感感想想①①

・「「厳厳格格ささ・・公公正正性性」」「「安安全全性性」」「「受受験験生生（（大大学学））のの負負担担」」ののババラランンススがが重重要要。

⇒非常事態時には見逃されたが、負負担担がが大大ききすすぎぎるる方方法法でではは継継続続実実施施がが困困難難。

コロナ禍における選抜方法の評価例

令令和和３３年年度度選選抜抜をを振振りり返返っったた感感想想②②

・追試験のあり方については再検討が必要。

・これまでは新型インフルエンザ流行時も含めて追試験はなし。

・前前期期のの追追試試験験でで合合格格ししたた人人はは、、他他のの国国立立大大学学のの後後期期合合格格をを辞辞退退すするる可可能能性性。

・受験者が非常に少ないため、合合否否判判定定ででもも例例外外的的なな扱扱いい。 入試では予備調査が不可能

・問題作成の負担が非常に大きい。

・大学が総合型、学校推薦型を導入してきた理由の一つは受験機会の複数化。

⇒実実施施のの有有無無、、実実施施方方法法（（共共通通テテスストト中中心心ににすするるななどど））ななどど、、

大大学学全全体体でで検検討討すするる必必要要ががああるる。。

令令和和３３年年度度選選抜抜をを振振りり返返っったた感感想想③③

基調講演 立脇洋介（九州大学）

・感染症対策：学内の専門家や大学共通テストの要領等をもとに実施。

・医務室は例年以上の体制で設置。

・試験前に机の消毒を実施。

・試験内容の変更はなかった。

・追試験：受受験験者者77名名。トラブルなく終了。

実実際際のの入入試試②② 一一般般選選抜抜（（前前期期・・後後期期））

・受受験験生生、、高高校校、、大大学学、、そそれれぞぞれれがが例例年年以以上上のの負負担担ををししななががらら何何ととかか終終ええたた。

・本年度も感染状況がどうなるか分からないが、昨昨年年のの実実績績やや課課題題をを

踏踏ままええてて実実施施すするる必必要要ががああるる。

例）オンライン面接…大規模なトラブルが起きなければ実施しやすい。

遠方の受験生への積極的利用も可能。

小論文から口頭試問…代替できるか？十分見ることができない能力は？

令令和和３３年年度度選選抜抜をを振振りり返返っったた感感想想①①

・「「厳厳格格ささ・・公公正正性性」」「「安安全全性性」」「「受受験験生生（（大大学学））のの負負担担」」ののババラランンススがが重重要要。

⇒非常事態時には見逃されたが、負負担担がが大大ききすすぎぎるる方方法法でではは継継続続実実施施がが困困難難。

コロナ禍における選抜方法の評価例

令令和和３３年年度度選選抜抜をを振振りり返返っったた感感想想②②

・追試験のあり方については再検討が必要。

・これまでは新型インフルエンザ流行時も含めて追試験はなし。

・前前期期のの追追試試験験でで合合格格ししたた人人はは、、他他のの国国立立大大学学のの後後期期合合格格をを辞辞退退すするる可可能能性性。

・受験者が非常に少ないため、合合否否判判定定ででもも例例外外的的なな扱扱いい。 入試では予備調査が不可能

・問題作成の負担が非常に大きい。

・大学が総合型、学校推薦型を導入してきた理由の一つは受験機会の複数化。

⇒実実施施のの有有無無、、実実施施方方法法（（共共通通テテスストト中中心心ににすするるななどど））ななどど、、

大大学学全全体体でで検検討討すするる必必要要ががああるる。。

令令和和３３年年度度選選抜抜をを振振りり返返っったた感感想想③③
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基基調調講講演演 22：：オオンンラライインンをを活活用用ししたた東東北北大大学学入入試試広広報報活活動動のの  
新新たたなな展展開開    

  
東東北北大大学学高高度度教教養養養養育育・・学学生生支支援援機機構構  

久久保保  沙沙織織  准准教教授授  
 
［［講講師師紹紹介介］］  

船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
続いて，基調講演 2 に移らせていただきま

す。「オンラインを活用した東北大学入試広報

活動の新たな展開」と題して，東北大学准教

授，久保沙織先生，よろしくお願いいたしま

す。 
 

（拍手） 
 
久久保保沙沙織織准准教教授授：：  

皆様，こんにちは。ただいまご紹介にあず

かりました東北大学高度教養教育・学生支援

機構の久保と申します。 
私のほうからは，「オンラインを活用した東

北大学入試広報活動の新たな展開」と題しま

して，昨年度，私たちが取組んでまいりまし

たオンラインによる入試広報活動の事例につ

いてご紹介させていただきます。 
本日の内容ですが，まず，入試広報活動と

は，というお話をさせていただいた後，東北

大学の入試広報活動について，その後，オン

ラインを活用した東北大学入試広報活動とい

うことで三つ，オンライン入試説明会，オン

ライン進学説明会・相談会，そしてオンライ

ンオープンキャンパス，このそれぞれについ

てどのような内容だったのか，また実施後の

評価，振り返りについてお話しさせていただ

きます。そして，最後にまとめに代えて今後

の展望に関して述べさせていただきます。 
まず，入試広報活動とは，ということなんで

すけれども，大学側の視点ではいかにして良

い学生，もっと言うとアドミッション・ポリ

シーに合致した学生に受験・入学してもらう

かということで，そのような学生募集に関す

る活動が入試広報活動として位置づけられて

おります。一方で，今回高校の先生方も多く

ご参加されていると思いますけれども，高校

側の観点では，いかにして生徒一人一人の進

路を実現させるかということで，進路指導の

一環として，キャリア探究活動という位置付

けで，例えばオープンキャンパスに参加しよ

うであるとか，個別相談会等に参加しようと

いうような働きかけをしていただいているか

と思います。 
 

 

 
大学側の観点のところに書いてございます

ように，18 歳人口の急激な人口減少に伴いま

して，受験生獲得のための入試広報活動とい

うのは重要な PR の機会となっております。

ですが，一生懸命力を入れてやろうと思えば

際限なく広がってしまうというところがまた
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基基調調講講演演 22：：オオンンラライインンをを活活用用ししたた東東北北大大学学入入試試広広報報活活動動のの  
新新たたなな展展開開    

  
東東北北大大学学高高度度教教養養養養育育・・学学生生支支援援機機構構  

久久保保  沙沙織織  准准教教授授  
 
［［講講師師紹紹介介］］  

船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
続いて，基調講演 2 に移らせていただきま

す。「オンラインを活用した東北大学入試広報

活動の新たな展開」と題して，東北大学准教

授，久保沙織先生，よろしくお願いいたしま

す。 
 

（拍手） 
 
久久保保沙沙織織准准教教授授：：  

皆様，こんにちは。ただいまご紹介にあず

かりました東北大学高度教養教育・学生支援

機構の久保と申します。 
私のほうからは，「オンラインを活用した東

北大学入試広報活動の新たな展開」と題しま

して，昨年度，私たちが取組んでまいりまし

たオンラインによる入試広報活動の事例につ

いてご紹介させていただきます。 
本日の内容ですが，まず，入試広報活動と

は，というお話をさせていただいた後，東北

大学の入試広報活動について，その後，オン

ラインを活用した東北大学入試広報活動とい

うことで三つ，オンライン入試説明会，オン

ライン進学説明会・相談会，そしてオンライ

ンオープンキャンパス，このそれぞれについ

てどのような内容だったのか，また実施後の

評価，振り返りについてお話しさせていただ

きます。そして，最後にまとめに代えて今後

の展望に関して述べさせていただきます。 
まず，入試広報活動とは，ということなんで

すけれども，大学側の視点ではいかにして良

い学生，もっと言うとアドミッション・ポリ

シーに合致した学生に受験・入学してもらう

かということで，そのような学生募集に関す

る活動が入試広報活動として位置づけられて

おります。一方で，今回高校の先生方も多く

ご参加されていると思いますけれども，高校

側の観点では，いかにして生徒一人一人の進

路を実現させるかということで，進路指導の

一環として，キャリア探究活動という位置付

けで，例えばオープンキャンパスに参加しよ

うであるとか，個別相談会等に参加しようと

いうような働きかけをしていただいているか

と思います。 
 

 

 
大学側の観点のところに書いてございます

ように，18 歳人口の急激な人口減少に伴いま

して，受験生獲得のための入試広報活動とい

うのは重要な PR の機会となっております。

ですが，一生懸命力を入れてやろうと思えば

際限なく広がってしまうというところがまた

 

入試広報活動の難しさの一つでもあります。

その一生懸命力を入れてということで，大学

のエネルギー，資源を惜しげもなく投入して

行うようなやり方のことを全力投球型という

ふうに私たちは呼んでおります。けれども，

時間，人員，予算，全てが有限である以上，

全力投球は良いことのようにも思うんですけ

れども，大学全体としての活動の妨げになる

危険性も併せ持っております。そこで，東北

大学では省エネ型の入試広報活動を目指して

います。費用対効果を重視して，大学全体の

活動の中で時間，人員，予算，それらを配分

することによって，やはり先ほど試験そのも

のも継続性というのが大事だというお話があ

りましたけれども，持続可能性，継続可能性

を重視するならば省エネ型によって効率的な

入試広報活動につなげていけると考えており

ます。 
また，別の観点からの分類ですけれども，

寺下・村松（2009）による分類では，入試広

報活動をこちらに挙げた三つのカテゴリーに

分類しています。一つ目が発信型広報という

ことで，これは印刷物やホームページ等を通

して，こちらから一方的に情報を発信してい

くというやり方になります。そして対面型の

広報，これは受験者と直接的交流を持つやり

方のことです。三つ目に学内型広報というも

のを挙げておりまして，こちらはオープンキ

ャンパスに代表されるように，学内に受験者

を招き入れる形の広報のやり方を指しており

ます。 
東北大学でこれまで行ってきた入試広報活

動は，先ほどの三分類の中では対面型，学内

型の入試広報活動を主として展開してまいり

ました。東北大学がこれまで行ってきた広報

活動，こちらに大きく５種類挙げております

けれども，上から高校訪問，入試説明会，そ

して進学説明会・相談会というのが対面型の

入試広報活動となっております。そして，オ

ープンキャンパスは学内型で，こちらは大規

模な私立大学をしのぐような参加者数を誇っ

ておりました。こちらについては，後からも

少しご紹介させていただきます。 
また，東北大学では，学内の委員会で明確

な基本方針というものを定めまして，入試広

報活動を展開しております。まず特色化，焦

点化，広域化，これらの三つは継続して掲げ

てきているものです。そして近年掲げていた

方針の一つに AO 入試 30％方針の推進という

ものがあったんですが，こちらに関しては令

和 3 年度入試ですね，今年 4 月に入ってきた

入学生の入試で 30％超えを既に達成しており

ます。今後は，この 30％への拡大によって，

どういう学生が実際に採れているのか，アド

ミッション・ポリシーに合致した意欲ある学

生をきちんと選抜できているのかということ

を検証していくフェーズに入っていくと考え

ております。 
入試広報活動は，なかなか客観的な評価は

難しい側面もございまして，その中で一つの

指標になるのが外部からの評価です。朝日新

聞出版が出しております「大学ランキング」

というものがございます。この 2022年版が一

番最新のデータになりますけれども，その中

で全国の国公私立大学の学長・総長へのアン

ケートというものがあり，その中で東北大学

は「コロナ禍で優れた対応を行っていると思

う大学」の第１位に，早稲田大学と並んで選

ばれておりました。 
また，一つ前の年のもの，2021 年版になり

ますけれども，こちらの中では「高校からの

総合評価」でナンバーワンをいただいており

ました。最新の 2022年版では，この総合評価

という項目はなくなってしまったので，一つ

前の年のものを出させていただきましたけれ

ども，この総合評価で，東北大学は 2004年か

ら 11 年連続で第１位をいただいておりまして，

2015 年には一度東京大学にトップを譲りまし

たが，その翌年から再びこの 2021年まで１位

を守り続けていた項目となります。また，こ
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ちらも最新のものではなくなってしまってい

る項目ですけれども，「情報開示に熱心」でも

1 位でした。これはまさに私どもの入試広報

活動の成果を評価していただいてのこのラン

キングであると，私どもも励みにしておりま

した。 
また，「オープンキャンパスの参加者数」で

すが，先ほど総長のご挨拶の中でもございま

したが，2019 年度の参加者数は 6 万 8,228 人

ということで，早稲田大学や日本大学といっ

た大規模私立大学の参加者数を上回って，1
位という結果になっておりました。 
さて，このように東北大学では，省エネ型

と申し上げながらも，非常に活発に入試広報

活動を行ってまいりました。しかしながら，

2019 年 12 月に中国・武漢で発生した新型コ

ロナウイルス感染症，これが年が明けて 1 月，

2 月，3 月となるにつれて感染が拡大していっ

たことによって，東北大学が得意とする対面

型，学内型の入試広報活動が方向転換を余儀

なくされました。また，東北大学ではコロナ

禍において，ニューノーマルを見据えて社会

変革を先導する大学を目指して，ということ

で，2020 年 7 月に「東北大学ビジョン 2030
（アップデート版）」というものを発表いたし

ました。この中で，「教育の改革」という項目

の具体的な施策の一つとして，オンラインを

活用して国内外を対象とする高大接続プログ

ラムやオープンキャンパス等を機動的に展開

することが明確に掲げられました。このよう

な理由と目標によりまして，2020 年度よりオ

ンラインを活用した入試広報活動が本格的に

始動したわけでございます。新年度が始まっ

て間もなく，全学の委員会内の組織として入

試センターの教員 4 名からなるオンライン広

報作業部会というものが発足いたしまして，

私もその 4 名の中の 1 人であったことから，

今回こうしてお話させていただいております。

そして，先ほど挙げた五つの広報活動の中の

入試説明会，進学説明会・相談会，オープン

キャンパスの三つがオンラインで行われるこ

ととなりました。これらオンラインで取り組

んだ広報活動の一つ一つについて，概要の説

明と実施後の評価を述べさせていただきます。 
まず，オンライン入試説明会ですが，東北

大学入試センターのホームページの直下に，

オンライン入試説明会の特設サイトを開設い

たしました。 
実施期間は，2020 年 7 月 13 日から 8 月 7

日まで，申込みの開始は 7 月 1 日といたしま

した。全国を 11 のブロックに分けて，計 41
回の説明会を用意いたしました。1 回の説明

会のことはセッションと呼びましたが，１セ

ッションは 60 分，定員は 20 名，そして時間

はご覧のとおりに設定いたしました。ツール

は，ビデオ会議システム Zoom を使用いたし

ました。 
11 のブロックの詳細については，こちらの

表のとおりとなっております。北海道から九

州・沖縄まで 11 のブロックです。あわせて各

ブロックで行ったセッションの数についても

お示ししております。一番下のところに全国

という表記があるのですが，これは日程的に

は後から追加して設けたものでございます。

というのも，国大協による入学者選抜につい

ての実施要領の発表が 7 月 13 日と例年より大

幅に遅れたことに伴いまして，本学の入学者

選抜要項の発表も 7 月末にずれ込みました。

そこで，日程の前半のほうで行ったセッショ

ンに関しましては，まだ入学者選抜要項がで

き上がっていない状況で，それでもやはり高

校に対してこちらから情報を，その時点で公

表できる内容に制限がある中ではありますが，

いち早く届けたいという思いから始めたので

すが，8 月に入って入学者選抜要項の内容が

固まった時点で追加で行ったものが全国の 8
セッションです。 
実施結果になります。参加者数は 226 名，

194 校からご参加いただきました。各ブロッ

クの申込者数や参加数については，お手元の
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資料をご覧いただければと思います。 
また，実際に志願者の多いところから参加

してきてくれているのかなということを確認

するために，令和 2 年度入試の志願者数を横

軸に，昨年度行ったオンライン入試説明会へ

の参加者を縦軸に，ブロックごとに集計した

値を示した散布図が右側のプロットになりま

す。相関係数の値も非常に高く，やはり志願

者数をたくさん送り込んでくれているブロッ

クほど今回の入試説明会への参加意欲も高く，

実際に参加していただいたということがわか

ります。事前にブロックを定めるときにも，

多く参加してくれそうな地域では多くのセッ

ション数を設けるように工夫していたのです

が，この結果はそのことがある程度適切であ

ったという証拠にもなると考えております。 
続いて，事後アンケートの結果です。参加

者には，任意で事後アンケートへの回答を求

めました。回収率は67.3％でした。Q3の「時

期」というところから見てまいります。真ん

中の円グラフですね。時期に関して，「ちょう

どよい」という回答が 90％，そして「早すぎ

る」と答えた方の中には，時期そのものが早

すぎるというよりは，先ほど申し上げたよう

に入学者選抜要項等の情報が完全にフィック

スしていない状況での説明会であったという

ことで，その内容がきちんと固まってからの

ほうがよかったという意味で早すぎるという

ご意見がほとんどでした。また，「遅すぎる」

に関しては，例年どおりの 6 月～7 月上旬を

希望というご意見でした。次に，右側の「曜

日・日時」に関して，特段の「不都合はなか

った」という回答が 91％で，先ほどお示しし

たように，設定した時間帯に少し偏りがあっ

たこともあり，平日の遅い時間や土曜日を希

望する声もございました。 
次に，こちらの「説明会の内容」，「配付資

料」はどうだったか，そして「進め方・プレ

ゼンテーション」はどうだったかということ

に関してですけれども，「説明会の内容」につ

いては「よくわかった」「大体わかった」合わ

せて 97％でしたが，この中にも入学者選抜要

項の発表前で不確定な情報が多かったことに

関して，「情報が不十分だ」と感じられた方も

いらっしゃいました。「配付資料」や「進め

方・プレゼンテーション」については，概ね

「十分な内容だ」，「わかりやすかった」とい

う声がほとんどでした。 
自由記述項目への回答はこちらにまとめて

おりますが，詳しくはお手元の資料をご覧く

ださい。主にオンラインへのメリットに言及

していただいた声，そして内容に関しては，

例えば「学部からの説明がないのが残念だっ

た」とありますが，これは対面では台会場で

のみ学部からの説明も行っていたので，おそ

らく仙台会場に参加経験のある先生からこの

ようなご意見をいただいたものと思われます。

その他といたしましては，PCのスペックであ

るとか，いろいろな使ったツールの操作上の

つまずき等の声もいくつか見られました。 
オンライン入試説明会のまとめです。アン

ケートでは，いずれの項目でも肯定的な回答

が 9 割以上でした。新型コロナウイルス感染

症の影響で先の見通しが立たない状況でも，

進路指導担当の先生方にできるだけ早く入試

に関する情報を届けたいという東北大学とし

ての思いは伝わったのではないかとアンケー

トの結果からもうかがえました。また，地域

による参加者数の偏りや高校側のオンライン

化への対応状況の違いに関して，7 月，8 月と

いう早い時点で把握できたということも大き

な収穫であったと考えております。 
続きまして，オンライン進学説明会・相談

会に関してです。こちらも特設サイトを 2020
年 6 月 1 日から年度いっぱい，3 月 31 日まで

開設いたしました。内容については追って説

明いたしますが，私どもが一つ大事なコンセ

プトとしましたのが，リンクがいっぱい貼っ

てあって，それをポチポチするだけでは，見

に来てくれた生徒さんたちにとってつまらな
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いものになるだろうということで，できる限

り動画のコンテンツを充実させようというこ

とを一つの方針といたしました。また，国際

展開，国際対応のため，一部のコンテンツに

ついては中国語版及び韓国語版も作成いたし

ました。 
一つ一つのコンテンツについてご説明いた

します。「オンライン進学説明会・相談会特別

コンテンツ」というものの中身は，まず，東

北大学を志すみなさんへ，ということで総長

からのメッセージ動画を掲載いたしました。

そして，大学説明＆入試解説の中には，文字

どおり大学説明，入試解説のほかに，教育・

学生支援担当理事からのご挨拶の動画や海外

留学に関する説明も掲載しました。また，質

問BOXというものを置きまして，ここでは大

学生活や入試に関する様々な質問を随時受け

付けるコーナーを設けました。また，ライブ

イベントでは，リアルタイムで参加するオン

ラインのイベントに関して周知，告知を行っ

ておりました。 
次に，「学部紹介」ですけれども，10 の学

部，ただし医学部に関しては医学科と保健学

科は別とし，それぞれに 11 のページを用意し

ました。各学部には，学部説明の動画とその

PDF 版資料，学部ホームページへのリンクは

必須とし，それ以外のコンテンツについては

各学部で工夫して，作成，提出していただく

ように依頼しました。入学後の生活に関して

は，この部分は記載の内容についてリンクを

掲載するのみの部分となっております。入試

に関する資料の部分もリンク掲載のみなんで

すが，主に東北大学入試センターのサイトに

置いてあるご覧のような情報に一発のクリッ

クで飛ぶような形で設定しておりました。 
そして，「よくある質問 Q&A」では，先ほ

どご説明した質問BOXに寄せられた質問に対

する回答をこちらで作成して，質問と回答の

セットを随時掲載していくという方法を取り

ました。 

アクセス数のまとめがこちらになります。

Google アナリティクスというものを利用して

アクセス数のデータを取っております。開設

直後と，8 月のあたりなので夏休みぐらい，

そしてこの次の三つ目の山に関しては，9 月

21日，22日で，これはオープンキャンパスの

ほうで説明しますが，オープンキャンパスの

ライブイベントが集中的に行われたところで

アクセス数が伸びておりました。PV 数は，サ

イト内のいずれかのページが閲覧された回数

を指しています。訪問者数に関してはサイト

に訪問した人ということなんですが，正確に

はブラウザの数ですので，同じ人でも別なブ

ラウザを使っていれば重複カウントはありま

すが，延べ数で PV 数が 15 万 3,000，そして

訪問者数は 5 万 2,000 という結果になってお

りました。 
ページごとのページビュー数の上位トップ

10 がこちらになります。トップページは必ず

経由するページですので，どうしても上位に

来てしまうんですけれども，次に来ているの

が大学説明＆入試解説，また各学部の説明で

いうと工学部や理学部，医学部医学科，文学

部がトップ 10 に入っておりました。総長から

のメッセージも６位に入っておりますし，よ

くある質問Q&Aもよく見られているページに

含まれておりました。 
また，海外からのアクセス数についてもこ

ちらにまとめてございます。アメリカ，中国

が上位となっておりました。ご参考といたし

まして，東北大学の留学生数ですね，2020 年

度入試，すなわち令和 2 年度入試の留学生数

の上位７か国をこちらに挙げております。1
位中国，2 位インドネシア，3 位韓国，1 位と

3 位に中国と韓国が入っておりますので，こ

のように本学にたくさん留学生を送り込んで

くれている国に向けてという意味で，進学説

明会・相談会の中でも中国語版と韓国語版の

コンテンツをご用意した理由，エビデンスの

一つがこちらになっております。 
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どおり大学説明，入試解説のほかに，教育・

学生支援担当理事からのご挨拶の動画や海外

留学に関する説明も掲載しました。また，質

問BOXというものを置きまして，ここでは大

学生活や入試に関する様々な質問を随時受け

付けるコーナーを設けました。また，ライブ

イベントでは，リアルタイムで参加するオン

ラインのイベントに関して周知，告知を行っ

ておりました。 
次に，「学部紹介」ですけれども，10 の学

部，ただし医学部に関しては医学科と保健学

科は別とし，それぞれに 11 のページを用意し

ました。各学部には，学部説明の動画とその

PDF 版資料，学部ホームページへのリンクは
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のように本学にたくさん留学生を送り込んで
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コンテンツをご用意した理由，エビデンスの

一つがこちらになっております。 

 

また，質問 BOX と Q&A ですが，寄せられ

た質問は 111 件だったんですが，そこから取

捨選択を行いまして，できるだけ皆さんに対

して有益な情報をということで，事実として

回答できる質問のみを取り上げております。

結果，よくある質問 Q&A には 48 組の質問と

回答を掲載いたしました。 
また，オンライン進学説明会・相談会のペ

ージの一番下に，実はアンケートを用意して

おりました。ただ，こちらに関しては直接閲

覧者に働きかける機会がございませんでした

ので，本当に任意で，ご協力を依頼するとい

ったこともできないまま置いておいたところ，

36 名からの回答がありました。数としては大

変少ないんですけれども，非常に熱心な方か

らのご意見というふうに私どもは捉えており

ます。属性についてはお手元の資料をご確認

していただきまして，あくまでその 36 名の回

答結果ということになるんですが，先ほどの

閲覧数やページビュー数に比べると，その中

のほんの一部であることは否めないんですけ

れども，このような結果になっておりました

ということで，ご紹介させていただきます。 
志望学部は，理系の学部が上位を占めてお

りました。 
また，サイトを何で知ったかということに

関しては，「東北大学のウェブサイト」を選択

した人が 32 名でした。このスライドに示した

項目に関しては，複数選択可能な項目でした

ので，それぞれの選択肢が選ばれた回数をこ

ちらではまとめてございます。なので，すべ

ての選択肢の度数を足してもトータルの 36 に

はならないです。サイトを何で視聴したかに

関しては，「スマートフォン」を 21 名の方が

選んでいた，「PC」を 13 名の方が選んでいた

という結果になっています。どこでという質

問に関しては，「自宅」という回答が圧倒的に

多かったです。 
さらに，特に参考になったコンテンツ，こ

ちらは三つまで選んでくださいというような

質問だったんですけれども，選ばれたものを

ソーティングして並べた結果がこちらになり

ます。入試解説，そして総長からのメッセー

ジが共に 1 位になっておりました。学部に関

するところでいうと工学部や理学部，文学部，

医学部医学科といった，先ほどのページビュ

ー数のランキングに入っていたようなところ

が，少数ではありますがこちらのアンケート

に答えてくれた人の参考になったコンテンツ

としても選ばれていました。この中にも，理

事挨拶もございますし，よくある質問 Q＆A，

あとは学部紹介，そして入学後の生活も，大

学での学びや入試以外では気になるポイント

であるということが見て取れます。 
また，サイト全体についてどうでしたかと

いう質問なんですが，「求める情報が十分に提

供されていた」ということに対して，「とても

そう思う」「そう思う」という回答で 100％を

占めておりました。また，「サイトの構成が見

やすかった」，「本サイトを見てよかった」と

いうことに関しても，「とてもそう思う」とい

う選択肢を 70～80％の方が選んでくださって

いました。「友人・知人にすすめたいと思った」

に関しては，「そう思わない」という意見も含

まれておりました。 
自由記述項目への回答をこちらにまとめて

ございます。好意的な意見の中には，一番最

初に申し上げた動画を豊富に入れようという

私どもの方針を評価してくださった意見が複

数見られて，企画者側としては非常に嬉しか

ったです。また，改善点の指摘といたしまし

ては，大学の先生方に直接質問できる機会の

提供が少ないであるとか，オンライン進学説

明会・相談会と言っていながら，直接相談の

機会がなかなかないよというような意見もい

ただいておりました。 
それを受けまして，オンライン上での双方

向のやり取りによる相談会としての機能が少

し乏しかったということが自由記述からも明

らかになりましたので，年が明けて 2021年の
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1 月 9 日に入試センター教員によるオンライ

ン進学説明会をウェビナーで開催いたしまし

た。こちらには 250～300 名弱ぐらいの参加

がございました。また，その土日，1月9日・

10 日の 2 日間で相談会も行ったところ，十数

名の方に参加していただきました。人数は少

なかったんですが，本気で東北大学への志望

を考えている真面目な生徒さんが多かったと

いう印象でございます。 
アンケートへの回答結果から，スマートフ

ォンでの視聴がやはり高校生だと特に多いと

いうことで，スマートフォンでの見やすさで

あるとか，データ通信量への配慮が必要だと

いうことが示唆されました。また，アンケー

トは，どうしてもページの下に置いておくだ

けだと答えてくれる人が少なくなってしまい

ますので，事後の評価というものをどうやっ

て行うか，本当にこのアンケートのままでい

いのか，あるいはアンケートだとしたらどう

やったら回収率が上がるのかといったことも

考えていかなくてはいけないかなと思ってい

ます。また，海外からの受験生を対象とした

コンテンツの整備と拡充，今回は韓国語版と

中国語版だったんですが，さらに内容，そし

て言語ともに充実させていきたいなと考えて

おります。 
最後に，オンラインオープンキャンパスに

関する振り返りです。東北大学オンラインオ

ープンキャンパスのサイトを 2020 年の 7 月

29 日から，こちらも年度いっぱい開けており

ました。各部局には，①独自のウェブサイト

を立ち上げる方式と，②入試センターが外部

委託した共通デザインのウェブサイトにコン

テンツを提供，掲載する方法のいずれかを選

択していただきました。その結果，理学部，

工学部，薬学部，農学部では①の独自ウェブ

サイトを選択していただきました。そのほか

の学部は②の方式で，コンテンツを提供して

いただいて，こちらが用意したページに掲載

するという形を取りました。 

先ほど進学説明会・相談会のアクセス数の

話のときに少し触れましたが，本来オープン

キャンパスを実施する予定であった 9 月 21 日，

22 日には，多数のライブイベント，リアルタ

イムの参加型のオンラインイベントを実施い

たしました。その結果，9月 21 日，22日のア

クセス数が非常に増えていました。オープン

キャンパスのほうが相対的にページビュー数，

訪問者数ともに多く，ページビュー数 27 万

1,613，訪問者数 7 万 6,278 という結果になり

ました。海外からのアクセス数は，こちらも

アメリカ，中国からの閲覧者が多かったです。 
このオープンキャンパスをどのように数値

的に評価するかというところなんですけれど

も，私どもは毎年新入学者を対象として入試

や入試広報に関するアンケートを実施してお

ります。その中で，ここに書いてあるように

オープンキャンパスに関することも聞いてい

ますので，その結果を少し見ていきたいと思

います。また，昨年度までは質問紙による調

査，本年度は質問紙とウェブを併用して行っ

ております。過去 3 年と比べてみようという

ことで，回収率はこちらに記載しております

が，この調査，非常に回収率が高いというと

ころが一つ特徴となっております。また，

2021 年度の最新のデータに関して，今回ウェ

ブと質問紙を併用いたしましたので，紙の結

果はまだ回答を入力中のため，5 月 5 日時点

でのウェブによる回答者数がこちらに記入さ

れていて，このデータを使った結果になって

おります。 
昨年，前年度のオープンキャンパスに参加

した者の割合を地域別に比較したグラフがこ

ちらになります。東北は，去年のオンライン

のものを見たと答えた人がそこまで急激に増

えたわけではないんですけれども，例えば中

部地方，黄色のところであるとか，近畿地方

ですね，水色ですね，このあたりはこれまで

よりもかなり明確な増加傾向が見られており

まして，これまでオープンキャンパスに参加
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が難しかったような地域の皆さんも閲覧して

いただいていたという結果になっていました。 
また，オープンキャンパスへの参加が入学

した学部・学科への志望の決定にどの程度意

味があったかという項目なんですけれども，

こちらに関しては例年，前年度参加，直前の

年度に参加して「決め手になった」と答える

のが 30％以上で，「参考になった」と合わせ

ると９割くらいに上るような調査項目になっ

ているんですが，特にオープンキャンパスに

関しては実際に来て体験することに意味があ

るイベントだと思いますので，今回のオンラ

インに関する結果は，体験ができない分，ど

うしても「決め手になった」という回答は少

なくなってしまいました。一方で「参考にな

った」という回答が 75％を上回っているとい

うところで，オンラインであっても志望決定

に資する情報を提供できていたと私どもは考

えております。 
先ほど地域ごとの折れ線グラフでお示しし

たように，オンライン化によってこれまで参

加が難しかった地域の高校生・受験生にもア

クセスが容易になったということが明らかに

なりました。課題といたしましては，実施後

の評価をどうするか，あるいはコンテンツに

関しては高校生・受験生にとって有用なコン

テンツ，魅力的なコンテンツというものはど

んなものなのかというのは今後も考え続けな

ければいけないところでありますし，海外か

らのアクセスに関してもさらなる対応が必要

と実感しております。 
まとめに入らせていただきます。東北大学

における入試広報活動の今後の展望です。最

初の二つは振り返りですが，令和 2 年度は新

型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を

受けまして，東北大学における入試広報活動

のオンライン化が急速に推進されました。こ

の中で，他大学に先行していち早く受験生や

高校生，高校教員に入試に関する情報，東北

大学に関する情報を届けたいという我々の思

いは伝わっていたのではないかと考えており

ます。 
本年度は，従来どおりの対面型，学内型と

オンラインのそれぞれのメリットを生かしつ

つ，ベストミックスによる入試広報活動を計

画していきたいと考えております。また，広

域化というところがやはり今後も継続した課

題になると思っております。オンラインを利

用することのメリットといたしましては，こ

れまでなかなか来ることが難しかった方たち

にも情報を届けられるということで，国内で

あれば地理的にオープンキャンパスに参加す

るのが難しかった志願者層にアプローチする

であるとか，あるいは海外に向けた情報発信

というところで，広域化が一つのキーワード

となるのではないかと考えております。 
本年度の予定に関して，こちらにまとめま

した。入試説明会は，主としてオンラインで

行います。進学説明会・相談会は，オンライ

ンオープンキャンパスと統合した上でオンラ

インで行う予定です。オープンキャンパスは，

オンラインと対面の両方で展開していく予定

でございます。ただし，新型コロナウイルス

感染症の感染状況や，それに伴う政府や行政

の方針に従い，変更の可能性はございますの

で，その点ご了承いただけますと幸いです。 
以上で私からの基調講演を終わらせていた

だきます。ご清聴ありがとうございました。 
 

（拍手） 
 
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））:: 

久保先生，ありがとうございました。ご質

問等につきましては，ウェブ上での入力をお

願いいたします。 
ここで休憩とさせていただきたいと思いま

す。皆様方から見ますと右側の時計，右上に

時計がございますが，今 14 時 38 分でござい

ます。今から 10分強の休憩を挟みまして，14
時 50 分から第 2 部を開始させていただきたい
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と思います。なお，お手洗いをご利用の際に

は，密集，密接を避けるようご配慮いただき，

ソーシャルディスタンスを保ってのご休憩を

お願いいたします。ありがとうございました。 
 

［休憩］  
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基調講演 久保沙織（東北大学）

オンラインを活⽤した
東北⼤学⼊試広報活動の新たな展開

東北⼤学⾼度教養教育・学⽣⽀援機構
准教授 久保沙織

2021年5⽉17⽇ 第34回東北⼤学⾼等教育フォーラム

基調講演２

本⽇の内容
⼊試広報活動とは
東北⼤学の⼊試広報活動
オンラインを活⽤した東北⼤学⼊試広報活動

1. オンライン⼊試説明会
2. オンライン進学説明会・相談会
3. オンラインオープンキャンパス

東北⼤学における⼊試広報活動の今後の展望

2

⼊試広報活動とは
⼤学側の観点

• 学⽣募集︓いかにして「良い学⽣」に受験・⼊学してもらうか
• ⼊試広報活動としての位置づけ
• 18歳⼈⼝の急激な減少に伴い，受験⽣獲得のためのPRが重要に

⾼校側の観点
• 進路指導の⼀環︓いかにして進路を実現させるか
• 進路（キャリア）探究活動としての位置づけ

3

⼊試広報活動の類型①
1. 全⼒投球型

• ⼤学のエネルギー・資源を惜しげもなく投⼊
→⼤学全体としての活動の妨げになる危険性
→継続性の⽋如

2. 省エネ型
• 費⽤対効果を重視
→⼤学全体の活動の中での労⼒配分
→継続可能性

東北⼤学では「省エネ型」の⼊試広報活動を展開

4

⼊試広報活動の類型②
寺下・村松（2009）による分類
1. 発信型広報

• ⼤学の教育・研究内容や⼊試情報等を印刷物やホームページを通して
受験者に伝える

2. 対⾯型広報
• 受験者と直接的交流を持つ

3. 学内型広報
• 学内に受験者を招き⼊れる
• オープンキャンパス

5

東北⼤学における⼊試広報活動
東北⼤学では対⾯型・学内型の⼊試広報活動を得意とする

種類 対象 開始年 ⽬的・内容 類型
⾼校訪問 ⾼校教員（主に

進路指導担当）
1999年
(H11)

進路指導担当教員との情報交換と，
⽣徒に対する進学説明会及び相談会

対⾯型

⼊試説明会 ⾼校教員 2000年
(H12)

東北⼤学の⼊試（特に東北⼤学型AO
⼊試）に関する情報提供
2019年度は全国21都市で実施

対⾯型

進学説明会・相談会 ⾼校⽣・受験
⽣・保護者

2006年
(H18)

⼤学紹介，⼊試説明と個別相談
2019年度は全国6都市で実施

対⾯型

オープンキャンパス ⾼校⽣・受験⽣ 1999年※

(H11)
学部単位で研究紹介，模擬授業等の
イベント実施

学内型

印刷物・⼊試センター
HPを通じた情報発信

⾼校教員・⾼校
⽣・受験⽣・保
護者

− ⼤学案内，AO⼊試パンフレット等の
作成，その他⼊試に関する情報をHP
で周知

発信型

※1982年に⼯学部の⾦属系3学科が学科公開を⾏ったのが起源と考えられる。1999年より「東北⼤学オープンキャンパス」として全学実施。 6
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東北⼤学では対⾯型・学内型の⼊試広報活動を得意とする
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⾼校訪問 ⾼校教員（主に

進路指導担当）
1999年
(H11)

進路指導担当教員との情報交換と，
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(H12)
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(H11)
学部単位で研究紹介，模擬授業等の
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学内型

印刷物・⼊試センター
HPを通じた情報発信

⾼校教員・⾼校
⽣・受験⽣・保
護者

− ⼤学案内，AO⼊試パンフレット等の
作成，その他⼊試に関する情報をHP
で周知

発信型

※1982年に⼯学部の⾦属系3学科が学科公開を⾏ったのが起源と考えられる。1999年より「東北⼤学オープンキャンパス」として全学実施。 6
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基調講演 久保沙織（東北大学）

東北⼤学の⼊試広報活動の基本⽅針
特⾊化︓特⾊ある活動

• 国⽴⼤学最⼤規模のオープンキャンパス
• ⾼校との意思疎通を円滑にするきめ細やかな⾼校訪問

焦点化︓対象地域や対象者層，説明内容等について焦点を明確に
• ⼊試説明会，進学説明会・相談会では各地域の特⾊に応じた資料作成
• ⼊試データの分析から得られる知⾒を活⽤

広域化︓広域型活動の充実
• ⼊試説明会は全国21都市で実施
• 進学説明会・相談会は全国6都市で実施
• ⾼校訪問等の対象地域の拡⼤を検討

AO⼊試30%⽅針の推進
• AO⼊試志願者の少ない地域への広報活動の強化
• 2021年度（令和3年度）⼊試で達成 7

東北⼤学の⼊試広報活動に対する評価①
「⼤学ランキング2022年版」
（朝⽇新聞出版）

コロナ禍で優れた対応を
⾏っていると思う⼤学

1
東北⼤
早稲⽥⼤

３ 東京⼤
４ 千葉⼯業⼤
５ ⼭梨⼤

8

全国の国公私⽴⼤学の
学⻑・総⻑が選ぶ

東北⼤学の⼊試広報活動に対する評価②
「⼤学ランキング2021年版」
（朝⽇新聞出版） ⾼校からの総合評価

1 東北⼤
２ 東京⼤
３ 明治⼤
４ 早稲⽥⼤
５ 国際教養⼤
６ ⾦沢⼯業⼤
7 ⽴命館⼤
８ 京都⼤
９ 中央⼤
10 近畿⼤

2004年から11年連続
で第１位，2015年に
は東京⼤にトップを
譲るも，その翌年か
ら再び１位を守り続
けていた︕

9

東北⼤学の⼊試広報活動に対する評価③
情報開⽰に熱⼼
1 東北⼤
２ 早稲⽥⼤
３ 近畿⼤
４ ⽴命館⼤
５ 東京⼤
６ 京都⼤
7 中央⼤
８ 明治⼤
９ ⼭形⼤
10 筑波⼤

オープンキャンパス参加者数
1 東北⼤
２ 早稲⽥⼤
３ 東洋⼤
４ ⽇本⼤
５ 近畿⼤
６ 明治⼤
7 上智⼤
８ 法政⼤
９ 中央⼤
10 関⻄⼤

2019年度の参加
者数 68,228⼈

10

東北⼤学における⼊試広報活動のオンライン化
新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため

• 対⾯型・学内型の⼊試広報は三密状態が不可避
東北⼤学ビジョン2030（アップデート版）実現のため

• 「距離・時間・国・⽂化等の壁を超えた多様な学⽣の受⼊れ推進」
→「オンラインを活⽤して国内外を対象とする⾼⼤接続プログラムや
オープンキャンパス等を機動的に展開」と明⽰

2020年度より，オンラインを活⽤した⼊試広報活動が本格始動
全学の委員会内の組織としてオンライン広報作業部会が発⾜
「オンライン⼊試説明会」，「オンライン進学説明会・相談
会」，「オンラインオープンキャンパス」を実施 11

2020年度の東北⼤学の⼊試広報活動

12

種類 対象 開始年 ⽬的・内容 2020年度
⾼校訪問 ⾼校教員（主に

進路指導担当）
1999年
(H11)

進路指導担当教員との情報交換と，
⽣徒に対する進学説明会及び相談会

⾒合わせ

⼊試説明会 ⾼校教員 2000年
(H12)

東北⼤学の⼊試（特に東北⼤学型AO
⼊試）に関する情報提供
2019年度は全国21都市で実施

オンライン

進学説明会・相談会 ⾼校⽣・受験
⽣・保護者

2006年
(H18)

⼤学紹介，⼊試説明と個別相談
2019年度は全国6都市で実施

オンライン

オープンキャンパス ⾼校⽣・受験⽣ 1999年※

(H11)
学部単位で研究紹介，模擬授業等の
イベント実施

オンライン

印刷物・⼊試センター
HPを通じた情報発信

⾼校教員・⾼校
⽣・受験⽣・保
護者

− ⼤学案内，AO⼊試パンフレット等の
作成，その他⼊試に関する情報をHP
で周知

継続
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基調講演 久保沙織（東北大学）

1. オンライン⼊試説明会
「東北⼤学オンライン⼊試説明会」の特設サイトを開設

http://www.tnc.tohoku.ac.jp/online-nyushi_setsumei/

13

オンライン⼊試説明会の概要
実施期間︓2020年7⽉13⽇〜8⽉7⽇（参加申込の開始は7⽉1⽇）
全国を11ブロックに分け，計41回の説明会を開催
１セッション（＝１回の説明会）60分，定員は20名
時間帯は，①13:00-14:00（3回）②14:15-15:15（1回）③15:30-

16:30（33回）④16:45-17:45（4回）
ビデオ会議システム Zoom を利⽤

14

ブロック区分とセッション数
ブロック 都道府県 セッション数
北海道 北海道 2
北東北 ⻘森県，秋⽥県，岩⼿県 4
宮城 宮城県 6
南東北 ⼭形県，福島県 3
北関東 茨城県，栃⽊県，群⾺県，埼⽟県 4
南関東 東京都，千葉県，神奈川県，⼭梨県 4
北信越 新潟県，⻑野県，富⼭県，⽯川県，福井県 3
東海 静岡県，愛知県，岐⾩県，三重県 3
近畿 滋賀県，京都府，⼤阪府，兵庫県，奈良県，和歌⼭県 2

中国四国 ⿃取県，島根県，岡⼭県，広島県，⼭⼝県，徳島県，
⾹川県，愛媛県，⾼知県 1

九州沖縄 福岡県，佐賀県，⻑崎県，熊本県，⼤分県，宮崎県，
⿅児島県，沖縄県 1

全国 全国どの都道府県からでも参加可能 8 15

申込者数と参加者数
39回のセッションを実施

• 2つのセッションで申込者が0名だった
申込者数273名，参加者数226名（194校），参加率82.8%

• 参考︓2019年度の参加者数557名，うち仙台会場232名
ブロック 申込者数 充⾜率 参加者数 参加率
北海道 10 25.0% 9 90.0%
北東北 38 47.5% 34 89.5%
宮城 30 25.0% 28 93.3%
南東北 22 36.7% 22 100.0%
北関東 33 41.3% 24 72.7%
南関東 43 53.8% 33 76.7%
北信越 15 25.0% 13 86.7%
東海 17 28.3% 15 88.2%
近畿 10 25.0% 8 80.0%
中国四国 16 80.0% 12 75.0%
九州沖縄 2 10.0% 1 50.0%
全国 37 23.1% 27 73.0% 16

地域ごとの志願者数と参加者数との相関
スピアマンの順位相関係数

0.87（p < .001）
2020年度（令和2年度）⼊
試の志願者数とオンライン
⼊試説明会の参加者数との
間には，強い正の相関あり

17

事後アンケートの結果①
参加者には任意で事後アンケートへの回答を求めた
回答者数152名，回収率67.3%

18

⼊学者選抜要項や
募集要項の完成後

例年通り6⽉〜
7⽉上旬を希望

平⽇の遅い時間や
⼟曜⽇を希望
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基調講演 久保沙織（東北大学）

事後アンケートの結果②

19

⼊学者選抜要項の
発表前で不確定な
情報が多かった

機密性の観点から配布しな
かった資料も欲しかった 声が⼩さかった

事後アンケートの結果③
⾃由記述項⽬への回答
(1) オンラインのメリットに⾔及

• 遠⽅に出張せずとも，説明会に参加できて，会場への移動時間や時間
割変更処理などの労⼒が⼤幅に省けました。

• オンラインの説明会は参加しやすいので，新型コロナウイルスが収束
した後も開催して頂けると助かります。

(2) 内容について
• 東北⼤学全体としての⼊試選抜に対するスタンス・⽅針について⼤変
理解を深めることができました。

• 学部からの説明がないのは仕⽅のないことですが，少々残念でした。
(3) その他

• 資料を上げているページが分からなかった。
• 校務⽤PCにカメラがないので，映像を映し出すことができなかった。

20

オンライン⼊試説明会 まとめ
アンケートでは，いずれの項⽬でも肯定的な回答が9割以上
新型コロナウイルス感染症の影響で先の⾒通しが難しい状況で
あっても，進路指導担当の⾼校教員にできるだけ早く⼊試に関
する情報を届けたいという思いは伝わった
地域による参加者数の偏りや，⾼校側のオンライン化への対応
状況の違い等を把握することができた
より多くの⾼校から参加してもらうため，実施時期や実施時間
帯の⾒直しを⾏う必要性が⽰唆された

21

2. オンライン進学説明会・相談会
「東北⼤学オンライン進学説明会・相談会」の特設サイトを開設

http://www.tnc.tohoku.ac.jp/online-singaku_setsumei/

22

オンライン進学説明会・相談会の概要
期間︓2020年6⽉1⽇〜2021年3⽉31⽇
「オンライン進学説明会・相談会特別コンテンツ」，「学部紹
介」，「⼊学後の⽣活」，「⼊試に関する資料」，「よくある
質問Q&A」，「アンケート」の⼤きく6つのコンテンツから構
成
豊富な動画コンテンツ
⼀部のコンテンツについては，中国語・韓国語版コンテンツも
作成

23

コンテンツ詳細①

東北⼤学を志すみなさんへ「東北⼤学総⻑からのメッセージ」
（中国語・韓国語の字幕版有）
⼤学説明&⼊試解説

• 教育・学⽣⽀援担当理事挨拶（中国語・韓国語の字幕版有）
• ⼤学説明（中国語・韓国語版有）
• ⼊試解説
• 海外留学説明

質問BOX
ライブイベント

オンライン進学説明会・相談会特別コンテンツ

24
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基調講演 久保沙織（東北大学）

コンテンツ詳細②

10学部（医学部は医学科と保健学科別）それぞれに1つのペー
ジを⽤意
学部説明動画（中国語・韓国語の字幕版有）とそのPDF版資料，
学部HPへのリンク＋α

• 奨学⾦
• 寄宿舎（ユニバーシティ・ハウス）
• ⾷堂・購買
• 図書館
• 保健管理センター

学部紹介

⼊学後の⽣活（リンク掲載）
• 学⽣相談・特別⽀援センター
• 留学
• ボランティア
• 学友会・サークル
• アルバイト
• 就職・進路 25

コンテンツ詳細③

• 東北⼤学案内
• ⼊学者選抜要項
• AO⼊試パンフレット
• AO⼊試過去問題
• 出題の意図
• 募集要項

質問BOXに寄せられた質問に対する回答を随時掲載

⼊試に関する資料（リンク掲載）

よくある質問Q&A

26

アクセス数①
ページビュー（PV）数と訪問者数（6/2〜3/31）

指標 延べ 1⽇平均
PV数 153,162 505.5
訪問者数 52,077 171.9

27

アクセス数②
PV数上位トップ10
順位 ページ PV数 訪問者数
1 トップページ 74,584 48,088
2 ⼤学説明&⼊試解説 10,063 8,184
3 トップページ（メニューより選択） 7,713 5,310
4 学部紹介︓⼯学部 7,557 6,486
5 よくある質問Q&A 4,621 4,184
6 東北⼤学総⻑からのメッセージ 4,450 3,926
7 学部紹介︓理学部 4,430 3,765
8 学部紹介︓医学部医学科 3,895 3,241
9 学部紹介︓⽂学部 3,740 3,047
10 ⼤学説明&⼊試解説（ページ内リンクより選択） 3,704 3,252

28

海外からのアクセス数
訪問者数が10以上の国・地域

29

順位 国・地域 訪問者数
1 アメリカ 149
2 中国 118
3 台湾 23

4
⾹港 17
シンガポール 17

6 韓国 14
7 ドイツ 12

順位 国 ⼈数
1 中国 1,282
2 インドネシア 132
3 韓国 92
4 台湾 70
5 タイ 49
6 フランス 42
7 インド 38

【参考】東北⼤学の留学⽣数
上位7ヶ国（2020年度）

質問BOXとQ&A
質問BOX

• ⾼校⽣90名，保護者20名，その他1名から計111件の質問
• 事実として回答できる質問のみを取捨選択
• ⼊試開発室の教員の他，学部・センター等の担当者にも回答作成を依
頼

よくある質問Q&A
• 48組の質問と回答を掲載

30

内容 Q&Aの数
学部・学科について 30
⼊学後の⽣活について 9
⼊試について 9
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よくある質問Q&A

26

アクセス数①
ページビュー（PV）数と訪問者数（6/2〜3/31）

指標 延べ 1⽇平均
PV数 153,162 505.5
訪問者数 52,077 171.9

27

アクセス数②
PV数上位トップ10
順位 ページ PV数 訪問者数
1 トップページ 74,584 48,088
2 ⼤学説明&⼊試解説 10,063 8,184
3 トップページ（メニューより選択） 7,713 5,310
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28

海外からのアクセス数
訪問者数が10以上の国・地域

29

順位 国・地域 訪問者数
1 アメリカ 149
2 中国 118
3 台湾 23

4
⾹港 17
シンガポール 17

6 韓国 14
7 ドイツ 12

順位 国 ⼈数
1 中国 1,282
2 インドネシア 132
3 韓国 92
4 台湾 70
5 タイ 49
6 フランス 42
7 インド 38

【参考】東北⼤学の留学⽣数
上位7ヶ国（2020年度）

質問BOXとQ&A
質問BOX

• ⾼校⽣90名，保護者20名，その他1名から計111件の質問
• 事実として回答できる質問のみを取捨選択
• ⼊試開発室の教員の他，学部・センター等の担当者にも回答作成を依
頼

よくある質問Q&A
• 48組の質問と回答を掲載

30

内容 Q&Aの数
学部・学科について 30
⼊学後の⽣活について 9
⼊試について 9
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基調講演 久保沙織（東北大学）

アンケートの結果①
回答者数36名（男性13名，⼥性22名，無回答1名）
回答者の属性

■⾼校⽣ 26名
■保護者 10名

1年⽣ 2年⽣ 3年⽣ 既卒 無回答 計
公⽴ 4 7 10 1 1 23
私⽴ 4 4 5 0 0 13
計 8 11 15 1 1 36

31

アンケートの結果②
東北⼤志望の場合の志望学部

32

アンケートの結果③
サイトを何で知ったか︖

サイトを何で試聴したか︖

選択肢 度数
東北⼤学のウェブサイト 32
在籍している学校または予備校の先⽣から紹介された 4
家族・親戚から紹介された 1
その他︓進学説明会を探していたとき 1

選択肢 度数
スマートフォン 21
PC 13
タブレット 9

選択肢 度数
⾃宅 35
学校 2
予備校・塾 1

サイトをどこで試聴したか︖

33

アンケートの結果④
特に参考になったコンテンツ

34

アンケートの結果⑤
サイト全体について

35

アンケートの結果⑥
⾃由記述項⽬への回答
(1) 好意的意⾒

• サイトのデザインが洗練されていて，サイト内に動作があり，とても
⾒やすかったです。

• ⾃分が⾒たいコンテンツを直ぐに⾒つけられる，わかりやすいサイト
構成でした。

• 資料だけでは理解しにくいような情報を動画で解説されていて，サイ
トを⾒て良かったと感じました。

(2) 改善点
• ⼤学の先⽣⽅に直接質問できる機会の提供があると助かります。
• オンライン相談と⾔いながら，質問の回答を得られる⽅法が⾮常に乏
しい。
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基調講演 久保沙織（東北大学）

オンライン進学説明会・相談会 まとめ
オンライン上での双⽅向のやり取りによる相談会としての機能
強化が課題
• 2021年1⽉9⽇（⼟）に⼊試センター教員によるオンライン進
学説明会， 2021年1⽉9⽇（⼟）・10⽇（⽇）に同じく進学
相談会を実施

スマートフォンでの⾒やすさや，データ通信量への配慮の必要
性が⽰唆された
実施後の評価⽅法に検討の余地あり

•アンケートの回収率をいかに上げるか
海外からの受験⽣を対象としたコンテンツの整備と拡充を⽬指
す 37

3. オンラインオープンキャンパス
「東北⼤学オンラインオープンキャンパス」のサイトを開設

http://www.tnc.tohoku.ac.jp/online-opencampus/

38

オンラインオープンキャンパスの概要
期間︓2020年7⽉29⽇〜2021年3⽉31⽇
各部局の⾃由裁量を尊重し，部局ごとのページを⽤意
川内キャンパスから14部局，⻘葉⼭キャンパスから11部局，星
陵キャンパスから4部局，⽚平キャンパスから6部局が参加
各部局は①独⾃のウェブサイトを⽴ち上げる⽅式と，②⼊試セ
ンターが外部委託した共通デザインのウェブサイトにコンテン
ツを提供・掲載する⽅式のいずれかを選択
→理学部，⼯学部，薬学部，農学部では①を選択
本来のオープンキャンパス実施予定⽇であった9⽉21⽇・22⽇
には多数のライブイベントを実施
コンテンツは随時更新 39

アクセス数
ページビュー（PV）数と訪問者数（7/29〜3/31）

指標 延べ 1⽇平均
PV数 271,613 1104.1
訪問者数 76,278 310.1

40

9⽉21⽇・22⽇

9⽉21⽇・22⽇には，「東北⼤学
オンラインオープンキャンパス特
別イベント」と称して多数のリア
ルタイムイベントを実施

海外からのアクセス数
訪問者数上位の国・地域

41

順位 国・地域 訪問者数
1 アメリカ 410
2 中国 211
3 台湾 46
4 シンガポール 29
5 韓国 28
6 ⾹港 21
7 イギリス 20
8 オーストラリア 16
9 タイ 14
10 ベトナム 12

東北⼤学新⼊学者対象アンケート
東北⼤学⾼度教養教育・学⽣⽀援機構⼊試開発室では，毎年，
新⼊学者を対象として，⼊試，オープンキャンパス，⼊試広報
に関するアンケートを実施
オープンキャンパスや進学説明会・相談会への参加経験の有無，
またそれらへの参加が志望決定にとってどの程度意味があった
か，等の質問項⽬が含まれる
昨年度までは質問紙による調査，本年度は質問紙とWebを併⽤

42

2018 (H30) 2019 (H31) 2020 (R2) 2021 (R3)※

回答者数 2,413 2,406 2,372 859
回収率 98.7% 97.8% 98.2% −

※2021年度（令和3年度）⼊学者については回答回収中のため，2021年5⽉5⽇時点でのWebによる回答者数
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基調講演 久保沙織（東北大学）

新⼊学者対象アンケートの結果①
新⼊学者のうち，前年度のオープンキャンパスに参加した者の
割合を地域別に⽐較

43

新⼊学者対象アンケートの結果②
オープンキャンパスへの参加は，⼊学した学部・学科への志望
の決定にどの程度の意味があったか︖（参加者⽐）

44

決め⼿となった 参考になった あまり関係なかった 全く無関係

2018
前年 35.5% 53.4% 9.4% 1.8%
それ以前 18.3% 59.1% 14.8% 7.8%

2019
前年 33.8% 54.6% 8.6% 3.0%
それ以前 18.1% 65.8% 12.9% 3.2%

2020
前年 39.2% 51.1% 7.4% 2.3%
それ以前 21.4% 61.4% 12.6% 4.6%

2021
前年 8.0% 75.9% 13.0% 3.1%
それ以前 23.6% 54.7% 17.3% 4.3%

オンラインオープンキャンパス まとめ
オンラインであっても，志望決定に資する情報を提供できてい
た
オンライン化により，これまで参加が難しかった地域の受験⽣
もアクセスが容易に
実施後の評価をどのように⾏うかが課題の⼀つ

• アクセス数には，⽅式②を選択した部局の情報しか含まれない
• 新⼊学者対象アンケートは継続して実施

⾼校⽣・受験⽣にとって有⽤かつ魅⼒的なコンテンツ作成
• 従来のオープンキャンパスに⽐べて学⽣主体の企画が少ない
• 海外からのアクセスへの対応

45

東北⼤学における⼊試広報活動の今後の展望
2020年度（令和2年度）は，新型コロナウイルス感染症の感染
拡⼤の影響を受けて，東北⼤学における⼊試広報活動のオンラ
イン化が急速に推進された
他⼤学に先⾏して，いち早く受験⽣や⾼校教員に東北⼤学およ
び⼊試に関する情報を届けることに成功
本年度は，従来通りの対⾯型・学内型とオンラインそれぞれの
メリットを活かしつつ，双⽅のベストミックスによる⼊試広報
活動を計画
⼊試広報活動の広域化
国内外の志願者層を対象としたボーダレスかつインクルーシブ
な⼊試広報活動の展開

46

本年度の⼊試広報活動の予定

新型コロナウイルス感染症の感染状況とそれに伴う政府や⾏政の⽅針に伴
い，変更の可能性あり

47

種類 2020年度 2021年度の予定
⼊試説明会 オンライン 主としてオンライン

• 6⽉中旬から下旬にかけて実施予定
• 仙台会場（6⽉29⽇）のみ対⾯

進学説明会・相談会 オンライン オンライン（オンラインオープンキャン
パスと統合）
• 6⽉下旬を⽬処にサイトオープン予定

オープンキャンパス オンライン オンラインと対⾯
• 6⽉下旬を⽬処にサイトオープン予定
• 対⾯は7⽉28⽇・29⽇を予定

ご清聴ありがとうございました

2021年5⽉17⽇ 第34回東北⼤学⾼等教育フォーラム
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前年 8.0% 75.9% 13.0% 3.1%
それ以前 23.6% 54.7% 17.3% 4.3%

オンラインオープンキャンパス まとめ
オンラインであっても，志望決定に資する情報を提供できてい
た
オンライン化により，これまで参加が難しかった地域の受験⽣
もアクセスが容易に
実施後の評価をどのように⾏うかが課題の⼀つ

• アクセス数には，⽅式②を選択した部局の情報しか含まれない
• 新⼊学者対象アンケートは継続して実施

⾼校⽣・受験⽣にとって有⽤かつ魅⼒的なコンテンツ作成
• 従来のオープンキャンパスに⽐べて学⽣主体の企画が少ない
• 海外からのアクセスへの対応

45

東北⼤学における⼊試広報活動の今後の展望
2020年度（令和2年度）は，新型コロナウイルス感染症の感染
拡⼤の影響を受けて，東北⼤学における⼊試広報活動のオンラ
イン化が急速に推進された
他⼤学に先⾏して，いち早く受験⽣や⾼校教員に東北⼤学およ
び⼊試に関する情報を届けることに成功
本年度は，従来通りの対⾯型・学内型とオンラインそれぞれの
メリットを活かしつつ，双⽅のベストミックスによる⼊試広報
活動を計画
⼊試広報活動の広域化
国内外の志願者層を対象としたボーダレスかつインクルーシブ
な⼊試広報活動の展開

46

本年度の⼊試広報活動の予定

新型コロナウイルス感染症の感染状況とそれに伴う政府や⾏政の⽅針に伴
い，変更の可能性あり

47

種類 2020年度 2021年度の予定
⼊試説明会 オンライン 主としてオンライン

• 6⽉中旬から下旬にかけて実施予定
• 仙台会場（6⽉29⽇）のみ対⾯

進学説明会・相談会 オンライン オンライン（オンラインオープンキャン
パスと統合）
• 6⽉下旬を⽬処にサイトオープン予定

オープンキャンパス オンライン オンラインと対⾯
• 6⽉下旬を⽬処にサイトオープン予定
• 対⾯は7⽉28⽇・29⽇を予定

ご清聴ありがとうございました

2021年5⽉17⽇ 第34回東北⼤学⾼等教育フォーラム
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第Ⅱ部　　現状報告





現状報告者紹介 

現現状状報報告告者者 11  

近近藤藤  明明夫夫（（ここんんどどうう  ああききおお））氏氏  

 

1961 年東京都生まれ 
 

〔教員歴〕 
東京都に入都後、都立中高一貫校などを経て、現任校で６校目。 
現在、東京都立戸山高等学校において６年連続の進路主任を勤めている。 

 
〔担当教科〕 
地理歴史科 専門は日本史 

 
〔その他の特記事項〕 
 ・進路指導の経験が長く、全国の進路の先生方との交流がある。 
 ・授業では、新学習指導要領での新科目「歴史総合」も見据えて、KP 法などを用いた 
  “深い学び”の授業の試行錯誤を繰り返している。 
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現現状状報報告告者者 22  

多多田田  鉄鉄人人（（たただだ  ててつつとと））氏氏  

  

1983 年兵庫県生まれ 
 

〔教員歴〕 
私立須磨学園高等学校教諭（現職）（１４年目） 

 
〔主な教育活動〕 

  高校 1 年学年部長、数学部長 
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現現状状報報告告者者 22  

多多田田  鉄鉄人人（（たただだ  ててつつとと））氏氏  

  

1983 年兵庫県生まれ 
 

〔教員歴〕 
私立須磨学園高等学校教諭（現職）（１４年目） 

 
〔主な教育活動〕 

  高校 1 年学年部長、数学部長 
 

 
  

現現状状報報告告者者 33  

鈴鈴木木  雅雅之之（（すすずずきき  ままささゆゆきき））氏氏  

 

1986 年東京都生まれ 
 

〔教員歴〕 
昭和女子大学人間社会学部心理学科 助教（1 年間） 
横浜国立大学教育学部 講師（2 年間） 
横浜国立大学教育学部 准教授（3 年間） 

 
〔主な研究歴〕 

 専門は教育心理学（教授・学習） 
 
〔主な著書、研究業績〕 

鈴木雅之 (2019). 教育心理学から見た「主体性」―自己調整学習の観点から― 東北

大学高度教養教育・学生支援機構 (編) 大学入試における「主体性」の評価―その

理念と現実― (pp.31-48). 東北大学出版会 
鈴木雅之 (2019). 数学力構成要素の測定と指導法開発 市川伸一 (編) 教育心理学の

実践ベース・アプローチ―実践しつつ研究を創出する― (pp.185-197). 東京大学

出版会 
Suzuki, M., & Akasaka, K. (2018). Do emotions after receiving test results predict 

review activities? An intra-individual analysis. Japanese Psychological 
Research, 60(1), 1-12. 

鈴木雅之・西村多久磨・孫媛 (2015). 中学生の学習動機づけの変化とテスト観の関係 

教育心理学研究, 63(4), 372-385. 
鈴木雅之 (2014). 受験競争観と学習動機，受験不安，学習態度の関連 教育心理学研

究, 62(3), 226-239. 
 
〔学会活動等〕 

日本教育心理学会 常任編集委員（2017 年～2019 年） 
日本テスト学会 理事（2017 年より） 
日本行動計量学会 和文誌編集委員（2018 年より） 

 
〔その他の特記事項〕 

日本教育心理学会「城戸奨励賞」（2012 年） 
日本教育心理学会「優秀論文賞」（2013 年） 
日本教育心理学会「優秀論文賞」（2016 年） 
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現現状状報報告告 11：：臨臨時時休休校校・・分分散散登登校校のの下下ででのの「「学学習習のの遅遅れれ」」のの回回復復  

  
東東京京都都立立戸戸山山高高等等学学校校 

近近藤藤  明明夫夫  主主幹幹教教諭諭  
 
［［講講師師紹紹介介］］  
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  

それでは，お時間になりましたので，これ

より第 2 部，現状報告に入らせていただきま

す。現状報告 1「臨時休校・分散登校の下で

の『学習の遅れ』の回復」，東京都立戸山高等

学校主幹教諭，近藤明夫先生，よろしくお願

いいたします。 
 

（拍手） 
 
近近藤藤明明夫夫教教諭諭：： 
失礼いたします。東京都立戸山高等学校の

進路主任をしております近藤と申します。本

日はよろしくお願いいたします。 
私が勤めております東京都立戸山高等学校，

これは東京の新宿にございます。このコロナ

のことではなかなか新宿が話題になる場面も

多うございましたけれども，学校としては創

立は 1888 年ということで，もう 130 年とい

う長い歴史を誇っている学校でございます。

文科省のほうの SSH の指定ですとか，それか

ら東京都が独自に行っておりますチームメデ

ィカルということで，医学部の支援などを行

っている学校ということです。学校としまし

ては，国際社会に貢献するトップリーダーの

育成ということで，やっている学校です。 
今回は，全国一律の一斉休校，その後の分

散登校，昨年度高校の，特に私どものような

公立の普通の高校がどんなふうに対応してい

たのか，それを今日はお話をさせていただき

たいと思います。 
まず，戸山高校の臨時休校・分散登校の状

況を少しおさらいしていきたいと思います。

 
 
ご案内のとおり，全国一律の一斉休校が突

然発表されて，全国の小学校，中学校，高校，

みんな戸惑ったと思います。私どもも，その

直後から本来であれば定期考査が予定されて

いる，学年末の考査が予定されている中で，

臨時休校だということで，試験もできないま

ま，その後 3 月 24 日に 1 回だけ生徒を来させ

て，通知表などを渡して，その後春休み，こ

の間部活動もできないというような状態にな

りました。その後，4 月 6 日に始業式は実施

できました。ただ，ご案内のように緊急事態

宣言ということで，その後 4 月 7 日の日から

も休校ということで，ですのでこの年の 1 年

生は入学式もできないまま，担任の先生もク

ラスメイトの顔も一切わからないまま，臨時

休校ということになってしまいました。 
最初の話では，ゴールデンウィークが明け

るまでということだったわけです。その間に

関しては，東京都のほうも登校日の設定はで

きませんよと，完全に休校という形でした。

ただ，ゴールデンウィークが始まってみても，

なかなか感染者が減らないと。結果的には，

緊急事態宣言が延長されていきます。東京は
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近近藤藤  明明夫夫  主主幹幹教教諭諭  
 
［［講講師師紹紹介介］］  
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
それでは，お時間になりましたので，これ

より第 2 部，現状報告に入らせていただきま

す。現状報告 1「臨時休校・分散登校の下で

の『学習の遅れ』の回復」，東京都立戸山高等

学校主幹教諭，近藤明夫先生，よろしくお願

いいたします。 
 

（拍手） 
 
近近藤藤明明夫夫教教諭諭：： 
失礼いたします。東京都立戸山高等学校の

進路主任をしております近藤と申します。本

日はよろしくお願いいたします。 
私が勤めております東京都立戸山高等学校，

これは東京の新宿にございます。このコロナ

のことではなかなか新宿が話題になる場面も

多うございましたけれども，学校としては創

立は 1888 年ということで，もう 130 年とい

う長い歴史を誇っている学校でございます。

文科省のほうの SSH の指定ですとか，それか

ら東京都が独自に行っておりますチームメデ

ィカルということで，医学部の支援などを行

っている学校ということです。学校としまし

ては，国際社会に貢献するトップリーダーの

育成ということで，やっている学校です。 
今回は，全国一律の一斉休校，その後の分

散登校，昨年度高校の，特に私どものような

公立の普通の高校がどんなふうに対応してい

たのか，それを今日はお話をさせていただき

たいと思います。 
まず，戸山高校の臨時休校・分散登校の状

況を少しおさらいしていきたいと思います。

 
 
ご案内のとおり，全国一律の一斉休校が突

然発表されて，全国の小学校，中学校，高校，

みんな戸惑ったと思います。私どもも，その

直後から本来であれば定期考査が予定されて

いる，学年末の考査が予定されている中で，

臨時休校だということで，試験もできないま

ま，その後 3 月 24 日に 1 回だけ生徒を来させ

て，通知表などを渡して，その後春休み，こ

の間部活動もできないというような状態にな

りました。その後，4 月 6 日に始業式は実施

できました。ただ，ご案内のように緊急事態

宣言ということで，その後 4 月 7 日の日から

も休校ということで，ですのでこの年の 1 年

生は入学式もできないまま，担任の先生もク

ラスメイトの顔も一切わからないまま，臨時

休校ということになってしまいました。 
最初の話では，ゴールデンウィークが明け

るまでということだったわけです。その間に

関しては，東京都のほうも登校日の設定はで

きませんよと，完全に休校という形でした。

ただ，ゴールデンウィークが始まってみても，

なかなか感染者が減らないと。結果的には，

緊急事態宣言が延長されていきます。東京は

 

最後まで残ってしまいましたので，5 月 26 日

まで，気づいてみたらば 3 月，4 月，5 月とず

っと休校という事態になってしまったという

ことです。その後，東京都の場合には分散登

校という形になりましたが，後ほど少し説明

をさせていただきますけれども，まずは 5 月

27 日，28 日，29 日，ここは 1 日ずつ登校さ

せて，再開の準備をすると。その後の分散登

校についてはこの後少しご説明をしていきた

いと思います。 
6 月の前半ですね，分散登校のⅡ期という

のは二つポイントがありました。一つ目は，

登校する人数自体を制限したいと。実は東京

はまた分散登校を今やっています。今はとに

かく人流を抑えるんだということで，登校す

る人数を 3 分の 2 に制限する，このときとそ

の点では同じです。ただ，今とこのときが違

うのは，このときは教室の人数のほうも抑制

するんだということで，40 人の生徒を半分に

分けて，例えば午前中は出席番号偶数の生徒，

午後は奇数の生徒，ですから 1 日を単位で見

ると，我々教員の側は 4 時間授業を 2 回行う

と。午前と午後，同じ話をすると。さらには，

3 分の 2 に抑制が入っていますので，1 年生と

3 年生は月曜日来るけれども 2 年生は自宅学

習よと。こういう形が約 2 週間続きました。 
分散登校のⅢ期になると，今度は登校させ

るのは 3 学年とも来させていいですよと。い

いですよと言ったんだけれども，結局来てい

いのは教室の人数の抑制のほうが優先された

ために，半分ですよと。そうしますと，例え

ば分散登校のⅢ期の場合には 1 年生も 2 年生

も 3 年生も来ています。来ていますが，月曜

日は出席番号偶数の生徒，奇数の生徒は自宅

で学習すると。そうすると，授業を普通に偶

数の子たちにやっているわけですから，その

間じゃあ奇数の子たちはどうすんのという問

題も出てきてしまったということです。 
そんな中で，当然学習の遅れ，こういった

ことが大きな問題になっていきます。じゃあ

どう対応していくのかということで，この後

ご報告をされる須磨学園様のようなオンライ

ンなどが整っているところに比べると，本当

にバタバタの様子をご報告するのでお恥ずか

しいのですが，実態をご覧いただいて，また

いろいろご教示いただけたらと思っています。 
最初の段階ですね，まず 3 月から春休みま

での最初の全国一律の一斉休校のとき，この

ときは生徒のほうも私たち戸山高校の教職員

のほうもちょっと油断していたと思います。

というのは，年度末でちょうど授業も一区切

り終わるところ。4 月になって，授業が始ま

ればどうにかなるんじゃないかと。だから，2
年生に関しては英語と数学と国語，最後定期

考査もなかったのでしっかりまとめておきな

さいよと紙ベースで課題などを配って，新 3
年生のほうは翌年の教科の担当者などがやっ

ぱり紙などを配って，春休み中ちゃんと勉強

しておきなさいよと。 
ところが，4 月 6 日，「いや，再開できない

んじゃないか」と。緊急事態宣言というのが

何か出るんじゃないかと。ちょうど 1 年前の

4 月ですね。ですので，本校においても「あ

れ，これはこのまま紙ベースで課題だけ配っ

ててもダメなんじゃないか」という心配が生

まれてきました。 
そんな中で，本校では 4 月 3 日の日ですね，

郁文館高校の高橋先生という先生に本校に来

ていただいて，郁文館はこんなふうにやって

いますよと，校内の研修会を行いました。

Zoom を使って，こんなふうにホームルーム

をやっていますと。ただ，はっきり言ってこ

の段階では先生方の意識も「いや～，そんな

オンラインなんて言われても，なかなか無理

でしょう」と，正直あまり意識は高まりませ

んでした。ですから，相変わらず紙で印刷し

たものをレターパックですかね，入れて，全

生徒に郵送するなんていうことをやっていま

した。 
ところが，3 番目のところですけれども，
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「いや，これゴールデンウィーク終わっても

学校始まんないんじゃないの？」と。このあ

たりから，だいぶ先生方のほうも危機感が高

まっていったというのが正直なところだと思

います。本校は，その当時ベネッセさんの

Classi を導入していましたので，こちらを使

って連絡を取る，または課題を発信する。た

だ，これは生徒たちもですが私たち教職員の

ほうもまだまだ慣れていなかった点があって，

だいぶ混乱も来したかと思います。一部の授

業の担当の先生方では，「これはもうまずい」

と，「オンラインを活用していかなければいけ

ない」と，そんな危機感が本格化したのがち

ょうどゴールデンウィーク前後というあたり

ですかね。東京などは宣言が延長されると。

これは大変だということで，ゴールデンウィ

ーク明けあたりから，例えばホームルームは

Zoom を使ってやりましょうとか，一部の授

業は Zoom を使ってインタラクティブな授業

をやっていくとか，またはオンデマンド型の

教材を YouTube などにアップして，生徒に学

習させていくと。さらには，Classi なんかを

使ってウェブテストをやるというようなこと

が起こっていったのは，本校ではゴールデン

ウィーク明けあたりだったと思います。 
それで，分散登校になりました。生徒たち

が少し来出しました。実際には生徒たちは例

えば 1 日置きに登校したりするわけですけれ

ども，自宅にいる期間が長いんですけれども，

逆に生徒たちが来出してしまうと，どちらか

というと紙でやっぱり配ったほうが早いねと

いうようなことで，少し後戻りしてしまった。

もちろん 3 年生の受験に向けた授業などでは

オンデマンド型の補講なんかも行われていた。 
ここが私の話のポイントかと思うんですけれ

ども，戸山高校も，それから東京都の公立高

校全体としても，とにかく休んでいた間をオ

ンラインの授業で補おうというコンセプトで

はなくて，休んだ部分を取り返すんだという

考え方でした。ですから，例えば本校でも文

化祭，ふだんだったら 1 週間ぐらい準備から

含めると授業がないわけですけれども，それ

がなくなるためにそこを全部授業にする。修

学旅行もなくなったので授業にする。土曜授

業や，祝日も本校の場合は海の日とか秋分の

日とかみんな授業でした。さらに，これはも

う知事のほうでも言ってましたけれども，夏

休みは2週間に短縮すると。冬休みは12月26
日から 1 月 3 日まで。1 月 4 日から全部の都

立高校で授業を開始する。本校でもこのよう

なことをやったために，12 月の段階で実は失

われていた授業日数をほぼ全部回復できまし

た。 
じゃあその結果どうなったのかということ

をここで見ていっていただきたいと思うんで

すけれども，まず先ほど来の基調講演の中に

もありましたが，昨年の学年，新テストでし

た。彼らは大変でした。英語 4 技能があるん

じゃないか，ポートフォリオどうのこうの，

記述式もとかと言われて，バタバタした学年

でした。そんな中でコロナ禍でしたから，志

望が安定志向に走るんじゃないか，一般受験

じゃなくて例えば総合型選抜や推薦型に流れ

るんじゃないかという危惧がありましたが，

実際には本校の場合にはあまり変わりません

でした。指定校で行った生徒の数，その前の

年は 12 名指定校で行きましたけれども，昨年

は 9 名と。実際に模試のときに書いてもらう

志望校などを見ても，コロナが始まる前の 2
年生の 2 月の模試で書いた志望校と最終的に

3 年の最後の共通テストプレの模試動向はほ

とんど変わりませんでした。 
じゃあ結果はどうだったか。センター試験

に比べて大学入学共通テストになると難しく

なるんじゃないかという話もありましたが，

本校の場合はほぼ例年並み，またはちょっと

よかったぐらいです。例えば文系，900 点型

で受けた生徒ですね，平均点が約 700 点，理

系のほうは 700 点にちょっと本校は届きませ

んでしたけれども，まあ前年のセンターより
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もちょっとよかったです。国公立大学の合格

も 145 名ということで，ほぼ例年並み。ここ

に書いたいくつかの大学さんの現役合格の数

を見ていただいても，まあまあほぼ例年並み，

またはちょっとよかったかなと。 
まとめて見ますと，新テスト，さらにはコ

ロナ禍という中で，結果的に生徒たちは志望

も下がることなく，共通テストもうまく乗り

切れましたし，前年よりもある程度，少しよ

かったのかもしれません。じゃあどうしてそ

うなったのと。だったら別に臨時休校しても

大丈夫じゃないという話になってしまうと思

うんですが，実はここにはいくつかのポイン

トがあると思います。 
一つ目は，本校の場合を見ていると，例年

ですと高校 3 年生の 4 月，5 月，さあ自分が

やってきた部活の引退に向けて，関東予選で

頑張る，インターハイ予選で頑張る，もう部

活一生懸命で，勉強なんかあんまりしてない

という子も多いということがあったんですけ

れども，実際にはその間全て臨時休校，部活

もない，もう勉強するしかないということで，

結果的にこの基礎固めが後に役に立ったのか

なと思います。 
さらに，休校中，ある意味でオンライン授

業などが進められなかったということもあり

ますが，まず進度で新しいところを進めるよ

りも基礎固めをしっかりしようよと，これが

結果的には後で成果に結びついたかなと。た

だし，これは去年，そういう言い方はよくな

いですけれども，ちょうどよかったんですね。

あれ以上休校期間が長かったら，たぶんこの

対応は取れません。そして，最終的に生徒も

頑張りました。私たち教員も，もうへとへと

です。もう結局土曜日も授業，祝日も授業，

正月は 1 月 4 日からまた授業をやれと言われ

て，でも授業時数を何とか確保できたと。 
実際の生徒の声をご紹介しようと思います。 

まず，先ほどの分散登校，今も実は都立は分

散登校をやっていますけど，また違う形なん

ですけれども，先ほどご紹介した中だと，生

徒はやっぱり第Ⅲ期はすごい嫌だったって言

ってました。1 日置きに登校と。生活のリズ

ムがぐちゃぐちゃになる。もうすごく疲れた

と言っている生徒がいました。もう一つ，こ

れはもう私たちの反省点ですけれども，どう

しても授業が遅れる，授業が授業がって，ど

ちらかというとそちらに目が行ってしまった

んですが，終わった後，3 年生たちに聞いて

みると，やっぱりいろんな不安感，ストレス，

ですからそういったものをもっとケアする，

または進路の情報などを発信する，そういっ

た取組が不足していたなと思います。 
また，当然生徒にとっては慣れないオンラ

イン授業，つらい部分もあったようです。特

にやっぱり生徒が言っていたのは家庭の環境

ですね。ある生徒は，家がそんなに広くない，

広くないのにお父さんまでテレワークとかで

家にいると。そうすると，家族の前でオンラ

インで，例えば Zoom で授業をやれ，それは

すごく自分にとってはストレスだったという

ふうに言ってました。 
逆にオンデマンド型の授業というものはす

ごくよかったよと言ってくれた生徒がいまし

た。必要に応じて，例えば 1.2 倍速とか早回

しもできるし，場合によっては繰り返し学習

もできるし。 
そんな中で，「ああ，そうなのか」と思った

のは，どうしても私たちはコロナ禍のマイナ

スの要素ばかりを話しますけれども，生徒た

ちに聞き取ってみると，「いや先生，結局行事

もなかった，部活もなかった。でも，そんな

中でクラスの絆とか，戸山高校の生徒である

っていうことのアイデンティティーとか，ふ

だんあんまり考えてみなかったけど，今回の

このコロナ禍で考えることができた」と，そ

んなふうに話してくれた生徒もいます。なる

ほど，そういう意味では貴重な体験になった，

そんなふうに言える高校生，すばらしいなと

私なんかは思ってしまいました。 
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さあ，「最後に」です。このお話をいただい

て，資料を作っているときには，もう二度と

こんなコロナのことは嫌だな，分散登校とか

やりたくないななんて思ってましたが，残念

ながら東京はまた緊急事態宣言，分散登校が

続いています。4 月の 26 日，27 日，28 日は

分散登校。さらには，4 月の 30 日，5 月の 6
日，7 日は知事のほうで人流を止めるんだと

いうことで，全都立高校，生徒も教職員も全

員在宅，テレワークでオンライン授業をやり

なさいと。私は生まれて初めて家から家族の

前でオンラインで授業をやりました。現在も

分散登校が続いています。どういう形でこの

後やっていくのか，早く終わってはほしいで

すけれども，まだしばらくこのような形，続

いていきそうです。逆に，こんなときですか

らこそ，ぜひたくさんの学校の先生方，多く

の皆様で情報を共有し，連携することが大事

なのかなと。ですから，ぜひ今日ご参加の先

生方にご助言，ご指導をいただきたいと，そ

んなふうに思っております。 
また，今回このような機会をくださいまし

た東北大学の皆様，さらには関係の皆様に心

から感謝を申し上げます。私からのご説明は

以上となります。本日はありがとうございま

した。 
 

（拍手） 
 
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  

近藤先生，ありがとうございました。ご質 
問等につきましては、ウェブ上での入力をお

願いいたします。 
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近藤先生，ありがとうございました。ご質 

問等につきましては、ウェブ上での入力をお

願いいたします。 
 

  

現状報告 近藤明夫（戸山高等学校）

臨臨時時休休校校・・分分散散登登校校のの下下ででのの
「「学学習習のの遅遅れれ」」のの回回復復

東東京京都都立立戸戸山山高高等等学学校校主主幹幹教教諭諭

進進路路主主任任 近近藤藤明明夫夫

東東京京都都立立戸戸山山高高等等学学校校

2

1888年 創立
1894年 東京府城北尋常中学校
1901年 東京府立第四中学校
1940年 東京都立戸山高等学校

平成13年 東京都進学指導重点校指定
平成16年 文科省ＳＳＨ指定（現在４期中）
平成28年 チームメディカル指定（都立で唯一）

教教育育目目標標

国国際際社社会会にに貢貢献献すするるトトッッププリリーーダダーーのの育育成成

東東京京都都立立戸戸山山高高等等学学校校

3

１１時時間間目目

戸戸山山高高校校のの休休校校//分分散散登登校校のの状状況況

4

令令和和２２年年３３月月

•33月月22日日かからら春春季季休休業業期期間間終終了了ままでで、、臨臨時時休休校校ととななるる

•学学年年末末考考査査のの開開始始をを予予定定ししてていいたたがが、、実実施施ででききずず。。

•33月月2244日日ののみみ登登校校ささせせてて、、修修了了式式

令令和和２２年年４４月月

•44月月66日日始始業業式式ののみみ行行いい、、そそのの直直後後かからら臨臨時時休休校校

•入入学学式式もも実実施施ででききなないい（（１１年年生生とと担担任任はは顔顔をを合合わわせせてていいなないい））状状況況でで、、
44月月88日日～～55月月66日日ままでで臨臨時時休休校校（（登登校校日日のの設設定定ははででききなないい））

令令和和２２年年５５月月

•緊緊急急事事態態宣宣言言のの延延長長にに伴伴いい、、臨臨時時休休校校はは55月月2266日日ままでで続続くく（（授授業業日日数数：：3388日日をを失失うう））

•2277～～2299日日：：分分散散登登校校ⅠⅠ期期実実施施（（学学年年別別にに11日日ずずつつ登登校校。。再再開開のの準準備備））

令令和和２２年年６６月月

•11～～1133日日 分分散散登登校校ⅡⅡ実実施施

•1144～～2277日日 分分散散登登校校ⅢⅢ期期実実施施（（詳詳細細はは次次ののススラライイドド））

5

曜曜日日 学学年年
授授 業業 時時 間間

11 22 33 44 55 66 77 88

月月
11・・33 ☆☆月月11 ☆☆月月22 ☆☆月月33 ☆☆月月44 ★★月月11 ★★月月22 ★★月月33 ★★月月44

22 自自 宅宅 学学 習習

火火
22・・33 ☆☆火火11 ☆☆火火22 ☆☆火火33 ☆☆火火44 ★★火火11 ★★火火22 ★★火火33 ★★火火44

11 自自 宅宅 学学 習習

水水
11・・22 ★★水水11 ★★水水22 ★★水水33 ★★水水44 ☆☆水水11 ☆☆水水22 ☆☆水水33 ☆☆水水44

33 自自 宅宅 学学 習習

木木
11・・33 ★★木木11 ★★木木22 ★★木木33 ★★木木44 ☆☆木木11 ☆☆木木22 ☆☆木木33 ☆☆木木44

22 自自 宅宅 学学 習習

金金
11・・22 ☆☆金金11 ☆☆金金22 ☆☆金金33 ☆☆金金44 ★★金金11 ★★金金22 ★★金金33 ★★金金44

33 自自 宅宅 学学 習習

土土
22・・33 ★★土土11 ★★土土22 ★★土土33 ★★土土44 ☆☆土土11 ☆☆土土22 ☆☆土土33 ☆☆土土44

11 自自 宅宅 学学 習習

【【分分散散登登校校ⅡⅡ期期】】
・・登登校校すするる人人数数のの抑抑制制 →→  登登校校すするるののはは２２つつのの学学年年
・・教教室室のの人人数数のの抑抑制制 →→  登登校校をを午午前前とと午午後後でで分分けけ、、教教室室のの人人数数をを半半分分ににすするる

☆☆：：偶偶数数
★★：：奇奇数数
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現状報告 近藤明夫（戸山高等学校）

曜曜日日 学学年年
授授 業業 時時 間間

11 22 33 44 55 66

月月 全全 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

火火 全全 ★ ★ ★ ★ ★ ★

水水 全全 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

木木 全全 ★ ★ ★ ★ ★ ★

金金 全全 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

土土 全全 ★ ★ ★ ★

【【分分散散登登校校ⅢⅢ期期】】
・・当当校校はは３３学学年年とともも登登校校可可
・・教教室室のの人人数数のの抑抑制制 →→  半半分分ずずつつ登登校校ささせせ、、教教室室のの人人数数をを半半分分ににすするる ☆☆：：偶偶数数

★★：：奇奇数数

7

２２時時間間目目

「「学学習習のの遅遅れれ」」へへのの対対応応

8

第第１１ククーールル
（（３３月月かからら春春休休みみ））

•新新２２年年生生：：英英数数国国がが紙紙
ベベーーススででのの課課題題をを33月月2244
日日にに配配布布

•新新３３年年生生：：英英数数国国にに加加ええ、、
33年年次次のの選選択択科科目目のの担担当当ごご
ととにに 紙紙ベベーーススででのの学学習習のの
指指示示

第第２２ククーールル
（（４４月月））

•44月月33日日、、
郁郁文文館館高高校校のの高高橋橋先先生生にに来来
校校いいたただだきき、、ZZoooomm活活用用のの
研研究究会会をを実実施施

•オオンンラライインンははああままりり進進まま
ずず、、紙紙ベベーーススのの指指示示がが多多
かかっったた。。

第第３３ククーールル
（（ＧＧＷＷ前前後後））

•CCllaassssiiをを活活用用ししたた連連絡絡体体
制制をを基基本本ととすするるがが、、
慣慣れれなないいここととももあありり、、やや
やや混混乱乱

•オオンンラライインンのの活活用用にに向向けけ
たた動動ききがが本本格格化化

第第４４ククーールル
（（GGWW明明けけ））

•Zoomでインタラクティブ
な形で、HRや一部の授業
が行われる

•Youtubeに、オンデマン
ド型の授業をアップ

•Classiを使ったｗｅｂテス
ト配信やアンケート機能で
の質問のやり取り

第第５５ククーールル
（（分分散散登登校校中中））

•３３年年生生をを中中心心にに、、
進進度度のの遅遅れれをを回回復復すするるたた

めめ、、 オオンンデデママンンドド型型のの補補
講講教教材材をを発発信信

•全全体体はは登登校校時時をを利利用用ししたた
紙紙ベベーーススのの課課題題がが増増ええるる
傾傾向向にに戻戻るる。。

【【休休校校・・分分散散登登校校中中】】

9

当当初初予予定定はは年年間間2200回回
→→  再再開開後後ほほぼぼすすべべててのの土土曜曜にに実実施施

文文化化祭祭やや宿宿泊泊行行事事ななどどのの
中中止止にによよりり、、授授業業日日がが増増加加

夏夏季季休休業業はは88月月99日日かからら2233日日
冬冬季季休休業業はは1122月月2266日日かからら11月月33日日

海海のの日日やや秋秋分分のの日日ななどど
祝祝日日ににもも授授業業をを実実施施

授授業業時時数数
のの

回回復復

⼟曜授業
の実施

祝⽇の
授業

休業期間
の短縮

⾏事の
中⽌に伴う
授業⽇
の増加

【【学学校校再再開開後後】】

これらにより、
12⽉にはほぼ例年並みの
授業数を回復できた。

10

３３時時間間目目

受受験験結結果果とと生生徒徒のの声声

11

【【受受験験結結果果】】

志志望望動動向向

•指指定定校校ななどど学学校校推推薦薦型型やや総総合合型型選選抜抜
→→ほほぼぼ例例年年ななみみ。。指指定定校校はは1122→→99ととやややや減減少少

•志志望望校校のの変変化化
→→難難関関大大へへのの志志望望者者数数はは、、22年年22月月模模試試かからら33年年共共通通テテスストトププレレ模模試試ままででほほぼぼ変変化化ななしし

共共通通テテスストト

•平平均均点点
55教教科科型型文文系系 8822名名受受験験 平平均均約約770000（（前前年年比比約約2200点点UUPP））
55教教科科型型理理系系 116644名名受受験験 平平均均約約669900（（前前年年比比約約1188点点uupp））

合合格格数数

•国国公公立立大大 114455名名合合格格（（前前年年比比++66））

北北大大 東東北北 東東大大 一一橋橋 東東工工 名名大大 京京都都 大大阪阪 九九州州 医医学学

今今春春 88 66 88 88 99 11 22 33 11 66

前前年年 66 66 99 77 44 11 55 11 00 55

＊＊現現役役ののみみ

12

現状報告 近藤明夫（戸山高等学校）
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冬冬季季休休業業はは1122月月2266日日かからら11月月33日日

海海のの日日やや秋秋分分のの日日ななどど
祝祝日日ににもも授授業業をを実実施施

授授業業時時数数
のの

回回復復

⼟曜授業
の実施

祝⽇の
授業

休業期間
の短縮

⾏事の
中⽌に伴う
授業⽇
の増加

【【学学校校再再開開後後】】

これらにより、
12⽉にはほぼ例年並みの
授業数を回復できた。

10

３３時時間間目目

受受験験結結果果とと生生徒徒のの声声

11

【【受受験験結結果果】】

志志望望動動向向

•指指定定校校ななどど学学校校推推薦薦型型やや総総合合型型選選抜抜
→→ほほぼぼ例例年年ななみみ。。指指定定校校はは1122→→99ととやややや減減少少

•志志望望校校のの変変化化
→→難難関関大大へへのの志志望望者者数数はは、、22年年22月月模模試試かからら33年年共共通通テテスストトププレレ模模試試ままででほほぼぼ変変化化ななしし

共共通通テテスストト

•平平均均点点
55教教科科型型文文系系 8822名名受受験験 平平均均約約770000（（前前年年比比約約2200点点UUPP））
55教教科科型型理理系系 116644名名受受験験 平平均均約約669900（（前前年年比比約約1188点点uupp））

合合格格数数

•国国公公立立大大 114455名名合合格格（（前前年年比比++66））

北北大大 東東北北 東東大大 一一橋橋 東東工工 名名大大 京京都都 大大阪阪 九九州州 医医学学

今今春春 88 66 88 88 99 11 22 33 11 66

前前年年 66 66 99 77 44 11 55 11 00 55

＊＊現現役役ののみみ

12
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現状報告 近藤明夫（戸山高等学校）

曜曜日日 学学年年
授授 業業 時時 間間
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現状報告 近藤明夫（戸山高等学校）

【【受受験験結結果果のの分分析析】】

新新テテスストト，，ココロロナナ禍禍ななどどああっったたがが、、
志志望望もも下下ががるるここととななくく、、結結果果もも前前年年よよりり良良かかっったた

①① 例例年年：：33年年のの春春→→部部活活動動ななどどにに熱熱中中しし、、勉勉強強のの開開始始がが６６月月以以降降ににななるる生生徒徒がが多多いい

臨臨時時休休校校・・部部活活動動のの停停止止にによよりり、、自自学学自自習習のの時時間間がが取取れれたた
→→  基基礎礎固固めめががししっっかかりりででききたた。。（（ここれれがが共共通通テテスストト、、国国立立２２次次対対策策ののベベーーススをを作作っったた））

②② 休休校校中中はは「「進進度度のの確確保保」」よよりりもも「「既既習習事事項項のの復復習習」」にに足足場場をを置置いいたたここととがが、、
夏夏以以降降のの学学習習ににつつななががっったた。。

（（たただだしし、、ああれれ以以上上休休校校期期間間がが長長いいととここのの作作戦戦でではは対対応応ででききななかかっったた））

③③ 学学校校再再開開後後はは、、授授業業時時数数のの回回復復ににつつととめめ、、結結果果的的ににはは例例年年通通りりのの授授業業時時数数をを確確保保ででききたた。。

13

色色んんななタタイイププのの登登校校日日ががああっったたがが、、分分散散登登校校ⅢⅢ期期のの隔隔日日はは生生活活
ののペペーーススがが乱乱れれ、、一一番番疲疲れれたたしし、、学学習習もも進進ままななかかっったた。。

塾塾にに行行っってていいるる人人たたちちはは、、学学習習がが進進んんででいいるるののかかななぁぁ、、とと不不安安ににななるるここととももああっったた。。
教教科科のの学学習習だだけけにに限限ららずず、、進進路路情情報報ややスストトレレススのの解解消消方方法法ななどどのの発発信信がが欲欲ししかかっったた。。

オオンンデデママンンドド型型のの学学習習教教材材はは、、自自己己ののペペーーススにに合合わわせせてて活活用用
（（時時にに早早回回しし））できるしし、、繰繰りり返返しし見見らられれてて良良かかっったた。。

ククララススのの絆絆、、戸戸山山高高校校のの生生徒徒ででああるるアアイイデデンンテティィテティィににつついいてて、、考考ええるる機機会会ににななっったた。。
「「学学びびのの遅遅れれ」」ととはは別別のの意意味味でで、、貴貴重重なな体体験験ををししたたとと思思っってていいるる。。

休休校校中中のの家家庭庭のの環環境境（（経経済済格格差差））がが大大ききいいとと思思っったた。。
家家族族のの前前ででののZZoooommがが一一番番スストトレレススににななっったた。。

【【生生徒徒のの声声】】

14

４４時時間間目目

最最後後にに

15

ここんんなな経経験験ははももううししたたくくなないいななぁぁ。。とと思思いいつつつつ、、
今今回回ののフフォォーーララムムのの準準備備ををすするる中中、、
都都立立高高校校でではは44月月2266・・2277・・2288日日がが分分散散登登校校。。
44月月3300日日・・55月月66日日・・77日日はは生生徒徒もも教教職職員員もも全全員員、、在在宅宅ででののリリモモーートト授授業業。。

ままだだししばばららくくのの間間、、ここののよよううなな経経験験がが積積みみ増増ししてていいかかれれるるよよううでですす。。
困困難難なな中中だだかかららここそそ、、学学校校間間のの連連携携、、情情報報のの共共有有がが大大切切だだとと思思いいまますす。。

ぜぜひひ、、ごご助助言言ややごご指指導導ををおお願願いいいいたたししまますす。。

ままたた、、
ここののよよううなな機機会会ををくくだだささっったた東東北北大大学学様様やや関関係係のの皆皆ささままにに感感謝謝いいたたししまますす。。

16

ご清聴ありがとうございました

17

現状報告 近藤明夫（戸山高等学校）
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現現状状報報告告 22：：オオンンラライインンのの現現場場かからら  
――ＷＷeebb 授授業業ののメメリリッットト・・デデメメリリッットト――  

  
須須磨磨学学園園高高等等学学校校  

多多田田  鉄鉄人人  教教諭諭  
 
［［講講師師紹紹介介］］  

船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
引き続きまして，現状報告 2「オンライン

の現場から－Web 授業のメリット・デメリッ

ト－」，須磨学園高等学校教諭，多田鉄人先生，

よろしくお願いいたします。 
 

（拍手） 

 

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：  

ご紹介にあずかりました須磨学園高等学校

の多田と申します。よろしくお願いいたしま

す。 
申し訳ありません，先ほどの東北大学の先

生のほうからお電話をいただきまして，二つ

のアカウントで入ってますよということなん

ですが，すみません，実は学校支給のパソコ

ンのほうにカメラがついていなくて，今これ

外付けのカメラ，別の iPad でカメラとして

Zoom に参加させてもらっています。で，パ

ソコンのほうでパワーポイントの共有のほう

をさせていただこうと思います。この私の講

演が終わりましたら，パソコンのほうはすぐ

抜けますので，この時間までご容赦いただけ

ればと思います。申し訳ありません。 
それでは，早速始めさせていただきたいと

思います。須磨学園高校の多田です。改めま

して「オンラインの現場から」ということで，

Web 授業のメリットとデメリットを僭越なが

らお話しさせていただければと思います。 
先ほど近藤先生のほうから，須磨学園は何

かもうすごいウェブやってんじゃないのみた

いな感じのお話をいただいたんですけれども， 

 
 
これにはいろいろ理由がございます。まず，

本校の学園長に当たる方が西和彦先生でいら

っしゃいまして，ASCII の創業者の先生に当

たります。また，マイクロソフト社で働いて

いたというような実績もございまして，本校

はコロナとか何だとかそんなことは関係なし

に，そもそもかなり ICT の教育のほうに力を

入れている学校でございます。そんな関係で，

生徒は全員一人 1 台ずつのスマートフォンと

パソコンを学校入学時に買ってもらうことに

なっています。教員のほうも，全員同じスマ

ートフォンを支給されていますし，パソコン

も全員同じパソコンを学校のほうから支給さ

れています。 
そんな中で始まったオンラインなんですが，

本校における新型コロナとの戦いの歴史，私

昨年度まで高校 3 年生を担当しておりました

ので，高校 3 年生がどうだったかということ

なんですが，2020年3月3日から14日まで，

この期間は兵庫県知事，井戸敏三さんのほう

から，もうとにかく一斉休校だということで，

学校に来ることができない，自習のみの期間
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船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
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よろしくお願いいたします。 
 

（拍手） 
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だったんです。ですから，休校すなわちオン

ラインというわけではなくて，当初 2 週間ほ

どは何もできなかったというのが現実のとこ

ろです。ですけれども，もう 3 月も後半にな

ってまいりまして，このまま授業がずっとで

きないというのは困るなということで，録画

を撮って配信しようということで現場のほう

では試みておりまして，そこではマイクロソ

フトのドリームであったりとか YouTube など

を活用して，録画の配信のほうを行っており

ました。ちなみに，すみません，生徒も教職

員も全員 Office365 のアカウントを持ってお

りまして，Teams や Forms，Word などとい

ったものを一通り全員使いこなせるというか，

アプリケーションとしてアクセスが随時可能

だという状態にあります。 
そんな中，揚々と「これは何とかなるんじ

ゃないか」ということで，3 年生はやってい

たんですが，忘れもしません，30 日の職員会

議で学園長の西和彦先生が「録画ではダメだ」

と。何でかって言ったら，それは双方向じゃ

ないからだと。双方向でやるには，今経済産

業省が推している Zoom というのを使ってや

るしかないだろうということで，「明日から録

画をやめて，全員 Zoom でやれ」というふう

になったんですね。でも，現場は正直大混乱

でした。何にもデバイスが揃ってないわけで

すから，どうやってやるんやろうと思ってい

たんですが，やらざるを得ないと。で，実際

やりました。 
4 月の入学式や始業式は，こちらは

YouTube でオンライン配信したんですが，緊

急事態宣言下はずっと 5 月 23 日までライブ配

信を行っていました。そのときは，そんなに

デバイスが揃ってないので，最初はみんなス

マートフォンで始めたんです。支給されてい

るスマートフォンに Zoom をインストールし

て，それを教室で机とか椅子とかをガチャガ

チャガチャガチャ組み立てて，こうやったら

画角がいいんじゃないかとかいうことをみん

なで工夫しながら，それを映して，「みんな聞

こえてるかー！」みたいな感じでやっていっ

たと。そんな感じでございます。 
そろそろ Zoom のライブ配信も慣れてきた

かなというところで緊急事態宣言のほうが終

了になりまして，そこからは分散登校といっ

た形になりました。先ほどの近藤先生の学校

でも同様なんだなというふうに思いましたが，

今週は週 1 日だけ登校しましょう，来週は週

2 日間登校しましょう，その次の週は 3 日間

登校しましょうというような形で，少しずつ

少しずつ対面授業に切り替えていったという

ような形になっています。 
その後は，6 月 22 日から 3 月 11 日までハ

イブリッド登校といたしまして，もしかした

らまたいつこういったオンラインが必要とさ

れる状況が来るかもしれないといって，対面

に切り替えられた後，全部を対面のみにして

しまうのではなくて，1 日だけウェブ，その

ほかの週 5 日間は対面ということで，確かに

本校はいち早く Web 授業，オンライン授業の

ほうに取組んでいったんですが，昨年度中ず

っとオンラインだったというわけではないと

いうことはお知りおきいただければと思いま

す。 
ようやくオンラインともおさらばできるの

かなと思っていたら，先月の 4 月 25 日に緊急

事態宣言がまた出されまして，別に休校しろ

とかオンラインでやれとかいう指示は来てい

ないんですけれども，ここはということで，

実は 1 か月ほど，現在もフルオンラインで本

校は運用しております。 
コロナで変化した受験勉強ということなん

ですけれども，本校はとにかく「学びを止め

ない」というスローガンの下，オンライン授

業に取組んでまいりました。高 3 の 4 月から

Web 授業になって，授業の仕方は教科担当者

ごとで異なり，講義時間を減らして演習時間

を増やして，課題の量を増やして，受けられ

る模試は全部受けたというふうになっていま
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す。それの理由であるとか結果であるとかな

んですけれども，確かに「学びを止めない」

というスローガンの下，高 3 の 4 月から Web
授業，オンライン授業をやってきたんですけ

れども，真の意味でといいますか，受験に耐

え得るような学力を養成，それだけで養成で

きたかと言われると，やはり大変難しかった

かなと思います。定着はよくなくて，結局対

面でやり直したような部分も多いですね。 
授業の仕方が異なったというのは，淡々と

進められる先生や，あるいはここぞとばかり

に実験を映像で見せられた先生などもいるん

ですが，そもそも手持ちのデバイスが皆違う

ので，黒板をそのまま映すという先生もいれ

ば，せっかくだからここはパワーポイントを

入念に作って，それを見せていこうとか，あ

るいはもう自分で iPad 持ってるからそれを画

面共有してやっていくのが一番いいかなみた

いなんで，いろいろな先生がいろいろな工夫

をして，やっていきました。 
現在のフルオンラインの状況は，各教室に

1 台 iPad がありますので，大体全部で 40 台

あるんですかね，もっとですね，60 台くらい

を各教室に 1 台ずつ立てまして，大体それが

去年の夏以降くらいに各教室のほうに導入さ

れまして，今はそこでやっているという感じ

です。 
三つ目の講義時間を減らして演習時間を増

やした理由は，やはり一番は定着率，頭に残

っていないなというのは，確認テストなりな

んなりを見ていると，やっぱり出来が悪い，

いつもに比べて定着していないなというのが

よくわかりましたし，その上，やっぱり目へ

の負担がかなりあるというのがどうしても解

決できない問題として残っているのかなとい

うふうに思います。本校は 7 時間授業なんで

すけど，間に 10 分，15 分休憩を挟むとはい

え，7 時間連続で動画を見続けるというのは

やっぱりしんどいんです，目が。さすがにず

ーっと 7 時間しゃべりっぱなしはダメだろう

ということで，演習時間を増やすような工夫

を行ったということです。課題の量を意図的

に増やしましたのも，できるだけ受験生のペ

ースメイクをしたかったから増やしたわけな

んですが，提出をさせたりとか，どうやって

添削をして返したろうというのは，課題に残

っています。模試を全部受けたというのも，4
月の模試も 5 月の模試も全部やったんですね。

それは先ほどの先生もおっしゃっていました

が，各家庭に郵送して，各生徒に Zoom でつ

ないでもらって，こちらは Zoom を見ながら

不正やってないかなと。100％防ぐのは無理

だと思うんですけれども，時間を計って，「始

めてください」「終わってください」などと言

って，「今から返信用の封筒に宛名を書いてく

ださい」というようなところから全部指示し

て，やったというような感じです。 
これは意図的にそこまでやったわけなんで

すが，学校は予定どおり動いているというこ

とをとにかく印象づけたかった。先行きの不

安は私たちにもありましたが，それよりも生

徒たちのほうに多かったかなと思うので，ど

んな状況下でもその計画していることをどん

どんどんどん進めていくぞというようなこと

をアピールしたいために，やっていました。 
高校 3 年生において，受験への見通しがど

うなったかということですが，コロナによっ

て入試が大きく変わることはきっとないだろ

うなと私は個人的には考えていました。一時

は 9 月入学などがもてはやされたような時期

もあったかとは思うんですけれども，現実的

に考えてそれはやっぱり難しいんじゃないか

ななどと考えていました。ただ，新入試によ

って共通テストはこれは変わるだろうと。だ

けど，新入試によって二次試験まで変わるこ

とはそうないだろうというふうに考えていま

した。この辺が見通しですね。 
あと，推薦はもう国公立で増えていくとい

うことはわかっていますので，どんどん活用

していこうと。ですので，コロナと新入試の
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どんどんどん進めていくぞというようなこと

をアピールしたいために，やっていました。 
高校 3 年生において，受験への見通しがど

うなったかということですが，コロナによっ

て入試が大きく変わることはきっとないだろ

うなと私は個人的には考えていました。一時

は 9 月入学などがもてはやされたような時期

もあったかとは思うんですけれども，現実的

に考えてそれはやっぱり難しいんじゃないか

ななどと考えていました。ただ，新入試によ

って共通テストはこれは変わるだろうと。だ

けど，新入試によって二次試験まで変わるこ

とはそうないだろうというふうに考えていま

した。この辺が見通しですね。 
あと，推薦はもう国公立で増えていくとい

うことはわかっていますので，どんどん活用

していこうと。ですので，コロナと新入試の

 

ことを考えれば，いつもどおりプラスα共通

テストの対策ということでいいんじゃないか

というふうに思っていました。その「いつも

どおり」をやるのがめちゃめちゃ難しいとい

うことなんですが，受験へはそのような見通

しで進んでまいりました。 
どのような変化があったのかというのは，

ほかの予備校さんなどがやっているサイトな

どを見ていただくのが早いかなと思いました

ので，ここでは駿台の石原さんの記事をこち

らにウェブとして挙げているんですが，要す

るにどうだったかというと，コロナによって

入試は大学側では 6 つに変わったんですね。

一つは「全然変わらなかった」と，もう一つ

は範囲を絞ったりとか，あるいは注釈をつけ

たりと。もう一つが「二次試験をしない」と

いう選択，この三つだったということで，受

験生にとってみればそう大きな影響ではなか

ったんじゃないかなというふうに思います。 
一方で，地方の，地方という言い方がいい

かどうかわかりませんが，その辺の倍率がど

んどん高くなった。要するにコロナが蔓延し

ている地域への受験を控えるような動きとい

うのが全国的にあった。それから，学部選び

ですね。国際系とか外国語系とかは倍率が低

くなったとかというようなことがこの石原さ

んの振り返りから見ていました。 
それと，受験生にとって実はかなり大きな

痛手だったとそこでおっしゃられているのは，

オープンキャンパスが対面によって実施でき

ないというのは，情報量という意味において

は受験生にとってはやっぱりかなりマイナス

に響いたのではないかというふうに石原さん，

駿台の方は振り返ってらっしゃいます。本校

においても，実際にやっぱり各大学が現地で

のオープンキャンパスというのをやれない中

で，ウェブのオープンキャンパスにもいろい

ろ取組んでいた学校さんがあるというのはも

ちろん知っていますし，それを活用させても

らったんですけれども，じゃあ現地に行くほ

どの情報量があったかとか，そもそもウェブ

でオープンキャンパスに参加したかと言われ

ると，例年に比べればやっぱりものすごい少

なかったというふうに思います。 
推薦のほうは，要項が各大学さんで出るの

がどうしても遅くなるのは仕方ないとは思う

んですけれども，それでも高校 3 年生，400
人中 200 人くらいが何らかの国公立推薦を受

験しました。これは学校型推薦のみだけでは

なくて総合型選抜，いわゆる AO のほうも入

っておりますので，それにしてもかなりたく

さんの生徒が推薦を活用したなというふうに

思います。 
コロナによって振り回されている，新入試

によって振り回されているというか，もう大

変になるというのはもうわかっていたので，

とにかく我々としてはどんと構えようと。調

査書も早く作ろうじゃないかというような感

じで，できるだけ周りに振り回されないよう

に，生徒に不安を与えないようにということ

で，やっていました。 
ここまでが受験の見通しだったり，コロナ

が与えた受験勉強への影響，これは現場から

の主観ということでした。ここからはアンケ

ートの結果になります。大学のほうがきっと

オンライン授業期間というのは長いと思いま

すし，似たようなアンケートというのはやっ

てらっしゃると思いますので，釈迦に説法み

たいな形にはなると思うんですけれども，生

徒アンケート，2020 年 7 月 31 日に実施いた

しました。有効回答数 1,631 です。 
生徒に聞いてみました。「オンライン授業の

メリットは何ですか」と。実に 70～80％の生

徒が，1,261 名，1,105 名の生徒が「通学時間

がなく，それを活用できる」という，当然だ

よねというようなところを回答しています。

本校は山の上にあるので，駅で降りてから 20
分間くらい，ちょっと登山をするような形，

坂も多いし階段も多いんですが，その辺に関

する体力を使わないで済むという切実な意見
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をもらっています。それから，「周りを気にせ

ずに落ち着いてやれる」というのが 40％くら

い，637 名。そして 7 番，「画面を共有しても

らえるので，手元で先生がどこのことをしゃ

べっているのかというのがわかりやすい」と

いうのが 667 名，40％程度の生徒がこれらが

メリットであるというふうに答えています。 
一方で，「デメリットは何だと思いますか」

に対して，これは結構意見が分かれているん

ですが，一番多いのは 4 番の「体を動かさな

いから体力が衰える」ということ，そして 8
番の「目や耳に負担がかかる」ということ，

ここら辺が 50％～60％くらいの生徒がデメリ

ットだと答えているところです。あと，やっ

ぱり 2 番の「周囲の様子がわからなくて勉強

のペースがつかめない」というのが 40％くら

いの生徒がそういうふうに答えていましたし，

9 番，これは意外と大事なものですが，「友人

や先生との何気ない会話の機会がない」とい

うのをデメリットだと捉えている生徒が 750
名，40％強ですね，いました。 

オンラインが始まった頃に比べての通信環

境です。「もともと何の問題もなかった」，3
番と答えている生徒が 80％ですが，残り 20％
くらいの生徒のうち 10％くらいはルーターを

新たに購入したり，あるいは通信会社を変更

したりして，改善をしたと。残りの 10％くら

い，184 名がまだ何もできていないという状

態であったと。これは昨年の 7 月末時点の話

ですが，こうであるということでした。「オン

ライン授業が始まった頃に比べて視聴機材が

充実し，受講環境がよくなりましたか」とい

う問いに対しては，2 番，3 番，4 番の「PC
に変更して見やすくなった」，当初スマホで見

ていた生徒もいたということで，「スマホから

PCに変更して見やすくなった」「大画面のPC
を使うようになって見やすくなった」とか

「テレビにつなぐことによって見やすくなっ

た」とかと答えた生徒が 37％程度います。

「ヘッドホン，イヤホンで音が聞き取りやす

くなった」のが 318 名，それから「マイクを

使い始めてコミュニケーションが取りやすく

なった」というのが 61 名いました。そんな感

じでございます。 
ここからは分散登校がどんな感じだったか

という話で，「登校日が増えることで心の変化

はありましたか」という問いに対しては，1
番「もっと通学したい」，2 番「友達と会えた

ことで気が晴れた」，これが 1,000 人を超えて

いますので，合わせて 87％ぐらいの生徒がや

っぱり対面で一番期待するというか，心の変

化といいますか，友達と会えるというのがや

っぱり彼らにとってものすごい大きな影響な

んだなというふうに感じます。さらに 6 番，7
番あたりも見どころです。「通学しないことに

慣れてしまったので，通学することが逆に億

劫に感じる」であるとか，来たら来たで今度

これ行事やるんかみたいな，旅行やるんかみ

たいなので，どうするんやろうという先の不

安というのが目に見えてきたというのが挙げ

られていました。 
ですので，分散登校の 1 週目，2 週目あた

り，週 1，週 2 登校のあたりは，実は私たち

の学校では登校はさせたんですけれども，全

く授業はせずに，むしろ雑談をするというこ

とに心血を注いだと言ったら変かもしれない

ですけれども，周りが見えないことによるス

トレスがめちゃくちゃあるということは，

Zoom を通して個人面談をしている中でもち

ょっとわかっていましたので，できれば登校

をするんであれば友達と話をしてほしい，先

生と面と向かって会話をしてほしいというこ

とで，密を避けるために，体育館に机と椅子

を並べて，通常の面積の倍から 3 倍くらいを

取って，できるだけ 2ｍ以上離れてというの

を保った上で，どうやったら会話ができるん

かなみたいなのを考えて，やっていました。 
「登校する日とオンライン授業の日で学習

時間や学習習慣への影響があるか」という問

いに対しては，2 番の 730 名が「通学時間が
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をもらっています。それから，「周りを気にせ

ずに落ち着いてやれる」というのが 40％くら

い，637 名。そして 7 番，「画面を共有しても

らえるので，手元で先生がどこのことをしゃ

べっているのかというのがわかりやすい」と

いうのが 667 名，40％程度の生徒がこれらが

メリットであるというふうに答えています。 
一方で，「デメリットは何だと思いますか」

に対して，これは結構意見が分かれているん

ですが，一番多いのは 4 番の「体を動かさな

いから体力が衰える」ということ，そして 8
番の「目や耳に負担がかかる」ということ，

ここら辺が 50％～60％くらいの生徒がデメリ

ットだと答えているところです。あと，やっ

ぱり 2 番の「周囲の様子がわからなくて勉強

のペースがつかめない」というのが 40％くら

いの生徒がそういうふうに答えていましたし，

9 番，これは意外と大事なものですが，「友人

や先生との何気ない会話の機会がない」とい

うのをデメリットだと捉えている生徒が 750
名，40％強ですね，いました。 
オンラインが始まった頃に比べての通信環

境です。「もともと何の問題もなかった」，3
番と答えている生徒が 80％ですが，残り 20％
くらいの生徒のうち 10％くらいはルーターを

新たに購入したり，あるいは通信会社を変更

したりして，改善をしたと。残りの 10％くら

い，184 名がまだ何もできていないという状

態であったと。これは昨年の 7 月末時点の話

ですが，こうであるということでした。「オン

ライン授業が始まった頃に比べて視聴機材が

充実し，受講環境がよくなりましたか」とい

う問いに対しては，2 番，3 番，4 番の「PC
に変更して見やすくなった」，当初スマホで見

ていた生徒もいたということで，「スマホから

PCに変更して見やすくなった」「大画面のPC
を使うようになって見やすくなった」とか

「テレビにつなぐことによって見やすくなっ

た」とかと答えた生徒が 37％程度います。

「ヘッドホン，イヤホンで音が聞き取りやす

くなった」のが 318 名，それから「マイクを

使い始めてコミュニケーションが取りやすく

なった」というのが 61 名いました。そんな感

じでございます。 
ここからは分散登校がどんな感じだったか

という話で，「登校日が増えることで心の変化

はありましたか」という問いに対しては，1
番「もっと通学したい」，2 番「友達と会えた

ことで気が晴れた」，これが 1,000 人を超えて

いますので，合わせて 87％ぐらいの生徒がや

っぱり対面で一番期待するというか，心の変

化といいますか，友達と会えるというのがや

っぱり彼らにとってものすごい大きな影響な

んだなというふうに感じます。さらに 6 番，7
番あたりも見どころです。「通学しないことに

慣れてしまったので，通学することが逆に億

劫に感じる」であるとか，来たら来たで今度

これ行事やるんかみたいな，旅行やるんかみ

たいなので，どうするんやろうという先の不

安というのが目に見えてきたというのが挙げ

られていました。 
ですので，分散登校の 1 週目，2 週目あた

り，週 1，週 2 登校のあたりは，実は私たち

の学校では登校はさせたんですけれども，全

く授業はせずに，むしろ雑談をするというこ

とに心血を注いだと言ったら変かもしれない

ですけれども，周りが見えないことによるス

トレスがめちゃくちゃあるということは，

Zoom を通して個人面談をしている中でもち

ょっとわかっていましたので，できれば登校

をするんであれば友達と話をしてほしい，先

生と面と向かって会話をしてほしいというこ

とで，密を避けるために，体育館に机と椅子

を並べて，通常の面積の倍から 3 倍くらいを

取って，できるだけ 2ｍ以上離れてというの

を保った上で，どうやったら会話ができるん

かなみたいなのを考えて，やっていました。 
「登校する日とオンライン授業の日で学習

時間や学習習慣への影響があるか」という問

いに対しては，2 番の 730 名が「通学時間が

 

かかる分だけ減ってしまう」と答えています。 
それから，「登校に際して今まで以上に学校

に期待することは何ですか」ということに対

しては，8番の「十分な換気」というのが 787
名に上りました。7 月 30 日時点での回答です

ので，ちょうどエアコンをガンガン回してい

るときです。ちょっと油断すると，やっぱり

生徒たちはドアを閉めようとすると。ですか

ら，私たちが口を酸っぱくして「ドアをちょ

っと開けなさい。10 センチ以上開けるんだよ」

というようなことで，換気指導に当たってい

ました。 
生徒のアンケートからわかることですが，

いくら本校がオンライン授業に積極的に取組

んでいるといっても，やはりウェブで集中で

きない生徒 876 名，できる生徒 637 名という

ことで，向き不向きが生徒の側にあるという

のは，これは絶対的な事実だと思います。そ

れと，ウェブの通信環境に問題がある生徒が

400 名，目や耳に負担があるという生徒が

924 名おりますので，改善の余地はあるかな

というふうに思います。これらの生徒につい

ては，ある程度密を避けて，分散でというこ

とが可能なのであれば登校させたほうがいい

んちゃうかなと個人的には思います。 
コロナでの先行きが不安だと答えた生徒は

509 名います。これはやっぱり最も大きい不

安だったんではないかなと思います。この期

間中，バタバタもバタバタで，来週の時間割

がわからないとか，下手すると明日の時間割

がわからないとかいうようなこともざらでし

た。それはそれは生徒たちは不安だっただろ

うなというふうに思います。「友達と会えて気

が晴れた」1,006 名，「何気ない会話がないこ

とがデメリットだった」といった生徒が 750
名おりますので，人と人とのつながりをオン

ラインでどう作っていくかということはこれ

からものすごく課題になるかなと思います。 
個人的な意見を言わせていただくのであれ

ば，週 1 回くらいは半分くらいの生徒が登校

して，なんも授業なんかせんと半日ぐらい雑

談して帰るというのでもいいんじゃないかな

というふうに思いますが，この辺はどのよう

に解決していくべきかということはぜひお知

恵をお借りしたいなというふうに思います。 
教員のほうにもアンケートを取っておりま

す。8 月に 1 回取りました。約 100 名程度の

本校の教員が対象です。オンライン授業のメ

リット（教員側）は何でしたかということで，

一番はやっぱり生徒の安全が確保されるとい

うことです。2 番目には，全クラス一斉に授

業ができるからコマが減るとか，ありますし，

実はオンライン授業にかまけてと言うとあれ

なんですが，警報など登校できない日にも本

校ではオンライン授業を現在実施しています。

警報中にそんなことしてていいのかというの

はありますが，もちろん安全を確保した上で

ということですね，そういったところにも活

用できるというのは，何か一つの未来なので

はないかなというふうに思います。 
それと，「リアルタイムでの意見共有がしや

すい」，それからプリントを印刷するコストが

かなり，紙の節約になるのはこちら側のメリ

ットではあったということですね。あと，「パ

ワーポイントや PDF など，あらかじめ板書を

準備できるので，授業の時間が短縮できる」

というところがメリットなのかなというふう

に思います。その二つ下ですね，「説明する際

の効率が板書よりもよい」，手元で見れるから

ということと，その下ですね，「不登校傾向の

生徒が授業を受けやすいようだった」，これは

非常に大きなメリットの一つなのではないか

なというふうに思います。 
一方，デメリットは何なのかということで

すが，「対面なので緊張感がない。知識の定着

度合いが悪い」，この意見が圧倒的に多いです。 
もちろん体育，球技とかはできないですし，

ネットのトラブルで参加できないという，ど

うしても家庭環境に依存する問題というのが，

こちらのほうからは積極的には解決しにくい

―56― ―57―



 

という部分があります。それと，その下の赤

のところですね，やっぱり生徒間の何気ない

会話，何気ない話は，難しいなと，これを大

事にしたいなと思います。あと，デメリット

として一番下のところです，「授業準備にも答

案のチェックにも，対面授業時の少なくとも

4～5 倍の時間がかかる」ということで，これ

はやっぱりどうにかしないといけない問題だ

なというふうに感じます。 
オンライン授業を行う上で最も意識した点

は何ですかということですが，せっかくオン

ライン授業をやっているのだから，一方通行

にならないように，双方向にできるだけやり

たいねということで，やっています。あと，

とにかく時間を短くする，50 分の授業時間で

すけれども，50 分間しゃべり続けるんじゃな

くて，せいぜいこっちがしゃべっているのは

15分，20分ぐらいにしたほうがいいんじゃな

いかみたいな，各先生方が意識してやってい

る点でした。 
4 番目，オンライン授業を続ける中で最も

苦労した点ですが，資料作り，あるいはトラ

ブルの対処，それから何度も何度も同じこと

をやらないと，定着するまでやるというのは

非常に苦労しましたということでした。 
5 番目ですね，最も改善できた点ですが，

夏以降，iPad が各教室に導入されましたので，

それによって音声，画質が安定したというこ

とです。あとは，パワーポイントを使ってい

るので，情報量を増やすことができるといっ

たものも改善できたという点に挙げられてい

ます。 
Q6 ですね，自宅からのオンライン授業，教

員側も在宅ワークをやりまして，自宅からも

やっていましたが，それのメリットは「教員

側が感染リスクを下げられる」と，それから

スライド共有タイプの授業なんかはもう全然

家からでもできますよというような意見があ

りましたが，一方で自宅からのオンライン授

業で困った点というのはかなりありまして，

「学年の立ち回りが把握しにくく，何か業務

があった際に反応しにくい」とか，「授業の実

施そのものでは特になかったが，些細な情報

のやり取りがない」と。トラブル発生時に限

らず何か一人孤独感，不安感みたいなものが

あると。何か忘れてたらどうしようかな，も

しつながらなかったらどうしようかなみたい

なのがあったということで，ここではやはり

職員室における打ち合わせもそうなんですが，

ふだんの何気ない先生方同士の会話であると

か，先生方同士の雑談みたいなものがやはり

すごく，仕事に影響するといったらあれです

けど，大事なポイントなんだろうなというふ

うに感じました。それまでは全然，そこまで

意識するようなことはなかったですけれども，

ふだんの先生方の何気ない会話が耳に入って

こないというのは，すごくやりにくいんだな

というふうに感じました。 
Q8 は，在宅勤務でオンライン授業を配信す

る際に自宅で必要だと思われる備品です。別

にこれは全部が全部必要だというわけじゃな

いんですが，せいぜい iPad とタブレット用の

ペンと，あと Wi-Fi 環境なんかがあったらも

うそれで十分だと思いますが，クオリティー

を上げたいのであればビデオカメラや三脚，

キャプチャーボードなどがあるといいですよ

というような話であります。 
教員アンケートからわかることは，やっぱ

り何を取っても授業内容を定着させるのはか

なり難しいということで，何度も繰り返した

りとか，対面で確認することが必要だという

ことです。機器，環境の不安が 5 割もありま

すので，不得手な教員のフォローであったり

とか，設備の拡充というのは今からどんどん

やっていかなきゃいけないかなと思います。 
目の負担の軽減方法ですね，授業時間を減

らしたりとか，あるいはやっぱり黒板を見る

というのはかなりつらいようなので，できれ

ば iPad などの機能を活用したほうがよいのか

なというふうに思います。 
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という部分があります。それと，その下の赤

のところですね，やっぱり生徒間の何気ない

会話，何気ない話は，難しいなと，これを大

事にしたいなと思います。あと，デメリット

として一番下のところです，「授業準備にも答

案のチェックにも，対面授業時の少なくとも

4～5 倍の時間がかかる」ということで，これ

はやっぱりどうにかしないといけない問題だ

なというふうに感じます。 
オンライン授業を行う上で最も意識した点

は何ですかということですが，せっかくオン

ライン授業をやっているのだから，一方通行

にならないように，双方向にできるだけやり

たいねということで，やっています。あと，

とにかく時間を短くする，50 分の授業時間で

すけれども，50 分間しゃべり続けるんじゃな

くて，せいぜいこっちがしゃべっているのは

15分，20分ぐらいにしたほうがいいんじゃな

いかみたいな，各先生方が意識してやってい

る点でした。 
4 番目，オンライン授業を続ける中で最も

苦労した点ですが，資料作り，あるいはトラ

ブルの対処，それから何度も何度も同じこと

をやらないと，定着するまでやるというのは

非常に苦労しましたということでした。 
5 番目ですね，最も改善できた点ですが，

夏以降，iPad が各教室に導入されましたので，

それによって音声，画質が安定したというこ

とです。あとは，パワーポイントを使ってい

るので，情報量を増やすことができるといっ

たものも改善できたという点に挙げられてい

ます。 
Q6 ですね，自宅からのオンライン授業，教

員側も在宅ワークをやりまして，自宅からも

やっていましたが，それのメリットは「教員

側が感染リスクを下げられる」と，それから

スライド共有タイプの授業なんかはもう全然

家からでもできますよというような意見があ

りましたが，一方で自宅からのオンライン授

業で困った点というのはかなりありまして，

「学年の立ち回りが把握しにくく，何か業務

があった際に反応しにくい」とか，「授業の実

施そのものでは特になかったが，些細な情報

のやり取りがない」と。トラブル発生時に限

らず何か一人孤独感，不安感みたいなものが

あると。何か忘れてたらどうしようかな，も
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まいますので，保護者の方にも「うちはいつ

でもオンラインをやるよ」と，「急にでもオン
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（拍手） 
 

船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
多田先生，ありがとうございました。ご質

問等につきましては，ウェブ上での入力をお

願いいたします。 
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現状報告 多田鉄人（須磨学園高等学校）

オンラインの現場から
−Web授業のメリット・デメリット−

2021年5⽉17⽇(⽉)
須磨学園⾼等学校 多⽥鉄⼈

本本校校ににおおけけるる新新型型ココロロナナととのの戦戦いいのの歴歴史史
（（⾼⾼33学学年年））
• 3⽉3⽇~14⽇（⼀⻫休校）➡⾃習のみ
• 3⽉16⽇〜30⽇（春休み） ➡録画配信（Microsoft Stream、Youtube）
• 4⽉1⽇〜5⽉23⽇（緊急事態宣⾔）➡ライブ配信（Zoom）
• 5⽉25⽇〜6⽉20⽇（宣⾔解除） ➡分散登校（０対１０〜８対２）
• 6⽉22⽇〜3⽉11⽇ ➡ハイブリッド登校（８対２〜１０対０）

2

ココロロナナでで変変化化ししたた受受験験勉勉強強
•⾼３の４⽉からWeb授業になり、学びは⽌まらなかった

•授業の仕⽅は、教科担当者ごとで異なった

•講義時間を減らし、演習時間を増やした

•課題の量は増やした

•受けられる模試はすべて受けた
3

ココロロナナでで変変化化ししたた受受験験勉勉強強
•⾼３の４⽉からWeb授業になり、学びは⽌まらなかった

➡定着は良くなく、対⾯でやり直した部分も多い
•授業の仕⽅は、教科担当者ごとで異なった

➡淡々と進める、演習中⼼にする、実験を映像で⾒せる
•講義時間を減らし、演習時間を増やした

➡定着率と⽬への負担を考慮
•課題の量は増やした

➡ペースメークをしたかった。提出・添削は課題となった
•計画していた模試はすべて受けた

➡「学校は予定通り動いている」ことを印象付けたかった
4

受受験験へへのの⾒⾒通通しし
•コロナによって⼊試が⼤きく変わることはないだろう

•新⼊試によって共通テストは変わるだろう

•新⼊試によって２次試験が変わることはないだろう

•推薦は活⽤しよう

•いつも通り＋αでいこう
5

受受験験へへのの⾒⾒通通しし
•コロナによって⼊試が⼤きく変わることはないだろう
•新⼊試によって共通テストは変わるだろう
•新⼊試によって２次試験が変わることはないだろう

➡学部選びに変化？異例続きだった⼤学⼊試を駿台・⽯原さんが振り返る
https://www.asahi.com/edua/article/14273672

•推薦は活⽤しよう
➡４００⼈中２００⼈ほどが、国公⽴推薦を受験

•いつも通り＋αでいこう
➡振り回されないように。去年の実績を超えられるように
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ここからはアンケートの結果

7

⽣徒アンケート結果
•実施⽇ 2020年7⽉31⽇
•実施対象 1696名（本校⽣徒全員）
•有効回答 1631名

8
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現状報告 多田鉄人（須磨学園高等学校）

13 14

15

⽣⽣徒徒アアンンケケーートトかからら分分かかるるこことと
• Webで集中できない876名・できる637名

➡向き不向きあり
• Webの通信環境に問題ある400名・⽬や⽿に負担924名

➡改善の余地あり
•コロナで先⾏き不安509名

➡最も⼤きい不安(？) 「進路に影響(⾼3)」…約40％
•友達と会えて気が晴れた1006名・何気ない会話がない750名

➡⼈と⼈とのつながりを、オンラインでどう作るか

16

教員アンケート結果
•実施⽇ 2020年8⽉3⽇
•実施対象 約100名（本校教員）
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19 20

21 22

23

教教員員アアンンケケーートトかからら分分かかるるこことと
•授業内容を定着させるのは困難

➡何度も繰り返すことや、対⾯での確認が必要
•機器と環境の不安が学校側にもある

➡不得⼿な教員のフォロー、設備の拡充
•⽬の負担の軽減⽅法（⽣徒）

➡授業時間を減らす、iPadの機能を活⽤する
•友達と会えない、周りの様⼦が分からない

➡週1⽇程度、「友達と話すだけの⽇」作るか

24
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現状報告 多田鉄人（須磨学園高等学校）

ここれれかかららのの展展望望
新型コロナだけが脅威ではない。
脅威に対抗することだけが⽬的でもない。
学校の新たな価値を作るため、いつでもオ
ンライン授業が可能なように学校、教職員、
保護者、⽣徒が⼼の準備をしておくことが
何より重要。

25

ご清聴ありがとうございました。
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現現状状報報告告 33：：大大学学入入試試ににおおけけるる教教員員ととししててのの資資質質・・能能力力のの評評価価  
  

横横浜浜国国立立大大学学  
鈴鈴木木  雅雅之之  准准教教授授  

 
［［講講師師紹紹介介］］  
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  

それでは，最後の現状報告となります。現

状報告 3「大学入試における教員としての資

質・能力の評価」，横浜国立大学准教授，鈴木

雅之先生，よろしくお願いいたします。 
 

（拍手） 
 
鈴鈴木木雅雅之之准准教教授授：：  
皆様，こんにちは。横浜国立大学の鈴木雅

之と申します。三人目の現状報告ということ

で，お疲れとは思いますけれども，どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
私のほうからは，非常に風呂敷を広げ過ぎ

てしまったタイトルで恐れ多いのですが，「大

学入試において教員としての資質・能力をど

う評価するのか」という観点からお話をさせ

ていただきたいと思います。 
最初にご紹介いただきましたけれども，横浜

国立大学というのは昨年度の 7 月 31 日に入学

者選抜要項を公開した段階でキャンパスでの

個別試験を取りやめるという決定をいたしま

した。このように，いち早く独自の対応を打

ち出したことから，本日はお声がかかったと

いうふうに認識しておりますけれども，私自

身は教育心理学の教授・学習と呼ばれる分野

の中でも，動機づけですとか学習意欲に関す

る研究をしておりまして，入試の専門家とい

うわけではございません。また，昨年度の入

試において，私が何かイニシアチブを取って

対応について考えたというわけでもございま

せんので，当然当事者ではございますけれど

も，本日は第三者目線で現状報告をさせてい

ただければと思います。また，本日の発表内

容は，私個人の見解に基づくものでして，大

学の公式見解ではございませんので，この点，

ご留意くださいますようよろしくお願いいた

します。 
 

 
 
さて，「横浜国立大学は個別学力検査を取り

やめる」という決定は，決して小さなインパ

クトではなかったかと思います。一方で，私

が所属している教育学部では，従来のキャン

パスでの試験と同等となるような代替措置を

検討し，課題の提出を課したといったことは

あまり知られていないように思います。こう

した代替措置を取った背景には，教育学部の

アドミッション・ポリシーがあります。本日

は，横浜国立大学教育学部が昨年度に実施し

た入試の概要についてご紹介をさせていただ

きます。 
本題に入る前ですけれども，横浜国立大学

教育学部について簡単に紹介をさせていただ

きます。5 年前までは教育人間科学部でした

が，いわゆるゼロ免課程が廃止されまして，
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2017 年に学校教育課程のみの教育学部に改編

されております。また，今年度から教育組織

がまた改編されておりまして，課程名称が学

校教員養成課程に変更されております。この

組織改編は，教職大学院とも連動してのもの

です。 
課程名称からも明らかなように，本学の教

育学部は教員養成を目的としております。こ

のことは，アドミッション・ポリシーにも明

記されております。本学教育学部では，学校

教育に関心が高く，教員として子供の学びへ

の支援の方法を能動的かつ協働的に創造して

いこうとする強い熱意を有する学生を求めて

います。こうしたアドミッション・ポリシー

に鑑みますと，筆記試験のみで選抜するとい

うことは適切とは言い難く，ましてや大学入

学共通テストのみで選抜することは適切とは

言えないかと思います。そのため，従来の試

験と同等となるような代替措置が検討されま

した。 
代替措置の内容についてご説明する前に，

本学教育学部の入学者選抜の枠組みについて

簡単にご説明いたします。 
一般選抜以外に総合型選抜と学校推薦型選

抜を実施しています。また，このスライドに

は載せてありませんけれども，帰国生徒選抜

も実施しています。なお，一般選抜は前期日

程のみでして，後期日程はありません。それ

から，学校推薦型選抜には地域枠と全国枠と

いうものがあります。地域枠自体は本学独自

のものではありませんが，本学の教育学部の

場合ですと神奈川県と横浜市，川崎市，そし

て相模原市の 4 つの教育委員会等と連携した

地域密着型の教員養成課程として，地域の学

校教員を養成する中心的役割を担うことを目

的としていることから，学校推薦型選抜には

地域枠というものを設定しています。 
また，本日は詳しい説明はいたしませんが，

募集枠が選抜方法によって異なるという形で，

少し複雑になっております。例えば学校推薦

型選抜の場合ですと，地域枠に関しましては

特別支援教育を除いて学部全体で募集をして

いるのに対し，全国枠では専門領域ごとに募

集をしております。地域枠で入学してきた学

生に関しましては，入学後の第 1 学年の 10 月

頃までにコース及び専門領域を決定すること

になります。 
それでは，新型コロナウイルス感染症対策

に伴う選抜方法等の変更について，簡単にご

説明いたします。 
先ほどお示ししました選抜方法の種類によ

って少し異なっておりますが，基本的には面

接試験は面接試験に相当する内容の動画，小

論文は小論文試験に相当する内容のレポート，

実技検査は実技検査に相当する内容の写真，

動画の提出を課すといった変更をいたしまし

た。 
総合型選抜の第一次選抜における小論文試

験では，従来小学校の授業風景を撮影したビ

デオを視聴した上で，与えられた課題の論述

を行うというものでしたが，昨年度について

はこの点は変更がされております。また，総

合型選抜の第二次選抜では面接を実施してい

ますが，従来は面接の中でプレゼンテーショ

ンも課しています。昨年度に関しましては，

面接試験の内容に相当する動画を作成する過

程で，その中にプレゼンテーションも含んで

おりました。 
次に，学校推薦型選抜になります。音楽専

門領域では，聴音の実技試験というものを実

施していましたが，こちらは聴音の試験に代

わる実技検査，すなわち演奏動画の提出に変

更しています。 
最後に一般選抜になります。繰り返しにな

りますけれども，面接試験は面接試験に相当

する内容の動画，小論文は小論文試験に相当

する内容のレポート，実技検査は実技検査に

相当する内容の写真，動画の提出を課すとい

った変更をいたしました。 
こうした選抜方法の恐らく一番の特徴とし

 

ましては，どういった事態になってもこの方

法だったら実施できる可能性が高いといった

点にあるのではないかというふうに思います。

大きな変更ですので，恐らく受験生は戸惑わ

れたのではないかと思うんですけれども，例

えば 7 月 31 日の時点で対面でやりますという

ふうに言ったとしても，「本当に対面での試験

が実施されるのだろうか」「直前になって取り

やめるということはないか」といったように，

不安に思う受験生もいるかもしれません。ま

た，オンラインで試験を行うという方法もあ

るかと思いますけれども，例えば「途中で通

信が途切れてしまうんじゃないか」ですとか，

例えば小論文試験を Word 等で作成する場合

に「ファイルが試験中に壊れてしまったらど

うなるのか」といったように，試験の実施に

対して不安に思う受験生は出てくるかと思い

ます。 
一方で，こうした形で実施しますと，もち

ろん戸惑いはあるとは思うんですけれども，

これならば恐らく確実に実施はされるだろう

といったことで，「実施がされるかどうか」と

いった面での不安というものは排除された上

で，受験に取組んでもらえるといった考えは

できるのではないかと考えております。 
また，一般選抜における試験科目設定の意

図については，募集要項に以下のように記さ

れております。「教員志望の熱意，コミュニケ

ーションを想定した表現力・思考力の適性を

確認し，教員になるという意志が強く，教員

になる上での資質の高い学生を選抜するため

に，受験者全員に面接試験の内容に相当する

動画作成を課します。読解力，文章作成力，

論理的思考力などの教員になる上での基礎的

な資質を評価するために，小論文試験の内容

に相当するレポート作成を課します。実技検

査の内容に相当する写真や動画の作成を課し，

学校教員として必要となる実技能力を備えて

いるかを評価します」といった具合です。 
このように，一般選抜においては教員にな

る上での資質・能力として，コミュニケーシ

ョンを想定した表現力・思考力の適性と教員

に対する熱意及び読解力，文章作成力，論理

的思考力，あるいは学校教員として必要とな

る実技能力を評価しようと意図しておりまし

た。 
それでは，そもそも教員に求められる資

質・能力というのはどのようなものなのでし

ょうか。教員が備えるべき資質・能力につい

ては，2005 年の「今後の教員養成・免許制度

の在り方について」ですとか，2012 年の「教

職生活の全体を通じた教員の資質・能力の総

合的な向上方策」などの答申等で繰り返し提

言がなされてきました。2015 年の「これから

の学校教育を担う教員の資質・能力の向上に

ついて」では，教員としての不易の資質・能

力の例として，使命感や責任感，教育的愛情，

教科や教職に対する専門的知識，実践的指導

力，総合的人間力，コミュニケーション能力

等が挙げられています。 
また， 2010 年度に実施された教員採用選

考試験の募集要項等に記載された「教育委員

会が求める教員像」を文部科学省が調べたと

ころ，教科等に関する優れた専門性と指導力，

広く豊かな教養，教育者としての使命感，責

任感，情熱，子供に対する深い愛情，豊かな

人間性や社会人としての良識，保護者・地域

からの信頼というものが多く挙げられており

ました。 
このように，教科や教職に関する専門性や

指導力だけではなく，熱意や愛情，コミュニ

ケーション能力，人間性というものが教員に

は求められているというふうに言えそうです。

したがって，本学教育学部が評価しようとし

ている資質・能力と，教員に求められている

資質・能力との間には，それほど大きな乖離

はないと言えるかと思います。 
こうした教員として求められる資質・能力

自体に疑問を持たれるという方もいらっしゃ

るかもしれませんが，今回はそこにはあまり
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深掘りはせずに，こうした資質・能力の評価

をどう行うのかということについてもう少し

考えてみたいと思います。そこで，教員採用

選考試験の内容を見てみたいと思います。 
教員採用選考試験は，筆記試験と面接試験，

作文と小論文，模擬授業等の多様な方法を組

み合わされて実施されていますが，現在では

教育者としての使命感，豊かな人間性や社会

性，指導力等を備えた優れた人材を確保する

ことが求められ，人物評価が重視される傾向

にあります。実際に教員採用選考試験では面

接が重視されています。 
文部科学省は毎年，67 都道府県・指定都市

教育委員会及び大阪府豊能地区教職員人事協

議会の計 68 県市が実施した教員採用選考試験

を対象に，実施方法の調査を行っています。

昨年度に関しましては，小学校と中学校教員

採用選考試験において全ての県市で個人面接

が実施され，多くの県市で集団面接も加えて

実施されております。そこで，今回は面接に

よる評価というものに焦点を当てて，教員と

しての資質・能力の評価についてもう少し考

えてみたいと思います。 
そもそも面接による評価にはどのような意

義や特徴があるのでしょうか。面接では，筆

記試験では評価が難しい特性をコミュニケー

ションを通じて評価することが可能というふ

うに考えられております。また，面接がある

ことで，自分がこの大学・学部で何を学びた

いのかを考えるきっかけになるなどの教育効

果が期待できるほか，アドミッション・ポリ

シーを理解してもらう機会になるという利点

があります。これは教員を志望する学生を求

めているという本学教育学部にとっては，非

常に重要になります。といいますのも，私は

教育学部の中でも心理学専門領域というとこ

ろに所属しているのですが，例えばオープン

キャンパスなどでは「教員ではなくカウンセ

ラーを目指しています」といった受験生と出

会ったりします。その中には，心理学専門領

域に所属した場合には教育実習に行ったりす

る必要はないですとか，教員免許を取得した

りする必要がないといった誤解をしている学

生も少なからずおります。こうしたことから，

資質や能力ですとか，そもそも何を評価する

のかといったことを置いておいたとしても，

面接や動画提出を課すといった意義はあるの

かなというふうに考えております。 
次に，大学入試において面接を行う狙いに

関しましては，志望分野に対する興味・関心

ですとか，志望分野における適性などを確認

することが挙げられております。実際に，国

立の教員養成大学・学部というのは全部で 44
大学あるのですが，ざっと調べてみましたと

ころ，何らかの形で面接を導入しているのは

40 大学にも及んでおります。これらのことか

ら，適切に実施されるのであれば，大学入試

において面接を行うことは教員になる上での

資質・能力を評価するための有効な方法の一

つではないかと考えられます。 
それでは，実際に昨年度の本学の入試にお

いてどのような課題を課したのかについてご

紹介いたします。 
学校推薦型選抜のみ，募集要項において面

接試験の課題内容が公開されております。学

校推薦型選抜というのは，最初のほうにお示

ししましたが地域枠，全国枠とございまして，

全国枠は専門領域ごとに募集をしており，専

門領域によって課題内容が異なっております。

そこで，ここでは地域枠の特別支援専門領域

以外の専門領域枠がない学部全体の募集枠の

課題内容について示しております。 
まず，出身学校名と氏名をカメラの前で述

べてもらい，続いて神奈川県内で教職を志望

する理由について 2 分程度で話をしてもらい

ます。その後，学部入学後の学習計画とプレ

ゼンテーションへと続いていきます。具体的

には，「神奈川県内には様々な地域資源があり

ます。あなたが学校教員で，これらを活用し

た授業を行う場合，どのような授業を実践し
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深掘りはせずに，こうした資質・能力の評価

をどう行うのかということについてもう少し
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教育者としての使命感，豊かな人間性や社会

性，指導力等を備えた優れた人材を確保する

ことが求められ，人物評価が重視される傾向

にあります。実際に教員採用選考試験では面
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採用選考試験において全ての県市で個人面接

が実施され，多くの県市で集団面接も加えて

実施されております。そこで，今回は面接に

よる評価というものに焦点を当てて，教員と

しての資質・能力の評価についてもう少し考

えてみたいと思います。 
そもそも面接による評価にはどのような意

義や特徴があるのでしょうか。面接では，筆

記試験では評価が難しい特性をコミュニケー

ションを通じて評価することが可能というふ

うに考えられております。また，面接がある

ことで，自分がこの大学・学部で何を学びた

いのかを考えるきっかけになるなどの教育効

果が期待できるほか，アドミッション・ポリ

シーを理解してもらう機会になるという利点

があります。これは教員を志望する学生を求

めているという本学教育学部にとっては，非

常に重要になります。といいますのも，私は

教育学部の中でも心理学専門領域というとこ

ろに所属しているのですが，例えばオープン

キャンパスなどでは「教員ではなくカウンセ

ラーを目指しています」といった受験生と出

会ったりします。その中には，心理学専門領

域に所属した場合には教育実習に行ったりす

る必要はないですとか，教員免許を取得した

りする必要がないといった誤解をしている学

生も少なからずおります。こうしたことから，

資質や能力ですとか，そもそも何を評価する

のかといったことを置いておいたとしても，

面接や動画提出を課すといった意義はあるの

かなというふうに考えております。 
次に，大学入試において面接を行う狙いに

関しましては，志望分野に対する興味・関心

ですとか，志望分野における適性などを確認

することが挙げられております。実際に，国

立の教員養成大学・学部というのは全部で 44
大学あるのですが，ざっと調べてみましたと

ころ，何らかの形で面接を導入しているのは

40 大学にも及んでおります。これらのことか

ら，適切に実施されるのであれば，大学入試

において面接を行うことは教員になる上での

資質・能力を評価するための有効な方法の一

つではないかと考えられます。 
それでは，実際に昨年度の本学の入試にお

いてどのような課題を課したのかについてご

紹介いたします。 
学校推薦型選抜のみ，募集要項において面

接試験の課題内容が公開されております。学

校推薦型選抜というのは，最初のほうにお示

ししましたが地域枠，全国枠とございまして，

全国枠は専門領域ごとに募集をしており，専

門領域によって課題内容が異なっております。

そこで，ここでは地域枠の特別支援専門領域

以外の専門領域枠がない学部全体の募集枠の

課題内容について示しております。 
まず，出身学校名と氏名をカメラの前で述

べてもらい，続いて神奈川県内で教職を志望

する理由について 2 分程度で話をしてもらい

ます。その後，学部入学後の学習計画とプレ

ゼンテーションへと続いていきます。具体的

には，「神奈川県内には様々な地域資源があり

ます。あなたが学校教員で，これらを活用し

た授業を行う場合，どのような授業を実践し

 

たいですか。あなた自身がやってみたい授業

の構想についてプレゼンテーションをしてく

ださい」といった課題内容でした。対面で実

際に相手がいる状況で面接試験を行う場合と

比較しますと，相手の人物の特徴について詳

細に把握することはできませんが，教職に対

する興味ですとか関心及び教員になる上での

適性，学習習慣や行動力などを確認するため

の課題内容にはなっているのではないかと思

います。 
また，双方向的なやり取りをすることはで

きませんので，コミュニケーション能力その

ものを評価することは難しいのですが，聞き

手が目の前にいない状況下において聞き手の

ことを想定して適切に話をすることができる

人というのは，聞き手が実際に目の前にいて，

双方向的なやり取りをする場合においても適

切な話ができるというふうに考えられますの

で，その意味では動画提出による評価には一

定の有用性があるのではないかと考えられま

す。 
また，撮影内容については次のように指示

を出しておりました。最初に本人確認のため

に写真票と受験票を提示してもらい，次に志

願者本人の顔を提示してもらいました。その

まま撮影を中断することなく，一つ前のスラ

イドでお示しした課題内容についてそのまま

続けて話をしてもらうといった流れになって

おりました。さらに，動画撮影に関する留意

事項については，このように示しておりまし

た。例えば撮影の途中で機器を操作しないこ

とや，編集等の加工をしないように注意を促

していました。 
では，対面での面接ではなく，こうした動

画提出による評価にはどのようなメリットや

デメリットが考えられるでしょうか。まず，

先ほども話題にしましたように，細かい所作

の確認ですとか，双方向のやり取りができな

いといったデメリットはあるかと思います。

すなわち，受験者からの回答ですとか，提出

された書類などに対して掘り下げた質問をす

ることはできませんし，予想外の質問を投げ

かけることによるそれに対する対応力などを

見ることもできません。 
一方で，対面で面接を行う場合というのは，

面接者がしゃべり過ぎてしまい受験者に関す

る情報が十分に得られなかったり，関係のな

い質問をしてしまったりといったように，質

問の展開における誤りといったものが生じる

おそれがあると指摘されています。 
一方で，動画提出によって評価を行う場合

には，あらかじめ課題が定まっておりますの

で，こうした問題は生じにくいという利点は

あるかもしれません。また，面接試験におい

ては，待ち時間がストレスになったり，待ち

時間が受験者によって異なるという公平さの

問題があったりますけれども，こうした問題

もありません。さらに，採点する順序によっ

て結果が変動してしまうといった系列効果で

すとか，直前に面接した人物の特徴と比較し

て評価しやすい対比効果というものの存在が

知られておりますけれども，例えば動画提出

を求める場合には，採点順序をランダムにす

るといったような対応をすることを考えるこ

とができるため，こうした問題への対処方法

のバリエーションというものが広がっていき

ます。 
このように，代替措置というのは一見する

と問題が多いようにも見受けられるんですけ

れども，対面での面接における問題を克服で

きる可能性があるという点もありまして，メ

リットもあるというふうに言えるのではない

かと考えております。 
最後に，今後検証すべき課題について触れ

たいと思います。代替措置が適切であったか

どうかについては，妥当性と信頼性という観

点から検証することが望まれます。妥当性と

信頼性というのは，簡単に申しますと，まず

妥当性は評価したいと思っている特性を適切

に評価できている程度のことでして，信頼性
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というのは評価結果の一貫性ですとか安定性

のことを意味しております。例えば提出課題

の成績と大学入学後の成績の間には相関があ

るのかですとか，教員採用率が例年と比較し

てどの程度なのかといった観点から，試験の

適切性について確認することが考えられます。 
なお，妥当性と信頼性の問題は，キャンパ

スで実際に個別試験を行った場合にも重要に

なります。実際に本学教育学部において集団

面接を実施したのは今の学部 4 年生が最初で

して，集団面接を導入したことによって教員

採用率が上がったかどうかとか，あるいは教

員になった後の教員としての評価がどうなの

かといったことは，これから検証されること

になっております。このように，仮にキャン

パスで試験を行ったとしてもこういった点は

重要になるんですけれども，昨年度の取組み

がどうだったのかということについては改め

て当然今後検証していく必要があります。 
また，この問題と関連しまして，対面での

面接における評価と動画提出による評価とい

うものがどの程度一致するのかといったこと

を検証することも考えられます。ただし，実

際の選抜試験において動画提出と対面での面

接の両方を課して，その成績の関連を見ると

いったことは現実的には難しいと考えられま

すので，例えばこうした問題に関しましては，

実際の面接場面ではなく，心理学実験などで

検証するといったことが考えられるかもしれ

ません。 
それから，もちろん受験者の受け止めも重

要と言えます。すなわち，合否結果に対する

納得性や，手続きの適切性をどう認識したの

かといった受験者の観点からも昨年度の取組

みがどうだったのかといったことについて検

証していくことが求められます。 
昨年度というのは，意図せずしてこうした

対応策について考えることになったわけなん

ですけれども，選抜試験の在り方について考

えるきっかけとなったと捉えることはできる

かと思います。よりよい選抜試験の在り方で

すとか，不測の事態への対応について理解を

深めるためにも，昨年度の選抜試験を単なる

昨年度だけの代替措置として終わらせるので

はなく，成果や課題についてきちんと検証し，

今後に生かしていくことが何よりも重要だと

考えられます。ここに示させていただいたこ

とは，まだ検証ができていない段階でして，

大変申し訳ないんですけれども，これらの検

証は今後の課題とさせていただきまして，私

からの本日の現状報告を終わらせていただけ

ればと思います。本日はご清聴いただきまし

て誠にありがとうございました。 
 

（拍手） 
 
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  

鈴木先生，ありがとうございました。 
では，ここで休憩を取らせていただきたい

と思います。再開は，前方，皆様から見て右

上のデジタル時計で 16 時 20 分といたします。 
なお，基調講演及び現状報告の 5 名の先生

方への質問等の受付は，16 時 10 分で締め切

らせていただきます。来場参加の皆様はお手

元の QR コードから，オンライン参加の皆様

はオンライン参加者用ページより，あるいは

スクリーンに表示されている QR コードから，

ウェブ上での入力をお願いいたします。お手

洗いをご利用の際には，密集，密接を避ける

ようご配慮いただき，ソーシャルディスタン

スを保ってのご休憩をお願いいたします。そ

れでは，16 時 20 分まで休憩いただければ幸

いです。 
 

［休憩］ 
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面接における評価と動画提出による評価とい
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いったことは現実的には難しいと考えられま

すので，例えばこうした問題に関しましては，

実際の面接場面ではなく，心理学実験などで

検証するといったことが考えられるかもしれ

ません。 
それから，もちろん受験者の受け止めも重

要と言えます。すなわち，合否結果に対する

納得性や，手続きの適切性をどう認識したの

かといった受験者の観点からも昨年度の取組

みがどうだったのかといったことについて検

証していくことが求められます。 
昨年度というのは，意図せずしてこうした

対応策について考えることになったわけなん

ですけれども，選抜試験の在り方について考

えるきっかけとなったと捉えることはできる

かと思います。よりよい選抜試験の在り方で

すとか，不測の事態への対応について理解を

深めるためにも，昨年度の選抜試験を単なる

昨年度だけの代替措置として終わらせるので

はなく，成果や課題についてきちんと検証し，

今後に生かしていくことが何よりも重要だと

考えられます。ここに示させていただいたこ

とは，まだ検証ができていない段階でして，

大変申し訳ないんですけれども，これらの検

証は今後の課題とさせていただきまして，私

からの本日の現状報告を終わらせていただけ

ればと思います。本日はご清聴いただきまし

て誠にありがとうございました。 
 

（拍手） 
 
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  
鈴木先生，ありがとうございました。 
では，ここで休憩を取らせていただきたい

と思います。再開は，前方，皆様から見て右

上のデジタル時計で 16 時 20 分といたします。 
なお，基調講演及び現状報告の 5 名の先生

方への質問等の受付は，16 時 10 分で締め切

らせていただきます。来場参加の皆様はお手

元の QR コードから，オンライン参加の皆様

はオンライン参加者用ページより，あるいは

スクリーンに表示されている QR コードから，

ウェブ上での入力をお願いいたします。お手

洗いをご利用の際には，密集，密接を避ける

ようご配慮いただき，ソーシャルディスタン

スを保ってのご休憩をお願いいたします。そ

れでは，16 時 20 分まで休憩いただければ幸

いです。 
 

［休憩］ 
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第34回東北大学高等教育フォーラム
（2021.5.17）

鈴木 雅之

（横浜国立大学教育学部）

大学入試における

教員としての資質・能力の評価

2

https://www.asahi.com/edua/
article/13645513

3 4

 2017年に「教育人間科学部」から学校教育課程のみの「教育学部」に改編

 2018年度入学者選抜から，一般選抜において集団面接を実施

 2021年に課程名称を「学校教員養成課程」に変更

 教職大学院とも連動し，教育組織・カリキュラムを再編成

 3コース14専門領域で構成

 教育に関わる諸課題を総合的かつ多角的な見地から理解できる教員，実践
的かつ先進的な資質や能力を身につけた教員を養成し，すべての学生たち
を教員として世に送り出すことを目標

 すべての学生が小学校教諭一種免許状取得を求められている

 教科の専門領域では中学校教諭一種免許状，特別支援教育専門領域では
特別支援学校教諭一種免許状の取得が必須

横浜国立大学教育学部の概要

5

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

 教育学部（学校教員養成課程）は，学校教育に関心が高く，教員として子ども
の学びへの支援の方法を能動的かつ協働的に創造していこうとする強い熱意
を有する人を求めている

 子どもとコミュニケーションをとりながら共に学び続けたい人

 学校教育の充実，創造に貢献したい人

 特別支援教育の充実，創造に貢献したい人

 現代的な教育課題に対して，他者と協働して広い視野に立った解決策を
構想し実践したい人

横浜国立大学教育学部における各選抜の募集人員

6

総合型選抜
学校推薦型選抜

（地域枠） （全国枠）
一般選抜

言語・文化・
社会系

教育コース

自然・生活系
教育コース

芸術・身体・
発達支援系
教育コース

国 語

社 会

英 語

日 本 語 教 育

教 育 学

数 学

理 科

技 術

家 庭 科

音 楽

美 術

保 健 体 育

心 理 学

特別支援教育

13
専
門
領
域

18
名

英語 3名

理科 4名

募集なし 特別支援教育 1名

13専門領域

11名

国 語 4 名

社 会 4 名

英 語 4 名

日本語教育 3名

教 育 学 4 名

数 学 4 名

理 科 4 名

技 術 6 名

家 庭 科 6 名

音 楽 4 名

美 術 6 名

保 健 体 育 4名

心 理 学 5名

特別支援教育 5名

言語・文化・
社会系

教育コース
32名

自然・生活系
教育コース

29名

音 楽 7名

美 術 5名

保 健 体 育 7名

心 理 学 8 名

特別支援教育 12名
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現状報告 鈴木雅之（横浜国立大学）

新型コロナウイルス感染症対策に伴う選抜方法等の変更

7

変更前 変更後

自己推薦書，調査書，課題レポートの評価と
併せて，小論文試験を課して，それらの結果
を総合的に判断して第1次選抜合格者を決定し
ます。小論文試験は，小学校の授業風景を撮
影したビデオを視聴の上，与えられた課題の
論述を行います。

自己推薦書，調査書，課題レポートの評価と
併せて，小論文試験の内容に相当する課題を
課して，それらの結果を総合的に判断して第
1次選抜合格者を決定します。

総合型選抜・第1次選抜

「令和3年度（2021年度）入学者選抜要項」p.5より抜粋

新型コロナウイルス感染症対策に伴う選抜方法等の変更

8

総合型選抜・第2次選抜

変更前 変更後

提出書類の内容を基に，複数の面接員による個
人面接を行います。個人面接では，その場で与
えられた課題に対するプレゼンテーションを行
います。また，これまでの継続的な体験活動や
課題レポート等について説明していただき，教
育の今日的課題等の質問を行います。

面接試験の内容に相当する課題について，動画
での提出を課します。課題には，学校現場を想
定したプレゼンテーションを含みます。

「令和3年度（2021年度）入学者選抜要項」p.5より抜粋

新型コロナウイルス感染症対策に伴う選抜方法等の変更

9

変更前 変更後

小論文及び個人面接による試験，推薦書，調
査書，志願理由書，自己推薦書，英語専門領
域を志願する者のみ外部試験，音楽専門領域
を志願する者のみ聴音（2声の書き取り（大譜
表，8小節程度））の実技試験

小論文及び個人面接による試験に相当する課
題の提出物，推薦書，調査書，志願理由書，
自己推薦書，英語専門領域を志願する者のみ
外部試験，音楽専門領域を志願する者のみ聴
音の試験に代る実技検査（志願者が選んだ任
意の1曲の演奏録画による）

学校推薦型選抜

「令和3年度（2021年度）入学者選抜要項」p.5より抜粋

新型コロナウイルス感染症対策に伴う選抜方法等の変更

10

言語・文化・社会系教育コース，自然・生活系教育コース，
芸術・身体・発達支援系教育コース（心理学・特別支援教育専門領域）

変更前 変更後

集団面接試験と小論文 面接試験と小論文試験に相当する内容の動画
やレポート等の提出物

一般選抜（前期日程）・個別学力検査

芸術・身体・発達支援系教育コース（音学・美術・保健体育専門領域）

変更前 変更後

集団面接試験と，選択した専門領域の実技検査
「音楽の実技」「美術の実技」「体育の実技」

面接試験と，選択した専門領域の実技検査
「音楽の実技」「美術の実技」「体育の実技」
に相当する内容の写真や動画等の提出物

「令和3年度（2021年度）一般選抜学生募集要項」p.2より抜粋

一般選抜における試験科目設定の意図

11

 教員志望の熱意，コミュニケーションを想定した表現力・思考力の適性
を確認し，教員になるという意志が強く，教員になる上での資質の高い
学生を選抜するために，受験者全員に面接試験の内容に相当する動画作
成を課します

 「言語・文化・社会系教育コース」，「自然・生活系教育コース」，
「芸術・身体・発達支援系教育コース（心理学・特別支援教育専門領域）」を
受験する者には読解力・文章作成力・論理的思考力などの教員になる上
での基礎的な資質を評価するために小論文（教育課題論文）試験の内容に
相当するレポート作成を課します

 音楽・美術・保健体育専門領域を受験する者には，音楽・美術・体育の
実技検査の内容に相当する写真や動画の作成を課し，学校教員として必
要となる実技能力を備えているか評価します

「令和3年度（2021年度）一般選抜学生募集要項」p.47

教員としての資質・能力とは？

12

 教員として不易の資質・能力

 使命感や責任感，教育的愛情，教科や教職に関する専門的知識，
実践的指導力，総合的人間力，コミュニケーション能力等
（「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）」（中央教育審議会, 2015））

 「教育委員会が求める教員像」（文部科学省, 2011）

 教科等に関する優れた専門性と指導力，広く豊かな教養

 教育者としての使命感・責任感・情熱，子どもに対する深い愛情

 豊かな人間性や社会人としての良識，保護者・地域からの信頼

 教員採用選考試験

 教育者としての使命感，豊かな人間性や社会性，指導力等を備えた優れた
人材を確保することが求められ，人物評価を重視する傾向（日野, 2014）
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変更前 変更後

提出書類の内容を基に，複数の面接員による個
人面接を行います。個人面接では，その場で与
えられた課題に対するプレゼンテーションを行
います。また，これまでの継続的な体験活動や
課題レポート等について説明していただき，教
育の今日的課題等の質問を行います。

面接試験の内容に相当する課題について，動画
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成を課します
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受験する者には読解力・文章作成力・論理的思考力などの教員になる上
での基礎的な資質を評価するために小論文（教育課題論文）試験の内容に
相当するレポート作成を課します

 音楽・美術・保健体育専門領域を受験する者には，音楽・美術・体育の
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 教員として不易の資質・能力

 使命感や責任感，教育的愛情，教科や教職に関する専門的知識，
実践的指導力，総合的人間力，コミュニケーション能力等
（「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）」（中央教育審議会, 2015））

 「教育委員会が求める教員像」（文部科学省, 2011）

 教科等に関する優れた専門性と指導力，広く豊かな教養

 教育者としての使命感・責任感・情熱，子どもに対する深い愛情

 豊かな人間性や社会人としての良識，保護者・地域からの信頼

 教員採用選考試験

 教育者としての使命感，豊かな人間性や社会性，指導力等を備えた優れた
人材を確保することが求められ，人物評価を重視する傾向（日野, 2014）
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現状報告 鈴木雅之（横浜国立大学）

新型コロナウイルス感染症対策に伴う選抜方法等の変更

7

変更前 変更後

自己推薦書，調査書，課題レポートの評価と
併せて，小論文試験を課して，それらの結果
を総合的に判断して第1次選抜合格者を決定し
ます。小論文試験は，小学校の授業風景を撮
影したビデオを視聴の上，与えられた課題の
論述を行います。

自己推薦書，調査書，課題レポートの評価と
併せて，小論文試験の内容に相当する課題を
課して，それらの結果を総合的に判断して第
1次選抜合格者を決定します。

総合型選抜・第1次選抜

「令和3年度（2021年度）入学者選抜要項」p.5より抜粋

新型コロナウイルス感染症対策に伴う選抜方法等の変更

8

総合型選抜・第2次選抜

変更前 変更後

提出書類の内容を基に，複数の面接員による個
人面接を行います。個人面接では，その場で与
えられた課題に対するプレゼンテーションを行
います。また，これまでの継続的な体験活動や
課題レポート等について説明していただき，教
育の今日的課題等の質問を行います。

面接試験の内容に相当する課題について，動画
での提出を課します。課題には，学校現場を想
定したプレゼンテーションを含みます。

「令和3年度（2021年度）入学者選抜要項」p.5より抜粋

新型コロナウイルス感染症対策に伴う選抜方法等の変更

9

変更前 変更後

小論文及び個人面接による試験，推薦書，調
査書，志願理由書，自己推薦書，英語専門領
域を志願する者のみ外部試験，音楽専門領域
を志願する者のみ聴音（2声の書き取り（大譜
表，8小節程度））の実技試験

小論文及び個人面接による試験に相当する課
題の提出物，推薦書，調査書，志願理由書，
自己推薦書，英語専門領域を志願する者のみ
外部試験，音楽専門領域を志願する者のみ聴
音の試験に代る実技検査（志願者が選んだ任
意の1曲の演奏録画による）

学校推薦型選抜

「令和3年度（2021年度）入学者選抜要項」p.5より抜粋

新型コロナウイルス感染症対策に伴う選抜方法等の変更

10

言語・文化・社会系教育コース，自然・生活系教育コース，
芸術・身体・発達支援系教育コース（心理学・特別支援教育専門領域）

変更前 変更後

集団面接試験と小論文 面接試験と小論文試験に相当する内容の動画
やレポート等の提出物

一般選抜（前期日程）・個別学力検査

芸術・身体・発達支援系教育コース（音学・美術・保健体育専門領域）

変更前 変更後

集団面接試験と，選択した専門領域の実技検査
「音楽の実技」「美術の実技」「体育の実技」

面接試験と，選択した専門領域の実技検査
「音楽の実技」「美術の実技」「体育の実技」
に相当する内容の写真や動画等の提出物

「令和3年度（2021年度）一般選抜学生募集要項」p.2より抜粋

一般選抜における試験科目設定の意図

11

 教員志望の熱意，コミュニケーションを想定した表現力・思考力の適性
を確認し，教員になるという意志が強く，教員になる上での資質の高い
学生を選抜するために，受験者全員に面接試験の内容に相当する動画作
成を課します

 「言語・文化・社会系教育コース」，「自然・生活系教育コース」，
「芸術・身体・発達支援系教育コース（心理学・特別支援教育専門領域）」を
受験する者には読解力・文章作成力・論理的思考力などの教員になる上
での基礎的な資質を評価するために小論文（教育課題論文）試験の内容に
相当するレポート作成を課します

 音楽・美術・保健体育専門領域を受験する者には，音楽・美術・体育の
実技検査の内容に相当する写真や動画の作成を課し，学校教員として必
要となる実技能力を備えているか評価します

「令和3年度（2021年度）一般選抜学生募集要項」p.47

教員としての資質・能力とは？

12

 教員として不易の資質・能力

 使命感や責任感，教育的愛情，教科や教職に関する専門的知識，
実践的指導力，総合的人間力，コミュニケーション能力等
（「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について（答申）」（中央教育審議会, 2015））

 「教育委員会が求める教員像」（文部科学省, 2011）

 教科等に関する優れた専門性と指導力，広く豊かな教養

 教育者としての使命感・責任感・情熱，子どもに対する深い愛情

 豊かな人間性や社会人としての良識，保護者・地域からの信頼

 教員採用選考試験

 教育者としての使命感，豊かな人間性や社会性，指導力等を備えた優れた
人材を確保することが求められ，人物評価を重視する傾向（日野, 2014）

現状報告 鈴木雅之（横浜国立大学）

令和2年度公立学校教員採用選考試験の内容（文部科学省, 2020）

13

小学校 中学校 高校

一般教養 47 47 41
教職教養 64 64 56
専門教科 67 67 59
作文・小論文試験 43 41 36
個人面接 68 68 60
集団面接 45 46 40
模擬授業 48 49 39
場面指導 25 25 21
指導案作成 11 12 9

67都道府県・指定都市教育委員会，および大阪府豊能地区
教職員人事協議会（計68県市）の選考試験の内容

面接による評価（西郡, 2020）

14

 面接による評価の意義

 筆記試験では評価が難しい特性をコミュニケーションを通じて評価可能

 大学で何をしたいかを考えるきっかけとなるなどの教育的効果

 アドミッション・ポリシーを理解してもらう機会となる

 大学入試における面接の狙い

 志望分野に対する興味・関心の程度の確認

 志望分野における適性の確認

 学習習慣や行動力などに関する確認

 入学意思の確認

 受験者本人の人物特徴の確認

学校推薦型選抜（地域枠・専門領域枠なし）・面接試験の課題内容

15

 出身学校名と氏名

 神奈川県内で教職を志望する理由（2分程度）

 本学部入学後の学修計画（3分程度）

（入学後，どのようなことを，どのように学んでいきたいか）

 プレゼンテーション（6分程度）

 神奈川県内には様々な（人やもの，コトなどの）地域資源があります。
あなたが学校教員（小学校あるいは中学校）でこれらを活用した授業を行う場
合，どのような授業を実践したいですか。あなた自身がやってみたい授業
の構想についてプレゼンテーションしてください。
はじめに小学校もしくは中学校の対象学年，教科名，題材名を告げてから，
授業構想について説明してください。プレゼンテーションの方法について
特に制限はありません。

「令和3年度（2021年度）教育学部学校教員養成課程 学校推薦型選抜学生募集要項」p.14・15

動画の撮影内容

16

 撮影は下記の①と②について連続して行い，1つのファイルに保存すること

① 志願者本人の顔と写真票・受験票

動画の冒頭に写真票・受験票を，次に志願者本人の顔（正面）をそれぞれ
5秒程度，画面全体に収まるように撮影機器に近づいて撮影してください。
続いて，撮影を中断・一時停止せずに②の内容を撮影してください

②「課題内容」に示された志願する専門領域等の内容

①の撮影を済ませたら，撮影を中断・一時停止することなく志願者は定位
置に移動し，「課題内容」について撮影を継続してください。

「令和3年度（2021年度）教育学部学校教員養成課程 学校推薦型選抜学生募集要項」p.15・16

動画の撮影方法と動画作成に関する留意事項

17

 撮影は，志願者にとってプレゼンテーション等に最適であるアングルを定
めて行ってください。ただし，撮影の途中で撮影機器を操作（移動させる，倍

率を変える等）してはいけません。

 動画ファイルは，編集等の加工を一切してはいけません。加工が明らかに
確認された場合，採点の対象とならないことがあるので十分に注意してく
ださい。

 撮影は志願者以外の者が行っても構いませんが，撮影中にアドバイス等を
受けることは一切禁止します。

 志願者以外の者や試験に関係のない物，生活音（会話等）が録画，録音され
ないように注意すること。そのうえで，環境音（車の走行音や鳥の鳴き声など）

が入っても聴き取りに影響がない限り，特に撮り直しする必要はありませ
ん。

「令和3年度（2021年度）教育学部学校教員養成課程 学校推薦型選抜学生募集要項」p.16・17 18

ご清聴ありがとうございました

現状報告 鈴木雅之（横浜国立大学）

令和2年度公立学校教員採用選考試験の内容（文部科学省, 2020）

13

小学校 中学校 高校

一般教養 47 47 41
教職教養 64 64 56
専門教科 67 67 59
作文・小論文試験 43 41 36
個人面接 68 68 60
集団面接 45 46 40
模擬授業 48 49 39
場面指導 25 25 21
指導案作成 11 12 9

67都道府県・指定都市教育委員会，および大阪府豊能地区
教職員人事協議会（計68県市）の選考試験の内容

面接による評価（西郡, 2020）

14

 面接による評価の意義

 筆記試験では評価が難しい特性をコミュニケーションを通じて評価可能

 大学で何をしたいかを考えるきっかけとなるなどの教育的効果

 アドミッション・ポリシーを理解してもらう機会となる

 大学入試における面接の狙い

 志望分野に対する興味・関心の程度の確認

 志望分野における適性の確認

 学習習慣や行動力などに関する確認

 入学意思の確認

 受験者本人の人物特徴の確認

学校推薦型選抜（地域枠・専門領域枠なし）・面接試験の課題内容

15

 出身学校名と氏名

 神奈川県内で教職を志望する理由（2分程度）

 本学部入学後の学修計画（3分程度）

（入学後，どのようなことを，どのように学んでいきたいか）

 プレゼンテーション（6分程度）

 神奈川県内には様々な（人やもの，コトなどの）地域資源があります。
あなたが学校教員（小学校あるいは中学校）でこれらを活用した授業を行う場
合，どのような授業を実践したいですか。あなた自身がやってみたい授業
の構想についてプレゼンテーションしてください。
はじめに小学校もしくは中学校の対象学年，教科名，題材名を告げてから，
授業構想について説明してください。プレゼンテーションの方法について
特に制限はありません。

「令和3年度（2021年度）教育学部学校教員養成課程 学校推薦型選抜学生募集要項」p.14・15

動画の撮影内容

16

 撮影は下記の①と②について連続して行い，1つのファイルに保存すること

① 志願者本人の顔と写真票・受験票

動画の冒頭に写真票・受験票を，次に志願者本人の顔（正面）をそれぞれ
5秒程度，画面全体に収まるように撮影機器に近づいて撮影してください。
続いて，撮影を中断・一時停止せずに②の内容を撮影してください

②「課題内容」に示された志願する専門領域等の内容

①の撮影を済ませたら，撮影を中断・一時停止することなく志願者は定位
置に移動し，「課題内容」について撮影を継続してください。

「令和3年度（2021年度）教育学部学校教員養成課程 学校推薦型選抜学生募集要項」p.15・16

動画の撮影方法と動画作成に関する留意事項

17

 撮影は，志願者にとってプレゼンテーション等に最適であるアングルを定
めて行ってください。ただし，撮影の途中で撮影機器を操作（移動させる，倍

率を変える等）してはいけません。

 動画ファイルは，編集等の加工を一切してはいけません。加工が明らかに
確認された場合，採点の対象とならないことがあるので十分に注意してく
ださい。

 撮影は志願者以外の者が行っても構いませんが，撮影中にアドバイス等を
受けることは一切禁止します。

 志願者以外の者や試験に関係のない物，生活音（会話等）が録画，録音され
ないように注意すること。そのうえで，環境音（車の走行音や鳥の鳴き声など）

が入っても聴き取りに影響がない限り，特に撮り直しする必要はありませ
ん。

「令和3年度（2021年度）教育学部学校教員養成課程 学校推薦型選抜学生募集要項」p.16・17 18

ご清聴ありがとうございました
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第Ⅲ部　　討議
－パネルディスカッション－





討議――パネルディスカッション―― 
 

 

 
 

船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））：：      

皆様，大変お待たせいたしました。これよ

り第 3 部，討議に入らせていただきます。こ

こからは討議司会の担当者にマイクを渡しま

す。よろしくお願いいたします。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：    

結構時間が長くなってきましたけれども，

しばらくお付き合いください。討議の司会を

担当いたします東北大学の倉元でございます。

よろしくお願いいたします。 
 
末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：  

同じく入試センターの末永仁といいます。

どうぞよろしくお願いいたします。それでは，

まず最初に私のほうからご質問させていただ

きたいと思います。 
まず，今日ご発表された先生方，最初に発

表の補足，あるいはほかの方のお話を聞いた

上で改めてお話ししたい点がございましたら

お伺いしたいと思います。 
ちょっと順番，たぶんオンラインとステー

ジの上と混じるとやりにくいと思いますので，

オンラインの先生から先にお願いします。そ

れでは，立脇先生，お願いいたします。 
 

立立脇脇洋洋介介准准教教授授：： 

発表の途中でお聞き苦しいところがござい

まして，その点大変申し訳ございませんでし

た。 
補足というか，本当に感想になってしまい

ますけど，やはり私の発表の中でも言いまし

たけど，昨年に関してはそれぞれの立場で高

校，大学の先生方が何とかやって乗り切った

というのが本当に率直な感想だと思います。

その点で，こういう場でお互いにこういう状

況だったということが共有できれば，この 4
月以降実施していく入試は昨年よりよりよい

ものになるかなというふうに思っております。

以上です。 
 
末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございました。 
それでは，オンラインが先ということでし

たので，須磨学園の多田先生，お願いいたし

ます。 

―74― ―75―



多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：    

すみません，先ほどは音が随分割れてしま

っていたということで，申し訳ありませんで

した。今は大丈夫でしょうか。今音のほうは

割れていませんか。大丈夫ですかね。 
 

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：   

はい，大丈夫です。 
 

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：    

すみませんでした。さらに，持ち時間を

10 分オーバーしてしまいまして，本当に申

し訳ありませんでした。すみません，お聞き

苦しい時間としてしまいまして，本当に申し

訳ありませんでした。 
 

 
 

感想といいますか，各大学さんにおいての

取組みというのをこんなふうに知るという機

会は本当に全然ありませんので，すごく勉強

になりましたというところです。これからも

ぜひまた勉強させていただければと思います。

どうもありがとうございました。 
  

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございました。 
それでは，久保先生，お願いします。 
 

久久保保沙沙織織准准教教授授：： 

スライドの量からしても内容が盛りだくさ

んでございましたので，どうしても早口での

ご説明になってしまいましたことをお詫び申

し上げます。 
私も，大学側の取組みについてはある程度

知る機会があるんですけれども，このフォー

ラムによって私ども大学の人間としましては

高校側の状況，取組みについて知る大変よい

機会になったと考えております。 
あとは，立脇先生のご発表の中の最後の想

のところで厳格さ・公正性，負担の少なさと

安全性という，それらのバランスが大事とい

うお話もあったんですが，それに加えて鈴木

先生のご発表にあった実現可能性というとこ

ろも，非常にやはり入試を考える上では大事

なのではないかなということを改めて実感さ

せられました。以上です。 
 
末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございました。 
それでは，戸山高校，近藤先生，お願いい

たします。 
 

近近藤藤明明夫夫教教諭諭：：    

つたない話にお付き合いいただいて，本当

にありがとうございました。補足をというふ

うに言っていただきましたので，1 点だけ。 
コロナ禍ということですけれども，例えば

国全体としてはGIGAスクール構想とかそう

いったものをということで，やはり高校の現

場が，コロナだから仕方なくということでは

なくて，本当の意味でのオンライン授業など

にどうやって取組んでいったらいいのか，そ

ういったところはぜひ大学の先生方のご教示

もいただきたいなと思います。今日伺って，

本当に大変勉強になりました。 
そういう中で，久保先生のお話の中で，ど

ういう形で情報を発信していくのか，特にエ

ビデンスを取りながら，効果のあるもの，な
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多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：    

すみません，先ほどは音が随分割れてしま

っていたということで，申し訳ありませんで

した。今は大丈夫でしょうか。今音のほうは

割れていませんか。大丈夫ですかね。 
 

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：   

はい，大丈夫です。 
 

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：    

すみませんでした。さらに，持ち時間を

10 分オーバーしてしまいまして，本当に申

し訳ありませんでした。すみません，お聞き

苦しい時間としてしまいまして，本当に申し

訳ありませんでした。 
 

 
 

感想といいますか，各大学さんにおいての

取組みというのをこんなふうに知るという機

会は本当に全然ありませんので，すごく勉強

になりましたというところです。これからも

ぜひまた勉強させていただければと思います。

どうもありがとうございました。 
  

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございました。 
それでは，久保先生，お願いします。 
 

久久保保沙沙織織准准教教授授：： 

スライドの量からしても内容が盛りだくさ

んでございましたので，どうしても早口での

ご説明になってしまいましたことをお詫び申

し上げます。 
私も，大学側の取組みについてはある程度

知る機会があるんですけれども，このフォー

ラムによって私ども大学の人間としましては

高校側の状況，取組みについて知る大変よい

機会になったと考えております。 
あとは，立脇先生のご発表の中の最後の想

のところで厳格さ・公正性，負担の少なさと

安全性という，それらのバランスが大事とい

うお話もあったんですが，それに加えて鈴木

先生のご発表にあった実現可能性というとこ

ろも，非常にやはり入試を考える上では大事

なのではないかなということを改めて実感さ

せられました。以上です。 
 
末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございました。 
それでは，戸山高校，近藤先生，お願いい

たします。 
 

近近藤藤明明夫夫教教諭諭：：    

つたない話にお付き合いいただいて，本当

にありがとうございました。補足をというふ

うに言っていただきましたので，1 点だけ。 
コロナ禍ということですけれども，例えば

国全体としてはGIGAスクール構想とかそう

いったものをということで，やはり高校の現

場が，コロナだから仕方なくということでは

なくて，本当の意味でのオンライン授業など

にどうやって取組んでいったらいいのか，そ

ういったところはぜひ大学の先生方のご教示

もいただきたいなと思います。今日伺って，

本当に大変勉強になりました。 
そういう中で，久保先生のお話の中で，ど

ういう形で情報を発信していくのか，特にエ

ビデンスを取りながら，効果のあるもの，な

いもの，こういったあたりはぜひ高校の例え

ば授業改善とかそういったところにも生かせ

たらなと思うんですけれども，特にデータの

エビデンスの取り方で注意されている点なん

かがあったらばご教示いただけるとありがた

いなと，そんなふうに思いました。 
 

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございました。 
それでは，最後に横浜国立大学の鈴木先生，

お願いいたします。 
 

鈴鈴木木雅雅之之准准教教授授：：  

私もつたない内容でしたけれども，どうも

ありがとうございました。補足説明というの

は特にございませんので，感想になってしま

うんですけれども，私もほかの大学の取組み

ですとか高校の取組みというのを今日改めて

お聞きして，大変勉強になりました。 
特に私の今日の話はどうしても大学からの

視点でのお話になってしまったんですけれど

も，各高校はそれぞれが授業だったり学校行

事だったりの対応に追われる中で，本学のよ

うに従来とは異なる形で入試をするというふ

うになりますと，それに対する対応というも

のもさらにしなくてはいけないと思いますの

で，本学の取組をどういうふうに受け止めた

のか，率直なご意見や感想等，さらにお聞き

できればなというふうに思っております。ど

うぞよろしくお願いいたします。 
 
末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございました。 
  

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

冒頭のところで，講演の補足をお願いした

わけですけれども，企画した側の意図に関し

て若干ご説明をさせていただきます。コロナ

禍の下での大学入試というタイトルを付けた

わけですが，入試の実施場面に限った話では

ないということが一つポイントだと思ってい

ます。昨年，突如としてコロナという状況で，

高校も大学も大わらわに対応に追われたわけ

ですけれども，結局，高校での教育があり，

またその教育の中で大学というものをどうい

うふうにして知っていくかという，いわゆる

キャリア教育の場面があり，そして最後に入

試の実施というふうにつながっている。そう

いう一連の活動を含めてこのテーマを選びま

した。 
実は，ご質問の中で圧倒的に多かったのは，

個別のご関心でオンラインのこと，特に技術

的なことが多いかったのですけれども，その

話はもし時間が許せば最後の方に取り上げさ

せていただきたいと思います。 
まずは，ちょっと大きな話から行こうと思

います。おそらく，我々もそうなんですけれ

ども，とにかくいろんなことに追われながら

何を考えていたかというと，この非常時にあ

って「一番大事なもの」は何なんだろう，と

いうことです。それを保つために，他のもの

を犠牲にしていく，という選択を迫られたと

思うのですね。その状況にあって，二つお願

いしたいのですが，まず，高校側のお二人の

先生にそれぞれお聞きしたいのですね。「何

を大事にしようと思ったか」ということが 1
点目。一言で答えられないかもしれませんけ

ど。その中で，「大学に対してどういった対

応を求めていたのか」，どうしてほしかった

のか。今の時点のお気持ちもあるでしょうけ

ども，その時点に立ち返って，その辺のとこ

ろをまずお聞きしたいと思っています。 
大学側は，それぞれ今回お話しいただいた

テーマがあったわけですけれども，それに限

らず，高校側のコメントに答える形でも結構

ですので，それぞれ自分たちで「何を考えて，
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何を大事にして昨年対応したのか」というこ

とをお話しいただければと思います。 
まず，近藤先生からお願いします。 
 

近近藤藤明明夫夫教教諭諭：：  

それはもう私のちょうど 1 年前ぐらいの個

人的な気持ちですけれども，一番大事にした

かったことは，今直面する子供たち，高校生

たちが，穏やかな気持ちで臨んでほしい，そ

れが私としては一番大事にしていたことです。

ご案内のとおり，先ほど私の発表でも言いま

したけれども，彼らはもうずっとドタバタさ

せられて，英検取らないと大学受けられない

んじゃないかとか，共通テストが新しくなっ

てとかという中で，ただでさえ翻弄されてい

る中でコロナ禍という中で，彼らが穏やかに，

不安が少しでも軽減されたらいいなと，そん

なふうに思っていました。ですので，大学側

に当時望んでいたこととしては，いろんなこ

とをあんまり変えないでほしいってすごく思

っていました。世の中的には 9 月入学にした

ほうがいいんじゃないか，学びの遅れに対応

して何とかとか，共通テストも 1 回じゃなく

て 2 回，2 回じゃなくて 3 回とか，どの時期

に受けたいと思うか，文科省のほうから調査

も入りました。でも，穏やかな気持ちで受け

られる，安心して大丈夫だよというところを

見せてほしい。ですから，先ほど東北大学様

のオンラインでの相談会の話なんかもありま

したけれども，やっぱり行かれなくなってど

うしようという中でああいう取組みはすごく

ありがたかったなと，そんなふうに思ってい

ます。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございます。 
多田先生，いかがでしょうか。何を大事に

思っていたか，大学にどんなことを要求した

かったか・・・。 
 

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：  

先ほどのプレゼンの中身と少し重なってし

まう部分もありますが，とにかく生徒に不安

を与えないということを何よりも考えていま

した。ですので，いつもどおりプラス αとい

う，いつもどおり学校はやってますよという

ことを一番大事にしようというふうに考えて

いました。 
大学に求めるものは，先ほどの近藤先生と

全く，くしくも全く同じなんですけれども，

とにかく早く情報が欲しかったというのと，

できるだけ変わらないでほしいというのが，

変な話こちらでの感想でした。オープンキャ

ンパスがどうしてもできないものに対しての

代替案というのは何かいただけたら，すごい

ありがたかったなというふうに思います。以

上です。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございます。 
それでは，大学側は答えにくい部分もある

のだろうと思うのですけれども，まず，鈴木

先生，実は，おそらく多くの方が期待をして

いたのは，横浜国立大学が早期に「個別試験

を実施しない」という決定をされた，そのこ

とに関してみんな知りたいと思っていると思

うのです。今日のお話を伺っていると，少な

くとも教育学部に関しては，大きく変えると

いうよりも，例年実施していることを変えな

いでいこうという発想で臨まれたのかな，と

感じるわけです。そうすると，大学全体とし

てどういう議論があったかは別にして，世間

一般に思われているイメージとはちょっと違

った考えがあったのかな，というようなこと

も思ったところなんですが，どうでしょう。 
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何を大事にして昨年対応したのか」というこ

とをお話しいただければと思います。 
まず，近藤先生からお願いします。 
 

近近藤藤明明夫夫教教諭諭：：  

それはもう私のちょうど 1 年前ぐらいの個

人的な気持ちですけれども，一番大事にした

かったことは，今直面する子供たち，高校生

たちが，穏やかな気持ちで臨んでほしい，そ

れが私としては一番大事にしていたことです。

ご案内のとおり，先ほど私の発表でも言いま

したけれども，彼らはもうずっとドタバタさ

せられて，英検取らないと大学受けられない

んじゃないかとか，共通テストが新しくなっ

てとかという中で，ただでさえ翻弄されてい

る中でコロナ禍という中で，彼らが穏やかに，

不安が少しでも軽減されたらいいなと，そん

なふうに思っていました。ですので，大学側

に当時望んでいたこととしては，いろんなこ

とをあんまり変えないでほしいってすごく思

っていました。世の中的には 9 月入学にした

ほうがいいんじゃないか，学びの遅れに対応

して何とかとか，共通テストも 1 回じゃなく

て 2 回，2 回じゃなくて 3 回とか，どの時期

に受けたいと思うか，文科省のほうから調査

も入りました。でも，穏やかな気持ちで受け

られる，安心して大丈夫だよというところを

見せてほしい。ですから，先ほど東北大学様

のオンラインでの相談会の話なんかもありま

したけれども，やっぱり行かれなくなってど

うしようという中でああいう取組みはすごく

ありがたかったなと，そんなふうに思ってい

ます。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございます。 
多田先生，いかがでしょうか。何を大事に

思っていたか，大学にどんなことを要求した

かったか・・・。 
 

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：  

先ほどのプレゼンの中身と少し重なってし

まう部分もありますが，とにかく生徒に不安

を与えないということを何よりも考えていま

した。ですので，いつもどおりプラス αとい

う，いつもどおり学校はやってますよという

ことを一番大事にしようというふうに考えて

いました。 
大学に求めるものは，先ほどの近藤先生と

全く，くしくも全く同じなんですけれども，

とにかく早く情報が欲しかったというのと，

できるだけ変わらないでほしいというのが，

変な話こちらでの感想でした。オープンキャ

ンパスがどうしてもできないものに対しての

代替案というのは何かいただけたら，すごい

ありがたかったなというふうに思います。以

上です。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございます。 
それでは，大学側は答えにくい部分もある

のだろうと思うのですけれども，まず，鈴木

先生，実は，おそらく多くの方が期待をして

いたのは，横浜国立大学が早期に「個別試験

を実施しない」という決定をされた，そのこ

とに関してみんな知りたいと思っていると思

うのです。今日のお話を伺っていると，少な

くとも教育学部に関しては，大きく変えると

いうよりも，例年実施していることを変えな

いでいこうという発想で臨まれたのかな，と

感じるわけです。そうすると，大学全体とし

てどういう議論があったかは別にして，世間

一般に思われているイメージとはちょっと違

った考えがあったのかな，というようなこと

も思ったところなんですが，どうでしょう。 
 

鈴鈴木木雅雅之之准准教教授授：：  

あくまでも私個人の見解になるんですけれ

ども，まず先ほどお話しされましたなるべく

変わらないでほしいという点に言及させてい

ただきますと，ころころ変わらないでほしい

という考えをそのまま受け止めるのでしたら，

従来のとおりキャンパスで個別試験を従来と

全く同じ内容で行う，2 年前予告していた内

容で行うというのが最もふさわしいのだと思

うんですけれども，恐らく本学の考えとしま

しては，この先変わることを一番避けたかっ

たというふうに思うんですね。つまり変わら

ないという点では，「今年はこういう対応を

します」っていうふうに言わないことが一番

望ましいんだと思うんですけれども，少なく

とも昨年の 7 月末の段階で，その半年後の状

況が全く読めない状況だったと思います。 
 

 

 
もしかすると共通テストすらできないかも

しれないといったような話もささやかれる中

でしたので，どうすればこの先変わらずに，

もうこれで行きますと 7 月末の時点で決めて，

変わらずにいられるのかという観点でこうい

った決定がなされたのかなと。その点，受験

生の安心・安全というのももちろんあります。

移動しないことによる安心・安全というのも

あると思いますけれども，そういったその先

変えないといったことが重視されたのかなと

いうふうに考えております。 
今，倉元先生からいただきました教育学部

の考え方としましては，ほかの教育学部の教

員がどういう価値観，考えなのか私には十分

にわかっておりませんけれども，やはり今日

お話しさせていただきましたように，アドミ

ッション・ポリシーを非常に大切にしており

ます。横浜国立大学の教育学部は教員養成と

いうイメージをあまり持たれていないようで

して，これはもしかすると，今日，久保先生

のお話を伺って，うちの広報不足が原因の一

つなのかもしれないというふうにもちょっと

思ったんですけれども，横浜国立大学は，何

ていうんでしょう，立地という点ですとか，

イメージ的に就職もいいとかということを持

たれて，安易に受験するような受験生もいる

ということを問題意識として持っております

ので，アドミッション・ポリシーに準じて，

従来と変わらない形で入試をしたいという考

えを持っていた教員は少なくなかったのでは

ないかというふうに考えております。以上と

させていただきます。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございます。 
立脇先生，よろしいでしょうか。感染状況

の地域差というようなこともあって，九州大

学では相当いろいろ検討されて，実際に動か

れたということですけれども，いかがでしょ

う。 
 

立立脇脇洋洋介介准准教教授授：：  

まず，大学にとってのとか高校にとっての

とか，それぞれの立場ごとに検討はいたしま

して，まず大学にとってはとにかく 4 月に入

学者が入っていること，そこが大前提，最も
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大事にしていることです。その上で，発表の

最後にもお話ししましたけれど，入試として

の公正性とか厳格さということ，あと受験生

にとっての安全性，それともう一つが，繰り

返しになりますけれども受験生の負担という

のをやっぱりバランスを取ってやらなければ

いけないということは常に心がけました。 
 

 
 

高校側の要望で出てきた中で，非常に大学

としての対応が難しかったところとしまして

は，早く発表してほしいということとできる

だけ変えずにということが実は矛盾をしてい

るといいますか，早く発表すればするほど，

横浜国立大学のように安全策のものなら早く

発表できますけど，それは大きく変えたもの

になってしまいます。 
ですので，そのぎりぎりのところでという

ところで，高校側にご迷惑をかけたかなとい

うのは思いますが，ただできるだけ変えずに

というところで，実際にいくつかの学部から，

例えば新しく教科試験を課すということは可

能かということとか，ディスカッションの総

合型を実施している学部が，ディスカッショ

ンを対面でやるのはリスクが高いので，もう

それは全部やめて，一般選抜に定員を振って

いいかというようなことを内々に相談に来た

ときは，それは全てダメですと。高校に対す

るネガティブな影響が大き過ぎますので，あ

くまで現在やっているものの枠組みの中で変

更するようにしてくださいというようなこと

は言っていますので，そこがもし高校側の考

えているものよりも変更が多かったらそれは

申し訳なかったと思います。以上です。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございました。「三つのバラン

ス」というところがキーワードになっていた

かと思いますね。 
久保先生は，実は，昨年度赴任されて，い

きなりコロナだったんですよね。今の立場で

大学入試を経験するのも初めてであったので

すけれども，まず最初に，あまり事情を知ら

ない形で来られて，1 年経験されて，どんな

ことを感じますか？今の視点でいうと。どん

な話をしてきたっていうふうに自分で思われ

ますか，東北大学で。 
 

久久保保沙沙織織准准教教授授：：  

やはり東北大学の立場といたしましては，

これまで受験に向けて努力をしてきた受験生

を守ること，第一に受験生ですが，それから

受験生に限らず志願者，高校生，そしてそれ

にかかわっていらっしゃる高校教員，あるい

は保護者の皆さんの不安を解消することとい

うことが最優先だという前提の下に，この東

北大学の入試あるいは入試広報活動が動いて

いるということを心から実感して，その実現

のために取組んでまいりました。 
これまで勉強させていただく中で，実際に

東北大学では高大接続改革等に関しましても

大きく変えないという点は貫いてきたという

ふうに認識しております。その中で，広報と

いう観点では，少しでも早く入試に関連する

情報，あるいは大学の学習状況に関する情報

を伝えようということを一番大事にして取組

んでまいりました。 
その観点の下で，まず 6 月の初めから進学

―80―



大事にしていることです。その上で，発表の

最後にもお話ししましたけれど，入試として

の公正性とか厳格さということ，あと受験生

にとっての安全性，それともう一つが，繰り

返しになりますけれども受験生の負担という

のをやっぱりバランスを取ってやらなければ

いけないということは常に心がけました。 
 

 
 

高校側の要望で出てきた中で，非常に大学

としての対応が難しかったところとしまして

は，早く発表してほしいということとできる

だけ変えずにということが実は矛盾をしてい

るといいますか，早く発表すればするほど，

横浜国立大学のように安全策のものなら早く

発表できますけど，それは大きく変えたもの

になってしまいます。 
ですので，そのぎりぎりのところでという

ところで，高校側にご迷惑をかけたかなとい

うのは思いますが，ただできるだけ変えずに

というところで，実際にいくつかの学部から，

例えば新しく教科試験を課すということは可

能かということとか，ディスカッションの総

合型を実施している学部が，ディスカッショ

ンを対面でやるのはリスクが高いので，もう

それは全部やめて，一般選抜に定員を振って

いいかというようなことを内々に相談に来た

ときは，それは全てダメですと。高校に対す

るネガティブな影響が大き過ぎますので，あ

くまで現在やっているものの枠組みの中で変

更するようにしてくださいというようなこと

は言っていますので，そこがもし高校側の考

えているものよりも変更が多かったらそれは

申し訳なかったと思います。以上です。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございました。「三つのバラン

ス」というところがキーワードになっていた

かと思いますね。 
久保先生は，実は，昨年度赴任されて，い

きなりコロナだったんですよね。今の立場で

大学入試を経験するのも初めてであったので

すけれども，まず最初に，あまり事情を知ら

ない形で来られて，1 年経験されて，どんな

ことを感じますか？今の視点でいうと。どん

な話をしてきたっていうふうに自分で思われ

ますか，東北大学で。 
 

久久保保沙沙織織准准教教授授：：  

やはり東北大学の立場といたしましては，

これまで受験に向けて努力をしてきた受験生

を守ること，第一に受験生ですが，それから

受験生に限らず志願者，高校生，そしてそれ

にかかわっていらっしゃる高校教員，あるい

は保護者の皆さんの不安を解消することとい

うことが最優先だという前提の下に，この東

北大学の入試あるいは入試広報活動が動いて

いるということを心から実感して，その実現

のために取組んでまいりました。 
これまで勉強させていただく中で，実際に

東北大学では高大接続改革等に関しましても

大きく変えないという点は貫いてきたという

ふうに認識しております。その中で，広報と

いう観点では，少しでも早く入試に関連する

情報，あるいは大学の学習状況に関する情報

を伝えようということを一番大事にして取組

んでまいりました。 
その観点の下で，まず 6 月の初めから進学

説明会・相談会，これは高校生や受験生に向

けたサイトですが，それをオープンさせて，

大学に関する情報，入試に関する情報を届け

ました。続いて，7 月 13 日からは入試説明

会ということで，高校教員を対象にした広報

活動を行って，先生の側からも生徒さんに少

しでも安心を与えてほしいというようなこと

を，その説明会の中でも実際に訴えてきまし

た。7 月末にはオンラインオープンキャンパ

スのサイトもオープンして，9 月にはライブ

イベントも，という形で進めてまいりました。 
ただ，広報をやっていく中で，先ほど立脇

先生からのお話にもあったと思うんですけれ

ども，変えないで，でも少しでも早く，とい

うところで言うと，実際に入試に関する様々

な文科省からの情報や国大協からの情報も遅

れていた情況がございますので，早くと思え

ば思うほど正確性や公表できる内容に制限が

出てしまうという点に関しては，ジレンマだ

ったなと振り返っております。 
また，鈴木先生のお話で，東北大学の広報

を見習いたいというありがたいお言葉をいた

だきましたけれども，東北大学に来てみて実

際にわかったこととしては，事務系の職員さ

んはもちろんですけれども，東北大学の入試

広報活動は，教員も相当な労力をかけて取組

んでいるということが非常に特徴的だなと感

じております。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございます。 
今のディスカッションは「なるべく変えな

い」というキーワードだったんですが，これ

は入試に向かっている受験生が今までやって

きたことを無駄にさせてはいけないというと

ころでの発想，それはもう共通だと思うんで

すけれども，もしかするとそれが誤解を生む

かなと思ったところもありまして。それは何

かというと，「この先一切変えない」という

意味ではないんですよね。コロナという状況

もあります。その中で，入試を「今までどう

変えてきたか」ということも含めて，「どう

変わっていくべきか」というところにおそら

く考え方の違いが表れているんじゃないかな

と思います。 
全部しゃんしゃんで終わるとおもしろくな

いので，ちょっと違った点を浮き彫りにする

ために，まず鈴木先生，もともと教育学部で

は一般入試ですね，今の一般選抜の個別試験

で学力検査を課していないですよね。それは

一体どういう意図によるのかということと，

それはこの先どうなっていくか，どうしてい

くというのは先生のお立場からは言えないだ

ろうから，どうなっていってほしいと思われ

ているかというようなことをちょっと伺って

いいですか。 
 

鈴鈴木木雅雅之之准准教教授授：： 

はい，ありがとうございます。 
ちょっと無責任な回答になってしまうかも

しれないんですけれども，私が横浜国立大学

に来て今 6 年目でして，私が着任したときは

いわゆる総合問題という形で個別学力検査は

実施されていました。ただ，もう私が着任し

た当時には，ちょっと記憶が曖昧で申し訳な

いんですけれども，小論文に変えるというこ

とが決まっていたと記憶しております。です

ので，総合問題も学力検査と捉えるかどうか

という考え方もあるとは思うんですけれども，

なぜ今の形になったのかということを実は私

は詳細には把握していないんですね。ただ，

小論文試験に変えた背景としましては，やは

り教員養成というのがキーワードになってお

りまして，これは公表されている情報ですの

で話題にしますけれども，国立の教員養成課

程において，本学は教員採用率が毎年のよう
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にワースト何位とかという形で非常に低いん

ですね。これは受験しても受からないという

わけではなくて，受験率が低いんですね。大

体一学年の 5 割ぐらいしか教員採用試験をそ

もそも受験していなくて，この時点で全国平

均を下回るぐらいなんですけれども，そうし

た背景がありまして，なるべく教職に対する

熱意の高い学生を集めたいという考えはあっ

たようです。すなわち総合問題ですと，例え

ばもともと工学部に行きたかったんだけれど

も，センター試験であまり成績がよくなかっ

たので，特に対策しなくても受験できそうで，

かつセンター試験の比重が比較的大きい横浜

国立大学を受験しましたという学生が，私が

着任した当時も結構いたんですね。 
そういった学生は，もともとやっぱり教員

を目指していないわけですので，ミスマッチ

が起きてしまいまして，本人にとってもやっ

ぱり，何でしょう，望むものを学ぶ場として

は適切とは言い難いですし，我々としまして

もやっぱり教員養成をしていくというのをミ

ッションとしているにもかかわらず，最初か

ら教員になる気はないといった学生がいると，

なかなか難しい部分があります。特に必ず教

育実習に行きますので，教育実習，本学の場

合は全ての学生が附属で実習を行うわけでは

なくて，一般校に行く学生も多いんですけれ

ども，教員志望でない学生が実習に行ってし

まうと，実習先の小学校，中学校あるいは高

校にもご迷惑をかけてしまいますので，そう

いった観点からも教職への志望が高い学生を

集めることがかなり重要といったところで，

小論文試験を恐らく課すという結論に至った

んだと思います。さらに，それに加えて面接

試験も課すといった決定をするようになりま

した。 
今後の展望に関しましては，なかなか難し

い点はあるんですけれども，まずはやっぱり

小論文試験を導入して初めて卒業したのがこ

の間の 3 月の学生でして，面接を導入して初

めて卒業するのが今の学部の 4 年生なんです

ね。すなわち，今の個別試験の形になってか

らの成果の検証がまだ時期的に十分にはでき

ていない段階にあると思います。私個人の考

えとしましては，今の試験の在り方の適切性

を評価する前にまた変えるというのはあまり

好ましくないのではないかというふうに思っ

ていますので，現在の入試の形になってどう

いった成果と課題があるのかといったことを

検証してから，きちんと吟味をして，内容に

ついて検討するしかないだろうというふうに

思っていますので，長々としゃべって全然中

身がないもので申し訳ないんですけれども，

今現在の中ではこうしたほうがいいとかこう

すべきだという考えがあるわけではなくて，

今の形をまずきちんと検証するのが先決だろ

うというふうに思っております。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

基本的には，きちんと志望のはっきりした

学生が欲しいというところが課題だったとい

う受け止めでよろしいのですね。 
さて，立脇先生，コロナで集まるのが遠く

から来るのが難しい，ということは重々わか

ります。感染状況がひどい場合には，これか

ら変異株なんかも出てきますので，・・・今

の感染機序からいくと入試のリスクは低いわ

けですけど，・・・今後どうなるか分からな

いということはもちろんあります。ただ，高

大接続改革の検証の中でも，やはり記述問題

の重要性って，それは個別試験でやるしかな

い，というようなことを言われていますよね。

それで，実際，・・・これは内緒なのかよく

分からないんですけど，・・・ある段階では

旧帝大の中で，もし移動が制限された場合に

それぞれの受験生をその場で受験させること
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にワースト何位とかという形で非常に低いん

ですね。これは受験しても受からないという

わけではなくて，受験率が低いんですね。大

体一学年の 5 割ぐらいしか教員採用試験をそ

もそも受験していなくて，この時点で全国平

均を下回るぐらいなんですけれども，そうし

た背景がありまして，なるべく教職に対する

熱意の高い学生を集めたいという考えはあっ

たようです。すなわち総合問題ですと，例え

ばもともと工学部に行きたかったんだけれど

も，センター試験であまり成績がよくなかっ

たので，特に対策しなくても受験できそうで，

かつセンター試験の比重が比較的大きい横浜

国立大学を受験しましたという学生が，私が

着任した当時も結構いたんですね。 
そういった学生は，もともとやっぱり教員

を目指していないわけですので，ミスマッチ

が起きてしまいまして，本人にとってもやっ

ぱり，何でしょう，望むものを学ぶ場として

は適切とは言い難いですし，我々としまして

もやっぱり教員養成をしていくというのをミ

ッションとしているにもかかわらず，最初か

ら教員になる気はないといった学生がいると，

なかなか難しい部分があります。特に必ず教

育実習に行きますので，教育実習，本学の場

合は全ての学生が附属で実習を行うわけでは

なくて，一般校に行く学生も多いんですけれ

ども，教員志望でない学生が実習に行ってし

まうと，実習先の小学校，中学校あるいは高

校にもご迷惑をかけてしまいますので，そう

いった観点からも教職への志望が高い学生を

集めることがかなり重要といったところで，

小論文試験を恐らく課すという結論に至った

んだと思います。さらに，それに加えて面接

試験も課すといった決定をするようになりま

した。 
今後の展望に関しましては，なかなか難し

い点はあるんですけれども，まずはやっぱり

小論文試験を導入して初めて卒業したのがこ

の間の 3 月の学生でして，面接を導入して初

めて卒業するのが今の学部の 4 年生なんです

ね。すなわち，今の個別試験の形になってか

らの成果の検証がまだ時期的に十分にはでき

ていない段階にあると思います。私個人の考

えとしましては，今の試験の在り方の適切性

を評価する前にまた変えるというのはあまり

好ましくないのではないかというふうに思っ

ていますので，現在の入試の形になってどう

いった成果と課題があるのかといったことを

検証してから，きちんと吟味をして，内容に

ついて検討するしかないだろうというふうに

思っていますので，長々としゃべって全然中

身がないもので申し訳ないんですけれども，

今現在の中ではこうしたほうがいいとかこう

すべきだという考えがあるわけではなくて，

今の形をまずきちんと検証するのが先決だろ

うというふうに思っております。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

基本的には，きちんと志望のはっきりした

学生が欲しいというところが課題だったとい

う受け止めでよろしいのですね。 
さて，立脇先生，コロナで集まるのが遠く

から来るのが難しい，ということは重々わか

ります。感染状況がひどい場合には，これか

ら変異株なんかも出てきますので，・・・今

の感染機序からいくと入試のリスクは低いわ

けですけど，・・・今後どうなるか分からな

いということはもちろんあります。ただ，高

大接続改革の検証の中でも，やはり記述問題

の重要性って，それは個別試験でやるしかな

い，というようなことを言われていますよね。

それで，実際，・・・これは内緒なのかよく

分からないんですけど，・・・ある段階では

旧帝大の中で，もし移動が制限された場合に

それぞれの受験生をその場で受験させること

はできないか，つまり，うち（東北大）で九

大志望の学生さんを受験させることはできな

いか，みたいな話題が出たことはあったので

すよ。旧帝大として共通テストの重要性だけ

をおっしゃるのは，同じような立場の大学と

してはどうかな，と思った次第なんですが，

立脇先生，どうでしょう。 
 

立立脇脇洋洋介介准准教教授授：：  

あくまで本日お話しした内容，一般選抜は

実施するという前提でお話をしております。 
一般選抜が中止とか，集まることができない

ということは，それは国立大学に関しては九

州大学だけではなくてほぼ全国の大学が同じ

日に似たような状況だということを考えます

と，うちの大学だけどうこうということをも

う超えているので，そこも別で検討すること

が必要だということで，個別で行えるような

総合型と学校推薦型に関しては具体的なオプ

ションを検討してつくったというのが本学の

昨年の状況でございます。 
倉元先生おっしゃるように，記述に関する

ところというのは，本日発表を一部省略いた

しましたが，実際に小論文だったところを学

校推薦型で代替として口頭試問であったりと

かに変更した学部に関しては，やっぱり書く

力に関してどうだったかということは入った

学生に関して検証が絶対必要だということは

皆さんおっしゃっていますので，そこに関し

ては当然必要だとは思っております。お答え

になっておりますでしょうか。 
 
倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

個別学力検査を軽視しているということで

はないという理解でよろしいですね。 
 

立立脇脇洋洋介介准准教教授授：：  

そうです。そのとおりです。 

 
倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

わかりました。 
今の議論をお聞きになって，高校側からコ

メントが欲しいんですけれど，まずは近藤先

生，お願いします。 
 

近近藤藤明明夫夫教教諭諭：：  

おっしゃるとおりだと思います。やはり特

に難関国立と言われるような，言い方がいい

かどうかわかりませんけれども，二次試験を

しっかりやるんだと，それに向けてしっかり

力をつけてくださいというメッセージ，先ほ

ど「変わらないでもらいたい」ということが

ちょっと誤解があったかと思うんですけれど

も，フェアな戦いであればいいと思うんです。 
 

 

 
例えばうちにも九大を目指して，現役で受

けて，ダメだった，「先生，来年も絶対九大

受けるから」っていう子がいるわけですね。

その例えば既卒の生徒も含めて，ルールが変

わることでフェアな戦いでないことが嫌だな

ってすごく思います。ですから，二次試験を

重視していく，それはやはりそれぞれの国立

大学さんが工夫を凝らして，力をつけて来い

よと。ですから，ちょっとこういう場で少し
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ケンカを売るような言い方になりますけれど

も，それを放棄してしまって共通テストだけ

で，先ほど来のご説明はわかるんですけれど

も，やっぱりすごく違和感がありましたし，

大学さんのほうはどう考えているかわかりま

せんけれども，「共通テストだけで入れるん

だったら，横浜国大に別に行きたいわけじゃ

なかったけど，共通テストが点数が取れちゃ

ったから行きます」っていう子がうちもいま

した。ですから，それはやはり足並みが揃え

ばまた別だとは思いますけれども，結果的に

はやはり横浜国大さんが何を考えてやられた

かということはすごくわかりますけれども，

高校の現場からするとやはり二次試験に向け

てしっかり力つけてよっていうメッセージを

捨ててしまったように思えました。ちょっと

言い過ぎでしょうか。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございます。 
多田先生，お願いします。実は多田先生の

須磨学園は，ありがたいことに，本学，東北

大学とあと九州大学に同時に大きな関心を抱

いてくださった。その関係もあって今回登場

いただいたこともあるんですけれども，多田

先生，お願いします。 
 

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：  

関心を抱いたというのはどの部分でかちょ

っとわかりませんが，推薦入試はたくさん確

かに出願をさせてもらいました。 
私は逆に，先ほどの近藤先生とは意見がま

た異なるかもわかりませんが，二次試験でも

その人物の学力をはかると。さらに，推薦に

おいても学力以外の，その子がその大学に入

った後の活躍ができるかどうかということを

大学の先生が判断されるという，何といいま

すか，いろいろな側面でその人物像を評価す

るということ自体にはどちらかというと賛成

をしています。ですので，横浜国立大学さん

のほうがそちらに必要な学力が共通テストで

満足できると考えられて，それを選択するの

であればそれでよいと思いますし，東北大学

さんや九州大学さんのような，それ以外の面

でもはかることが可能だからというのでそれ

を全面的に押し出していくというのもいいと

思います。僕は選択肢が増えるという意味に

おいてはフェアであるというふうに考えてい

ますので，いろいろな選択肢があって，いろ

いろな大学さんがいろいろな観点でその高校

生を判断してくれるということは，私はすご

く魅力的なことだなというふうに感じていま

す。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございました。 
この話も延々とすると長くなりそうですの

で，そろそろ司会を交代いたします。 
 

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：  

それでは，私のほうからなんですけど，オ

ンラインで質問が寄せられているので，特に

広報活動について久保先生に質問があります。

今から 3 点ほど質問がありますので，それぞ

れお答えいただければと思います。 
まず 1 点目は，「久保先生の説明に「広報

活動の広域化」というワードがあったと思う

んですけど，そのことによって学生の出願状

況や合格者の状況に対して何らかの効果があ

ったとお考えでしょうか。特に志願者，合格

者の地域比率への影響はありましたでしょう

か」，これが一つ目です。 
二つ目，「2020 年度オンライン入試説明会

における地域ごとの志願者数と参加者数との

相関について質問いたします。ここでの参加

者数は，入試説明会の対象となる高校教員の
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ケンカを売るような言い方になりますけれど

も，それを放棄してしまって共通テストだけ

で，先ほど来のご説明はわかるんですけれど

も，やっぱりすごく違和感がありましたし，

大学さんのほうはどう考えているかわかりま

せんけれども，「共通テストだけで入れるん

だったら，横浜国大に別に行きたいわけじゃ

なかったけど，共通テストが点数が取れちゃ

ったから行きます」っていう子がうちもいま

した。ですから，それはやはり足並みが揃え

ばまた別だとは思いますけれども，結果的に

はやはり横浜国大さんが何を考えてやられた

かということはすごくわかりますけれども，

高校の現場からするとやはり二次試験に向け

てしっかり力つけてよっていうメッセージを

捨ててしまったように思えました。ちょっと

言い過ぎでしょうか。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございます。 
多田先生，お願いします。実は多田先生の

須磨学園は，ありがたいことに，本学，東北

大学とあと九州大学に同時に大きな関心を抱

いてくださった。その関係もあって今回登場

いただいたこともあるんですけれども，多田

先生，お願いします。 
 

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：  

関心を抱いたというのはどの部分でかちょ

っとわかりませんが，推薦入試はたくさん確

かに出願をさせてもらいました。 
私は逆に，先ほどの近藤先生とは意見がま

た異なるかもわかりませんが，二次試験でも

その人物の学力をはかると。さらに，推薦に

おいても学力以外の，その子がその大学に入

った後の活躍ができるかどうかということを

大学の先生が判断されるという，何といいま

すか，いろいろな側面でその人物像を評価す

るということ自体にはどちらかというと賛成

をしています。ですので，横浜国立大学さん

のほうがそちらに必要な学力が共通テストで

満足できると考えられて，それを選択するの

であればそれでよいと思いますし，東北大学

さんや九州大学さんのような，それ以外の面

でもはかることが可能だからというのでそれ

を全面的に押し出していくというのもいいと

思います。僕は選択肢が増えるという意味に

おいてはフェアであるというふうに考えてい

ますので，いろいろな選択肢があって，いろ

いろな大学さんがいろいろな観点でその高校

生を判断してくれるということは，私はすご

く魅力的なことだなというふうに感じていま

す。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございました。 
この話も延々とすると長くなりそうですの

で，そろそろ司会を交代いたします。 
 

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：  

それでは，私のほうからなんですけど，オ

ンラインで質問が寄せられているので，特に

広報活動について久保先生に質問があります。

今から 3 点ほど質問がありますので，それぞ

れお答えいただければと思います。 
まず 1 点目は，「久保先生の説明に「広報

活動の広域化」というワードがあったと思う

んですけど，そのことによって学生の出願状

況や合格者の状況に対して何らかの効果があ

ったとお考えでしょうか。特に志願者，合格

者の地域比率への影響はありましたでしょう

か」，これが一つ目です。 
二つ目，「2020 年度オンライン入試説明会

における地域ごとの志願者数と参加者数との

相関について質問いたします。ここでの参加

者数は，入試説明会の対象となる高校教員の

数でしょうか。それとも高校の数でしょうか。

また，多数回の入試説明会を開催しています

が，コンテンツは同じでしょうか。あるいは

地域別，参加高校別に異なる内容だったので

しょうか」，これが 2 点目です。 
最後，3 点目なんですけど，これはオープ

ンキャンパスに関してです。「今年度も多く

の大学でオンラインオープンキャンパスが実

施されると思いますが，東北大学ではどのよ

うに他大学との差別化を図っていますか」と

いうのが 3 点目の質問です。 
 

久久保保沙沙織織准准教教授授：：  

3 点ご質問いただきまして，順番に答えさ

せていただきたいと思います。 
 

 
 

まず 1 点目の広域化というキーワードを私

のほうで挙げさせていただきましたことを受

けまして，広域化によって学生の出願状況，

志願者，合格者等の状況に変化があったのか

というお話だったと思うんですが，今年，こ

の 4 月の入学者という意味では，地域ごとの

比率にこれまでとの明確な違いは出てはいな

いといった状況になっております。合格者状

況，志願者状況というのは大きくは変わらな

くて，関東からの入学者が 40％弱で，東北

からの入学者が 35％くらいということで，

こちらで 75％くらいで，残りの地域からが

25％前後になっていると思いますので，相

対的に少なかった地域からの志願者が，明確

にどこかだけがどんと増えたということはご

ざいません。けれども，各学部を回らせてい

ただいてお話しする中では，例えば東海地方

など学部によってはこれまで志願者が少なか

ったようなところから受けてきてくれて，か

つ実際に私たちが行っていたオンライン進学

説明会・相談会やオンラインオープンキャン

パスを見たという話を面接の中でしてくれた

受験生がいた，というお話は聞いております。 
2 点目の 2020 年度オンライン入試説明会

の散布図，相関のところに関してですが，参

加者は，参加してくださった高校教員の数の

データとなります。 
3 点目，オープンキャンパスに関して，ど

のように他大学との差別化を図っていますか

ということなんですけれども，まず昨年度，

オンラインでのオープンキャンパスを企画，

設計するに当たって，ほかの大学がコロナ禍

においてどのような形でオープンキャンパス

を実施しているのかということの情報収集の

ところから取組み始めました。その上で，私

たちがかけられる予算であるとか，人員であ

るとか，その範囲内でできる形というものは

どのようなものかということを慎重に検討し

た上で，昨年度のオープンキャンパスは出来

上がったものでございます。東北大学の中で，

理系の女子学生によるサイエンス・エンジェ

ルという活動があるのですが，このサイエン

ス・エンジェルによるキャンパスツアーとい

うものを特別コンテンツとしてオープンキャ

ンパスの中にも掲載させていただきました。

これに当たっては，男女共同参画推進センタ

ーという部局がございまして，そちらがサイ

エンス・エンジェルの担当部局になりますの

で，そこに何度か出入りさせていただいて，
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実際にサイエンス・エンジェルの方ともお会

いして，最終的にはキャンパスツアーという

形に決まったんですが，どんな企画が可能か

ということを一緒にアイディアを出したり，

ディスカッションさせていただいたりしまし

た。昨年度であれば，東北大学ならではのコ

ンテンツとしてはそのようなものが挙げられ

るかと思います。 
また，今年度に関しては，やはり一番特徴

的なのは，オンラインと対面とのハイブリッ

ドを計画している，予定しているという点が

一番の差別化といいますか，特徴というふう

に考えられるかと思います。以上です。 
 

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：   

ちょっと補足をさせてください。司会の立

場を外れてしまって申し訳ないのですが，今

ご質問のあった「広域化」というキャッチフ

レーズは内部のものなんですけれども，確か，

平成 19 年度ぐらいから方針として掲げてき

たものです。これはやはり東北大学という大

学の立ち位置が非常に関係しています。要は

東京じゃないんですよ，仙台は。仙台は仙台。

東北地方にあるわけです。当時は東北地方出

身者の占める比率が 4 割台だったはずなんで

すけど，ここ 5 年ぐらいですね，音を立てて

という感じで，もう聞こえてくるぐらいに減

ってきています。これは，一つはおそらく少

子化という要因でしょう。聞いたところによ

ると，九州の少子化はそれほど激しくないん

ですね，東北地方と比べると。東北地方は激

しく少子化が起こってきます。現状，その影

響かどうかはまた別なんですけれども，東北

地方の受験生にとって東北大の魅力が落ちた

わけではなくて，なかなか他の地域に出てい

けなくなってきている，学力的に届かなくな

ってきている，という事情があるんです。 
ですので，実は，もう一つ，「特色化」と

いうと「オープンキャンパス」。これはオン

ラインになるとまた別なんですけれども，こ

れはどうしてもやっぱり地域によって情報の

届き方に違いがある。地元はこういう形で支

えつつ，ただそれだけではもう大学として今

のクオリティーを維持することはできない。

なので，今まで目を向けてくれなかった層に

も訴えかけていこうというのが「広域化」と

いうキャッチフレーズです。 
では，これが直接的な効果としてどう出て

くるかというのは，まさしくオンラインとい

う要素が加わった現状としては，これから先

ですよね。ただ，そういう努力もしていると

いうことです。 
 

久久保保沙沙織織准准教教授授：：  

ありがとうございます。 
あともう 1 点，ごめんなさい。2 番目の質

問が二つに分かれていたと思うんですが，回

答が抜けてしまっておりましたので，続けて

答えさせていただいてもよろしいですかね。 
オンライン入試説明会において，地域ごと

に内容を変えていたのかという質問も含まれ

ていたかと存じますが，コンテンツに関して

はもちろん入試に関する情報や大学に関する

情報の部分は変えておりませんが，導入部分

として地域ごとの近年の志願者状況，入学者

状況のグラフ等をお示しするなど，その地域

の出願状況，志願者・入学者の状況に関して，

各地域に沿ったデータを用いた説明をさせて

いただいておりました。以上です。 
  

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございました。 
先ほどのオープンキャンパスについて，お

二人の高等学校の先生にお伺いしたいんです

けど，まず近藤先生，オープンキャンパスと

いうのは情報収集以外に生徒たちが将来どう
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実際にサイエンス・エンジェルの方ともお会

いして，最終的にはキャンパスツアーという

形に決まったんですが，どんな企画が可能か

ということを一緒にアイディアを出したり，

ディスカッションさせていただいたりしまし

た。昨年度であれば，東北大学ならではのコ

ンテンツとしてはそのようなものが挙げられ

るかと思います。

また，今年度に関しては，やはり一番特徴

的なのは，オンラインと対面とのハイブリッ

ドを計画している，予定しているという点が

一番の差別化といいますか，特徴というふう

に考えられるかと思います。以上です。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：

ちょっと補足をさせてください。司会の立

場を外れてしまって申し訳ないのですが，今

ご質問のあった「広域化」というキャッチフ

レーズは内部のものなんですけれども，確か，

平成 19 年度ぐらいから方針として掲げてき

たものです。これはやはり東北大学という大

学の立ち位置が非常に関係しています。要は

東京じゃないんですよ，仙台は。仙台は仙台。

東北地方にあるわけです。当時は東北地方出

身者の占める比率が 4 割台だったはずなんで

すけど，ここ 5 年ぐらいですね，音を立てて

という感じで，もう聞こえてくるぐらいに減

ってきています。これは，一つはおそらく少

子化という要因でしょう。聞いたところによ

ると，九州の少子化はそれほど激しくないん

ですね，東北地方と比べると。東北地方は激

しく少子化が起こってきます。現状，その影

響かどうかはまた別なんですけれども，東北

地方の受験生にとって東北大の魅力が落ちた

わけではなくて，なかなか他の地域に出てい

けなくなってきている，学力的に届かなくな

ってきている，という事情があるんです。

ですので，実は，もう一つ，「特色化」と

いうと「オープンキャンパス」。これはオン

ラインになるとまた別なんですけれども，こ

れはどうしてもやっぱり地域によって情報の

届き方に違いがある。地元はこういう形で支

えつつ，ただそれだけではもう大学として今

のクオリティーを維持することはできない。

なので，今まで目を向けてくれなかった層に

も訴えかけていこうというのが「広域化」と

いうキャッチフレーズです。

では，これが直接的な効果としてどう出て

くるかというのは，まさしくオンラインとい

う要素が加わった現状としては，これから先

ですよね。ただ，そういう努力もしていると

いうことです。

久久保保沙沙織織准准教教授授：：

ありがとうございます。

あともう 1 点，ごめんなさい。2 番目の質

問が二つに分かれていたと思うんですが，回

答が抜けてしまっておりましたので，続けて

答えさせていただいてもよろしいですかね。

オンライン入試説明会において，地域ごと

に内容を変えていたのかという質問も含まれ

ていたかと存じますが，コンテンツに関して

はもちろん入試に関する情報や大学に関する

情報の部分は変えておりませんが，導入部分

として地域ごとの近年の志願者状況，入学者

状況のグラフ等をお示しするなど，その地域

の出願状況，志願者・入学者の状況に関して，

各地域に沿ったデータを用いた説明をさせて

いただいておりました。以上です。

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：

ありがとうございました。

先ほどのオープンキャンパスについて，お

二人の高等学校の先生にお伺いしたいんです

けど，まず近藤先生，オープンキャンパスと

いうのは情報収集以外に生徒たちが将来どう

生きていくかということについてすごく大き

な影響を及ぼしていると私個人は思っていま

す。

それについて，戸山高校では具体的に生徒

に対してはオープンキャンパスに対してどう

いう指導をしているのかということをお伺い

したい。それから，多田先生にも同様の質問

をお願いしたいと思います。

近近藤藤明明夫夫教教諭諭：： 

お答えします。たぶん多田先生の私学さん，

または中高一貫と，私たちのようないわゆる

公立の 3 年間の学校というのはだいぶ違うと

は思います。うちの場合ですと，例えば運動

部で一生懸命毎日汗を流している，高校 3 年

生の夏まで頑張って，さあそこで大学を目指

そうって考えて，じゃあどこの大学に行くの

がいいんだろうかと，そういうタイムスケジ

ュールでもう全然 OK だよと。ですから，あ

まり早い段階でオープンキャンパスに行って，

学校を絞り込むというよりは，とにかく目の

前にある自分の興味・関心のあることに一生

懸命取組むと。ですので，たぶんほかの学校

に比べてオープンキャンパスに行きなさいと

いうような指導は比較的遅いと思います。

先ほどこれが始まる前の段階で久保先生に

もお話ししたんですけれども，ただオープン

キャンパスがオンラインではなくて実際に行

く場合にすごくいい点は，例えば友達 2 人で

東北大学のオープンキャンパスに行く，1 人

は例えば工学部志望，もう一人はあまり考え

てないけれども何となく理系。でも，行って

みて実際にいろんなものを見てみると，彼ら

が高校生のレベルで知っている学問分野が非

常に狭いですから，「わあ，大学へ行ったら

こんな学びがあるのか」というのを，何とい

うんでしょうか，掘り起こすというか，そう

いった場面としてすごくいいなというふうに

思っています。ですので，逆に言うとオンラ

インになると，自分の興味のあるところにだ

けピンポイントで行きますので，学問分野も

あまり広がらないですし，例えば 1 人は東北

大学に行きたいと思っている，1 人は別の大

学に行きたいと思っている，でも一緒に行っ

てみたらば「うわあ，東北に行ってみたい」

っていう子も生まれてくる。だけど，オンラ

インだとそれぞれ自分の行きたいところに行

ってしまうっていう，そんなあれはあると思

います。ちょっとお答えになっているかわか

りませんけれども。

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございました。

それでは，多田先生，お願いいたします。

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：  

本校では，もうそれこそ高校 1 年生の頃か

ら積極的にオープンキャンパスに行くように

ということを指導しています。何なら例えば

こちらは関西ですので京都大学とかを受ける

生徒はまあまあいますから，それこそバス 1
台チャーターして行ったりとかいうようなこ

ともあります。そこへ行かせていただく目標

の一つとしては，生徒たちが大学生になった

ときの自分を想像できる非常に数少ないよい

機会だからというふうに考えていて，私たち

のほうとしてはできるだけ入学した後の生徒

と大学とのアンマッチを避けられるのではな

いかなというふうに考えています。実際にそ

の雰囲気を感じてみたりとか，学生さんを見

させていただいたりですとか，あるいは大学

の先生のお話を実際にお伺いすることで，自

分と合っているか合っていないのかというこ

と，特に合っていない部分についてもしかし

たら発見があるかもしれないなというふうに

思うので，1 年生の頃から積極的に行くよう
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にということで指導をさせていただいており

ます。

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございました。

今度は高校生を受け入れる立場になるんで

すけど，横浜国立大学ではどういうことを意

識してオープンキャンパスをやっていらっし

ゃるでしょうか。オンラインにこだわらなく

て結構ですので，よろしくお願いします。

鈴鈴木木雅雅之之准准教教授授：：  

部局によってやはりその意図とか狙いとい

うのは異なるかと思うんですけれども，何か

同じことの繰り返しで大変恐縮なんですけれ

ども，オープンキャンパスで一番狙いとして

いることといえば，本学部のやっぱり目標と

いうか目的を伝えるということを特に重点に

置いているのかなというふうに思います。も

ちろん受験生の中には，何でしょう，どこに

行くのが自分にとって一番ふさわしいのか，

まだ明確でない人もいるかと思います。例え

ば心理学ですと，なかなかイメージが湧きに

くいので，心理学部のような学部のあるとこ

ろに行ったらいいのか，それとも教育学部に

にある心理学科行ったらいいのかということ

がわからないということがあるかもしれませ

ん。あるいは，教員になりたいという何とな

くのビジョンはあるんだけれども，心理学に

行ったらいいのか，それとも例えば数学を専

門にしながら心理学は空いた時間で自主的に

学んだりだとか，授業を取ったりしたらいい

のかというふうに，どういう学びをしたらい

いのかというのがわからない受験生も結構い

らっしゃいますので，そういった受験生に学

びの指針だったり将来の展望を開かせるとい

うような意義があるのかなというふうに私自

身は考えております。

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございました。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

広報をめぐって様々なお話をいただきまし

たけれども，いよいよ残り時間が少なくなっ

てきましたので，まさしく「コロナ」といえ

ば「オンライン」という，オンラインの話に

移っていきたいと思います。

一つは，これ東北大学の方では，昨年

度，・・・大学院は別として・・・学部入試

をオンラインで実施することについて検討は

したんですけれども，事例がなかったもので

すから，横浜国立大学と，それから特に九州

大学の立脇先生に質問が集中することになる

んですが，いくつか拾いますのでお答えいた

だければと思います。技術的な話が多いです。

立脇先生，一般選抜の追試験において合否

判定はどのように行われたでしょうかと。本

試験と追試験とでは科目数も異なっていたよ

うですが，本試験の総得点と追試験での総得

点を揃えた上で，双方の受験生をあわせて一

緒に合否判定をされたのでしょうかと。東北

大学でも 1 名追試験があったんですけれども，

本試験と全く同じ科目設定でやっていますの

で，これは立脇先生にお答えいただこうと思

います。

それから，課題図書を用いての事前の小論

文提出だと，他者の手が入る可能性があるか
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判定はどのように行われたでしょうかと。本
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うですが，本試験の総得点と追試験での総得

点を揃えた上で，双方の受験生をあわせて一

緒に合否判定をされたのでしょうかと。東北

大学でも 1 名追試験があったんですけれども，

本試験と全く同じ科目設定でやっていますの

で，これは立脇先生にお答えいただこうと思

います。

それから，課題図書を用いての事前の小論

文提出だと，他者の手が入る可能性があるか

と思います。その点での公正性の確保につい

ては何か議論がなされたのでしょうかと。

この 2 点でございます。立脇先生，よろし

くお願いいたします。

立立脇脇洋洋介介准准教教授授：：  

追試の合否判定に関しましては，各学部で

実際行っておりますので，私のほうで完全に

は把握しておりませんが，科目も違いますし，

全体で 7 人ですので，実際は各学部に 1 人い

るかいないかという規模で行いますので，そ

れぞれの学生に関して合格に足る学力がある

かどうかを追試験で課した試験内容の結果か

ら判定をしていくと。総合型とか学校推薦型

で実施しているような合否判定に近いような

ものにならざるを得ません。

郵送形式の小論文に関しても，これも詳細

に関しては学部が持っている情報ですので，

私のほうで把握している範囲ですと，当然手

が入るということはもう想定はしております。

その小論文を郵送にした代わりに，面接試験

の中で口頭試問的な要素を入れて，本当にそ

の学生がそれらの小論文の内容について理解

しているかどうかというところをあわせて聞

くという形で判定をするというふうに伺って

おります。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

かなり苦労をされているという印象ですね。

2 番目の質問は恐らくこれ鈴木先生にも関

わってくることじゃないかと思うんですけれ

ども，もう一つ質問がありますので，これは

ざっくり，選抜方法を変更したことで志願者

を選抜する大学側として戸惑った点はあった

でしょうかと。これをあわせてお答えいただ

ければと思います。

鈴鈴木木雅雅之之准准教教授授：：  

 まず最初の不正といいますか，そういった

問題かと思うんですけれども，この点に関し

てはかなり議論はあったと思います，何でし

ょう，言い方が悪いかもしれませんけれども，

課題型のレポート提出をしてしまうと第三者

が書いたものをそのまま出す人がいるんじゃ

ないかとか，盗作の心配があるんじゃないか

とか，そういった議論はかなりなされていた

んじゃないかなというふうに思います。

私の個人の考え方としましては，非常に何

か理想論的で，ばからしく聞こえてしまうか

もしれませんが，最終的には信じるしかない

なというふうに私は個人的には考えました。

例えば調査書一つ取っても，やっぱりそれは

信じるしかないなっていうふうに思うんです

よね。選抜試験の歴史の変遷の中でも，調査

書の扱いとかっていうのはかなり議論されて

きたというふうに認識しているんですけれど

も，高校によって例えば評定のつけ方一つだ

ったり，推薦書の書き方だったり，あるいは

本学の場合は教員になりたい人を推薦型選抜

では学校長から推薦してもらっているわけな

んですけれども，本当に教員になりたいかど

うかを確認してくれた上で推薦してくださっ

ているのかどうかというのは実際のところは

当然わからないわけなんですよね。すなわち，

本年度のこういった提出型の課題に限らず，

きちんとといいますか適切に書類等を用意し

て志願してくれているかどうかというのは，

最終的には信じるしかないなという部分は大

きいと思っています。

また，もしそういった誰かが書いたものを

そのまま提出して入学してきた学生が仮にい

たとしましても，やっぱり一番それによって，

何と言ったらいいんでしょうか，ある意味で

は被害を被るのは本人だと思いますので，も

しかしたら罪悪感にさいなまれて，ずっと苦

しい思いをするかもしれませんし，ミスマッ
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チで大学生活が楽しく過ごせないかもしれま

せんので，そういった点をトータルで踏まえ

て，やっぱり受験者や，あるいはそれを送り

出す高校さんを信じて入試を行うしかないな

というふうに私個人なんかは考えたりします。

戸惑いでいいますと，やはり先ほど近藤先

生から厳しいご指摘もありましたけれども，

部局によってかなり異なるかと思います。例

えば教育学部に関して言いますと，もともと

一般選抜の個別学力検査ではいわゆる学力試

験をやっておりませんので，例えば学力とい

う点だけに関して言えば，教育学部において

は恐らく戸惑いはそれほどには大きくなかっ

たのではないかなというふうには思いますけ

れども，他部局，特に例えば理工学部のよう

な学部ですと戸惑いは大きかったんじゃない

のかなというふうに推察されます。

また，同じ教育学部に関して言いますと，

これはほかの大学さんでも共通しているんじ

ゃないかなと思うんですが，本学の教育学部

の保健体育専門領域ですと，従来推薦型選抜

においてはいわゆる関東大会のような地区大

会の成績みたいなものが出願要件になってい

たりしたんですけれども，いわゆる全国大会

ですとかそういったものが行われなくなって

しまったような関係で，そういった出願要件

を変えたというようなことがあったりします。

そうすると，学校推薦型選抜の保健体育領域

に関しましては，実技能力を担保できる情報

というのがほとんどなくなってしまうといっ

た点で，かなり戸惑いはあったんじゃないか

なというふうに，私は保健体育の人間ではな

いんですけれども，推察しております。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

東北大学としての考え方は，久保先生に振

るのはちょっと厳しいかなと思いますので，

私が最後にちょっとだけお話しさせていただ

くとして，高校側からの見方ですね，どう思

われましたでしょうか。多田先生から行きま

しょうか。多田先生。

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：  

ご質問をすみません，もう一度お願いして

いいですか。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

とにかく，今，鈴木先生は「提出されたも

のは信じる」という姿勢で，・・・公正性に

対して疑念があるという観点は分かるけれど

も，・・・基本的にそういうスタンスで臨ん

だということでよろしいですね。そのことに

関して。

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：  

それこそ鈴木先生がおっしゃられているこ

とが私個人としても全く同じ思いでいます。

もちろん生徒が出願する際には，志望理由書

であったりとか，自分でつくったものという

のをある程度こちらも見ますけれども，別に

こちらが主体として作っているわけでは全然

なくて，あくまでアドバイスをすると。何せ

入試は本人のものですので，本人が一番書き

たいことを書く，やりたいことを書く，行き

たいところに行けるというのを何よりも重視

しております。本校においては，もちろんで

すけど全然不正とかはなかったように思いま

す。以上です。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

近藤先生。

近近藤藤明明夫夫教教諭諭：：

少し開き直った言い方をすると，推薦入試，

推薦型選抜ですね，それから総合型の選抜に

おいて，例えば学校間の成績の比較とかはど
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われましたでしょうか。多田先生から行きま

しょうか。多田先生。

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：

ご質問をすみません，もう一度お願いして

いいですか。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：

とにかく，今，鈴木先生は「提出されたも

のは信じる」という姿勢で，・・・公正性に

対して疑念があるという観点は分かるけれど

も，・・・基本的にそういうスタンスで臨ん

だということでよろしいですね。そのことに

関して。

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：

それこそ鈴木先生がおっしゃられているこ

とが私個人としても全く同じ思いでいます。

もちろん生徒が出願する際には，志望理由書

であったりとか，自分でつくったものという

のをある程度こちらも見ますけれども，別に

こちらが主体として作っているわけでは全然

なくて，あくまでアドバイスをすると。何せ

入試は本人のものですので，本人が一番書き

たいことを書く，やりたいことを書く，行き

たいところに行けるというのを何よりも重視

しております。本校においては，もちろんで

すけど全然不正とかはなかったように思いま

す。以上です。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：

近藤先生。

近近藤藤明明夫夫教教諭諭：：

少し開き直った言い方をすると，推薦入試，

推薦型選抜ですね，それから総合型の選抜に

おいて，例えば学校間の成績の比較とかはど

うなんですか。言い方は悪いですけれども，

例えば同じ 4 がついていても，ある学校とあ

る学校では学力が大きく違うとかっていうこ

ともあるかもしれません。例えば先ほどスポ

ーツの大会の話がありましたけれども，エリ

アによっては例えばベスト 4 に入るまでに 2
回勝てばベスト 4 というところもあれば，と

いうようなこともあります。ですから，私自

身は個人的には総合型選抜とか推薦型選抜は

もうそういうものなんだというふうに思って

います。ですから，そこでの公平性というの

は逆に大学さんのほうがもしかしたらもう諦

めてらっしゃるのかな，くらいに思います。

ただ，調査書に関しては，何か不正をした

りということはほとんどないんじゃないかと

思いますけれども，結局 JAPAN e-Portfolio
さんがああいう形になったことによって，何

でもかんでも高校の調査書で担保してくださ

いと，エビデンスは調査書ですよという言わ

れ方をすると，高校の現場としては大変困り

ますし，調査書の電子化が進めば解決する問

題かもしれませんけれども，現状の紙ベース

の場合だと，各大学さんが例えば備考欄にこ

ういうことを載せてくださいと。じゃあそれ

は高校入学時から指導要録上にきちんとそれ

らを全ての子について記録ができるかってい

うと，なかなかそれも難しいと。ですので，

やはりちょっと今過渡期の中でいろんな整理

が必要な段階なんじゃないかなというふうに

思っています。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございました。

そうなんですよね。不正をするとかしない

とかではなくて，「公平に扱われるのか」と

いうことは、高校側から常に言われてしまう，

という話ですね。私ども東北大学は，おそら

く，「信じるけれども鵜呑みにしない」とい

うスタンスなんですよ。鵜吞みにしないと言

っても，「じゃあ，ぎりぎりそこから詰めて

吟味しよう」という方向ではなくて，扱いを

適度にするという考え方ですね。

特に，「信じる」という意味でいえば，主

体性の評価なんです。これは鈴木先生にもず

いぶん理論的にお世話になった部分ですけれ

ども，私どもは受験生を信じる。主体性に関

しては「チェックリストで 5 項目」という形

で取り入れました。ただし，これは同点に並

んだときのみ，そこの合否を分ける場合にそ

のチェックリストを使う，という使い方です。

書類審査に関しても，一次選考で書類審査だ

けで不合格は出していません。全て筆記試験

がつく形で一次選考している。そういうやり

方でもって，おそらくは，出す側の不公平感

というのを軽減できているんじゃないかなと

思っています。

さて，最後になりましたので，なるべくポ

ジティブに終わりたいと思います。

コロナがきっかけで，半分強制的にですけ

れども，デジタル技術，オンライン技術とい

うのが教育に取り入れられるようになりまし

た。もちろんプラスの面だけじゃないんです

けれども，これからこの技術をどういうふう

にしていけば活用できるとお考えになるか。

もう時間もございませんので，短いコメント

で結構ですから，まず高校側から行きましょ

うか。近藤先生，お願いいたします。

近近藤藤明明夫夫教教諭諭：： 

高校は来年から新学習指導要領が始まりま

す。ですから，いろいろ面倒くさいことも多

いですけれども，やはり前向きに捉えて，教

育が変わっていくいいきっかけというふうに，

私も頑張ろうというふうに思っています。以

上です。
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倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございます。

多田先生，いかがでしょうか。

多多田田鉄鉄人人教教諭諭：：  

最後に述べましたが，不登校傾向生徒など

への対応として，学校の新たな価値としてオ

ンライン授業というのは今後使い続けること

ができるのではないかなというふうに考えて

います。以上です。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございます

それでは，リモートつながりで立脇先生，

お願いします。

立立脇脇洋洋介介准准教教授授：：  

入試に関して言いますと，オンラインで遠

隔地というのがまず真っ先に浮かびますけれ

ど，ただ，それだけではなくて，やろうと思

えばいろいろな形での使い方，カメラで撮っ

たものを後で採点する等も可能だと思います。

ただ，それを全てやろうとするのではなくて，

やっぱりどこかというところを，今そこの大

学，学部で必要なものに特化して実現するこ

とが必要かと思います。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：  

ありがとうございます。

では最後，トリは久保先生に取らせていた

だきたいので，鈴木先生，お願いします。す

みません，ひいきで。

鈴鈴木木雅雅之之准准教教授授：： 

いえ，大丈夫です。ありがとうございます。

すみません，一つだけ補足させていただき

ますと，先ほど倉元先生が「信じるけれども

鵜吞みにしない」という点，私も全く同感で

ございます。例えば面接で，当然「教員志望

ですか」と聞いたら，ほとんどの学生が「そ

うです」というふうに答えたわけですので，

これはくだらない例ですけれども，鵜吞みに

しないというのはそのとおりだと思います。

本学でも，今日詳細を述べることができない

のが非常に申し訳ないんですけれども，やっ

ぱりレポート課題ではかなり工夫を凝らして，

鵜吞みにしないための工夫を凝らしておりま

す。

すみません，最後の一言なんですけれども，

私は去年 1 年間通して，やはり教育学部にい

るということと，私自身が心理学を専門とし

ておりますので，こういったリモートだとか

遠隔を経験する中で，教育の本質ですとか，

人間関係とか人間社会の在り方についてかな

り考えるきっかけになりました。そういった

哲学的な部分が学生の生活を豊かにするかど

うかはわかりませんけれども，そういったい

い機会になるいう部分，どんどんポジティブ

な面がたくさんあると思いますので，いい面，

楽しい面に大学生や高校生，中学生，小学生，

皆さんが目を向けてくれるといいなというふ

うに思っております。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：： 

ありがとうございます。

じゃあ最後，久保先生，お願いします。

久久保保沙沙織織准准教教授授：：  

先ほど近藤先生や多田先生からいただいた

オープンキャンパスに関するご意見，コメン

トも含めてなんですけれども，今回私からご

紹介させていただいた三つのオンラインによ

る入試広報活動の取組みの中でも，学内型の

オープンキャンパスというのは，やはりちょ

っと異質な一つの広報活動の形であるという

ふうに考えております。特にリアルで行うこ
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り考えるきっかけになりました。そういった

哲学的な部分が学生の生活を豊かにするかど

うかはわかりませんけれども，そういったい

い機会になるいう部分，どんどんポジティブ

な面がたくさんあると思いますので，いい面，

楽しい面に大学生や高校生，中学生，小学生，

皆さんが目を向けてくれるといいなというふ

うに思っております。

倉倉元元直直樹樹教教授授（（討討議議司司会会））：：

ありがとうございます。

じゃあ最後，久保先生，お願いします。

久久保保沙沙織織准准教教授授：：

先ほど近藤先生や多田先生からいただいた

オープンキャンパスに関するご意見，コメン

トも含めてなんですけれども，今回私からご

紹介させていただいた三つのオンラインによ

る入試広報活動の取組みの中でも，学内型の

オープンキャンパスというのは，やはりちょ

っと異質な一つの広報活動の形であるという

ふうに考えております。特にリアルで行うこ

との意義が一番大きな広報活動ではないかな

と考えております。

その中でも，例えばですけれども，遠方で

あったり，1・2 年生の早い段階の方には，

最初にオンラインから入って，いろんな情報

を幅広く集めていただいて，その上で満を持

してオープンキャンパスに来ていただくとい

うようなことができれば，それが最も理想的

な形なのかなというふうには思います。先ほ

どお話ししたサイエンス・エンジェルの方と

の企画を考える中でも，サイエンス・エンジ 

ェルの中のお一人が実際オープンキャンパス

でキャンパスに来て，キャンパスを歩いてみ

たことによって「私，ここで生活するの，い

いな」と感じたことで，東北大学に入りたい

と思った，受験しようと決意したという声が

ありました。そういう意味でも，やはり来る

ことの意義というのは失ってはいけないと思

いますので，オンラインと対面，双方の利点

を活かしながら，広報活動であれ，実際の入

試の業務であれ，高校と大学とのより良い連

携につながるように進めていければいいのか

なと，希望を持っております。

末末永永仁仁特特任任教教授授（（討討議議司司会会））：： 

それでは，ご登壇の先生方並びにリモート参

加の先生方，長時間にわたりましてどうもあり

がとうございました。

本日のこの討議が，フォーラム参加者の皆様

のそれぞれの現場での実践に生かすことができ

れば幸いです。本日はどうもありがとうござい

ました。

（拍手）

船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））：：  

5 名の先生方、長時間にわたり大変お疲れ

さまでした。
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閉閉  会会  のの  辞辞

東東北北大大学学理理事事・・副副学学長長  滝滝澤澤  博博胤胤

船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  

それでは，最後に主催者を代表して東北大

学理事，滝澤博胤より閉会のご挨拶を申し上

げます。

滝滝澤澤博博胤胤理理事事：：  

本日，午後 1 時から 4 時間半にわたりまし

て，このフォーラム，ご討議にご参加いただ

きまして，誠にありがとうございます。

本日，オンラインで参加された方も含めま

すと 500名を超える非常に大規模な開催とな

りました。改めてお礼申し上げます。

今日，最後の討議のところでもお話があり

ましたけれども，昨年の今頃は私たちも一体

これからどうなっていくんだろう，とまさに

思っていたわけです。秋入学の話もありまし

たし，それから特例追試ですとか，いろんな

状況の中でどうやって入学者選抜を行ってい

くかと，非常に厳しい状況の中で議論をして

いた記憶がございます。

そうした中で，今日お話がありましたよう

に様々な展開があったわけでございます。私

たちの教育の方法というのも，だいぶ変わり

ました。そのような中で，何と言いますか，

最後の討議にもありましたけれども，・・・こ

の先，おそらくいつかこの感染症を克服する

日がやってくるわけですけれども，・・・ここ

で変わったこと，そして私たちが新しい可能

性を見いだしたこと，それはおそらく完全に

元に戻ることはなくて，また次の着地点に向

かって進んでいくのだと思っています。

私たちも，昨年度オンライン授業を中心に

展開していく中で，学生アンケートの中では

8 割近くの学生から「学習の仕方を考え直す

良いきっかけとなった」との回答がありまし

た。また，教員側も「教育の方法論，それを

考え直すいい機会であった」と，そのような

回答を得た上で，今現在はオンラインと対面

を組み合わせた新しいハイブリッド型の講義

という形式の中で，国境ですとか時間の壁を

超えた新しい教育の展開を模索しているとこ

ろでございます。

このフォーラムでは，いつも最後に挨拶さ

せていただくときに，このイベントのポスタ

ー，これを眺めながら一言感想を述べるとい

うのが恒例となっています。今日はこういう

図柄で「コロナ禍の下での大学入試」という

タイトルのフォーラムでした。これは非常に

難しい写真で，どう解釈していいか分からな

いんですけど，暗雲立ち込める中でようやく

光が見えてきた，この先何かが降臨してきて，

新しい時代が始まるんだな，というふうにポ

ジティブに考えたいと思っています。そのた

めには，やはり高等学校の皆さん，そして大

学人との間の，まさに対話というものが非常

に大事だと思っています。そのための高等教
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という形式の中で，国境ですとか時間の壁を

超えた新しい教育の展開を模索しているとこ

ろでございます。 
 

 

 
このフォーラムでは，いつも最後に挨拶さ

せていただくときに，このイベントのポスタ

ー，これを眺めながら一言感想を述べるとい

うのが恒例となっています。今日はこういう

図柄で「コロナ禍の下での大学入試」という

タイトルのフォーラムでした。これは非常に

難しい写真で，どう解釈していいか分からな

いんですけど，暗雲立ち込める中でようやく

光が見えてきた，この先何かが降臨してきて，

新しい時代が始まるんだな，というふうにポ

ジティブに考えたいと思っています。そのた

めには，やはり高等学校の皆さん，そして大

学人との間の，まさに対話というものが非常

に大事だと思っています。そのための高等教

 

 

育フォーラムでもあるということで，今後も

引き続きこの高等教育フォーラムにご参加，

ご興味を持っていただきますよう，よろしく

お願いいたします。 
本日，大変長い時間でございましたけれど

も，最後までお付き合いいただきまして誠に

ありがとうございました。引き続き皆さんと

対話できるようにしていきたいと思っており

ます。 
本日はどうもありがとうございました。 

 
（拍手） 

 
船船橋橋伸伸一一特特命命教教授授（（司司会会））::  

滝澤理事，ありがとうございました。 
以上をもちまして，本日のフォーラムを終

了いたします。お忙しい中，最後までご参加

いただきまして誠にありがとうございます。 
最後に、アンケートのご協力をお願い申し

上げます。 
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講評





 

講講評評 11：：第第 3344 回回東東北北大大学学高高等等教教育育フフォォーーララムムにに参参加加ししてて  
  

青青森森県県立立八八戸戸北北高高等等学学校校      
山山本本  智智也也  教教諭諭  

  

11.. ははじじめめにに  

 令和3年度入試は，大学入学共通テストの初

年度であり，かつコロナ禍の中での入試であ

った。この年の受験生は，入学時から様々な

不確定な情報に振り回され，現場も混乱した。

その中でも何とか受験生が安心して受験でき

るよう，様々なことに対応しながら行ってき

た。今回のフォーラムに参加することで，自

分自身の振り返りをするとともに，大学側の

視点も知ることができ，今後の入試について

考えていくよい機会となった。 
 
22.. 基基調調講講演演１１  

 ココロロナナ禍禍ににおおけけるる個個別別大大学学のの入入学学者者選選抜抜  

――令令和和３３年年度度選選抜抜をを振振りり返返っってて――  

  九九州州大大学学アアドドミミッッシショョンンセセンンタターー    

准准教教授授  立立脇脇  洋洋介介  氏氏  

 立脇先生の講演を伺って，大学側の苦労と

真摯な姿勢をうかがい知ることができた。緊

急事態宣言下での大学入試をいかに安全に，

受験生の負担を考慮しながら，公平に行うか

をぎりぎりまで様々な可能性を考え，検討し

ながら行っていた。特に，入学者選抜方法を

変更するにしても，大学のアドミッションポ

リシーに掲げている力がはかれ，かつ実施可

能なギリギリのラインを模索しながら検討し

ていたという点が印象的であった。 
 選抜するということだけを考えれば，もっ

と簡単な方法もあったかとは思うが，そのよ

うにせず，バランスを考え最後まで検討した

ということから，改めて入学者選抜方法・問

題は大学から受験生へのメッセージであり我

々ももっと研究し，生徒に伝えていきたいと

思った。 
 今回の講演を伺って，初めて大学側の苦労

を知ることができた。オンライン受験など新

たな入試方法について，高校側（受験生）が

どこまでなら実施可能なのか，大学側と積極

的に情報交換・共有することが重要であると

思った。 
 
33.. 基基調調講講演演２２  

 オオンンラライインンをを活活用用ししたた東東北北大大学学入入試試広広報報のの

新新たたなな展展開開  

  東東北北大大学学  高高度度教教養養教教育育・・学学生生支支援援機機構構  

准准教教授授  久久保保  沙沙織織  氏氏  

 本講演では，東北大学の広報活動は，省エ

ネ型で行っているということであったが，入

試説明会や進学相談会，オープンキャンパス

はもちろん，入試においては，得点開示や出

題意図の公表など，本当に丁寧に対応してい

るという印象がある。さらに，工学部では高

校生向けに研究内容や学問の魅力についてホ

ームページ等で発信しており，高校生にとっ

ては研究や学問に触れる絶好の機会を頂いて

いる。特に昨年度は，コロナ禍で様々な進路

研究の場が失われた。そんな中でオンライン

でのオープンキャンパスはとても貴重な場と

なった。確かに，現地に行って感じることが

できなかったのは残念だが，生徒はオンライ

ンであっても，大学の先生方や研究内容，学

問に触れ多くの刺激を頂いた。 
 また，入試説明会の時期についても私は適

切であったと思っている。確かに内容が固ま

ってからという考えもあるが，昨年度は，セ

ンター試験から共通テストに変わる年であり，

さらに主体性評価や外部検定試験についてな

ど，常に変更に伴う不安がついてまわる年で

あった。それだけに，早く情報を得て，生徒

や保護者を安心させたいとの思いがあったの
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で，適切な時期だったと思うし，大学の真摯

な姿勢を感じた。 
 今年度は，オープンキャンパスを対面式と

オンラインとハイブリッド方式にするとのこ

とだが，高校の現場では，様々な事情により

当日会場に行けない生徒もいる。しかし，こ

の方式であれば，そのような生徒も進路研究

ができるので，是非今後も継続して頂きたい。 
  
44..  現現状状報報告告１１ににつついいてて  

 臨臨時時休休校校・・分分散散登登校校のの下下ででのの「「学学習習のの遅遅れれ」」

のの回回復復  

  東東京京都都立立戸戸山山高高等等学学校校    

主主幹幹教教諭諭  近近藤藤  明明夫夫  氏氏  

 コロナ禍による休校によって，通常の授業

ができず本当に大変だったと思う。本校でも

休校中の対応やコロナ後の補充授業をどうす

るかなど，毎日会議が行われており，会議を

重ね一つの対応が決まっても，事態が変わり

変更を余儀なくされることが多く，日々追わ

れていた。新学習指導要領の中でも，これか

らは予測困難な時代で，それに対応する力が

求められるといわれているが，まさにこのコ

ロナ禍の状況がそれであり，生徒の学びを止

めないために，いかに臨機応変に対応してい

くか，学校や教員の対応力を試されたと思っ

た。 
 そのような困難な状況でも、戸山高校では

休校期間中は学びの基礎に重点を置き，休校

が解除されてから授業内容を進めることで、

前年よりよい結果を出したのは素晴らしいと

思う。今回の発表の中ではあまり出なかった

が，学力ばかりでなく，担任の先生方を中心

に休校中の生徒や保護者のメンタルケア（不

安を払拭し，モチベーションを維持するため

の）も随分されていたと思うが，そのあたり

の話も伺いたいと思った。 
 
55..  現現状状報報告告２２ににつついいてて  

 オオンンラライインンのの現現場場かからら    

――――WWeebb授授業業ののメメリリッットト・・デデメメリリッットト――――  

  須須磨磨学学園園高高等等学学校校    

教教諭諭  多多田田  鉄鉄人人  氏氏  

 須磨学園高等学校では，オンライン授業を

本格的に実施したばかりでなく，その結果を

詳細に分析したものを教えていただき，とて

もわかりやすく参考になった。本校でも，

Zoomによる双方向授業やYouTubeによるオ

ンデマンド授業を実践している先生もいたが，

休校期間が比較的短かったため，プリントを

印刷して生徒に配布して対応する先生が多く

十分に行われなかった事もあり，全校で実施

した時のメリットやデメリットを検証できな

いでいた。今後，ICTを活用した指導を展開

することを考えると，本報告にある情報はと

ても貴重であった。 
テクニカルの面もそうだが，生徒のメンタ

ルケアについての話はとても貴重であった。

特に，生徒に不安を与えないために，学校は

通常通り動いているということを示そうと工

夫されていたというところは，とても印象的

であった。 
ここで得た情報を本校でも共有して，全職

員がいつでも必要に応じてオンラインで授業

ができるようにしたい。 
 また，ICTの環境が整っているとはいえ，

全教員がICTを活用して実施できた理由につ

いても詳しく教えていただきたかった。とい

うのも，本校では一部の教員しかICTは実施

しなかったということがあり，全教員が一致

団結して行う秘訣があったら教えて頂きたい。 
 
66..  現現状状報報告告３３ににつついいてて  

 大大学学入入試試ににおおけけるる教教員員ととししててのの資資質質・・能能力力

のの評評価価  

  横横浜浜国国立立大大学学  

    准准教教授授  鈴鈴木木  雅雅之之  氏氏  

 横浜国立大学は，いち早く共通テストのみ

で合否結果を決めると表明したが，これは高

校としては衝撃的だった。私は，選抜方法や

試験問題は，大学からのメッセージと思って

いただけに，これでいいのかという思いがあ

 

った。 
 しかし，早く知ることで安心して受験に向

かえるメリットもある。特に昨年度の受験生

は，入学当初から様々と変化がある年だった

ので，選抜方法を早く決めて公開していただ

けたのは，受験生の不安を取り除くという点

では本当に助かった。 
 その中で，教育学部は共通テスト以外の試

験もあり不思議に思っていたのだが，受験生

の安心・安全と学部としての考え，目標を考

慮して考えられたものなのだということを知

り，納得した。特に，教育学部としての使命

や歴史，入学する生徒の現状など，お話を伺

って初めて知ったことばかりで，教育学部と

しての考えがよくわかった内容であった。 
 普段中々ここまでのお話をすることがなか

ったので，今後はこのような大学からの情報

を集めた上で，生徒への指導にも当たってい

きたい。 
 
77..  討討議議  

 様々な討議があり，伺って大変有意義だっ

た。中でも一番印象に残ったのは，高校側が

生徒を指導する上で大切にしていたこと，そ

して，大学に求めたこと。一方，大学入試に

向けて大学が考えていたことについて，それ

ぞれの先生からお話を伺えたことである。高

校側の話として，二人の先生から話があった

が，私自身もパネラーの方々と全く同意見だ

った。生徒が安心して高校生活を送り，受験

を迎えられることが第一と思っていた。昨年

度の受験生は，高大接続改革によって高校に

いる3年間翻弄され続けたからである。そのた

め，大学には大きく変えず，情報もなるべく

早く教えてほしいと思っていた。 
 一方で大学側からは，3人の先生が話された

が，アドミッションポリシーをベースに，受

験生が安心・安全に受験できること，またそ

の試験が公平・公正に行われるようギリギリ

まで検討していたということを知った。大学

・高校双方とも，高校生，受験生への思いが

同じだということがわかった。 
 今後は，今回得られた様々な知見をもとに，

大学入試ばかりでなく，オープンキャンパス

や入試説明会，個別の体験活動など，高校で

のキャリア教育の観点にたって，大学と今後

も連携していきたい。 
 
88..  終終わわりりにに  

 立脇先生からも初めにあったが，昨年度は，

大学，高校とそれぞれの立場で何とかやりき

ったと思う。本当にこの状況を如何に切り抜

けるか，この年の受験生が不利にならないよ

う，存分に力が発揮できるよう必死だった。

まだコロナは落ち着いていないが，この経験

を踏まえて，大学・高校間で情報を共有する

場があれば，それをもとに今後よりよいもの

になると思う。本フォーラムは，その事を気

づかせてくれた貴重な体験だった。今後は，

より大学と連携・情報共有しながら生徒がよ

りよい人生を歩めるようにしていきたい。 
この度はこのような貴重な経験をさせてい

ただき誠にありがとうございました。 

―98―



 

った。 
 しかし，早く知ることで安心して受験に向

かえるメリットもある。特に昨年度の受験生

は，入学当初から様々と変化がある年だった

ので，選抜方法を早く決めて公開していただ

けたのは，受験生の不安を取り除くという点

では本当に助かった。 
 その中で，教育学部は共通テスト以外の試

験もあり不思議に思っていたのだが，受験生

の安心・安全と学部としての考え，目標を考

慮して考えられたものなのだということを知

り，納得した。特に，教育学部としての使命

や歴史，入学する生徒の現状など，お話を伺

って初めて知ったことばかりで，教育学部と

しての考えがよくわかった内容であった。 
 普段中々ここまでのお話をすることがなか

ったので，今後はこのような大学からの情報

を集めた上で，生徒への指導にも当たってい

きたい。 
 
77..  討討議議  

 様々な討議があり，伺って大変有意義だっ

た。中でも一番印象に残ったのは，高校側が

生徒を指導する上で大切にしていたこと，そ

して，大学に求めたこと。一方，大学入試に

向けて大学が考えていたことについて，それ

ぞれの先生からお話を伺えたことである。高

校側の話として，二人の先生から話があった

が，私自身もパネラーの方々と全く同意見だ

った。生徒が安心して高校生活を送り，受験

を迎えられることが第一と思っていた。昨年

度の受験生は，高大接続改革によって高校に

いる3年間翻弄され続けたからである。そのた

め，大学には大きく変えず，情報もなるべく

早く教えてほしいと思っていた。 
 一方で大学側からは，3人の先生が話された

が，アドミッションポリシーをベースに，受

験生が安心・安全に受験できること，またそ

の試験が公平・公正に行われるようギリギリ

まで検討していたということを知った。大学

・高校双方とも，高校生，受験生への思いが

同じだということがわかった。 
 今後は，今回得られた様々な知見をもとに，

大学入試ばかりでなく，オープンキャンパス

や入試説明会，個別の体験活動など，高校で

のキャリア教育の観点にたって，大学と今後

も連携していきたい。 
 
88..  終終わわりりにに  

 立脇先生からも初めにあったが，昨年度は，

大学，高校とそれぞれの立場で何とかやりき

ったと思う。本当にこの状況を如何に切り抜

けるか，この年の受験生が不利にならないよ

う，存分に力が発揮できるよう必死だった。

まだコロナは落ち着いていないが，この経験

を踏まえて，大学・高校間で情報を共有する

場があれば，それをもとに今後よりよいもの

になると思う。本フォーラムは，その事を気

づかせてくれた貴重な体験だった。今後は，

より大学と連携・情報共有しながら生徒がよ

りよい人生を歩めるようにしていきたい。 
この度はこのような貴重な経験をさせてい

ただき誠にありがとうございました。 
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講講評評 22：：所所感感「「変変わわるるべべききもものの」」とと「「変変わわるるべべききででなないいもものの」」  
  

    岩岩手手県県立立黒黒沢沢尻尻北北高高等等学学校校    
小小田田島島  淑淑人人 指指導導教教諭諭  

  

11.. ははじじめめにに  

恥ずかしながら（オンライン参加であるに

もかかわらず），フォーラム当日12;00からの

事前打ち合わせに遅刻。Zoomでの接続がはじ

めてのデバイスを使用したためのトラブルが

原因であった。事前の準備が不十分だったこ

とを痛切に反省。ただトラブル処理は非常に

スムーズにでき，2～3分の遅刻で済んだ。本

来的にPC音痴である筆者がこのようなことを

一人でこなすということは1年前には考えられ

ないことである。Zoomでの会議などを数多く

こなさざるを得なくなったこの1年間の修行

（？）の成果である。これひとつをとっても

我々を取り巻く環境が新型コロナウィルスに

よって大きく変わったことを示している。 
われわれですら，このような変革を経験し

た1年であったが，昨年度の高校3年生にとっ

てはさらにすさまじい1年であった。大学入学

共通テストをはじめとする大学入試改革（と

数々の導入断念）だけでも大激震の令和3年度

入試だったのであるが，最後に迎えた超ド級

のビッグインパクトが「コロナ禍」であった

ろう。 
筆者が勤務する岩手県はおそらく昨年度に

おいて全国でもっとも学校休校の影響が少な

かった都道府県である。しかし，昨年2月末の

全国一斉休校以降の一連の流れの影響が全く

なかったわけではない。中でも大きかったの

は4月半ばに発表された「県高校総体の中止」

であった（この時点で岩手県は授業を再開し

ていた。にもかかわらず全国に先駆けての中

止発表）。例年，岩手県の3年生運動部員は5
月末の県高校総体で部活動の集大成を迎え，

そこで全力を出し切って引退し，本格的な受

験勉強生活に入る区切りとする。岩手県は他

県に比較して運動部の活動を最後まで成就す

る生徒の比率が非常に大きいため高校総体前

は一種異様な盛り上がりを見せる（このこと

によって受験勉強を始めるのが遅くなってい

るは事実ではあるが，逆に文武両道をしっか

りと最後まで実践する生徒を指導できるのは

われわれ岩手県の進路指導に携わる教員の深

く喜びとするところである。批判もあるとこ

ろではあるが，決して消えてほしくない岩手

の高校文化であると考える）。ところが，こ

の一大イベントが突然生徒の目の前から消え

去ってしまった。筆者の勤務校でも中止発表

の翌朝生徒たちが部ごとに集まり行き場のな

い思いを胸に悔し涙に暮れており、その光景

には筆者も涙を禁じえなかった。その状況を

目の当たりにして当時の3学年長が急遽学年集

会を実施，号泣しながらみんなでこの事態を

乗り越えていこうと訴えた。そこから3学年団

は生徒の受験勉強への切り替えを促すべく，

すさまじい数の個人面談を実施（朝･昼･放課

後ほとんど担任は休みがなかった）し，生徒

に寄り添うべく奔走した。その甲斐もあって，

生徒たちは例年通り，いやむしろ例年よりも

スムーズに受験生生活に切り替わっていった

（この時も生徒たちの健気さに3学年団は涙･

涙であった）。 
しかし，問題はここで終わらなかった。総

合型や学校推薦型選抜を志望する生徒たちは，

コロナ禍で独自の取材ができない。ネットや

書籍などで情報不足を補おうとするが，そこ

にも限度がある。なかなか志望が深まらない。

また，スムーズに切り替えが進んだ分だけ例

年より長い受験生生活を送ることになり，秋

のころには生徒たちに疲労感が顕著に目立つ

ようになってきた（毎日保健室が3年生で満杯

 

になった）。そしてこの疲弊感は生徒だけで

はなく春からフル回転で走ってきた教員側に

も表れてきた。特にリモート面接のへの対応

や調査書の変更等コロナ対応や新入試のシス

テム的な部分で気を遣わねばならないところ

が数多くあったことはその原因の一つである。 
このような中で何とか終えることのできた

令和3年度入試であった。しかし，このイレギ

ュラーな年を誰かが総括しなければならない。

大学や他の都道府県の高校ではどのような思

いで昨年度入試を行い，あるいは受験し，ど

のように総括されているのか，を確かめたく

今フォーラムへの招待参加を受けさせていた

だいた。 
以下，今フォーラムの中で筆者なりに捉え

た論点を3つ取り上げ，そこに関する所感を記

すことによって，講評とさせていただきたい。 
  

22.. 「「受受験験生生へへのの負負担担」」ににつついいてて  

 九州大学立脇先生の基調講演中で入試方針

の検討の際に「受験生の負担」を考慮したこ

とが挙げられた。大学側が明確にこの視点を

失わないでいてくれたことにまずもって大き

な安堵感を覚えた。受験生への負担が「過度

にならず」「一律に近いかたち」となること

が理想であることは言うまでもないであろう。

一見当たり前のことに見えるのだが，今般の

大学入試改革においてこの視点が決定的に欠

如していたことが，数々の混乱を生んだとい

うことを忘れてはならない。当初段階での共

通テストの複数回実施や英語外部検定結果の

導入など，いたずらに受験生の負担を増やす

内容であり，経済的に恵まれない，地理的に

不利な条件にある，部活動等をがんばってい

て時間に余裕が持てないといった生徒たちに

は著しい負担が生じる中身ばかりであった

（逆にあの制度がすべて実施されていたら，

受験の勝者は経済的に裕福で，都市部在住の，

学習環境の整っている生徒たちに限定される

ということになる）。 
 昨年度の場合で受験生にかかった負担は数

多くあるが，まずは受験地までの移動があっ

た。感染のリスクを考えて受験を断念したケ

ースはゴロゴロあった。また，「移動による

感染に不安がある場合には，私立大学の共通

テスト利用入試を積極的に活用するように」

との指導をしたが，おそらく共通テスト利用

入試は出願者が増加するであろうから合格を

とるのが容易ではなく，出願数を増やさざる

を得ない。その結果受験料の負担が重くなる

のはやむを得ないと考えたが，これも妥当で

あったかどうか。高校現場ではフォローに悩

んだケースであった。 
 オンラインによる受験に関しても，接続が

うまくいかなかった場合の指示などは出され

ていたが，実際に初めて受験に挑む生徒たち

は「何か失敗があったらどうしよう」「機器

などに不具合があったらそれで不合格になる

のでは」というプレッシャーは少なからず感

じていたようである。大学の中には「接続が

うまくいかなかった場合には不合格」ともと

れる文面を出したところが存在したこともそ

のプレッシャーを増幅させる一因となった

（この文面はすぐに撤回されたのだが･･･）。

接続テストの実施により生徒は安心すること

ができたとのことであったが，試験が始まる

と他人は実施している部屋に入れないという

指示があったところがほとんどであったため，

保護者の心理的不安も大きかったようである。 
このような予期できないことに対応するた

め，教員の側の負担も大きかったことは否め

ない。勤務校ではオンライン面接対応のため

に急遽カメラを購入したものの，学校におけ

る通信環境が信頼に耐えるものではないとの

結論に至り，オンライン関係はすべて生徒個

人が手配することとしたが，この間のドタバ

タは大変なものであった。 
 通常の年であっても，概して地方に生活す

る受験生ほど負担が大きくなりがちであるが，

昨年度においてはその傾向が一層強かったと

いうことは言えるであろう。その負担軽減に

ついてほかの大学ではどのように考えていた
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のかについては，ぜひ今後も伺いたいところ

である。 
 
33.. ココロロナナ禍禍ににおおけけるる授授業業のの在在りり方方ににつついいてて  

 現状報告において戸山高校近藤先生，須磨

学園多田先生それぞれよりの報告を伺ったが，

まずはお二方とも昨年度1年間の総括を生徒･

教員へのアンケート等を通じてしっかりと行

っておられたところに感服した。勤務校では

休校の影響が少なかったとはいえ，眼前のこ

とに手いっぱいとなり，気が付いてみたらす

べて終わっており，総括しようにもアンケー

トを取るべき生徒はみな卒業していた。イレ

ギュラーな1年であったが，それでもしっかり

と検証を加えようとする姿勢に発表の2校の強

靭な背骨を垣間見た思いがした。 
 戸山高校においては，対面授業と紙ベース

の課題が中心となっていったとのことで，結

果的に自学自習の時間が取れ，既習事項の復

習をしっかり行うことができ，秋以降の学習

につながった旨のお話があった。これに関し

て言えば，大概の学校では自学自習の習慣と

基礎的な部分が身についていた生徒は休校中

に伸びたという感触を持っていたのではない

だろうか。近藤先生は「油断があった。4月に

バタバタした」ということを述べておられた

が，むしろその前に骨太の学力を十分につけ

させていたことによって，このような事態が

起こってもしっかりと対応できる生徒を育成

できていたことこそが称賛されるべきことと

思う。ただ，自学自習のやり方が身について

おらず，それによって力を伸ばし切れていな

い生徒たちは授業が少なくなった時期の伸び

がより少なかったと推測している。そこにつ

いては，他校の先生方にもご意見を伺いたか

ったところである。 
 また，オンラインに積極的に取り組んだ須

磨学園多田先生の発表は非常に興味深かった。

今まで目にしたものではオンラインのメリッ

トを取り上げたり，このようにしたら上手く

いったというものが非常に多かったが，本報

告ではデメリットに大胆に踏み込んでおられ

る。「真の学力養成は難しかった」「定着率

はよくない」「目や耳に負担がかかる」「周

囲の様子がわからない」「準備に4～5倍の時

間がかかる」などである。そしてそこから出

てきた課題を挙げておられたが，この点を解

決しないといつでも使えるものにならないと

いう意味の問題提起として非常に重要な報告

であったと考える。昨年度の実践は大変な負

荷のかかったものであったと推察されるが，

デメリットをあえて赤裸々に示すことで「学

校は動いている」を体現しておられること，

そして新型コロナにかかわらず「学校の新し

い価値を作る」ことを実践しておられること

をまざまざと見せていただくことができた。 
 
44.. 入入試試ににおおけけるる妥妥当当性性とと信信頼頼性性ににつついいてて  

昨年度入試において個人的に注目した部 
分の一つが，「何を残して何を削るのか」で

ある。 
秋ごろから流れていた話に「共通テストは

確実に実施されるであろう。ただし，国公立

大学の個別試験は実施されずに共通テストの

点数のみで合否が決まることもあり得る」

「だから，例年よりも共通テスト（前年まで

であればセンター試験）に注力した対策をす

べきである」というものがあった。共通テス

トは住所地の都道府県での受験で移動が少な

くて済むが，個別試験は受験生の大掛かりな

移動を伴うからというのがこの話の根底にあ

った。前述のように地方では受験地に赴くと

いうのが受験生の大きな（心理的）負担にな

っていたため，この話はリアル感を持ってい

た。 
7月末の時点で横浜国立大学から個別学力検

査を実施しない旨の発表があった際にはさす

がに驚いたが，信州大学･宇都宮大学で話が出

たときには「やむを得ない」という声と「そ

れはあり得ないだろう」という声の賛否両論

が周辺であった。今回の討議の中で立脇先生

がおっしゃっていたことから，大学側でもそ

―102―



 

この葛藤はかなりあったことが窺えた。学生

の質の確保という点からすると譲ることので

きる部分とできない部分がどこなのかという

ことを問われたのだと思う。それに対する高

校側の声を代表するのが近藤先生の「フェア

であればよい」という言葉であろう。 
個人的には「東北大学は個別試験をやって

ほしい。あの試験を受けないで合格者が決ま

ることはあり得ない」と考えている。地域の

トップ層の生徒が、個別試験問題を大学から

のメッセージと受け止めて下級生時から必死

に取り組んできた。それを見ると，やはり個

別試験をやらないというのは考えられない。

ただ，（さまざまな事情により）受験に行く

ことができなかった生徒もいる。そのような

生徒がいることを考えると個別試験を不要と

する大学があるなどの多様性が担保されるこ

とはあってもよい。要は，その大学への合格

を目指して取り組んできたことが，できるだ

け無駄にならず，しかも早めに公表されてほ

しい。そういうことを一切合切含めて「フェ

ア」であってくれることが高校側としての譲

れない部分であると考える。 
また，「何を残すか」の部分において興味

深かったのは横浜国立大学である。大学とは

基本的に学問をするところであり，将来の職

業と直結する必要はないというのが筆者の常

日頃からの考えであるが，例外というべきな

のが医学部医学科や看護学科など医療系学科，

法学部法学科，そして教育学部教員養成課程

といった職業人養成を前提とした資格系の学

部学科である。私見として，これらの学部学

科における入試は，就職試験･採用試験を兼ね

る適性試験的な意味合いを持つ必要があるの

ではと感じていた。今回の鈴木先生の発表で，

このことに関する大学での視点がよく分かっ

た。「熱意･愛情･人間性」といった項目は，

大学入試においては測れない項目と考えてい

たが，ここに関して評価を行おうという取り

組みは非常に野心的に感じた。さらにコロナ

禍の入試でも極力ここに留意しておられたこ

とは印象深い。このようなアドミッションポ

リシーと評価方法が浸透すれば，高校現場に

おいて医療系や教員志望の生徒に自分の適性

についてより真剣に考えることを促すことに

つながると思われる。個人的には，過疎化が

進む地方において高校ができる最も有効な地

域貢献とは医師と教員志望の生徒の養成と考

えている。そういった視点からも資格系の学

部学科においてさらに進めてほしい事項と考

える。 
 
55.. 終終わわりりにに  

 「コロナ禍の下での入試」だったが，その

中で炙り出されてきたものは真に大学入試と

はどうあるべきなのかということではなかっ

たか。変わっていく必要のあるもの，そして

変わってはいけないものという両者を大学･高

校それぞれがそれぞれの立場で選別すること

を迫られたのが令和3年度入試だったのではな

いのだろうか。その意味では「この先どのよ

うになってもできるような形にした」との横

浜国立大学の考え方は変わるところはやむを

得ず受け止めるが，その中で変えられない部

分をきちんと残した結果そのようになった，

と読み取ることができる。九州大学からは

「共通テストが中止になるということは一大

学の判断を超えることであるため，6月の時点

では検討しない」という話があったが，逆に

共通テストを選抜方法の中に有機的に組み入

れているという自負が垣間見えた。また東北

大学が昨年度に各高校対象に行ったアンケー

ト（受験生の移動が難しくなった場合の2次試

験実施形態に関して）の内容から，東北大学

は2次試験の内容に不動の自信を持っていると

のプライドを感じることができた。 
初めてこのフォーラムを訪れた数年前は

「合格者を増やすための情報交換」くらいの

軽い気持ちで参加したが，大学入試を研究す

ることを通して大学における高等教育はどう

あるべきなのか，ということを深くえぐりだ

そうとしていた会場の熱気に感銘を受けて帰
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路についたことを思い出す。今回も最後の討

議の際に倉元先生が問題提起された「高校が

大学側に求めたかったもの」「大学側の気持

ち」での熱い議論が特に印象深い。個人的に

は昨年7月の時点で大学側が考えていたことと

高校側が求めていたものには乖離が生じてお

り，ここをすり合わせることができれば受験

生はいくらか安心して受験に臨むことができ

たのではないかと感じた。惜しむらくは，こ

のテーマについてさらに突っ込んだ議論がな

されれば，さらに両者の益となったものと思

われる。

最後にこのような状況下において，ぎりぎ

りの時点まで開催方法について検討を重ね開

催にこぎつけられた本フォーラム事務局の運

営スタッフおよび貴重な報告を寄せられた登

壇者のみなさまに満腔の敬意を表したい。今

年度もまた，高等教育とは何かについて考え

る視点を与えていただき，そこにふさわしい

生徒を育成するためのヒントを得ることがで

きた。次回以降のさらなる発展を祈念して拙

稿を閉じることとさせていただきたい。
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11.. ははじじめめにに  

 あの震災から10年が経過し，不十分ながら

も復興の形も見えてきた2020年。高大接続改

革に伴う大学入試改革を受け，そのねらいと

実際の運用との間に大きな隔たりを感じてい

たこの数年。そして新型コロナウィルスのパ

ンデミック。湧いて出てくる様々な難題を時

には受け止め，時には受け流しながら生徒指

導にあたってきたような気がする。これほど

我々教員が試された10年はなかったかもしれ

ない。この約1年半の間に我々教員は「生徒の

いない学校」を経験し，「学校とは何か」を

改めて考えさせられた。このような状況にお

いて様々な問題が顕在化した。その一つが

「公平性」であった。あの時期，生徒たちの

学習の場は「学校」から「自宅」に移り，課

題プリントやオンライン授業が平時の授業の

代わりとなった。高校でも徐々にオンライン

による教育システムが構築されていったが，

生徒の学習環境は家庭ごとに異なる。使用す

るデバイスも違う。コンピュータやパッドで

は視聴しやすい配付資料や板書内容も，スマ

ートフォンの小さな画面では見るのも困難で

あろう。オンライン環境も様々で，結局のと

ころ各家庭に金銭的負担を強いることとなっ

た。そして大学入試。学校推薦型選抜では，

大学からオンラインによる面接試験の高校実

施を打診されたりもしたが，その対応にも若

干苦慮した。高校を試験会場にした場合の責

任の所在が曖昧だったからである。結局受験

生がそれぞれの自宅で受験したのだが，もし

自宅で受験できない生徒がいたらどうなった

か，などといった疑問も残る。 
 今回のフォーラムでは高校側と大学側双方

からの現状報告がある。私が昨年まで勤務し

ていた高校での対応がどうだったか，を総括

するために参加させていただいた。そしてコ

ロナ禍における高大接続の諸課題について，

何か一つでも多くのヒントを持ち帰りたいと

思う。 
 
22.. 基基調調講講演演１１ににつついいてて    

  九九州州大大学学  立立脇脇洋洋介介先先生生  

 前提として，大学入試における公平な受験

機会は受験生の権利であり，入試を実施する

主体はそれを保証しなければならない。その

原則がコロナ禍における入試に大きな影響を

及ぼすこととなる。大学入学共通テスト（以

下共通テスト）ではコロナ感染者のために別

日程が追加されるなどの措置がとられたが，

その結果非常に複雑な実施形態となった。個

別試験においても極度の緊張を強いられた入

試だったと推察する。各大学では幾度も会議

を重ね，複雑なフローチャートと格闘されて

たことだろう。7月以降に発表された募集要項

も幾度となく変更された。高校でも，日々送

られてくる募集要項の変更内容を整理し，受

験生に正しく伝えなければならなかった。し

かし私自身も100％それを理解できた訳では

なかった。それほど多かった。 
 九州大学は，旧帝大時代から踏襲されてい

る伝統を守る一方で，共創学部などに象徴さ

れるように，時代に対応した新しい大学の有

り様も提起している大学だと認識している。

入試についても学校推薦型選抜，総合型選抜，

一般選抜があり，それぞれの入試で選抜方法

も異なる。多様な学生を求めてのことと推測

する。その評価の一つである面接，口頭試問

が従来通り実施できないとなったとき，さぞ

苦労されたことだろう。九州大学は，オンラ
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イン入試の導入に際し詳細なガイドラインを

作成されたとのこと。また，学部入試の前に

大学院入試があり，そこでオンライン入試の

ノウハウを蓄積されたそうだ。さらに，様々

な高校にもオンラインに関するヒアリングを

するなど，試験当日に想定されるトラブルを

極力排除しようと努力される姿に感銘を覚え

た。実際にはオンラインのトラブルは発生せ

ず，公正な入試が実施できたという。 
 立脇先生の話を伺ううちに，いかに大学が

綿密に，慎重に入試を計画・実施してきたか

が分かる。私が先に述べた「公平性」に関す

る疑念はほぼ払拭された。受験生を公平に選

抜していただいているということを改めて確

認でき，高校教員としては感謝の言葉しかな

い。ただ，先にも述べたように，高校でオン

ライン面接等を実施する際の責任の所在につ

いては，大学側でも今後十分に検討していた

だけるとありがたい。また入試が実施できな

いという最悪なケースもあったかもしれない。

そのような緊急事態をどのように想定されて

いたかも伺ってみたかったところである。 
 
33.. 基基調調講講演演２２ににつついいてて    

東東北北大大学学  久久保保沙沙織織先先生生  

 私の前任校は，東北大学への進学希望者が

学年の約半数というような学校で，まずは東

北大学を知ることが学問への第一歩となる。

例年，7月下旬に行われるオープンキャンパス

はほぼ全生徒が参加し，その調べ学習が「総

合的な探究の時間」の単位の一部となる。し

かし，昨年度はオンラインのオープンキャン

パスとなった。私見だが，前任校の生徒にと

って教育効果が薄まったのではと不安を感じ

ていた。オープンキャンパスは現地を訪問す

ることがほぼ9割だと思っているからである。

実際に研究室の先生方やボランティアの学生

たちから研究や学生生活について話を聞くこ

とで，高次の進路意識が涵養されていく。こ

れは高校教員にはできないことである。 
 さて，久保先生の話では，オープンキャン

パスのオンライン化によって新たな効果があ

ったという。例えば，その参加者のエリアが

拡大し，今まで東北大学を知らなかった高校

生にも大学を知るきっかけとなった。新たな

時代の「門戸開放」となったのだ。全国的な

広報活動を積極的に行ってきたと伺っている

が，オンライン化との相乗効果により「東北

の大学」というイメージからは完全に脱した

感がある。これは東北の受験生にとってはか

なりの脅威である。 
また，7月には教員対象の「オンライン入試

説明会」が実施された。大学入試について不

安しかない状況で，大学側からの情報発信は

高校教員にとっては一筋の光明であった。長

期間に渡り数多くコマを設定していただいた

ことで参加しやすかった。私自身もその情報

を元に，自信を持って進学指導をすることが

できた。大学からの情報発信は高校側にとっ

てはこの上ない貴重な「エビデンス」なので

ある。 
 話は変わるが，昨年10月，読売新聞社主催

「医療体験プログラム（未来の医療を創る君

へ）」というオンラインによる講義があり，3
回目は東北大学医学部によるものだった。途

中，参加者からの質問にも対応していただく

などして，双方向の情報交換ができた。前任

校でも多くの生徒たちが参加していたが，全

国からも多数の高校生が参加しており，東北

大学の知名度の高さを改めて実感した。研究

者から直接話を伺う貴重な機会となったのだ

が，その内容，対応も申し分なく，東北大学

を目指す受験生が増えるのも当然であろうと

思った。受験生がその大学のどこに魅力を感

じるかというと，受験生に魅力的に映るコン

テンツ（先生方も含め）がその大学にあるか

（いるか）どうかということだろう。先進的

な研究内容の紹介やニュースで取り上げられ

た話題なども「オンラインオープンキャンパ

ス」や「オンライン進学説明会・相談会」と

うまくリンクさせていけば，一層充実した広

報活動となるかもしれないと思った。 
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44.. 現現状状報報告告１１・・２２ににつついいてて    

東東京京都都立立戸戸山山高高等等学学校校  近近藤藤明明夫夫先先生生    
須須磨磨学学園園高高等等学学校校      多多田田鉄鉄人人先先生生  

 昨年3月の頃を振り返ると，学校現場では学

習の遅れをどう取り戻すか，が大きな課題で

あった。共通テストやその後の私大入試，個

別試験を考えると，年間行事の大幅な組み替

えが必要だった。当然授業の形態も変わった。

前任校ではまずは紙ベースによる自宅学習の

体制を整えつつ，徐々にではあるが動画によ

る授業もアップされていった。 
 今回，東京都立戸山高校の近藤先生からは，

東京都の深刻な状況について話を伺ったが，

感染者数が激増する現場でさぞ苦労されたこ

とだろう。休校や分散登校による学習の遅れ

を，まさに休日返上で取り戻そうとするその

気概には感服するしかない。結果的には進学

実績も例年通りということで，その努力は報

われた形だ。一方，生徒にとって休校期間は

どうだったのだろうか。極めて不安な社会情

勢に身を置き，様々なことを考えたことだろ

う。戸山高校の生徒アンケートにも「自らの

アイデンティティを考える機会となった」と

の感想もあった。生徒にとっても振り返りの

時間だったのかもしれない。 
須磨学園高校の多田先生からは，「学びを

止めない」ための実践例が紹介された。3月か

ら授業の録画配信，4月には授業のライブ配信

を始めた。全国的に3月2日からほぼ全国で一

斉休校が始まったわけだが，その2週間後には

授業を配信している。この対応の早さにはた

だただ驚かされる。しかし，それなりのデメ

リットもあったようだ。スマホやコンピュー

タの画面を長時間視聴することで，生徒の眼

精疲労を危惧されたようだ。眼の負担を軽減

するために，演習を増やすなどして画面を見

る時間をコントロールしたという話は，実際

にやってみないと出てこない問題であろう。

当面コロナが落ち着くまではオンラインも活

用しながらの授業になるだろうが，コロナが

収束した後も，この時期に培われた様々なノ

ウハウが別の形で生かされていくような気も

する。完全オンラインによる高校なども想定

されるであろう。不登校生徒がオンラインで

久々に授業を受けられたというニュースもあ

ったくらいだ。需要はある。 
 
55.. 現現状状報報告告３３ににつついいてて    

横横浜浜国国立立大大学学  鈴鈴木木雅雅之之先先生生  
 横浜国立大学が個別学力検査を実施しない，

というニュースは高校現場に衝撃を与えた。

正直複雑な思いであった。本当にできないの

か，という疑問。特に理系学部において，数

学Ⅲなしで合否を決めるはいかがなものか，

などなど。そのあたりの内部事情にも非常に

興味があった。 
 さて，教育学部の鈴木先生は，この問題か

らは若干距離を置く。教育学部では共通テス

トのスコアの他に，受験生に動画や小論文を

事前に提出させることで，従来の入試に近づ

けたようだ。また，オンラインによる面接も

問題なく実施されたようだ。受験生の公平性

も最大限保たれているように思える。ただ，

後の討議において，事前に提出された出願書

類の信憑性について話が及んだ。本来は入試

として課す小論文を事前に提出するとなれば，

様々な意味で疑義が生じる可能性がある。し

かし大学では「立派すぎる文章」でも受け入

れるしかないという。またそれを確かめるた

めの面接なのだとも。高校ではどの程度出願

書類を「整える」か，は担当者次第である。

私の場合，礼法指導等は別にして，志望理由

の核となる部分を「創作」することはあまり

せず，受験生自身が持っている資質・才能を

本人に気づかせるに止めている。ただし，そ

の気づきが出願後の時もあり，志望理由書の

内容が面接で話す内容と違ってしまうことも

あるのはここだけの話。 
 
66.. 討討議議  

 この非常事態下において，高校側からは，
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入試制度をあまり変更しないでほしいという

要望があった。それには高大接続改革による

入試制度の変更も含まれているのだろう。共

通テストの記述式問題や英語外部検定試験の

導入は，その準備段階からほころびが見え始

め，結局コロナと関係なく中止（延期）とな

った。調査書の書式変更も負担が大きかった。

新書式の詳細がなかなか決まらず，調査書作

成システムを外注している宮城県の高校は何

もできなかった。JEPをはじめとする「ポー

トフォリオ」構想とは一体何だったのだろう

か，と今でも思う。国立大学の個別試験の扱

いについてもその対応が分かれた。横浜国立

大学はいち早く個別試験を中止したのに対し，

九州大学，東北大学は従来型（対面型）の入

試を実施した。戸山高校の近藤先生も言われ

ていたが，高校側からすれば個別試験は是非

とも実施してもらいたいというのが本音では

ないだろうか。難関大学の受験生にはそれな

りの実力を身につけてから大学生になってほ

しいというのが高校教員の切なる願いである。 
募集要項をもっと早く，との要望もあった。

決定稿ではないにしろ，7月には各大学の募集

要項が発表され始めた。これ以上早めるのは

不可能だと思う。前任校も6月から一斉登校が

始まり，タイミング的にはちょうどよかった

と思う。またその時期に東北大学には「オン

ライン入試説明会」を実施していただき，参

加した3学年団の雰囲気も変わった。それに引

っ張られた生徒もスイッチが入り，ようやく

受験モードに切り替わった。  
 各大学のオープンキャンパスへ積極的に生

徒に参加させている高校は多い。そういう意

味では大学を広報する手段としては有効であ

ろう。近藤先生からは，オンラインによるオ

ープンキャンパスは個人で得られる情報が限

定的であるのに対し，訪問型のオープンキャ

ンパスは，複数人数で回ることで友人の情報

も共有でき，視野が広がるのではという指摘

がなされた。まさにその通り。参加者にとっ

て引き出しの多いオープンキャンパスである

ことを望むばかりである。 
 
77.. 終終わわりりにに  

 日本国内では現在でも変異種の脅威が出始

め，先の見えない状況ではあるが，ワクチン

接種も始まり，少しずつではあるがゴールが

見え始めている。宮城県の高校に限っていえ

ば，様々な制限は残っているにせよ，学校自

体はほぼ平常に戻っている。このままいけば，

おそらく令和４年度の大学入試も従来の形に

戻るだろう。そう考えたとき，この2年間は果

たして何だったのだろうか。天災と言ってし

まえばそれまでだが，私たちはそこで得られ

た教訓なり技術なりを平時でも生かせるよう

にしなければならない。急速に進むオンライ

ン環境にも対応していかなければならない。 
 最後に，このような貴重な機会を与えてい

ただいた東北大学のフォーラム関係者様，今

回貴重なご意見をくださいました発表者の方

々に深く感謝を申し上げます。このフォーラ

ムが今後も末永く開催されることをお祈り申

し上げます。 
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秋秋田田県県立立秋秋田田高高等等学学校校  

澁澁谷谷  明明人人 教教諭諭

11.. ははじじめめにに

今まで秋田県という地域性もあり，フォー

ラムに毎年参加するということは叶わないも

のでした。正直にいうと，入試制度やその改

革については受け身でしかなく，意見を持っ

たり，考察したりするものではなかったよう

に思います。しかし，昨年来，コロナ禍とい

う状況の中，オンライン参加が可能となり，

このような教育改革や大学入試制度への変化

に対する取り組みの本質に触れ，考察や検証

する機会を得ることができるようになりまし

た。普段であれば，本校の代表者が参加し，

その報告書を読むという流れでありましたが，

第一線で頑張っていらっしゃる方々の基調講

演を直接聞くことができるようになったこと

は，自分自身の成長にもつながるものとなり

ました。また，今年度はハイブリット方式で

の実施を実現していただき，昨年同様オンラ

イン参加ではありましたが，大会の臨場感を

味わうことができたことは喜ばしいことであ

ります。また，招待者という立場でありなが

ら出張の許可が出ず，落胆していたところで

したので，学ぶことの多い貴重な時間を過ご

すことできたことに，心より感謝いたしてお

ります。

22.. 大大学学入入試試制制度度改改革革ををどどうう受受けけ入入れれるるののかか

現場の教員の中では，経験主義が蔓延して

おり，ここ数年入試制度の変化を受け入れず，

すぐに対応しようとしない教員が多かったよ

うに感じています。変わるということを頑な

に拒否するような姿勢であり，変わることが

悪いかのような発言や態度をとることが多勢

となることも多かったように思います。さら

に，制度の変わり目は，根拠が少なく，説得

する材料が全くなかったりと改革へと対応す

るための足がかりを現場に浸透させることは

雰囲気的にも難しいものでありました。まし

て，昨年度まで導入しようとしていた記述式

や外部試験など実現が難しいという雰囲気が

漂う状況の中では，工夫した授業作りや生徒

が対応できるよう出題を工夫するなど必要以

上の労力を要するものを浸透させることは皆

無に近かったように思います。そして，思考

力や読解力を問うような形式に変わった大学

入学共通テストに関しても『こんなの解く意

味があるのか』というような意識でしかなく，

問題分析をし，生徒に還元するような努力も

しないようなありさまでした。利己主義過ぎ

るのか，変化を嫌うのか，働き方改革のみを

優先するのか，理解できないことばかりが目

立ちました。さらには，まったく問題を解か

ず意見や批評ばかりで，制度ばかりを批判す

るような姿勢にはどうしても納得がいかない

ものがありました。私自身、学年主任，進路

指導主事という立場を経験する中で，生徒の

ために正しい判断を迫られるようになり，物

事を落ち着いて考えるようになりました。新

しい情報や変化はまずしっかりと受け入れ，

すぐには行動せず，意見をもたず，沈黙と静

寂を創りながら自分自身の言葉で表現できる

ようになるまで，じっくりと考察するように

しました。いま目の前にある現状と比較し検

証する必要性があるものはならば，さらなる

情報を得ることを優先しました。今回のフォ

ーラムのような基調講演や各大学の広報活動

などを聞くときも，批判や否定から入るので

はなく，その講演に至るまでの背景や現状を

しっかりと把握する姿勢をもちながら傾聴す

るようにし，その上で，自分の意見をしっか
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りと明確にするように心がけるようになりま

した。 
『検証 コロナ禍の下での大学入試』をテ

ーマに登壇していただいた方々の言葉を思い

出しながら講評を書きすすめています。それ

と同時にコロナ禍の下で右往左往しながら対

応していた自分を回想しつつ，衝動的な拙文

の進行を止めることができないもどかしさと，

読み返しての反省を繰り返すばかりの愚一教

師でありますが，教育に携わる責任と思いを

綴らせていただいております。 
 

33.. 基基調調講講演演をを聞聞くく中中でで  

立脇先生の講演では『高校と大学が頑張っ

た』という言葉に励まされながらも『公正・

安全・負担』3つのバランスというコロナ禍の

中での基本姿勢に納得していました。また

『早期の情報』と『変化を回避』を天秤にか

けながらも，受験する側を意識してくれてい

たことを感じました。そして，入試という

『枠組み』の中で『個別』の重要性を維持す

るために努力し続けてくれたことが伝わって

きました。 
久保先生の講演では，コロナ禍で生じたお

互いのジレンマの中で『早く正確な情報』を

届けたかったという強い思いがあったことが

伝わってきました。さらに方向転換を余儀な

くされながらも『受験生を護る』という意識

の下での受験準備と『我々の不安』を取り除

き安心できる受験を準備したいという東北大

学の取り組みを改めて実感できたように思い

ます。また，大学入試制度や東北大学が『ど

う変わっていくべきなのか』と今まで以上の

工夫をしていくという強い意志を感じること

ができました。東北地区にある我々もその微

妙な変化を逃さずに感じていく姿勢を持つこ

とが大切だと改めて感じる機会となりました。 
2つの基調講演を聴くなかで感じたことは，

我々もただ単に要求するだけでなく，大学の

対応や情報を得て，冷静に状況を見つめるこ

とや，今回のコロナ禍のような変化にしっか

りと対応できるような準備をしてくことが大

切であることを改めて考えるきっかけをいた

だいたと思っています。 
 
44.. 現現状状報報告告をを聞聞くく中中でで  

 近藤先生の講演の中で，事例報告という形

で現場での対応を聞かせてもらいましたが，

首都圏の学校の大変さを目の当たりにするこ

ととなりましまた。生徒の学力の保証のため

に手探りで奔走する姿が見えるかのようでし

た。設備も完備されていない中での『努力す

る姿』が生徒たちの心を動かし，同時に教員

の絆も深めのだと思いました。 
 多田先生の講演では，私立高校ということ

もあり，公立高校ではすぐにできないような

設備の充実などの対応の早さに驚きながらも，

そのことに満足せずに工夫を重ねながらより

良いものを生徒に提供しようとする姿勢を感

じることができました。特に，アンケートを

実施することで，しっかとり生徒の声を聞き，

状況を分析しながらの対応を重ねたことに敬

意を払うだけでなく，今後，休校になったこ

とを想定しながら，対応を考えている我々に

とってとても参考になる資料を提供してくれ

たことに感謝いたします。そして最後に印象

に残ったことは『友達と話すだけの日』を作

ろうかと職員間で検討したことでした。オン

ラインだけでは希薄になることが大きな問題

となることを想定させていただきました。 
 鈴木先生の講演では，入学するすべての学

生たちを『教員』として送り出すための工夫

や試みがあることを教えてくれました。また，

選抜方法の段階から意識を向上させようとし

ていることに驚きました。我々現場の教員と

しても後継者を育てなければという『思い』

があり，教員としての使命感や人間性のよう

な『心』をもった生徒を育てて送り出したい

と改めて感じることとなりました。 
 
55.. 最最後後にに  

 昨年度，倉元先生を講師としてお招きし，
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本校で初めての企画となる『東北大保護者説

明会』を実施することができました。『コロ

ナ』という理由ですべてが中止になっていた

状況から脱却するきっかけとなり，暗闇の中

からようやく『光』が見えた瞬間だったこと

を思い出します。 
現在ワクチン接種が始まり，また新たな

『光』が見えようとしています。皮肉にも教

育現場に立ちはだかっていた変化を嫌う『壁』

を『コロナ』で加速した『強い思い』が壊し

てくれたように感じています。この勢いを失

わないようにこれからも心がけていきたいと

思います。 
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講講評評 55：：第第 3344 回回東東北北大大学学高高等等教教育育フフォォーーララムムにに参参加加ししてて  

山山形形県県立立東東桜桜学学館館中中学学校校・・高高等等学学校校

髙髙田田  悠悠幾幾 教教諭諭

11.. ははじじめめにに

今回のフォーラムは，コロナ禍で学校教育

が大きく変わった2年目に行われた。多くの活

動が制限される中，オンラインで行われる授

業や講演，オープンキャンパスが高く評価さ

れ始め，リモートで行事を遂行することも可

能な世の中になってきた。コロナを契機に今

までの教育を見直す時期がきたのではないだ

ろうか。

コロナ禍での大学入試をテーマとして開か

れた今回のフォーラムでは，大学の入学者選

抜試験の在り方，広報活動，高等学校におけ

る学習指導が昨年度どのように行われてきた

か，熟考された様々な案をうかがうことがで

きた。

22.. 基基調調講講演演 11「「ココロロナナ禍禍ににおおけけるる個個別別大大学学のの

入入学学者者選選抜抜――令令和和33年年度度選選抜抜をを振振りり返返っってて

――」」

立立脇脇洋洋介介氏氏（（九九州州大大学学））  

九州大学アドミッションセンターの立脇氏

の講演では九州大学の個別試験実施に向けた

苦闘が伝わってくるようであった。

九州大学では入試における「厳格さ・公正

性」「安全性」「受験生（大学）の負担」の

バランスを重視し，どうすれば個別試験が行

えるかを長期にわたり検討されたようである。

オンラインで入試レベルの筆記試験は可能か

どうかを考えたときに，不正行為「厳格さ・

公正性」から難しいと考えられる。オンライ

ン面接やオンラインでの作成課題ですら，不

正をしようと思えばやりやすい環境にあるこ

とにも注意が必要である。

また九州大学では小論文を，課題図書を用

いた郵送方式にし，オンラインで口頭試問や

面接をする形に変更した選抜もあった。立脇

氏のスライドにもあったが，代替として適切

かどうかは疑問が残るし，見る能力も変わっ

てくるので従来とは違った受験生が合格して

いる可能性が高い。これらの代替した個別試

験の妥当性を今後検討されると思うが，ぜひ

とも情報として共有していただきたい。

九州大学の個別試験に対する考え方は，受

験生のことをよく考えてくださっており，大

学入試は例年通り問題なくそのまま行うべき

だと考えていた私としては，新しい形の入試

を考えさせられるお話だった。

33.. 基基調調講講演演 22「「オオンンラライインンをを活活用用ししたた東東北北大大

学学入入試試広広報報活活動動のの新新たたなな展展開開」」

久久保保沙沙織織氏氏（（東東北北大大学学））  

東北大学高度教養教育・学生支援機構の久

保氏の基調講演では，これからの広報活動の

様々な可能性を示していただき，中学校・高

校側としても生徒が東北大学をより知ること

のできるきっかけになると感じた。

今後も続いていく18歳人口の減少に伴い，

東北大学でも受験生獲得のためのPRを重視し

ている。オンラインオープンキャンパスやオ

ンライン模擬講義は我々中学・高等学校側か

らも参加のしやすさという点において，非常

に有益なものである。

本校の中学3年生は今年，大学訪問ができ

ないかわりに，東北大学のオンライン講義を

受けたりオンラインオープンキャンパスを閲

覧したりする時間を設けており，様々な高等

教育を知るきっかけに活用させていただくこ

とになっている。時間や場所を越えて体験で

きる機会を提供してくださり，非常にありが

たいことである。しかし，オンラインの利点
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はあるものの，欠点としては実物に触れられ

ず，また画面の向こうの世界であると生徒が

捉えがちになり，自分事として経験を積めな

いことである。今まで様々な活動をオンライ

ンで行ってきた学年なので慣れているとは思

うが，実物に触れる機会，本物を見る機会が

作れなかったことが彼らの進路にどう影響を

与えるかを考えながら指導していきたい。

今後は大学には対面でやれることをオンラ

インでやるだけでなく，オンラインならでは

の企画を考えていただき，対面以上に魅力を

感じる活動が生まれてくることを期待したい。

44.. 現現状状報報告告 11「「臨臨時時休休校校・・分分散散登登校校のの元元ででのの

「「学学習習のの遅遅れれ」」のの回回復復」」

近近藤藤明明夫夫氏氏（（東東京京都都立立戸戸山山高高等等学学校校））  

近藤氏の報告では，コロナ禍における進学

校の様々な工夫と，紙ベースからオンライン

での授業に至るまでの過程を知ることができ

た。報告の中にあった第４クール以降の対応

は再び起こりうる出来事への対応の参考にな

り，オンデマンド型の補講教材にはコロナな

どのない平常時でも活用できる可能性を感じ

た。

今の世の中には動画教材がありふれてきて

いるが，各学校が必要となる教材を動画配信

することで，生徒の学習を促進する働きがで

きるのではないだろうか。例えば言語の教科

であれば，文法は不易のものであり，学びの

根幹となるものである。文法をオンデマンド

で学校が配信すれば，生徒は普段の授業と関

連させながら学ぶことができることや，生徒

の学び直しとして使用することもできるので

はないだろうか。

また，コロナ禍での臨時休校・部活動停止

も学習に大きく影響を及ぼしたと考えられる。

特に部活動停止があったことは，多くの運動

部に所属する生徒を例年より早く受験勉強へ

と切り替える契機となった。コロナ禍だから

こそできる学習方法や進路指導を考え抜いた

戸山高校を参考に，今までのやり方を是とす

るのではなく，日々変化する受験業界で生徒

が成功を収められる指導ができる学校を作っ

ていきたいと強く感じた。

55.. 現現状状報報告告 22「「オオンンラライインンのの現現場場かからら――WWeebb

授授業業ののメメリリッットト・・デデメメリリッットト――」」

多多田田鉄鉄人人氏氏（（須須磨磨学学園園高高等等学学校校））  

多田氏の報告でまず驚いたことは，須磨学

園はICTに力を入れている学校で，全員にパ

ソコンとスマホの配布，全員がoffice365のア

カウントを所持しているという点である。本

校でオンライン授業をする際にもっとも問題

となったのが，授業を受けるデバイスを所持

していない家庭があることであり，貸与する

手続きなどのためオンライン授業をするまで

にかなりの時間を要した。普段からICT教育

を充実されており，令和2年度4月もWeb授業

を行い，学びが止まらなかったことは非常事

態ながらも生徒たちは安心できたのではない

だろうか。

緊急事態宣言解除後もハイブリッド登校を

して，いつオンラインになってもいいように

対応を続けられた。全てをコロナ禍前に戻そ

うとする世の中と違い，変化に学校全体で向

かっていく姿勢をぜひ見習いたい。

しかし，Web授業だけでは定着は良くなく，

対面でやり直した部分もあったと報告の中に

あった。私も本フォーラムにオンラインで参

加したが，長時間オンラインで過ごすという

のは恥ずかしながら非常に辛いものがあった。

これは決してオンラインだから緊張感がない

というわけではなく，画面越しに情報を取り

入れることは負荷やストレスがかかることな

のだと感じた。コロナ禍になってから多くの

講演や出張にオンラインで参加してきたが，

言葉には表せないストレスを感じてきている。

調査をしたわけではないが，対面で行う授業

をオンラインで行っても効果は現れないだろ

うし，対面を超える授業になるとは想像しが

たい。今後，もうオンラインで授業をするこ

とがないことを望むが，オンラインで授業を
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するときは，オンラインならではの工夫をし，

より効果的な授業の設計をし，学びを定着さ

せられるようにしたい。 
  

66.. 現現状状報報告告 33「「大大学学入入試試ににおおけけるる教教員員ととししてて

のの資資質質・・能能力力のの評評価価」」  

鈴鈴木木雅雅之之氏氏（（横横浜浜国国立立大大学学））  

鈴木氏の報告では，昨年度の大学入試につ

いて考えさせられるものがあった。横浜国立

大学は昨年度入試でどこよりも早く二次試験

を課さない旨を公表した大学で，その意図が

聞けたことは今後の進路指導における判断材

料になると考えられる。 
横浜国立大学の教育学部ではアドミッショ

ン・ポリシーを重要視し，それに沿った形で

選抜方法を変更されたようである。危機管理

の視点で見ると，受験生の安全が確保され，

何よりも世の中がどのような状況になっても

二次試験が実施できるであろうことがわかる

設定となっており，受験生の安心材料になっ

たと考えられる。 
一方，テストの公平性は担保されたのか疑

問が残る。動画をあらかじめ撮影し送ること

になると，その生徒に対しアドバイスを送る

などの不正行為もやりやすい環境になってし

まう。また，深いところまで話を掘り下げた

り，話を広げたりできないというのは，受験

生の思考力を観るには不十分なものであるよ

うにも思える。今後，どのような学生が入学

し，どのように成長をしていくのかを追調査

していただき，この試験形態ではどのような

学生が取れるのかも共有していただけると幸

いである。 
 
77.. 討討議議ににつついいてて  

様々なトピックについて話された討議の中

で，印象的なものは二次試験についてである。

私も大学入試はフェアな闘いであってほしい

と願っており，個別学力試験は本当の意味で

公平に判断されるものであると考えている。

横浜国立大学は，今まで教員採用試験の受験

率が低かったことから教員になるという熱意

を持った学生を要求しており，小論文や面接

といった内容に切り替えられたとのことだが，

高校の時の熱意が大学に行って変わらないと

いう保証はない。大学に進学し，様々なこと

を経験する中で，自身の進路が変わることも

予測される。そのため，熱意という形のない

ものを測ること自体が難しいうえに，入学さ

せたい学生の資質として重要なものにするの

は望ましくないのではないかと考えてしまう。

もちろん様々な大学入試の実施形態があるか

らこそ，生徒個々人に合った進路指導ができ

るという点では感謝しかないので，どちらが

いいとは言い難いが，多くの国立大学では最

も公平な試験である学力試験を課していただ

けるとありがたい。 
 
88.. おおわわりりにに  

「コロナ禍の下での大学入試」と題されて

始まった本フォーラムでは，中学校・高等学

校が大学に向かう視点から大学が受験生をど

う迎えるか，どう卒業させるかという視点ま

で，幅広く考えさせられる内容だった。討議

で話になっていたが，我々中学校・高校側も，

コロナをきっかけとして教育を変えていく必

要があると感じた。オンラインでの教育が大

規模に始まった昨年度から，今後研究を重ね，

より効果的に活用できる方法を模索していけ

れば，緊急事態だけでなく，平常時にもオン

ラインで生徒を育てて，経験を積ませること

ができる可能性があると考えられる。 
あらゆることを知り，考える機会を与えて

くださったことに感謝申し上げます。私にと

って新しい情報が大量にあり，考えがまとま

っていないまま本稿を寄稿すること，大変申

し訳なく思っております。 
フォーラムを開催するにあたり，ご尽力さ

れた事務局の方々をはじめ，素晴らしいご講

演をいただいた講師の先生方に心より御礼申

し上げます。 

―114―



 

講講評評 66：：ココロロナナ禍禍のの入入試試かからら学学ぶぶこことと  
  

福福島島県県立立原原町町高高等等学学校校      
小小針針  伸伸吾吾 教教諭諭  

  
11.. ははじじめめにに  

 まず，今回は第34回東北大学高等教育フ

ォーラムにご招待いただき誠にありがとうご

ざいました。貴重なお話をお聞かせいただき，

大変良い勉強の機会となりました。 
 今もなお，新型コロナウィルスは猛威を振

るっており，予断を許さない状況が続いてい

ます。学校においても，先の見えない不安を

抱え，行事や部活動等の様々な活動が制限さ

れている中，「生徒にとって最善の選択はな

んだろう」と常に考えながら学校全体が一丸

となって日々を送っている最中です。 
そんな生活の中において，今まで当たり前

にあったもののありがたみを感じ，一つ一つ

の行事などの意義を改めて考えることが増え

ています。そして今回のフォーラムにおいて

も「検証 コロナ禍の下での大学入試」とい

うテーマの下，大学・高校それぞれの思いや

取り組みについて様々な角度からお話を伺う

ことで，「非常事態における大学入試のあり

方」を考えると同時に「大学入試の本来のあ

り方」について考える契機となりました。奇

しくも昨年度は大学入学共通テストをはじめ

とする新しい大学入試制度での実施初年度。

高校生を指導する立場からすると，様々なこ

とに「振り回された」という思いは正直あり

ますが，今回の入試を様々な角度から検証す

ることで大学入試の本質を捉え，そこで得た

ものを還元し，生徒の適切なキャリア形成に

貢献していくことこそが大切だと改めて考え

た次第です。 
また，開会に際し，東北大学総長である大

野先生のお話にもあったように，いつか訪れ

るかもしれないパンデミックに備え，今回の

ように検証する機会を設けることは非常に意

義深いことと言えます。 
 

22.. 基基調調講講演演１１ににつついいてて  

基調講演1では，九州大学における令和3
年度入学者選抜試験についてのお話を伺いま

した。コロナ禍で入試をどう行ったか，その

経緯を詳しく説明していただき，当然のこと

ながらコロナ禍の大学入試で苦しい思いをし

ているのは受験生だけではない，ということ

を改めて痛感しました。我々受験生を送り出

す側としては，どうしても早い決定や情報を

求めがちですが，先が見えない状況下で様々

な可能性を考慮し，入試を実施してくださっ

ている大学の皆様には頭が下がる思いです。 
講演の中で，「厳格さ・公平性」「安全性」

「受験生（大学）への負担」のバランスとい

う観点から令和3年度入試を振り返っていた

のが非常に印象的でした。仮に公平性を担保

しつつ，安全に行える入試形態があったとし

ても，実際に行うとなると受験生や大学に負

担がかかるだけでなく，受験生が本来の力を

発揮できないという大学入試のそもそもの目

的に合致しない，という事態も起こり得るこ

とは容易に想像できます。立脇先生のお話に

もあった通り，今回の入試における実績や課

題を検証する必要はあるでしょう。あくまで

個人的な考えになりますが，従来型の受験形

態のうち，特に各大学で行っている個別試験

については，厳格・公正かつ受験生の持つ能
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力をはかるという点で非常に高水準なもので

あると考えています。今後の入試について検

討する際には，これらの入試を技術的・設備

的な支援により安全性を担保するという方向

性で考えていただきたいというのが個人的な

願いです。 
  

33.. 基基調調講講演演 22ににつついいてて  

基調講演2では，東北大学における入試広

報活動についてのお話を伺いました。高校で

の進路指導を行う際，大学側からの情報は①

動機付け②キャリア選択の判断材料③進路実

現のための指針として大きく3つの役割を担

っていると考えています。①については，特

に地方の高校については，生徒に大学で学ぶ

という具体的なイメージが形成されていない

場合が多く，実際に大学を見たり情報を得た

りする過程で自分の進路の目標をたてていく

ということがしばしばあります。また②につ

いては，目標を立てた後に自分の目標に一番

合致しているのはどの大学か，③については

自分がその大学で学ぶためにはどういう力を

身につけるべきかという疑問を解消するため

に大学から発信される情報を活用します。今

回の講演でお話を伺い，東北大学の入試広報

活動が目的を適切に設定したうえで効果的に

行う工夫が凝らされているものであると知り，

評価されていることも納得できると感じた次

第です。 
コロナ禍において，一番影響があるのは上

記の中で①の動機付けに関わる部分であると

考えています。地方の高校生にとって，大学

を直接訪問することは情報を得ること以上に

意義のあることだと考えています。実際に目

で見て，耳で聞いて，雰囲気を感じ取ること

で自分の目指すビジョンが明確化され，学習

する意欲や進路意識の向上が図られる生徒を

高校教育の現場ではよく目にします。そして，

その影響は今後受験する高校1・2年生に色

濃く表れるのではないかと感じています。こ

の動機づけに関するフォローをどうするか，

高校教員としても考えていく必要があります。 
 

44.. 現現状状報報告告①①おおよよびび②②ににつついいてて  

 ここでは，コロナ禍における高校での実践

について東京都立戸山高等学校，須磨学園高

等学校から報告をいただきました。福島県は

東京都と比べ休校期間も短いものでしたが，

それでもその対応に苦慮したことは今でも鮮

明に記憶しています。慣れない講義動画を作

成したものの，あまり良い出来ではなかった

な，などと苦い経験も思い出しながら拝聴し

ておりました。今回，両校からきちんと今回

の対応について検証・分析を含めてお聞かせ

いただけたことは，私にとって貴重な機会と

なりました。私の勤務する学校においても，

昨年度の休校期間の学習の遅れは先生方の工

夫や生徒の努力によって取り戻せたとは感じ

ていますが，どの取り組みがどの程度の効果

があったのかはきちんと検証する必要があり

ます。その点において，今回のお話を伺えた

のは非常に有意義であったと思います。特に，

オンライン授業について振り返って，定着は

やはり良くないこと，一見意味の無いように

見える時間が学校には必要であるといった内

容が印象に残っています。生徒は学校に決め

られた時間に通い，授業は対面で行って当た

り前だと思っていましたが，その長く続く教

育スタイルが非常に価値あるものであると，

今回の報告を聞いて改めて痛感しました。様

々な教育活動の見直しが図られている現状に

おいて，我々はもう一度その価値について再
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力をはかるという点で非常に高水準なもので

あると考えています。今後の入試について検

討する際には，これらの入試を技術的・設備

的な支援により安全性を担保するという方向

性で考えていただきたいというのが個人的な

願いです。 
  

33.. 基基調調講講演演 22ににつついいてて  

基調講演2では，東北大学における入試広

報活動についてのお話を伺いました。高校で

の進路指導を行う際，大学側からの情報は①

動機付け②キャリア選択の判断材料③進路実

現のための指針として大きく3つの役割を担

っていると考えています。①については，特

に地方の高校については，生徒に大学で学ぶ

という具体的なイメージが形成されていない

場合が多く，実際に大学を見たり情報を得た

りする過程で自分の進路の目標をたてていく

ということがしばしばあります。また②につ

いては，目標を立てた後に自分の目標に一番

合致しているのはどの大学か，③については

自分がその大学で学ぶためにはどういう力を

身につけるべきかという疑問を解消するため

に大学から発信される情報を活用します。今

回の講演でお話を伺い，東北大学の入試広報

活動が目的を適切に設定したうえで効果的に

行う工夫が凝らされているものであると知り，

評価されていることも納得できると感じた次

第です。 
コロナ禍において，一番影響があるのは上

記の中で①の動機付けに関わる部分であると

考えています。地方の高校生にとって，大学

を直接訪問することは情報を得ること以上に

意義のあることだと考えています。実際に目

で見て，耳で聞いて，雰囲気を感じ取ること

で自分の目指すビジョンが明確化され，学習

する意欲や進路意識の向上が図られる生徒を

高校教育の現場ではよく目にします。そして，

その影響は今後受験する高校1・2年生に色

濃く表れるのではないかと感じています。こ

の動機づけに関するフォローをどうするか，

高校教員としても考えていく必要があります。 
 

44.. 現現状状報報告告①①おおよよびび②②ににつついいてて  

 ここでは，コロナ禍における高校での実践

について東京都立戸山高等学校，須磨学園高

等学校から報告をいただきました。福島県は

東京都と比べ休校期間も短いものでしたが，

それでもその対応に苦慮したことは今でも鮮

明に記憶しています。慣れない講義動画を作

成したものの，あまり良い出来ではなかった

な，などと苦い経験も思い出しながら拝聴し

ておりました。今回，両校からきちんと今回

の対応について検証・分析を含めてお聞かせ

いただけたことは，私にとって貴重な機会と

なりました。私の勤務する学校においても，

昨年度の休校期間の学習の遅れは先生方の工

夫や生徒の努力によって取り戻せたとは感じ

ていますが，どの取り組みがどの程度の効果

があったのかはきちんと検証する必要があり

ます。その点において，今回のお話を伺えた

のは非常に有意義であったと思います。特に，

オンライン授業について振り返って，定着は

やはり良くないこと，一見意味の無いように

見える時間が学校には必要であるといった内

容が印象に残っています。生徒は学校に決め

られた時間に通い，授業は対面で行って当た

り前だと思っていましたが，その長く続く教

育スタイルが非常に価値あるものであると，

今回の報告を聞いて改めて痛感しました。様

々な教育活動の見直しが図られている現状に

おいて，我々はもう一度その価値について再

 

考する必要がありそうです。また，戸山高等

学校の近藤先生が仰っていた「学校間の連携，

情報の共有が大切である」ということも印象

に残っています。今回のような非常時以外に

おいてもこの言葉は当てはまるはずです。質

の高い教育を行うリソースは案外身近にある

のかもしれない，と気付かされた次第です。 
 
55.. 現現状状報報告告③③ににつついいてて  

 ここでは，横浜国立大学の令和3年度入試

についての報告を伺いました。横浜国立大学

はコロナへの対応として入試形態の変更が早

い段階で決定され，そのインパクトも大きか

ったと記憶しています。しかし，その判断は

受験生を混乱させないという意図のもと決定

されたということで，苦渋の決断だったので

はないかと想像します。 
その中で，教育学部においてはアドミッシ

ョンポリシーを考慮し「共通テストのみで判

断する」という選抜方法はとれない，と判断

したということでした。今回のお話を伺って，

アドミッションポリシーと入試自体が大学か

ら受験生へ向けての最大のメッセージになっ

ていることを痛感しました。高校の現場にお

いても，アドミッションポリシーを良く読み

込むよう生徒に指導していますが，受験生本

人はあくまでも進路実現のための知識，とい

う位置づけになっているような気がしていま

す。そうではなく，先述した大学の広報から

発信される情報と同様，動機付けや進路選択

等，総合的なキャリアプランニングの中で重

要な位置づけに置くべきだと再確認させられ

ました。 
 
66.. 討討議議ににつついいてて  

 コロナ禍における入試を経験して，改めて

思うことは身体的にも精神的にも安心して受

験できる体制づくりを最も重要視すべきだと

いうことです。そして，それは大学入試にか

かわる高校，大学ともに共通する思いでもあ

ります。しかし，その思いを入試形態という

形で実行する際，何を優先するかによってさ

まざまな形になるということを再確認させら

れました。かといって，全国で統一したやり

方で指導し，受験形態を決定すればよいのか，

というそれは違うと強く感じています。今回，

様々な大学や高校の思いや実情を聞くことで

さらにその考えは強くなりました。先述した

通り，従来型の入試は，大学のそれぞれの思

惑を形にしたものであり，受験生へのメッセ

ージとしての意味合いも強いものです。そし

て，受験生も受験生を指導する我々教員も，

そのメッセージを受けて進路設計をしていき

ます。安全・安心で，公正なものであるとい

う前提は必要ですが，今まで築き上げてきた

ものの価値についても同じ土俵に上げて論じ

る必要はあると思います。大学入試改革の話

題がメディア等で論じられる度，その視点が

欠けているのではないかと常々感じていまし

た。今回行われた特別な状況下での入試を経

験して，逆に普遍的な部分，すなわち大学入

試の本質をもう一度捉えなおす必要があるの

ではないでしょうか。 
 また，討議の中では「エビデンスに基づく

広報」についても話題に上っていました。特

に地方の高校については，東北大学の取り組

みに学ぶべきことは多いと感じています。今

後自身の取り組みに生かしていくことが今回

参加したものとしての務めであると考えてい

ます。 
 
77.. おおわわりりにに  
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 今回の教育フォーラムはコロナ禍で行われ

た大学入試に大学・高校それぞれの視点から

スポットを当て，検証するというものでした。

多面的に今回の大学入試を検証することで，

改めて大学入試の目的や本質について考える

ことができたと思っています。 
改めて，今回大きな示唆を与えてくださっ

た発表者の先生方と，貴重な機会を与えてく

ださった主催者はじめ関係者の皆様に心より

感謝申し上げます。 
 

令和3年5月17日 
 

第 34 回東北大学高等教育フォーラムアンケート 

（回収数 85，回収率 17.5%）1 
 
１．御所属 

(1) 高校：28 名 (33.7%) (2) 大学：48 名 (57.8%)  (3) その他：7 名 (8.4%) 
 

２．フォーラムのテーマは如何でしたか。 

(1) よかった： 75 名 (89.3%)   (2) どちらとも言えない： 9 名 (10.7%) 
(3) 改善すべき： 0 名 (0.0%) 

 
３．基調講演者の発表は如何でしたか。 

(1) よかった： 72 名 (84.7%)   (2) どちらとも言えない： 11 名 (12.9%) 
(3) 改善すべき： 2 名 (2.4%) 

 
４．現状報告者の発表は如何でしたか。 

(1) よかった： 71 名 (84.5%)   (2) どちらとも言えない： 12 名 (14.3%) 
(3) 改善すべき： 1 名 (1.2%) 

 
５．ディスカッションは如何でしたか。 

(1) よかった： 59 名 (70.2%)   (2) どちらとも言えない： 24 名 (28.6%) 
(3) 改善すべき： 1 名 (1.2%) 

 
６．時間は如何でしたか。 

(1)短すぎた：  0 名 (0.0%)         (2) ちょうど良い： 57 名 (67.9%)  
(3)長すぎた： 27 名 (32.1%) 

 
７．今後も「東北大学高等教育フォーラム」を行うとすれば、どのような形式、テーマを

望まれますか。 

(後述) 
 
８．その他、全般的な御意見、御感想をお寄せください。 

(後述) 
 
 
 
 
 
 

ご協力ありがとうございました。 

 
1 多重回答，無回答は個別の集計から除く． 

 

考する必要がありそうです。また，戸山高等

学校の近藤先生が仰っていた「学校間の連携，

情報の共有が大切である」ということも印象

に残っています。今回のような非常時以外に

おいてもこの言葉は当てはまるはずです。質

の高い教育を行うリソースは案外身近にある

のかもしれない，と気付かされた次第です。 
 
55.. 現現状状報報告告③③ににつついいてて  

 ここでは，横浜国立大学の令和3年度入試

についての報告を伺いました。横浜国立大学

はコロナへの対応として入試形態の変更が早

い段階で決定され，そのインパクトも大きか

ったと記憶しています。しかし，その判断は

受験生を混乱させないという意図のもと決定

されたということで，苦渋の決断だったので

はないかと想像します。 
その中で，教育学部においてはアドミッシ

ョンポリシーを考慮し「共通テストのみで判

断する」という選抜方法はとれない，と判断

したということでした。今回のお話を伺って，

アドミッションポリシーと入試自体が大学か

ら受験生へ向けての最大のメッセージになっ

ていることを痛感しました。高校の現場にお

いても，アドミッションポリシーを良く読み

込むよう生徒に指導していますが，受験生本

人はあくまでも進路実現のための知識，とい

う位置づけになっているような気がしていま

す。そうではなく，先述した大学の広報から

発信される情報と同様，動機付けや進路選択

等，総合的なキャリアプランニングの中で重

要な位置づけに置くべきだと再確認させられ

ました。 
 
66.. 討討議議ににつついいてて  

 コロナ禍における入試を経験して，改めて

思うことは身体的にも精神的にも安心して受

験できる体制づくりを最も重要視すべきだと

いうことです。そして，それは大学入試にか

かわる高校，大学ともに共通する思いでもあ

ります。しかし，その思いを入試形態という

形で実行する際，何を優先するかによってさ

まざまな形になるということを再確認させら

れました。かといって，全国で統一したやり

方で指導し，受験形態を決定すればよいのか，

というそれは違うと強く感じています。今回，

様々な大学や高校の思いや実情を聞くことで

さらにその考えは強くなりました。先述した

通り，従来型の入試は，大学のそれぞれの思

惑を形にしたものであり，受験生へのメッセ

ージとしての意味合いも強いものです。そし

て，受験生も受験生を指導する我々教員も，

そのメッセージを受けて進路設計をしていき

ます。安全・安心で，公正なものであるとい

う前提は必要ですが，今まで築き上げてきた

ものの価値についても同じ土俵に上げて論じ

る必要はあると思います。大学入試改革の話

題がメディア等で論じられる度，その視点が

欠けているのではないかと常々感じていまし

た。今回行われた特別な状況下での入試を経

験して，逆に普遍的な部分，すなわち大学入

試の本質をもう一度捉えなおす必要があるの

ではないでしょうか。 
 また，討議の中では「エビデンスに基づく

広報」についても話題に上っていました。特

に地方の高校については，東北大学の取り組

みに学ぶべきことは多いと感じています。今

後自身の取り組みに生かしていくことが今回

参加したものとしての務めであると考えてい

ます。 
 
77.. おおわわりりにに  
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アンケート・参加者統計





 

 今回の教育フォーラムはコロナ禍で行われ

た大学入試に大学・高校それぞれの視点から

スポットを当て，検証するというものでした。

多面的に今回の大学入試を検証することで，

改めて大学入試の目的や本質について考える

ことができたと思っています。 
改めて，今回大きな示唆を与えてくださっ

た発表者の先生方と，貴重な機会を与えてく

ださった主催者はじめ関係者の皆様に心より

感謝申し上げます。 
 

令和3年5月17日 
 

第 34 回東北大学高等教育フォーラムアンケート 

（回収数 85，回収率 17.5%）1 
 
１．御所属 

(1) 高校：28 名 (33.7%) (2) 大学：48 名 (57.8%)  (3) その他：7 名 (8.4%) 
 

２．フォーラムのテーマは如何でしたか。 

(1) よかった： 75 名 (89.3%)   (2) どちらとも言えない： 9 名 (10.7%) 
(3) 改善すべき： 0 名 (0.0%) 

 
３．基調講演者の発表は如何でしたか。 

(1) よかった： 72 名 (84.7%)   (2) どちらとも言えない： 11 名 (12.9%) 
(3) 改善すべき： 2 名 (2.4%) 

 
４．現状報告者の発表は如何でしたか。 

(1) よかった： 71 名 (84.5%)   (2) どちらとも言えない： 12 名 (14.3%) 
(3) 改善すべき： 1 名 (1.2%) 

 
５．ディスカッションは如何でしたか。 

(1) よかった： 59 名 (70.2%)   (2) どちらとも言えない： 24 名 (28.6%) 
(3) 改善すべき： 1 名 (1.2%) 

 
６．時間は如何でしたか。 

(1)短すぎた：  0 名 (0.0%)         (2) ちょうど良い： 57 名 (67.9%)  
(3)長すぎた： 27 名 (32.1%) 

 
７．今後も「東北大学高等教育フォーラム」を行うとすれば、どのような形式、テーマを

望まれますか。 

(後述) 
 
８．その他、全般的な御意見、御感想をお寄せください。 

(後述) 
 
 
 
 
 
 

ご協力ありがとうございました。 

 
1 多重回答，無回答は個別の集計から除く． 
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アアンンケケーートト自自由由記記述述  

 
22..  フフォォーーララムムののテテーーママはは如如何何ででししたたかか。。1 

○ 例年もそうですが，大学と高校双方の考え方が聞けるため。（大学，よかった） 
○ 本学でも入試に関する運営面から（入試）広報などすべての面で当てはまっていたので

とても参考になりました。（大学，よかった） 
○ 方向性が多岐に渡り，聞く側として頭の切り替えが難しい会だった。（その他，どちらと

も言えない） 
○ 普段なかなか接することのない高校の先生のお話が聞けたことが大変有意義でした。ま

た，他大学の苦労の一端が見えたことも大きかったです。（大学，よかった） 
○ 発表段階ではバラバラに見えた内容が討論の中で立ち上がって見えたから。（高校，よか

った） 
○ 入試広報など実例を紹介いただけたので，非常に参考になった。（大学，よかった） 
○ 討議の内容がとても深かったです。（高校） 
○ 途中からの参加で，内容を把握しきれていない。（大学，どちらとも言えない） 
○ 登壇者が多く長すぎた。（その他，どちらとも言えない） 
○ 大学側のご苦労もだいぶみえたので。（高校，よかった） 
○ 大学高校双方の事情が垣間見れました。（高校，よかった） 
○ 大学や高校それぞれの経験から，今後に必要な対応を考える機会となった。（高校，よか

った） 
○ 大学にせよ高校にせよ，報道には表れにくい，逐次的な対応の実態を感じることができ

たため。（大学，よかった） 
○ 大学から，高校からみたコロナ，オンラインについて，考察できた。（高校，よかった） 
○ 大学および高校の苦労について，生の意見が聞けた。（よかった） 
○ 大学・高校の現状がわかった。（高校，よかった） 
○ 全国の教育機関で難題としていることを解決していく方向性を見出すことができた。（高

校，よかった） 
○ 新型コロナ禍における入試を含めた教育を高校がどのようにとらえたか興味があったか

ら。（大学，よかった） 
○ 色々な先進的な取り組みを聴くことができた。（大学，よかった） 
○ 初めての経験の中で，各部門（大学，高校等）でどう対応したかが知れ，とても良かっ

たです。（高校，よかった） 
○ 受験において，あるいは，教育の場において，何が大切か，ということについて，今回

のコロナが様々な示唆を与えているという事実に関し，多くの方の考えを知ることがで

き，思いを共有できたこと。（高校，よかった） 
○ 時機を得た内容の開催であったと思います。大学・高校の事例ともに，大変参考になり，

今年度のこれからの活動・選抜においてもフィードバックしていきたいと思いました。

（大学，よかった） 

 
1 末尾の括弧内は所属，選択された御意見． 
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アアンンケケーートト自自由由記記述述  
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1 末尾の括弧内は所属，選択された御意見． 

 

○ 時期を得ている。（その他，よかった） 
○ 参加したいと強く思うテーマだった。（大学，よかった） 
○ 昨年は暗中模索であったが，少しづつ方向性が見えてきたと思います。（大学，よかった） 
○ 昨年の状況について，高校大学それぞれの立場でご報告いただき，大変参考になりまし

た。（その他，よかった） 
○ 今後当分続くであろう状態に対応する術を身につけつため早い時期に昨年の総括をして

いただけたから。（高校，よかった） 
○ 今回拝聴いたしまして，つくづくわが国の試験文化のキーワードは「大学側が実施する

試験」の「公平性」だと考えます。今回のフォーラムでも基調として流れていたと思い

ます。しかし，アメリカの AP 試験やバカロレアやアビトゥーアの様に，高校教員主体

の評価を導入する方法が検討されないでしょうか。そこでは公平性の観点は弱くなりま

すが，測定・評価される能力の多様性の向上に貢献すると考えます。大学側も入試は高

校に委ねて受け入れた学生の指導に集中できます（受験費用の収集が出来ないなどの問

題はありますが）。しかしながら，その実現のためには大学側では，留年も辞さない入学

後の評価の厳しさの徹底等の改革とセットにすることが必要であると考えます。高校側

の評価が不適当で入学すれば，入学後苦労するのは合格した受験生ということになりま

す。高校側の評価がわが子可愛いさや，付け焼き刃的な評価であれば入学後の教え子が

一番苦労します。これは高校側の望むところではないと考えます。とは申せ，現在の高

校・大学・社会（就職）の三位一体的結合の中で，大学側では，せっかく合格した大学で

の留年を多用すれば，社会（就職）との関係が悪くなり，世間の目も厳しくなる危険性

が大変高いと考えます。 
○ このように，「高校」と「大学」と「出口として社会」との三者の結合も考慮しなければ，

大学入試を考えるのは難しいと思います。今後は，高大社接続を意識した大学入試のあ

り方の検討に日本社会はどのように対応すべきか，高大社接続の観点から大学の出口と

して「社会」を代表する皆様の見解もうかがいたいと思いました。（大学，よかった） 
○ 今回は校務を間に挟んでの参加となってしまい，細切れにしかお話しが聞けませんでし

た。申し訳ありませんでした。（高校，どちらとも言えない） 
○ 今，取り上げるテーマとして，非常に適切だと思ったから。（大学，よかった） 
○ 高等教育に携わる者であれば，必然的に気に掛けざるを得ないテーマであるため。（大学，

よかった） 
○ 高大のそれぞれの現場でのコロナ禍入試実施に関する考え方を知る機会となった。（大学，

よかった） 
○ 高校側と大学側の様子，考え方がよくわかった。（大学，よかった） 
○ 高校の現場から生の意見を聞くことが出来たから。（大学，よかった） 
○ 高校の教育現場を知れたこと。そして，九州大学が苦労してオンライン入試を行ってい

たことが知れたこと。（大学，よかった） 
○ 高校，大学それぞれが，どのように昨年度入試を乗り越えたのか，具体的な状況を知る

ことができて，今後に活かすことができると考えたため。（高校，よかった） 
○ 現状にマッチしたテーマだった。（大学，よかった） 
○ 現在もコロナ渦が継続しており，他大学等の状況も知りたかったため。（大学，よかった） 
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○ 現在，受験生が置かれている状況を踏まえている。（高校，よかった） 
○ 具体的な例がない，現況において情報共有の機会が必要であったため。（大学，よかった） 
○ まだ先が読めない状況下において，興味深いテーマである。（大学，よかった） 
○ まだまだ見えない未来での教育の在り方について考えることができました。（高校，よか

った） 
○ まだまだコロナ禍が終息しない中で，今年度の入試実施に当たって参考となります。（大

学，よかった） 
○ どこも試行錯誤で昨年を乗り切り，今年実施する自信やメドがたったように感じた。（大

学，よかった） 
○ タイムリーな話題でよかったと考える。（大学，よかった） 
○ タイムリーな設定とおもいます。（大学，よかった） 
○ タイムリーで参考になる内容が多く，大変勉強になりました。参加して良かったです。

（その他，よかった） 
○ それぞれの立場からのコロナ禍での奮闘がよく分かる話であり，その結果として今回の

大学入試を巡る全体像に迫る構成になっていた。（大学，よかった） 
○ コロナ禍下での高校の授業対応，大学の入試対応についていろいろなタイプの事例が視

聴できたのが有意義であった。（大学，よかった） 
○ コロナ禍の下で，大学や高校がどのように対応し，入試や入試広報についてどのように

対策を練ろうとしてきたのか，その考え方も含めて知ることができたのが良かった。こ

の中で得られた知見・方法論は今後につながるものがあることも再確認できた。（大学，

よかった） 
○ コロナ禍の影響で，学び方，学ばせ方が大きく変容した時期でもありましたので，現場

（高校と大学）がどのような迷い，苦労，工夫を重ねてきたかを共有する機会となった

ため（その他，よかった） 
○ コロナ禍のテーマであるが，コロナ後にも通ずる内容と思われるので。（高校，よかった） 
○ コロナ禍における動きと今後にむけた指針を探ることができたため（高校，よかった） 
○ コロナ禍に，設置形態が異なる 2 つの高校と大学への「接続」を考えるヒントをたくさ

んいただけたこと。（その他，よかった） 
○ コロナ禍という統一テーマではあるが，玉石混交感が拭えなかった。（大学，どちらとも

言えない） 
○ コロナ禍で義務教育段階から学習の在り方が変わってきている状況で，どんな生徒（学

生）を育てていかなければならないか，どういった人材が今後必要となってくるのかを

考えさせられるきっかけとなった。アフターコロナになるとまた違った指導が求められ

ると考えられるが，オンラインやデバイスを使用した指導の可能性を広げていかなけれ

ば，今後取り残される学校・地域が生まれてしまうと思った。（高校，よかった） 
○ コロナ禍での他大学及び高校での具体的対応について情報を得ることが出来たこと。（大

学，よかった） 
○ コロナ禍が継続する中での対応を模索するうえで参考になりました。（大学，よかった） 
○ コロナに負けないように教育を止めないということはどのような工夫が必要であるかわ

かってよかった。ただ，今後が読めない状況で，テーマが最適であるかどうかわからな
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○ 現在，受験生が置かれている状況を踏まえている。（高校，よかった） 
○ 具体的な例がない，現況において情報共有の機会が必要であったため。（大学，よかった） 
○ まだ先が読めない状況下において，興味深いテーマである。（大学，よかった） 
○ まだまだ見えない未来での教育の在り方について考えることができました。（高校，よか

った） 
○ まだまだコロナ禍が終息しない中で，今年度の入試実施に当たって参考となります。（大

学，よかった） 
○ どこも試行錯誤で昨年を乗り切り，今年実施する自信やメドがたったように感じた。（大

学，よかった） 
○ タイムリーな話題でよかったと考える。（大学，よかった） 
○ タイムリーな設定とおもいます。（大学，よかった） 
○ タイムリーで参考になる内容が多く，大変勉強になりました。参加して良かったです。

（その他，よかった） 
○ それぞれの立場からのコロナ禍での奮闘がよく分かる話であり，その結果として今回の

大学入試を巡る全体像に迫る構成になっていた。（大学，よかった） 
○ コロナ禍下での高校の授業対応，大学の入試対応についていろいろなタイプの事例が視

聴できたのが有意義であった。（大学，よかった） 
○ コロナ禍の下で，大学や高校がどのように対応し，入試や入試広報についてどのように

対策を練ろうとしてきたのか，その考え方も含めて知ることができたのが良かった。こ

の中で得られた知見・方法論は今後につながるものがあることも再確認できた。（大学，

よかった） 
○ コロナ禍の影響で，学び方，学ばせ方が大きく変容した時期でもありましたので，現場

（高校と大学）がどのような迷い，苦労，工夫を重ねてきたかを共有する機会となった

ため（その他，よかった） 
○ コロナ禍のテーマであるが，コロナ後にも通ずる内容と思われるので。（高校，よかった） 
○ コロナ禍における動きと今後にむけた指針を探ることができたため（高校，よかった） 
○ コロナ禍に，設置形態が異なる 2 つの高校と大学への「接続」を考えるヒントをたくさ

んいただけたこと。（その他，よかった） 
○ コロナ禍という統一テーマではあるが，玉石混交感が拭えなかった。（大学，どちらとも

言えない） 
○ コロナ禍で義務教育段階から学習の在り方が変わってきている状況で，どんな生徒（学

生）を育てていかなければならないか，どういった人材が今後必要となってくるのかを

考えさせられるきっかけとなった。アフターコロナになるとまた違った指導が求められ

ると考えられるが，オンラインやデバイスを使用した指導の可能性を広げていかなけれ

ば，今後取り残される学校・地域が生まれてしまうと思った。（高校，よかった） 
○ コロナ禍での他大学及び高校での具体的対応について情報を得ることが出来たこと。（大

学，よかった） 
○ コロナ禍が継続する中での対応を模索するうえで参考になりました。（大学，よかった） 
○ コロナに負けないように教育を止めないということはどのような工夫が必要であるかわ

かってよかった。ただ，今後が読めない状況で，テーマが最適であるかどうかわからな

 

い部分がある。（高校，どちらとも言えない） 
○ コロナに対する地域間格差を感じた。秋田県では，コロナはさほど流行っておらず，東

京都の昨年 5 月頃の危機感のまま。あわよくば，リモート授業を避けてうまくかわした

いと思っている。それではいけない，乗り遅れてしまっていると思った。（高校，よかっ

た） 
○ コロナにおける大学，高校の考え方，実践がわかりました。（高校，よかった） 
○ コロナという特殊な状況下での大学側の考え方，高校の具体的な対応状況がよく分かり

ました。（大学，よかった） 
○ コロナという特殊な状況下での大学側の考え方，高校の具体的な対応状況がよく分かり

ました。（大学，よかった） 
○ この状況において，最も気になっているテーマだから。（高校，よかった） 
○ いいタイミングだった。（高校，よかった） 

 
33..    基基調調講講演演者者のの発発表表はは如如何何ででししたたかか。。  

○ 九州大学の入試対応，東北大学の入試広報についての現場感覚の話を聴くことができて

うれしかった。（大学，よかった） 
○ Web で視聴しており，途中，業務の関係で一時的に視聴できない時間があったため。（大

学，どちらとも言えない） 
○ いずれも旧帝大のケースなのと，受験者の数が膨大（地域的な広がりも）なのとで，参

考にしづらい部分もあったものの，やはり各大学が変化する状況下で試行錯誤された様

子がうかがえ，また実際の対応例も知ることができたため。（大学，よかった） 
○ オンラインを活⽤した⼊試広報活動をどのように展開されたのかが参考になった。（大学，

よかった） 
○ お二方とも素晴らしい講演でした。ありがとうございました。（よかった） 
○ コロナ禍での入試，入試広報の工夫，課題を分かりやすく説明していただいた。（大学，

よかった） 
○ コロナ禍でも大学によって考え方が大きく異なることがわかったため。（大学，よかった） 
○ コロナ禍における個別入試や広報活動の対応を知ることができました。（高校，よかった） 
○ 意欲的な取り組みに感心させられた。（大学，よかった） 
○ 基調講演に関しては，資料を見るとわかる情報が多数であり目新しい情報がなかった。

（高校，どちらとも言えない） 
○ 九州大の綿密な準備の様子がよくわかりました。また，東北大学の外部発信に真摯に取

り組む姿姿勢に感銘を受けました。（高校，よかった） 
○ 九州大学での検討内容，実施内容をその理念も含めて知ることができ，また実施後の学

内の振り返りも教えていただけたのは大変有益であった。また，東北大学の入試広報の

取り組みは，そのレベルの高さに感服した。普段入試広報を主たる業務としているので，

大変参考になった。（大学，よかった） 
○ 九州大学のコロナ禍への対応と姿勢がよくわかった。（その他，よかった） 
○ 九州大学立脇先生のご発表など特に参考となった。（大学，よかった） 
○ 具体的事例に基づき，大変わかりやすかった。（大学，よかった） 
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○ 具体例や高校現場の率直な意見が聞けて良かった。（大学，よかった） 
○ 決定にいたる過程が明らかにされていること。多くのデータが披露されていること。（高

校，よかった） 
○ 高校，大学のコロナ禍での現場の率直な意見が拝聴できたため。（大学，よかった） 
○ 高校現場では，大学の具体的な動きや考え方を直接聞く機会はすくないため，議論の末

の今年度の入試だったと改めて実感しました。それぞれの意見に正当性があり，聞いて

いて楽しかったです。（高校，よかった） 
○ 今回は校務を間に挟んでの参加となってしまい，細切れにしかお話しが聞けませんでし

た。申し訳ありませんでした。（高校，どちらとも言えない） 
○ 実感が伴っていた。（大学，よかった） 
○ 上記記述に近いのですが，国立大内部の動きが知ることが出来て，参考になりました。

良かったです。（高校，よかった） 
○ 新型コロナ対応について，上手くまとめられていた（目新しいことを求めてた訳でなく，

「本学の対応に抜け漏れが無かったか」の観点で拝聴したので，その意味ではよかった。）

（大学，よかった） 
○ 他大学様の状況，考えがよくわかりました。（大学，よかった） 
○ 大学がどのように考え，発信しているかを理解できたから。（大学，よかった） 
○ 大学が高校生のためにできる最大限の努力を知ることができ，敬意を表します。（高校，

よかった） 
○ 大学の工夫がわかったから。（高校，よかった） 
○ 大学の取組でどのような工夫をしているかわかったのでよかった。（高校，よかった） 
○ 大学も受験生のことを考えて広報や入試を考え，対応しようとしている苦心の様子がよ

く分かった。（高校，よかった） 
○ 大学側が，コロナ禍で入試を進めるためにどのような取り組みをされてきたのかがよく

分かった。受験生を大切に考えて頂いていることが，高校側からすればありがたく思っ

た。（高校，よかった） 
○ 大学側の葛藤，苦労を，工夫を理解できた。（高校，よかった） 
○ 大学側の考えが知れたこと。（高校，よかった） 
○ 大学入試を実施する上で，今後の継続性を想定しながら，バランスのとれる形態を工夫

されていたところ。（高校，よかった） 
○ 通信やスライドの扱いなど手順の問題。（その他，どちらとも言えない） 
○ 途中からの参加で，内容を把握しきれていない。（大学，どちらとも言えない） 
○ 討議時間でより詳細にうかがえたのでさらによかったのですが，工夫や準備をしながら，

学力判断という要素をできるだけ維持しつつ取り組まれた九州大学の話と，受験生のニ

ーズに寄り添いながら広報活動を進められた東北大の工夫内容が伺えたため。（その他，

よかった） 
○ 特に，久保先生のエビデンスにもとづく広報活動は，高校現場でも役に立つように思い

ます。（高校，よかった） 
○ 特に東北大の昨年の状態がわかった。（高校，よかった） 
○ 内容が細かく，わかりにくかった。（高校，どちらとも言えない） 
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○ 具体例や高校現場の率直な意見が聞けて良かった。（大学，よかった） 
○ 決定にいたる過程が明らかにされていること。多くのデータが披露されていること。（高

校，よかった） 
○ 高校，大学のコロナ禍での現場の率直な意見が拝聴できたため。（大学，よかった） 
○ 高校現場では，大学の具体的な動きや考え方を直接聞く機会はすくないため，議論の末

の今年度の入試だったと改めて実感しました。それぞれの意見に正当性があり，聞いて

いて楽しかったです。（高校，よかった） 
○ 今回は校務を間に挟んでの参加となってしまい，細切れにしかお話しが聞けませんでし

た。申し訳ありませんでした。（高校，どちらとも言えない） 
○ 実感が伴っていた。（大学，よかった） 
○ 上記記述に近いのですが，国立大内部の動きが知ることが出来て，参考になりました。

良かったです。（高校，よかった） 
○ 新型コロナ対応について，上手くまとめられていた（目新しいことを求めてた訳でなく，

「本学の対応に抜け漏れが無かったか」の観点で拝聴したので，その意味ではよかった。）

（大学，よかった） 
○ 他大学様の状況，考えがよくわかりました。（大学，よかった） 
○ 大学がどのように考え，発信しているかを理解できたから。（大学，よかった） 
○ 大学が高校生のためにできる最大限の努力を知ることができ，敬意を表します。（高校，

よかった） 
○ 大学の工夫がわかったから。（高校，よかった） 
○ 大学の取組でどのような工夫をしているかわかったのでよかった。（高校，よかった） 
○ 大学も受験生のことを考えて広報や入試を考え，対応しようとしている苦心の様子がよ

く分かった。（高校，よかった） 
○ 大学側が，コロナ禍で入試を進めるためにどのような取り組みをされてきたのかがよく

分かった。受験生を大切に考えて頂いていることが，高校側からすればありがたく思っ

た。（高校，よかった） 
○ 大学側の葛藤，苦労を，工夫を理解できた。（高校，よかった） 
○ 大学側の考えが知れたこと。（高校，よかった） 
○ 大学入試を実施する上で，今後の継続性を想定しながら，バランスのとれる形態を工夫

されていたところ。（高校，よかった） 
○ 通信やスライドの扱いなど手順の問題。（その他，どちらとも言えない） 
○ 途中からの参加で，内容を把握しきれていない。（大学，どちらとも言えない） 
○ 討議時間でより詳細にうかがえたのでさらによかったのですが，工夫や準備をしながら，

学力判断という要素をできるだけ維持しつつ取り組まれた九州大学の話と，受験生のニ

ーズに寄り添いながら広報活動を進められた東北大の工夫内容が伺えたため。（その他，

よかった） 
○ 特に，久保先生のエビデンスにもとづく広報活動は，高校現場でも役に立つように思い

ます。（高校，よかった） 
○ 特に東北大の昨年の状態がわかった。（高校，よかった） 
○ 内容が細かく，わかりにくかった。（高校，どちらとも言えない） 

 

○ 二つのご報告ともに，昨年度，混乱の中で決めた自学の振り返りとの比較と言う点も含

めて，大変参考になりました。（大学，よかった） 
○ 入試を構築するまでの経緯，行動が制限される中での広報活動とそれに伴う志望動向の

変化について確認できたこと。（高校，よかった） 
○ 入試広報のあり方を検討する上で参考となった。（大学，よかった） 
○ 不確実な状況下，根本的なことを押さえて手探りで進めていく様子がよくわかった。（大

学，よかった） 
○ 報告内容が具体的で，分かりやすかった。（大学，よかった） 
○ 本学の今後の方針決定に資するものであったため。（大学，よかった） 
○ 立脇先生（九大），久保先生（東北大）ともに全て参考になりました。現状と課題につい

てとても分かりやすくご説明いただきました。（大学，よかった） 
○ 立脇先生の「バランスを考慮しての入試制度の検討」という部分に大変共感を覚えまし

た。今後の本学の入試の検討の際，常に頭の片隅に入れておきたいと思います。（大学，

よかった） 
○ 立脇先生のご発表では，コロナ禍で入試にどのような困難が生じ，どのようなことを行

ったのか，非常に具体的なご説明で大変勉強になりました。多数の大学で貴重な情報を

共有できたと思います。久保先生のご発表も，東北大学の積極的な取り組みと参加者の

反応が分かりやすく示され，こちらも大変勉強になりました。とても価値のあるご発表

だったと思います。（その他，よかった） 
○ 立脇先生のバランスの考え方が参考になりました。（大学，よかった） 
○ 立脇先生の話は事例的に参考になる部分があった。久保先生の話はいまいちだった。あ

と，他大学に先行という話だったけど，先行してましたかね・・・他大学と比べてもそ

んなに早くなかった記憶があります。（大学，改善すべき） 
 
44..  現現状状報報告告者者のの発発表表はは如如何何ででししたたかか。。  

○ 様々な取り組みに感心した。参考にしたい。（大学，よかった） 
○ 複数の高校の事例，また，ともに異なる進路指導の方針をもつ高校側の実際の動きや見

方がわかり，大変良かったです。（大学，よかった） 
○ 発表者によっては，テーマの解釈が異なり，期待していたものと違う場合もあったが，

これまでの状況においての「悩み」が共通であったことが確認できた。（高校，よかった） 
○ 二つの高校の取り組みについて，その違いが浮き彫りになって興味深かった。（大学，よ

かった） 
○ 特に戸山高校の近藤先生の報告は良かったです。高校生の質にも因ると思いますが，先

生方の工夫，姿勢も大変勉強になりました。又，他の二例の報告も良かったです。（高校，

よかった） 
○ 同じ悩みをもつ高校として勉強になりました。（高校，よかった） 
○ 途中からの参加で，内容を把握しきれていない。（大学，どちらとも言えない） 
○ 大学，高校の率直な意見であった。（高校，よかった） 
○ 他校の取り組みを知ることができた。（高校，よかった） 
○ 他校の実施状況が知れたこと。（高校，よかった） 
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○ 他校の現状がわかった。ONLINE の問題点がはっきりした。（高校，よかった） 
○ 他の高校のコロナ禍における対応の様子が分かり参考になったが，発表時間が長くなっ

たとろもあり，やや間延びした観もあったため。（高校，どちらとも言えない） 
○ 須磨学園高等学校の多田先生の発表が特に参考となった。（大学，よかった） 
○ 須磨学園の取組に感銘を受けました。現場主義での真摯な取組みが，素晴らしいと感じ

ました。また，多田先生が音声の件で陳謝されておりましたが，充分に内容は伝わりま

したし全く問題ないと思います。 
○ 事務局様でもオンライン開催であり，インフラ閾値はラフにして双方が気兼ねなく発表

できるような施しがあれば良いと思います。（よかった） 
○ 首都圏や関西圏の高校では，実際どのように学校を運営していたのか，非常に興味があ

りました。東北地区と違い，現場の先生方の献身的な努力が継続していたと改めて感じ

ることができました。それでいての，またの緊急事態宣言にも負けずに働いていらっし

ゃる姿をみて，自分もがんばらなければと感じました。（高校，よかった） 
○ 自分が教員養成系大学に勤務しているため，特に教員志向性の重視の部分など，横浜国

大の事例は今後の参考材料としても重要でした。（大学，よかった） 
○ 昨年度は，共通テスト初年度にあたり，高 3 生を中心にどのようにご指導されてきたの

か，とてもリアルに感じることができ，学ぶべきことが多くありました。（その他，よか

った） 
○ 昨今の状況で，高校の先生から直接意見を聞く機会がなかなかないので，ありがたかっ

たです。（大学，よかった） 
○ 今回は校務を間に挟んでの参加となってしまい，細切れにしかお話しが聞けませんでし

た。申し訳ありませんでした。（高校，どちらとも言えない） 
○ 高等学校の現場の状況が分かり大変良かったです。（大学，よかった） 
○ 高等学校が現在どのような状況なのか，知ることができたから。（大学，よかった） 
○ 高校側における教育手法を学ぶことができた。（高校，よかった） 
○ 高校側，大学側それぞれから見た入試に対する姿勢が伺われた。（大学，よかった） 
○ 高校の立場からの話は興味深かった。（その他，よかった） 
○ 高校の対応は，こちらの想像以上に大変だと思った。（大学，よかった） 
○ 高校の先生方のご説明も時系列で示されるなど，当時の情景が思い浮かびました。また，

「例年以上の合格実績」を出された戸山高校でしたが，「これ以上コロナかが続いたら厳

しかった」といった本音も聞かれ，対処療法の続いた 1 年であった当校の苦労を実感し

ました。（大学，よかった） 
○ 高校の状況を聞くことができたことは参考になりました。（大学，よかった） 
○ 高校の状況を共有できる内容だったから。（高校，よかった） 
○ 高校の取組が比較できたので良かった。（高校，よかった） 
○ 高校の実態をよく反映していました。（高校，よかった） 
○ 高校での状況を知ることができてよかった。（その他，よかった） 
○ 公立高校と私立高校の授業の現状，横浜国大の個別試験の代替内容を知ることができた。

（大学，よかった） 
○ 戸山高校がスタンダードだと思います。私立公立のさをひしひしと感じてしまいました。

―126―



 

○ 他校の現状がわかった。ONLINE の問題点がはっきりした。（高校，よかった） 
○ 他の高校のコロナ禍における対応の様子が分かり参考になったが，発表時間が長くなっ

たとろもあり，やや間延びした観もあったため。（高校，どちらとも言えない） 
○ 須磨学園高等学校の多田先生の発表が特に参考となった。（大学，よかった） 
○ 須磨学園の取組に感銘を受けました。現場主義での真摯な取組みが，素晴らしいと感じ

ました。また，多田先生が音声の件で陳謝されておりましたが，充分に内容は伝わりま

したし全く問題ないと思います。 
○ 事務局様でもオンライン開催であり，インフラ閾値はラフにして双方が気兼ねなく発表

できるような施しがあれば良いと思います。（よかった） 
○ 首都圏や関西圏の高校では，実際どのように学校を運営していたのか，非常に興味があ

りました。東北地区と違い，現場の先生方の献身的な努力が継続していたと改めて感じ

ることができました。それでいての，またの緊急事態宣言にも負けずに働いていらっし

ゃる姿をみて，自分もがんばらなければと感じました。（高校，よかった） 
○ 自分が教員養成系大学に勤務しているため，特に教員志向性の重視の部分など，横浜国

大の事例は今後の参考材料としても重要でした。（大学，よかった） 
○ 昨年度は，共通テスト初年度にあたり，高 3 生を中心にどのようにご指導されてきたの

か，とてもリアルに感じることができ，学ぶべきことが多くありました。（その他，よか

った） 
○ 昨今の状況で，高校の先生から直接意見を聞く機会がなかなかないので，ありがたかっ

たです。（大学，よかった） 
○ 今回は校務を間に挟んでの参加となってしまい，細切れにしかお話しが聞けませんでし

た。申し訳ありませんでした。（高校，どちらとも言えない） 
○ 高等学校の現場の状況が分かり大変良かったです。（大学，よかった） 
○ 高等学校が現在どのような状況なのか，知ることができたから。（大学，よかった） 
○ 高校側における教育手法を学ぶことができた。（高校，よかった） 
○ 高校側，大学側それぞれから見た入試に対する姿勢が伺われた。（大学，よかった） 
○ 高校の立場からの話は興味深かった。（その他，よかった） 
○ 高校の対応は，こちらの想像以上に大変だと思った。（大学，よかった） 
○ 高校の先生方のご説明も時系列で示されるなど，当時の情景が思い浮かびました。また，

「例年以上の合格実績」を出された戸山高校でしたが，「これ以上コロナかが続いたら厳

しかった」といった本音も聞かれ，対処療法の続いた 1 年であった当校の苦労を実感し

ました。（大学，よかった） 
○ 高校の状況を聞くことができたことは参考になりました。（大学，よかった） 
○ 高校の状況を共有できる内容だったから。（高校，よかった） 
○ 高校の取組が比較できたので良かった。（高校，よかった） 
○ 高校の実態をよく反映していました。（高校，よかった） 
○ 高校での状況を知ることができてよかった。（その他，よかった） 
○ 公立高校と私立高校の授業の現状，横浜国大の個別試験の代替内容を知ることができた。

（大学，よかった） 
○ 戸山高校がスタンダードだと思います。私立公立のさをひしひしと感じてしまいました。

 

（高校，よかった） 
○ 個別試験を実施しなかった横浜国立大学の取り組みを知ることが出来たため。（大学，よ

かった） 
○ 具体的事例に基づき，大変分かりやすかった。（大学，よかった） 
○ 苦労話だけではなく，視点が，「全て生徒の将来のために」何ができるかを現場で様々な

先生の協力を得ながら進められていることがよく分かりました。（その他，よかった） 
○ 苦労していたことが理解できた。（大学，よかった） 
○ 近藤先生と多田先生のご発表から，受験をする高校生がどのような状況だったのかがよ

くわかり，改めてこの年の受験生は本当に大変だったのだなと思いました。そんな中で

頑張っていた受験生と，彼らを支えた高校の先生方には大きな敬意を表したい思いです。

特に多田先生が言及されていた「教員どうしの雑談」は，私は授業が非常勤の 2 コマし

かないながらも，とても共感いたしました。高校の取り組みも参考になりましたが，鈴

木先生のご発表の，大学入試における具体的な取り組みもとても勉強になりました。代

替ではなく動画ならではの利点を活用しようとした入試は，まさに将来プラスに働いて

くると思います。今後の検証がとても興味深いです。（その他，よかった） 
○ 各部署における先生方の取り組み方，考え方を共有できた点。（高校，よかった） 
○ 各高校，大学の状況や苦労を知ることができた。（大学，よかった） 
○ 横浜国立大学の教員養成に関する考え方を拝聴できたこと。タイプの異なる高校のコロ

ナ禍の高校生・受験生のようすをリアルに拝聴できたこと。（その他，よかった） 
○ やや漠然とした内容であったように感じます。特に。横浜国立大学の鈴木先生からは，

より深いお話（二次募集実施に至るまでの経緯や思いなど）を聞きたいところでした。

（高校，どちらとも言えない） 
○ やはり高校へは少しでも早く情報を提供すべきと改めて思いました。（大学，よかった） 
○ それぞれ特色のある高校での状況や教員養成学部のくふうを知ることができた。（大学，

よかった） 
○ それぞれの立場で，当時の様子や工夫を知ることができたため。（高校，よかった） 
○ コロナ禍の影響により，高校の現場の生の声を聞きに行く機会が減少しており，このよ

うな機会が貴重な情報収集元であるため。（大学，よかった） 
○ コロナ渦での影響は地域によっても差があり，高校側の視点について十分だったか考え

る機会となった。（大学，よかった） 
○ オンライン授業への取り組みや，授業時数回復のためにどのように取り組んだか，具体

例を知ることができてとても参考になった。（高校，よかった） 
○ オンライン授業の展開について。（高校，よかった） 
○ オンラインのマイクがわるくいてききとれなかった。（高校，どちらとも言えない） 
○ Web で視聴しており，途中，業務の関係で一時的に視聴できない時間があったため。（大

学，どちらとも言えない） 
○ 1 番楽しみにしていたが，2 人目の方の音声がききとれなかった。オンラインのむずかし

さを感じた。（高校，改善すべき） 
○ 都立戸山高校と私立須磨学園高校の組み合わせが絶妙だった。横浜国大教育学部の選抜

資料に写真・動画提出は画期的だったがその作品から生徒の実力を見抜くのは至難の業
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である。そんな意味ですごいと思う。（大学，よかった） 
 
55..  デディィススカカッッシショョンンはは如如何何ででししたたかか。。  

○ 一つの切り口からいろいろの観点・テーマの話が聴けたのは良かったが，反面，散漫の

感は残った。（大学，よかった） 
○ 「リアルな教育現場」のキーパーソンのご意見を具体的に伺うことができました。（その

他，よかった） 
○ 4。と同様に高校側の視点について十分だったか考える機会となった。（大学，よかった） 
○ Web で視聴しており，途中，業務の関係で一時的に視聴できない時間があったため。（大

学，どちらとも言えない） 
○ オンラインのメリット，デメリット→大学入試における個別試験の重要性。（高校，よか

った） 
○ コロナという外部圧によって変わっていくことをポジティブに捉える，そこから新しい

ものがイノベートされていくのだ，と確信する次第です。（高校，よかった） 
○ それぞれの立場での対応をする上での視点を知ることができた。（高校，よかった） 
○ ちょっと緊張感が出た瞬間が面白かった。（その他，よかった） 
○ つっこんだ話で，素晴らしかった。（高校，よかった） 
○ テーマについてより深めることができた。（高校，よかった） 
○ なぜこのテーマなのか，なぜこのメンバーなのかを答え合わせしていただいたようでメ

ッセージも明快だったから。（高校，よかった） 
○ バランスは意識しながらも，現場の率直な意見が聞けたのがよかったです。コロナ禍の

影響がなかったとして，大学側がどのような視点で受験生の学ぶ力や将来性を見出そう

としているのかという点ではもっと突っ込んだ議論がなされてもよかったと思いました。

（その他，よかった） 
○ もう少し個別 2 次試験の意義を話していただきたかった。（高校，よかった） 
○ やはり高等学校側と大学側とで，意識に共通する部分，相違する部分があることが感じ

取れました。ただ高校側の意識の一端を知ることができた点は，今後の具体的対応や配

慮の材料になるかと思いました。（大学，よかった） 
○ 何を焦点において活動し，どのような考えをもっていたかについて知ると同時にその考

えをそれぞれ共有できたこと。（高校，よかった） 
○ 会場での空気感のようなものも把握できればと感じたため。（大学，どちらとも言えない） 
○ 各質問に対して，具体的な方策を聞きたかったです。（高校，どちらとも言えない） 
○ 各先生方のお考えを引き出し，より深いお話が伺えて，とても興味深かったです。情報

を早く発表すると，安全策のために却って大きな変更を伴う，あるいは後で変更を余儀

なくされる，かといって，変えないようにしようとするとなかなか情報を発信できない，

というジレンマは，受験生，高校，大学のどの当事者にとっても悩ましいと思いました。

（その他，よかった） 
○ 活発な意見交換がなされていて，興味深かったから。（大学，よかった） 
○ 議論されたテーマの中でいくつか興味深いものがあり，今後の考察のきっかけとなった

ため。（大学，よかった） 
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である。そんな意味ですごいと思う。（大学，よかった） 
 
55..  デディィススカカッッシショョンンはは如如何何ででししたたかか。。  

○ 一つの切り口からいろいろの観点・テーマの話が聴けたのは良かったが，反面，散漫の

感は残った。（大学，よかった） 
○ 「リアルな教育現場」のキーパーソンのご意見を具体的に伺うことができました。（その

他，よかった） 
○ 4。と同様に高校側の視点について十分だったか考える機会となった。（大学，よかった） 
○ Web で視聴しており，途中，業務の関係で一時的に視聴できない時間があったため。（大

学，どちらとも言えない） 
○ オンラインのメリット，デメリット→大学入試における個別試験の重要性。（高校，よか

った） 
○ コロナという外部圧によって変わっていくことをポジティブに捉える，そこから新しい

ものがイノベートされていくのだ，と確信する次第です。（高校，よかった） 
○ それぞれの立場での対応をする上での視点を知ることができた。（高校，よかった） 
○ ちょっと緊張感が出た瞬間が面白かった。（その他，よかった） 
○ つっこんだ話で，素晴らしかった。（高校，よかった） 
○ テーマについてより深めることができた。（高校，よかった） 
○ なぜこのテーマなのか，なぜこのメンバーなのかを答え合わせしていただいたようでメ

ッセージも明快だったから。（高校，よかった） 
○ バランスは意識しながらも，現場の率直な意見が聞けたのがよかったです。コロナ禍の

影響がなかったとして，大学側がどのような視点で受験生の学ぶ力や将来性を見出そう

としているのかという点ではもっと突っ込んだ議論がなされてもよかったと思いました。

（その他，よかった） 
○ もう少し個別 2 次試験の意義を話していただきたかった。（高校，よかった） 
○ やはり高等学校側と大学側とで，意識に共通する部分，相違する部分があることが感じ

取れました。ただ高校側の意識の一端を知ることができた点は，今後の具体的対応や配

慮の材料になるかと思いました。（大学，よかった） 
○ 何を焦点において活動し，どのような考えをもっていたかについて知ると同時にその考

えをそれぞれ共有できたこと。（高校，よかった） 
○ 会場での空気感のようなものも把握できればと感じたため。（大学，どちらとも言えない） 
○ 各質問に対して，具体的な方策を聞きたかったです。（高校，どちらとも言えない） 
○ 各先生方のお考えを引き出し，より深いお話が伺えて，とても興味深かったです。情報

を早く発表すると，安全策のために却って大きな変更を伴う，あるいは後で変更を余儀

なくされる，かといって，変えないようにしようとするとなかなか情報を発信できない，

というジレンマは，受験生，高校，大学のどの当事者にとっても悩ましいと思いました。

（その他，よかった） 
○ 活発な意見交換がなされていて，興味深かったから。（大学，よかった） 
○ 議論されたテーマの中でいくつか興味深いものがあり，今後の考察のきっかけとなった

ため。（大学，よかった） 

 

○ 教育に対する思いについて共有できたことが一番の収穫でした。（高校，よかった） 
○ 近藤先生はなかなか突っ込んだコメントをされましたね。良かったと思います。（大学，

どちらとも言えない） 
○ 現場の生の声を伺うことができ，大変良かった。（大学，よかった） 
○ 戸山高校の近藤先生から，横浜国立大学の先生に対して，二次試験を課す意義について

ご質問がありましたが，共通テストの結果を見て，受験生がそれまで意識していなかっ

た大学へ，二次試験がないし合格できそうだから出願するという流れは，できれば避け

てほしいと思っています。大学側がどんな学生に入学してほしいのか，という意思を，

どういうかたちであれ，個別試験で測るべきではないかと保護者の立場としても考えさ

せられました。（その他，よかった） 
○ 高校，大学側双方が，入試をどのように位置づけているか，本音に近い形でのディスカ

ッションとなったので，受験指導に大いに参考になると感じた。（高校，よかった） 
○ 高校側の率直な意見は貴重でした。（大学，よかった） 
○ 高等学校教員・大学教員の率直な意見が聞けたことがよかったです。（大学，よかった） 
○ 司会の倉元先生・末永先生のハンドリングが素晴らしく，全てのディスカッション・皆

さんの発言内容が聞きたかったことでしたので，参考になりました。（大学，よかった） 
○ 司会者が本音の発言を引き出していた。（大学，よかった） 
○ 時間を考えると，新情報としての内容が薄まってしまっていたと思う。表面上の話より

も今後のコロナ禍における高校・大学段階における学習の展望，入試の展望，様々な最

新の取り組み，オンラインでのオープンキャンパスにおける可能性など，焦点を絞って

話をしていただいたほうが有益だったと思う。（高校，どちらとも言えない） 
○ 時間的制約があり拝聴できませんでした。（大学，どちらとも言えない） 
○ 質問と回答が少しずれているように感じたことがあった。（大学，どちらとも言えない） 
○ 質問内容が適切でした。（大学，よかった） 
○ 倉元先生が話題を広げようとしてくれていたので，様々な意見を聞くことができて良か

った。（高校，よかった） 
○ 倉元先生の素晴らしい誘導で，大学・高校の本音（悩み）が多数聞けたと思います。頷

く箇所が多々ありました。（大学，よかった） 
○ 倉元先生の着眼点には，いつも教えられます。また，各先生の本音が伺えて，良かった

です。共感できます。（高校，よかった） 
○ 大学，高校双方の考えが知れた。（高校，よかった） 
○ 大学と高校の温度差をかんじた。（高校，どちらとも言えない） 
○ 第 2 部の鈴木先生の報告途中で業務が舞い込んでしまい，第 3 部の討議も断片的にしか

拝聴できなかった。そのため，内容についてコメントできる立場にないので，「どちらと

もいえない」とさせていただいた。（大学，どちらとも言えない） 
○ 途中からの参加で，内容を把握しきれていない。（大学，どちらとも言えない） 
○ 入試に対する高校，大学それぞれの思いが表れて興味深かった。コロナ禍という特殊事

情から，本質的なことに少し食い込めた。（高校，よかった） 
○ 発表以上の新しい発見に欠けた。（その他，どちらとも言えない） 
○ 半数が対面・半数がオンラインでしたが，ディスカッションを成立させるには，その場
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にいらっしゃる先生方も全員がオンラインとするほうが，良かったのではないかと思い

ました。（高校，よかった） 
○ 本音が聞けて良かった。（大学，よかった） 
○ 本質的な部分を聞けたのが良かったです。（高校，よかった） 
○ 面白かった。（大学，よかった） 
○ 様々な立場で様々な意見が聞けて，良かった。（高校，よかった） 

 
77..  今今後後もも「「東東北北大大学学高高等等教教育育フフォォーーララムム」」をを行行ううととすすれればば，，どどののよよううなな形形式式，，テテーーママをを望望ままれれまま

すすかか。。  

○ 「新教育課程，高大接続改革（これはしっかり生きている）の中で，いよいよ大学入試

はどのような方向に向かうのか，さらに詰めてほしい。（大学） 
○ さて，今回はコロナのため，直接参加できませんでしたが，昨年と今年と参加してみて，

大変勉強になっています。今後とも，そのときそのときのテーマを設定していただき，

大会を継続していただけたらと思っています。 
○ 瀧澤先生の最後のコメント心に響きます。（高校） 
○ ・コロナ禍においての生徒のモチベーションを維持する装置。 

・大学入学後に生徒に与えられたオンライン授業の検証。（特に 1,2 年生）（高校） 
○ ・形式：出張が難しい状況でも参加が出来るため，オンラインでの参加が可能であるの

は本当にありがたい。コロナ禍が収まった後も継続してもらいたい。 
・テーマ：コロナ禍の影響についてもう一度振り返るとともに，何が変化したか，今後

どのように変化していくかを長期的な視点で考察する。（大学） 
○ With コロナの時代として，GIGA スクール構想における教育現場での ICT 整備や活用

状況について企画していただけると嬉しいです。（その他） 
○ オンライン。（大学） 
○ オンラインが良いと思います。（大学） 
○ オンラインでの課題共有。（大学） 
○ オンラインで行っていただけると助かります。（高校） 
○ オンラインのハイブリットで，オンデマンドで録画がみられると良い。（高校） 
○ オンラインは，遠隔地でも参加できる。今回のようなハイブリットであることを希望。

（高校） 
○ オンラインを希望。（高校） 
○ オンライン形式。教育現場のお手伝いをしたいので，企業参加型になれば良いと思いま

す。 
○ オンライン入試の具体例。（大学） 
○ オンライン入試等をトピックにしていただけると非常に参考になります。（大学） 
○ コロナがある程度収束して多数の来場参加が可能になっても，オンライン参加も残して

ほしい。（大学） 
○ コロナが続く場合は，このようなハイブリッドも止む無しか。（その他） 
○ コロナ禍での入学者の検証の報告。（大学） 
○ ご準備は大変かと存じますが，会場とオンラインの併用型はありがたいです。（大学） 
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にいらっしゃる先生方も全員がオンラインとするほうが，良かったのではないかと思い

ました。（高校，よかった） 
○ 本音が聞けて良かった。（大学，よかった） 
○ 本質的な部分を聞けたのが良かったです。（高校，よかった） 
○ 面白かった。（大学，よかった） 
○ 様々な立場で様々な意見が聞けて，良かった。（高校，よかった） 

 
77..  今今後後もも「「東東北北大大学学高高等等教教育育フフォォーーララムム」」をを行行ううととすすれればば，，どどののよよううなな形形式式，，テテーーママをを望望ままれれまま

すすかか。。  

○ 「新教育課程，高大接続改革（これはしっかり生きている）の中で，いよいよ大学入試

はどのような方向に向かうのか，さらに詰めてほしい。（大学） 
○ さて，今回はコロナのため，直接参加できませんでしたが，昨年と今年と参加してみて，

大変勉強になっています。今後とも，そのときそのときのテーマを設定していただき，

大会を継続していただけたらと思っています。 
○ 瀧澤先生の最後のコメント心に響きます。（高校） 
○ ・コロナ禍においての生徒のモチベーションを維持する装置。 

・大学入学後に生徒に与えられたオンライン授業の検証。（特に 1,2 年生）（高校） 
○ ・形式：出張が難しい状況でも参加が出来るため，オンラインでの参加が可能であるの

は本当にありがたい。コロナ禍が収まった後も継続してもらいたい。 
・テーマ：コロナ禍の影響についてもう一度振り返るとともに，何が変化したか，今後

どのように変化していくかを長期的な視点で考察する。（大学） 
○ With コロナの時代として，GIGA スクール構想における教育現場での ICT 整備や活用

状況について企画していただけると嬉しいです。（その他） 
○ オンライン。（大学） 
○ オンラインが良いと思います。（大学） 
○ オンラインでの課題共有。（大学） 
○ オンラインで行っていただけると助かります。（高校） 
○ オンラインのハイブリットで，オンデマンドで録画がみられると良い。（高校） 
○ オンラインは，遠隔地でも参加できる。今回のようなハイブリットであることを希望。

（高校） 
○ オンラインを希望。（高校） 
○ オンライン形式。教育現場のお手伝いをしたいので，企業参加型になれば良いと思いま

す。 
○ オンライン入試の具体例。（大学） 
○ オンライン入試等をトピックにしていただけると非常に参考になります。（大学） 
○ コロナがある程度収束して多数の来場参加が可能になっても，オンライン参加も残して

ほしい。（大学） 
○ コロナが続く場合は，このようなハイブリッドも止む無しか。（その他） 
○ コロナ禍での入学者の検証の報告。（大学） 
○ ご準備は大変かと存じますが，会場とオンラインの併用型はありがたいです。（大学） 

 

○ テーマ：コロナ禍における組織改革・働き方改革。（高校） 
○ テーマは問いませんが，オンラインであれば遠方でも参加できるので，このやり方を残

して欲しいです。（大学） 
○ ハイブリッド形式。コロナ禍での学生の学びを止めないための企画。（その他） 
○ もしコロナが終息しても，オンラインと対面とのハイブリッド形式を続けてほしい。ま

た，2022 年 4 月から新学習指導要領が実施されますので，テーマは「新学習指導要領下

における入試はどのような形が望ましいのか」などはいかがでしょうか。（高校） 
○ やはり対面式は良いと改めて感じました。テーマ→オンライン授業で大学選びはどう変

わったか。志望に変化があるのか。（高校） 
○ リアルで半分位の時間であれば。オンラインで 4 時間半は長く感じた。（その他） 
○ 基本的にはオンライン開催でよいと考える。（大学） 
○ 共通テストに変わったことで，総合成績の点でセンター試験の時と比べて，学力相関に

変化が見られたのか（二次逆転幅が従来と比べて狭まった，従来よりも優秀な学生がと

れた），総合型選抜が拡大していく中で，大学内での成績伸長や，卒業後の状況に質の変

化がみられたのかなど，入試制度の変革がどのような効果をもたらしたのかの議論を拝

聴したい。（その他） 
○ 教科情報の受験の在り方。（高校） 
○ 形式としては今回のようにオンラインとのハイブリッド実施だと参加しやすいので大変

助かります。テーマについては，今回のようにタイムリーかつ，どの大学でも悩んでい

るんだろう事柄を取り上げていただけると助かります。（具体的に提案できず，すいませ

ん。）（大学） 
○ 形式は今回のように「オンライン参加も可」で良いと思います。テーマについては，新

課程入試（令和 7 年度入試）に関するものがあれば幸いです。（大学） 
○ 現在の形式でいいかと思います（コンパクトにする部分はした上で）。テーマとしては新

しい教育活動においての学力観についてを希望します。（高校） 
○ 現地にてぜひ参加したいのですが，5 月から本格化する本学の入試広報による出張や入

研協ウィークと日程が近いことで仙台に行ける可能性が低いため，今後も「オンライン

併用」ですととても有難いです。（大学） 
○ 現地へ行くことが出来なかったので，Web でも開催いただき大変ありがたかったです。

テーマについては，新学習指導要領に対応した入試を希望します。（大学） 
○ 講演，報告は双方向ではないので，あらかじめ動画をアップロード，視聴をして質問を

集める形にしてはいかがか。生徒もオンラインで授業を受けることがつらいというのが

あるように，目や耳がつらい。討議をライブ配信にするなど，分散して受講できる形に

していただけると助かります。（高校） 
○ 高大社接続の観点から大学の出口として「社会」を代表する皆様の見解もうかがいたい

と思いました。（大学） 
○ 高等教育と名乗りながら，入試に偏っているように思います。入試ばかりになるのなら

冠を変えないと変ですね。（大学） 
○ 今回のようなオンラインと対面での形式での開催であれば，次回もぜひオンラインで参

加をさせていただきたいと思います。コロナ禍入試，アドミッション全体に関する話題
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は継続して取り上げていただきたいです。（大学） 
○ 今回のようなハイブリッドですと，遠隔地の人間にも大変参加しやすいので，今後もこ

の形での開催をお願いできるとありがたいです。（大学） 
○ 今回のようなハイブリッドの形を継続せざるを得ないと思います。（大学） 
○ 今回のような形は，とても良かった。（高校） 
○ 今回のようにオンラインで配信いただくと参加が容易となりありがたいです。（大学） 
○ 今回の形で良い。（高校） 
○ 今回の形式でよいと思いますが，もう少しコンパクトになればと思います。（大学） 
○ 暫く入試改革が落ちつくまでは入試についての内容がほしい。（高校） 
○ 受験生減少に伴う入試の変化について－選抜性の高い大学以外はマッチングを重視する

ようになる言われているようですが，国公立の特別選抜を 3 割にする目標や主体性評価

の問題とあわせ，今後どうなっていくのか，どうなるのがよいのか。（高校） 
○ 新学習指導要領を踏まえた高校教育のあり方と，その成果を図るための大学入試のあり

方。（高校） 
○ 総合型選抜・学校推薦型選抜・一般選抜の入試の内容が変化したことにより，大学の学

びもどのように変化しているのか，それとも変化していないのかを知りたい。（高校） 
○ 大学入試において現場が必要とする具体的な内容で，今回のような対面とオンラインの

ハイブリッド形式が良いと思います。（大学） 
○ 大学入試に関わる仕事をしておりますので，やはり大学入試に関する具体的な取り組み

のお話をこれからも聴いて参りたいです。オンライン形式でしたので，配付資料もディ

スプレイで見やすく，かつ移動時間ゼロで参加できたので大変ありがたかったです。（そ

の他） 
○ 調査書の活用。（大学） 
○ 同じようなテーマで継続し，変遷をたどっていくと良いと思う。（大学） 
○ 日本の教育と入試の方向性をご指導下さい。（高校） 
○ 入学者選抜は，コロナの影響も大きいですが，それ以前から多様な議論があった点であ

り，多様な人々が関与する領域なので，議論を深めるべき側面が多いように思います。

東北大学の出版物シリーズの内容をベースにしたような企画を期待しております。（大学） 
○ 入試・改革の行くえを追う事の大切さを痛感致します。初年度と二年目を比較し，見え

て来た差や問題点などを取り挙げて戴ければ幸いです。（高校） 
 
88..  そそのの他他，，全全般般的的なな御御意意見見，，御御感感想想ををおお寄寄せせくくだだささいい。。  

○ 話し手が代わる時に時間のロスがあるようです。（大学） 
○ 有意義な会でした。（その他） 
○ 毎回このフォーラムの重要性を強く感じています。今回もご指導に感謝申し上げます。

（高校） 
○ 本日はありがとうございました。（高校） 
○ 本校では熱烈な横浜国立大学志望者が，「2 次試験を行わない」発表を機に東北大学に志

望を変えました。共通テスト後，十分に点数をとれたので，横浜国立大学合格の方が安

全と言えましたが，再びその気持ちをもとに戻すことはありませんでした。そんな経緯
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は継続して取り上げていただきたいです。（大学） 
○ 今回のようなハイブリッドですと，遠隔地の人間にも大変参加しやすいので，今後もこ

の形での開催をお願いできるとありがたいです。（大学） 
○ 今回のようなハイブリッドの形を継続せざるを得ないと思います。（大学） 
○ 今回のような形は，とても良かった。（高校） 
○ 今回のようにオンラインで配信いただくと参加が容易となりありがたいです。（大学） 
○ 今回の形で良い。（高校） 
○ 今回の形式でよいと思いますが，もう少しコンパクトになればと思います。（大学） 
○ 暫く入試改革が落ちつくまでは入試についての内容がほしい。（高校） 
○ 受験生減少に伴う入試の変化について－選抜性の高い大学以外はマッチングを重視する

ようになる言われているようですが，国公立の特別選抜を 3 割にする目標や主体性評価

の問題とあわせ，今後どうなっていくのか，どうなるのがよいのか。（高校） 
○ 新学習指導要領を踏まえた高校教育のあり方と，その成果を図るための大学入試のあり

方。（高校） 
○ 総合型選抜・学校推薦型選抜・一般選抜の入試の内容が変化したことにより，大学の学

びもどのように変化しているのか，それとも変化していないのかを知りたい。（高校） 
○ 大学入試において現場が必要とする具体的な内容で，今回のような対面とオンラインの

ハイブリッド形式が良いと思います。（大学） 
○ 大学入試に関わる仕事をしておりますので，やはり大学入試に関する具体的な取り組み

のお話をこれからも聴いて参りたいです。オンライン形式でしたので，配付資料もディ

スプレイで見やすく，かつ移動時間ゼロで参加できたので大変ありがたかったです。（そ

の他） 
○ 調査書の活用。（大学） 
○ 同じようなテーマで継続し，変遷をたどっていくと良いと思う。（大学） 
○ 日本の教育と入試の方向性をご指導下さい。（高校） 
○ 入学者選抜は，コロナの影響も大きいですが，それ以前から多様な議論があった点であ

り，多様な人々が関与する領域なので，議論を深めるべき側面が多いように思います。

東北大学の出版物シリーズの内容をベースにしたような企画を期待しております。（大学） 
○ 入試・改革の行くえを追う事の大切さを痛感致します。初年度と二年目を比較し，見え

て来た差や問題点などを取り挙げて戴ければ幸いです。（高校） 
 
88..  そそのの他他，，全全般般的的なな御御意意見見，，御御感感想想ををおお寄寄せせくくだだささいい。。  

○ 話し手が代わる時に時間のロスがあるようです。（大学） 
○ 有意義な会でした。（その他） 
○ 毎回このフォーラムの重要性を強く感じています。今回もご指導に感謝申し上げます。

（高校） 
○ 本日はありがとうございました。（高校） 
○ 本校では熱烈な横浜国立大学志望者が，「2 次試験を行わない」発表を機に東北大学に志

望を変えました。共通テスト後，十分に点数をとれたので，横浜国立大学合格の方が安

全と言えましたが，再びその気持ちをもとに戻すことはありませんでした。そんな経緯

 

からの東北大学合格にはとても興奮しました。結果オーライなのですが，1 人の受験生

が大きくその道を変えたのは事実です。大多数の大学が「2 次試験を行わない」とはしな

かったなかで，ほぼ単独でその独特な判断をしてしまったことに，後悔はないのでしょ

うか？（高校） 
○ 本フォーラムは，貴重な情報を得ることができる機会として参加させていただいており

ます。今後ともどうぞ宜しくお願い申し上げます。（大学） 
○ 本フォーラムの内容が現場の生の声であり，文科省他国家施策に反映させて頂きたい。

この危急の状況下で入試を成し遂げた先生方のご尽力は並々ならぬものであり称えるべ

き功績です。ありがとうございました。 
○ 勉強になりました。（大学） 
○ 内容的にはいい話ですが，画像視聴によるフォーラム参加は実際の現場に参加しての聴

講より疲労が多くなる気がします。もう少しコンパクトでもいいかもしれません。（高校） 
○ 特にありません。（大学） 
○ 東北大学が世界№1の大学になられるような，アドミッションを追求していただきたく，

よろしくお願い申し上げます。（大学） 
○ 東北大学オープンキャンパス，オンラインと来場のハイブリッドとか。本校は一年生が

毎年参加しておりました。今年は毎日ホームページを確認し，具体的な発表がなかった

ので，行事予定は空欄のまま，バス予算なしで組んであります。来場があるなら行かせ

たかったです。交通の便と，予算の関係でオンラインで参加いたしますが，もう少し早

く発表していただければ，予算も組めたかなと感じました。ちなみに，昨年の WEB オ

ープンキャンパスは，高校の中にブースを作り，自由に見られるように会場を作りまし

た。生徒たちも楽しんでいました。今年度のオープンキャンパスも，楽しみにしていま

す。今後とも宜しくお願い致します。（高校） 
○ 調査書の評定平均値については，高校ごとの相違が大きいので，それを得点化すること

はかなり難しいと感じています。それゆえ，やはり判定に際して比重は低くせざるを得

ないのかもしれません。なお公正性に関しては，都立戸山高校のように，全国的な上位

校の場合は泰然としていられるように感じましたが，そうではない高校の場合，例えば

自校の推薦者が不合格であった場合などに，この点が追及の対象になる可能性もあるの

で，一定の配慮は必要かと考えています。（大学） 
○ 大変参考になるご発表が多かったです。ありがとうございました。（大学） 
○ 大変貴重な機会でした。ありがとうございました。最後の副学長先生のご挨拶に感銘を

受けました。「高・大の対話」というキーフレーズが肝になると確信しました。（その他） 
○ 大変すばらしいフォーラムだったと思います。企画・運営された東北大学の皆様に感謝

いたします。（大学） 
○ 対面の場合は今回の時間でもよいのですが，オンライン開催では時間がかなり長いと思

います。工夫が必要と感じました。（大学） 
○ 打合せから 5 時間半の時間でしたが，学校にいながらでしたので少しきつかったです。

特に，授業をして，打合せ，そして，フォーラムという状況でしたので，対面での聴講

と違い，オンラインでの参加となると，なかなかきつかったです。7 時間のオンライン授

業を受けた生徒のような気持ちになりました。蛇足です。（高校） 
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○ 素晴らしい会を開催していただきありがとうございました。（高校）

○ 全ての面でとても勉強になりました。また，富山大学船橋先生の司会も素晴らしかった

です。有り難うございました。（大学）

○ 誠にありがとうございました。今後とも何卒宜しくお願い致します。（大学）

○ 須磨学園高校の報告が聞きづらかった。（音声が歯切れが悪い感じでした）（高校）

○ 須磨学園の先生の話がほとんど聞きとれず，残念でした。マスクは仕方ないとしても，

もう少しゆっくり話していただきたかったです。（高校）

○ 従来型の対面でのフォーラムは，特に強い必要性がない限りは必要なのではないか。オ

ンライン開催でも十分に，必要な情報共有や意見交換ができている状況を考えると，従

来型の対面でのフォーラムの開催は費用対効果を考えると不要であると考える。（大学） 
○ 質問を書いて送ろうとしたのですが 16 時 11 分であったため弾かれました。内容を聞い

た上で，15 分で質問を送れ，というのは無理だと思います。（高校）

○ 今回も有意義な会をありがとうございました。横浜国大の入試の公平性，公正性への疑

問は本校でも話題になりました。レポート形式は程度の差はあれ，教員の指導が入らな

いことは考えられません。特別選抜ならば近藤先生の発言にもありましたが，そういう

ものだと割り切るのですが，一般選抜では割り切れません。あくまでもコロナ禍での今

回限りのことであってほしいです。（高校）

○ 今回も大変有意義な時間を過ごさせていただきました。ありがとうございます。地方の

県立高校長経験者の立場からすると，戸山高校近藤先生のご意見が感情的には最もしっ

くりきました。3 年前，まだ現役の高校長のころに，①時流に乗った安易な変更はやめて

ほしい，②文科省・大学はある程度信頼性のある情報を早く出してほしいと声高に喚い

ていたことを思い出しました。あれから何も変わっていない。①公平性を崩すような変

革はやめてほしい。②情報を早く出してほしい。この高校側からの声は尊重してほしい。

その念を強くしたフォーラムでした。（大学）

○ 今回はこのような研修会に参加させていただく機会をご提供いただきありがとうござい

ました。オンラインであるために西日本からの参加が可能となりました。対面とオンラ

インの開催は運営側においては負担も増大するかと思いますが，継続実施される場合に

は，また参加させていただきたいと思います。（大学）

○ 高校・大学双方の取組や意見を知ることができ，大変勉強になりました。もう少し討論

の先を聞きたかったと感じました。コロナ禍はまだまだ終わりが見えません。引き続き

同様のテーマでフォーラムを開催いただけると嬉しいです。（大学）

○ 貴重な機会をいただき，ありがとうございました。（大学）

○ 企画，運営に携われた方々のご尽力に感謝申し上げます。（大学）

○ 環境の大変ななか，継続的に公開での情報共有と議論の場を設けてくださるのはとても

ありがたいと思っています。今後ともよろしくお願いいたします。（その他）

○ 横浜国立大学が今年度の入試を共通テストのみで実施したが，あの当時の状況の中，受

験生を安心させるために早い段階で他大学に先駆けてこのような判断をしたことは，称

賛に価すると思います。共通テストに出題されない科目の履修について危ぶむ声もあり

ましたが，「高校の学びは大学入試のためではない」という高校教育の原点について，高

校教員，生徒一人ひとりが，今一度考える機会ともなったのではないでしょうか。（高校）
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○ 素晴らしい会を開催していただきありがとうございました。（高校） 
○ 全ての面でとても勉強になりました。また，富山大学船橋先生の司会も素晴らしかった

です。有り難うございました。（大学） 
○ 誠にありがとうございました。今後とも何卒宜しくお願い致します。（大学） 
○ 須磨学園高校の報告が聞きづらかった。（音声が歯切れが悪い感じでした）（高校） 
○ 須磨学園の先生の話がほとんど聞きとれず，残念でした。マスクは仕方ないとしても，

もう少しゆっくり話していただきたかったです。（高校） 
○ 従来型の対面でのフォーラムは，特に強い必要性がない限りは必要なのではないか。オ

ンライン開催でも十分に，必要な情報共有や意見交換ができている状況を考えると，従

来型の対面でのフォーラムの開催は費用対効果を考えると不要であると考える。（大学） 
○ 質問を書いて送ろうとしたのですが 16 時 11 分であったため弾かれました。内容を聞い

た上で，15 分で質問を送れ，というのは無理だと思います。（高校） 
○ 今回も有意義な会をありがとうございました。横浜国大の入試の公平性，公正性への疑

問は本校でも話題になりました。レポート形式は程度の差はあれ，教員の指導が入らな

いことは考えられません。特別選抜ならば近藤先生の発言にもありましたが，そういう

ものだと割り切るのですが，一般選抜では割り切れません。あくまでもコロナ禍での今

回限りのことであってほしいです。（高校） 
○ 今回も大変有意義な時間を過ごさせていただきました。ありがとうございます。地方の

県立高校長経験者の立場からすると，戸山高校近藤先生のご意見が感情的には最もしっ

くりきました。3 年前，まだ現役の高校長のころに，①時流に乗った安易な変更はやめて

ほしい，②文科省・大学はある程度信頼性のある情報を早く出してほしいと声高に喚い

ていたことを思い出しました。あれから何も変わっていない。①公平性を崩すような変

革はやめてほしい。②情報を早く出してほしい。この高校側からの声は尊重してほしい。

その念を強くしたフォーラムでした。（大学） 
○ 今回はこのような研修会に参加させていただく機会をご提供いただきありがとうござい

ました。オンラインであるために西日本からの参加が可能となりました。対面とオンラ

インの開催は運営側においては負担も増大するかと思いますが，継続実施される場合に

は，また参加させていただきたいと思います。（大学） 
○ 高校・大学双方の取組や意見を知ることができ，大変勉強になりました。もう少し討論

の先を聞きたかったと感じました。コロナ禍はまだまだ終わりが見えません。引き続き

同様のテーマでフォーラムを開催いただけると嬉しいです。（大学） 
○ 貴重な機会をいただき，ありがとうございました。（大学） 
○ 企画，運営に携われた方々のご尽力に感謝申し上げます。（大学） 
○ 環境の大変ななか，継続的に公開での情報共有と議論の場を設けてくださるのはとても

ありがたいと思っています。今後ともよろしくお願いいたします。（その他） 
○ 横浜国立大学が今年度の入試を共通テストのみで実施したが，あの当時の状況の中，受

験生を安心させるために早い段階で他大学に先駆けてこのような判断をしたことは，称

賛に価すると思います。共通テストに出題されない科目の履修について危ぶむ声もあり

ましたが，「高校の学びは大学入試のためではない」という高校教育の原点について，高

校教員，生徒一人ひとりが，今一度考える機会ともなったのではないでしょうか。（高校） 

 

○ フォーラム全体の締めとして，閉会の辞が大変良かった。ぼんやり見ていたポスターが

とても良いものに見えてきた。（大学） 
○ どの先生方のお話も大変参考となりましたが，特に近藤先生のお話は良かったです。単

刀直入にお話しされるところに大変好感が持て，ファンになりました。次回も高等学校

の先生が登壇される機会がありましたら，ぜひお話を聞きたいと思いました。東北大学

の先生方，貴重な機会をありがとうございました。（大学） 
○ どうしても，オンラインだと回線の関係で，途切れ途切れになる時がありました。（大学） 
○ タイトルから考えると，入試広報の話は浮いていた。この 40 分分を短縮すれば，良かっ

たのではと思います。東北大は久保先生を売り出したいのかな。また，時間の長さの割

りに中身が薄くなっていたのが気になりました。（大学） 
○ コロナ禍の高校生の様子をうかがえた。学生募集について参考になる意見が聞け参考に

なった。（大学） 
○ コロナ禍での入試の実情を知る貴重な機会をいただき，ありがとうございました。（大学） 
○ コロナ禍での対応の話題に限られたせいか，いつもより中身が薄く感じられました。一

方で，その分メッセージが明快でした。高大接続や入試設計，広報の観点で大学の先頭

を走る東北大学の気概と自負を感じるフォーラムでしたし，高校としては，大学に思い

を直接伝える貴重な場だったと思います。なお，因みにタブレットの充電ギリギリの長

さでした。（高校） 
○ お忙しい中，このような機会を頂きありがとうございました。大変参考になりました。

（高校） 
○ お疲れ様でした。ありがとうございました。（高校） 
○ オンライン形式で開催して頂き，参加しやすかったです。大変ありがとうございました。

（高校） 
○ オンラインの際の機材のチェックを事前にお願いしたい。今日のマイクの不調はすぐに

改善できるのでは？（高校） 
○ ありがとうございました。（高校） 
○ ありがとうございました。（その他） 
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参参加加者者統統計計  

 
1 参加者総数: 529 名 
（講演者・招待参加者: 16 名，大学: 296 名，高校: 114 名，スタッフ等: 27 名，その他: 76 名） 

1.1 来場参加者総数: 57 名 

（講演者・招待参加者: 6 名，大学: 9 名，高校: 13 名，スタッフ等: 25 名，その他: 4 名） 

1.2 オンライン参加者総数: 472 名（参加申込者数） 

（講演者・招待参加者: 10 名，大学: 287 名，高校: 101 名，スタッフ等: 2 名，その他: 72 名） 

 
2 参加者地域別 

宮城県内: 117 名 
宮城県以外の東北地方: 63 名 

（青森県: 11 名，岩手県: 12 名，秋田県: 13 名，山形県: 17 名，福島県: 10 名） 
東北地方以外 349 名 

（北海道: 27 名，茨城県: 23 名，栃木県: 7 名，群馬県: 5 名，埼玉県: 10 名，千葉県 12 名， 
東京都: 80 名，神奈川県: 27 名，新潟県: 8 名，富山県: 3 名，石川県: 7 名，福井県 1 名，

山梨県 7 名，長野県: 5 名，静岡県: 12 名，愛知県: 11 名，三重県: 3 名，滋賀県 3 名， 
京都府: 10 名，大阪府: 10 名，兵庫県: 6 名，奈良県 1 名，鳥取県 2 名，岡山県: 6 名， 
広島県: 8 名，山口県: 1 名，徳島県: 4 名，香川県: 5 名，愛媛県: 4 名，高知県: 4 名， 
福岡県: 18 名，佐賀県: 1 名，長崎県 4 名，熊本県: 3 名，鹿児島県: 2 名，沖縄県: 9 名） 

2.1 来場参加者地域別 

宮城県内: 45 名 

宮城県以外の東北地方: 4 名 

（青森県: 0 名，岩手県: 0 名，秋田県: 0 名，山形県: 0 名，福島県: 4 名） 

東北地方以外 8 名 

（埼玉県 1 名，東京都 3 名，神奈川県 1 名，富山県 1 名，愛知県 1 名，大阪府 1 名） 

2.2 オンライン参加者地域別 

宮城県内: 72 名 

宮城県以外の東北地方: 59 名 

（青森県: 11 名，岩手県: 12 名，秋田県: 13 名，山形県: 17 名，福島県: 6 名） 

東北地方以外: 341 名 

（北海道: 27 名，茨城県: 23 名，栃木県: 7 名，群馬県: 5 名，埼玉県: 9 名，千葉県 12 名， 

東京都: 77 名，神奈川県: 26 名，新潟県: 8 名，富山県: 2 名，石川県: 7 名，福井県 1 名，山梨県 7 名， 

長野県: 5 名，静岡県: 12 名，愛知県: 10 名，三重県: 3 名，滋賀県 3 名，京都府: 10 名，大阪府: 9 名， 

兵庫県: 6 名，奈良県 1 名，鳥取県 2 名，岡山県: 6 名，広島県: 8 名，山口県: 1 名，徳島県: 4 名， 

香川県: 5 名，愛媛県: 4 名，高知県: 4 名，福岡県: 18 名，佐賀県: 1 名，長崎県 4 名，熊本県: 3 名， 

鹿児島県: 2 名，沖縄県: 9 名） 

 

 
多くの方々に御参加いただき，ありがとうございました。 
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参参加加者者統統計計  

 
1 参加者総数: 529 名 
（講演者・招待参加者: 16 名，大学: 296 名，高校: 114 名，スタッフ等: 27 名，その他: 76 名） 

1.1 来場参加者総数: 57 名 

（講演者・招待参加者: 6 名，大学: 9 名，高校: 13 名，スタッフ等: 25 名，その他: 4 名） 

1.2 オンライン参加者総数: 472 名（参加申込者数） 

（講演者・招待参加者: 10 名，大学: 287 名，高校: 101 名，スタッフ等: 2 名，その他: 72 名） 

 
2 参加者地域別 

宮城県内: 117 名 
宮城県以外の東北地方: 63 名 

（青森県: 11 名，岩手県: 12 名，秋田県: 13 名，山形県: 17 名，福島県: 10 名） 
東北地方以外 349 名 

（北海道: 27 名，茨城県: 23 名，栃木県: 7 名，群馬県: 5 名，埼玉県: 10 名，千葉県 12 名， 
東京都: 80 名，神奈川県: 27 名，新潟県: 8 名，富山県: 3 名，石川県: 7 名，福井県 1 名，

山梨県 7 名，長野県: 5 名，静岡県: 12 名，愛知県: 11 名，三重県: 3 名，滋賀県 3 名， 
京都府: 10 名，大阪府: 10 名，兵庫県: 6 名，奈良県 1 名，鳥取県 2 名，岡山県: 6 名， 
広島県: 8 名，山口県: 1 名，徳島県: 4 名，香川県: 5 名，愛媛県: 4 名，高知県: 4 名， 
福岡県: 18 名，佐賀県: 1 名，長崎県 4 名，熊本県: 3 名，鹿児島県: 2 名，沖縄県: 9 名） 

2.1 来場参加者地域別 

宮城県内: 45 名 

宮城県以外の東北地方: 4 名 

（青森県: 0 名，岩手県: 0 名，秋田県: 0 名，山形県: 0 名，福島県: 4 名） 

東北地方以外 8 名 

（埼玉県 1 名，東京都 3 名，神奈川県 1 名，富山県 1 名，愛知県 1 名，大阪府 1 名） 

2.2 オンライン参加者地域別 

宮城県内: 72 名 

宮城県以外の東北地方: 59 名 

（青森県: 11 名，岩手県: 12 名，秋田県: 13 名，山形県: 17 名，福島県: 6 名） 

東北地方以外: 341 名 

（北海道: 27 名，茨城県: 23 名，栃木県: 7 名，群馬県: 5 名，埼玉県: 9 名，千葉県 12 名， 

東京都: 77 名，神奈川県: 26 名，新潟県: 8 名，富山県: 2 名，石川県: 7 名，福井県 1 名，山梨県 7 名， 

長野県: 5 名，静岡県: 12 名，愛知県: 10 名，三重県: 3 名，滋賀県 3 名，京都府: 10 名，大阪府: 9 名， 

兵庫県: 6 名，奈良県 1 名，鳥取県 2 名，岡山県: 6 名，広島県: 8 名，山口県: 1 名，徳島県: 4 名， 

香川県: 5 名，愛媛県: 4 名，高知県: 4 名，福岡県: 18 名，佐賀県: 1 名，長崎県 4 名，熊本県: 3 名， 

鹿児島県: 2 名，沖縄県: 9 名） 

 

 
多くの方々に御参加いただき，ありがとうございました。 
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